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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　籐とう宜ぎは、つい最近北域国に加わった街である。

　北域と呼ばれている区域を地図に書くと、ずっと南のほう。つまり帝都に近い位置にある。

　北域国の首都である延えん声せいから早馬で二日半。馬と馬車で五日はかかる。

　その、籐宜の街の少し手前、歩いて半日ほどの場所に、点てん真しん家けと呼ばれる小さな宿場がある。

　ここには、かつて北域街道と近隣の村々を繫つなぐ道の分ぶん岐き点を見張るための城じよう砦さいがあった。交通の要所であるのと、泉水があることから、旅人や隊商たちが籐宜の街に入る前に時間を調整する場所として利用するようになった。

　この街は、他の街と同じように周囲を城壁で囲まれており、日没とともに門が閉じられると朝まで門が開くことはない。

　日没までにたどり着けなかった旅人は、門の前で夜を明かすか、その手前の宿場に泊まって、門が開く時間に街に着くように時間調整をする。

　点真家は、そういう客が寝泊まりするためにできた宿場である。

　街の中央を南北に北域街道が通っており、街道沿いの両側に旅はた籠ごや商店が南北にずらりと並んでいる。

　その街道に沿って並んだ旅籠の二階の窓にある手すりに、ひとりの利発そうな少女が身を持たれかけさせて、夕暮れの街道を行き交かう人々を見ていた。

「あーあ、本当なら今夜は籐とう宜ぎの街の旅籠に泊まるはずだったのに……馬車の足が遅くなったのは、玉ぎよく麗れいお姉さまが稜りよう孟もうの街で開かれてた大市場バザールで欲をぶっこいて、シムールの毛織物を仕入れすぎたからだわ」

　その言葉に答えるように部屋の中から声がした。髪をほどいて旅の埃ほこりを払っていた、姉の玉麗である。

「なに言ってるの！　シムールの毛織物は、厚手だけど安くて丈夫だから、よく売れるのよ！　銀ぎん麗れいの仕入れた派手な鍋なべなんかより、ずっと高く売れるわ！」

　旅籠の窓の手すりにもたれかかっていた銀麗は、肩をすくめた。

「まったく……先日の絨じゆう毯たんといい、今回の毛織物といい、お姉さまは敷物に執しゆう着ちやくしすぎだわ。もしかして、その大きなお尻しりで男を尻に敷きたい強迫観念でもあるんじゃないかしら？

　どう考えても、売るのなら、安くても、いっぱい売れる鍋や釜かま、薬や缶かん、といった金物のほうがいいに決まってるじゃない！」

「金物は運ぶ途中で傷がついたりするじゃない。薬缶なんてかさばるだけで値段は安いし。その点、敷物は柄がよければいくらでも高く売れるのよ。っていうか、誰が大きなお尻なのよ！」

「そりゃあ、玉麗お姉さまですわ。大きいだけで何の役にも立たないお尻ですけれども。ああ、馬車に乗っているときには、座布団いらずでいいかもしれませんわねー」

「なんてこと言うのよっ……まあいいわ、どっちがよく売れるか競争よ。明日の朝一番に籐宜の街の市場に乗り込んで、売って売って売りまくりましょう。帝都に再び、蒼あお橋はし商会の看板を掲げる日まで、休んでなんかいられないわよ、銀麗！」

「わかってますって！」

　そう言って笑った後で、再び旅籠の前を通っている街道を見おろした銀麗は、道の向こうから宿場を管かん轄かつする宿場役人が後ろに衛兵を引き連れてやってくるのに気がついた。

　役人は公式の行事のときに着る官服と礼帽を身に着けている。

「変ね、こんな時間に……」

「どうかしたの？」

「とっくに役所は閉まっているのに、役人が官服着て、それも衛兵連れて歩いてるのよ」

「衛兵を？　もしかして、捕とり物かしら？　お尋たずね者がどっかの旅籠に泊まっているのがバレたとか……」

　銀麗はイタズラっぽく笑って答えた。

「もしかしたら、玉麗お姉さまを捕まえにきたのかもしれませんわよ？」

「人聞きの悪いこと言わないでちょうだい！　私が何をしたって言うのよ！」

「若作りの罪。実年齢より若く偽いつわるのは、詐さ欺ぎの一種であるとかなんとか……」

「若作りって……私は充じゆう分ぶん若いわよ！　あんたこそ、私に隠れて陰でヤバイ品物を売っていた……ってことはないでしょうね？」

「そんなことするわけないじゃない！　清せい廉れん潔白な清せい楚そな美少女に向ってなんてことを！　私が罪に問われるとしたら、この美しさが罪よ！」

　玉ぎよく麗れいは何かを思いついたのだろう、にやっと笑った。

「そうよね、銀ぎん麗れいは清廉潔白で清楚な美少女だものね」

「……何よ、気持ち悪いわね。言いたいことがあれば言えばいいでしょう？」

「うん、じゃあ言うわ。あの役人はきっとあなたを迎えにきたんだわ。ほら、北域王のお嫁さんになるはずのミーネちゃんが、怪け我がしちゃったでしょう？　傷物を嫁にするわけにはいかないっていうんで、代わりの嫁を探しているのよ。そして見事に白羽の矢が立ったんじゃないかしら？　よかったわね、銀麗。あなた玉の輿こしよ」

　銀麗は馬ば鹿かにしたように鼻で笑った。

「はん、またそのネタですの？　もう、その脅おどしにはのりませんことよ。毎回同じ話をくどくど繰り返すなんて、お姉さまも寄る年波でボケが始まったんじゃありませんの？　そのうち『銀麗や、ご飯はまだですか？』『いやですわお姉さま、食べたばかりじゃありませんか』みたいな会話をすることにな、る……」

　銀麗の言葉が途中で止まった。

　顔を上げた玉麗が見たのは、目をまん丸にして、窓の真下を見つめている銀麗の姿だった。

「どうしたの銀麗……何かあったの？」

「役人が……この旅はた籠ごに入ってきたの……」

「なんですって？」

　玉麗が驚くのと同時に、階段の下から、旅籠の主人が慌あわてる声が聞こえてきた。

「はっ！　はい！　蒼あお橋はし商会の玉麗様、銀麗様のご姉妹は、うちにご逗とう留りゆうされておりますが……は、はい！　直ただちにお呼びして参ります！」

　その声を聞いていた玉麗と銀麗は、無言のまま顔を見合わせた。

　ひと呼吸、ふた呼吸。

　最初に口を開いたのは銀麗だった。

「お姉さま！　逃げましょう！　ここから飛び降りて逃げればなんとかなります！」

「ちょっと待って！　何も悪いことをしてないんだから、逃げることはないじゃないの！　お話を聞いてからでも……」

「何言ってるの！　話を聞いたらもう逃げられないじゃない！」

　二人が言い合っているところに官服を着込んだ宿場役人が現れた。

「間に合わなかったっ！」

　玉ぎよく麗れいは舌打ちをする銀ぎん麗れいを叱しかった。

「ほら！　何やってるのよ！　ここに来て座りなさい！」

「逃げ遅れたのはお姉さまのせいですからね……ああ、美少女銀麗、点てん真しん家けに散る……」

「しっ！　静かにしなさい！」

　二人のやり取りをあきれた顔で聞いていた役人が、小さく咳せき払いをして話し始めた。

「あー、コホン。そなたらは、蒼あお橋はし商会の玉麗、銀麗姉妹に間違いはないな？」

　玉麗が一礼した。

「はい、間違いございません。私が姉の玉麗。そしてこちらが妹の銀麗でございます」

「うむ、そなたたちに、北域王よりの召喚状が届いておる。こちらだ」

　役人はそう言うと、白い箱に入った書状を取り出し、玉麗の前に広げてみせた。

　帝国風の書式だが皇こう帝ていの御ぎよ璽じの代わりに晴せい凛りんの直筆の署名が入っているその召喚状には、これを見たら、すぐに延えん声せいに来るように。費用と商売の損失分は、北域国が負担する。ということが難しい言い回しで書かれていた。

「これは……どういうことでございましょう？」

　怪け訝げんな顔をする玉麗を見て、役人は目を閉じて小さく首を振った。

「どういうことなのかは、わしにもわからん。ただ、言えることは、この書状の用件は至急ということだけだ。これは早馬の伝令使によってついさっきこの宿場に届けられた。翌日回しにすることなく、たとえ夜中でも、そなたら姉妹に伝えよ、という但ただし書きつきでな……だから、こうやってわしがやってきた、というわけだ」

「それは……お役目ご苦労様でございます」

　そう言って平伏する玉麗を見て、宿場役人は慌あわてて首を横に振った。

「ああ、いや、そなたたちが恐縮に思うことはない。これもわしの仕事のうちだ……それよりも、この書状を見て思ったのだが……もしかして、そなたらは北域王の晴凛様とは懇こん意いなのか？」

　玉麗と銀麗は顔を見合わせた。

　ひと呼吸、ふた呼吸。

　最初に口を開いたのは、今度も銀麗だった。

「懇意も懇意！　北域王の晴凛様がまだ侘タ瑠ル徒トの木こっ端ぱ役人だった頃からの付き合いですわ！　街で会うと『よっ！　晴凛！』『やあ、銀麗ちゃん！』と呼び合うくらいの仲で……」

「あ、こら！　なんてこと言うのよ！」

　玉麗は慌てて銀麗をたしなめた後で、改めて答えた。

「銀麗の言うことは大げさですが、懇意にしていただいていることは間違いございません……それが何か？」

　宿場役人は視線を落として、小声で言った。

「あーこれは、その、なんだ。ついででいいので、北域王様にお会いしたときに、なんだ……その、わしがちゃんと職務に忠実であったと……それとなく、言っていただけると……その、ありがたいと言うか何というか……」

　宿場役人の言葉を聞いた玉ぎよく麗れいはにっこり笑った。

「承知いたしました。お役人さまが職務に忠実で精勤されていたから、こうやってお目にかかれたのです。と北域王様にお伝えいたしましょう」

　宿場役人はほっとしたように肩の力を抜いた。

「そうか、それはありがたい。以前の宿場役人は勝手に税を取り立てて私腹を肥やしていたので罷ひ免めんされ、私が新しく着任したのだが……北域王様は役人の働き振りをしっかり監視するという話を聞いているのでな……」

「晴せい凛りん様はまだお若いですけど、そういうところは実にしっかりしたお方です。真ま面じ目めに働いている人が馬ば鹿かを見ない世の中を作るのだと張り切っておいでです。ご安心下さい」

「そうか、いや、噂うわさ通りの方のようだな……では、わしはこれで……ああ、そうだ。延えん声せいに立つときに、もし換えの馬や護衛が必要なら言ってくれたまえ。最大限の便べん宜ぎを図るように、と言われておる」

「わかりました。では明朝、役所にお伺うかがいします」

「うむ、待っている。では、わしはこれで……」

　宿場役人は、そう言うと一礼して帰っていった。

　階段を下りていった役人を見送った銀ぎん麗れいが、声をひそめて玉麗に聞いた。

「いったい何事なんでしょう？　私たちを呼び寄せるなんて、今まで無かったことですわ」

「そうよね……私たちが延声に行ったときに呼ばれることはあっても、こんな行商の途中で呼ばれる、それも早馬使って呼び出されるなんて、よほどのことね……」

　そう言って、二人は顔を見合わせる。

　今度は玉麗のほうが先に、ぽつり、と言った。

「もしかして……ひょうたんから駒こま、かしら？」

「ひょうたんから駒？」

　銀麗は首をかしげて、玉麗を見た。

「そうよ、冗談が本当になったのかも……」

「ま、まさか、やめてください、お姉さま。冗談が過ぎますわ！」

「いいえ、それ以外の何がありますの？　これは間違いありませんわ。あなた、見み初そめられたのよ！　ああ、すごいわ、玉の輿こしよ！」

「ちょっ、ちょっとお姉さま!?」

「あら大変だわ、どうしましょう！　嫁入り道具を用意しなくちゃ！　妹のあなたに先を越されるのは癪しやくだけれども、何と言っても北域王！　ええ、奮発するわよ！」

「何言い出すのよお姉さまっ!?」

「何もどれも、これは大変なことになったわ！　ああ、挙式のときには私、何を着ていこうかしら！　せっかくだもの、思い切って仕立ててもいいわよねえ……って、あ、こら！　何をする気！　危ないわよ銀ぎん麗れい！」

「お姉さま！　手を離して！　私ここから飛び降りて逃げるんだから！　どこか！　遠いところへ！　誰も知らない静かな場所で隠れて生きることにするから！　だから放してー！」

「駄だ目めよ！　今のは冗談よ冗談！」

「その冗談が、本当になっちゃったってことでしょ？　私には無理！　人間凶器を従えた山やま猫ねこと毒使い娘を連れた弓持ち熊くま娘との間に挟はさまれたら、二秒で即死よ！　一秒生きてたら御おんの字だわ！」

「そんなことないって！　だから、飛び降りるのはやめてー！」

　夕ゆう闇やみの迫せまる宿場町に響き渡る蒼あお橋はし姉妹の声は、宿の主人が諌いさめるまで、しばらく続いた。







　　　第一章「シャールの意地」







　北域最大の都市「延えん声せい」。かつて北域県の県都であったこの街には「石いし割わりの泉水いずみ」「龍りゆう啼なきの洞どう窟くつ」「七階建ての摩ま天てん楼ろう」と呼ばれる三大名物がある。

「石割の泉水」というのは、延声の街の北に位置する大きな岩山の割れ目から噴き出す地下水のことだ。この地に延声の街ができたのは、そもそもこの水を目当てに人々が集まってきたためだと言い伝えられている。

「龍啼きの洞窟」というのは、岩山にある大きな割れ目の洞窟のことだ。この割れ目は岩山の頂上にまで通じており、ここを風が通るとその音が内部で共鳴して、洞窟の中に、うぉんうぉん、という音となって聞こえることから、この名がついた。

「七階建ての摩天楼」というのは、延声の街の中心部にある犂すき山やまの居城のことである。

　南大門から犂山の居城を見上げると、七階建ての荘そう厳ごんな建物のように見えることから、この名がついた。

　実際には、犂山の居城は岩山の斜面に沿って建物を積み重ねて建てているために、七階建ての大建築のように見えるだけで、一階から七階まで通し柱などは無い。

　この建物は四階から上を犂すき山やまの居城として、一階から三階までは北域県の庁舎として使われていたが、現在はそっくりそのまままそこで働いていた役人ともども、北域国の中央機関として使われている。

　晴せい凛りんたちの北域国が面めん涼りようたちの南域国と大きく違う点は、この帝国の行政機関をそのままの形で残している、という点である。

　帝国の役人を皆殺しにしてしまった南域では都市の機能が壊滅し、事実上の無法地帯になっているのに対し、北域国は為政者が代わっても都市機能はそのままで、人々の日々の生活は変わらない。

　それどころか、北域国の中ちゆう枢すう部には光こう凛りんや諒りよう秦そうといった腕ききの役人経験者がいるために、いままで着服や横流し、といった不正行為をやってきた地方の腐敗した役人連中が摘発され、次々に追放されていった。おかげで帝国時代より暮らしやすくなっている。

　延えん声せいをはじめとする北域の都市に暮らす人々は口には出さないが、誰もが皆『世直し』とはどんなものか、それを肌で感じ取っていた。

　だが、その『世直し』をやってのけた張本人である晴凛は、自分がそれを為なし遂げたなどと思ってはいない。

　北域王という肩書きと立場を手に入れたとはいえ、中身はごく普通の若者なのだ。

　延声の街に朝日が差し込み、朝の清すが々すがしい空気が満ちる頃。晴凛はミリンの声で目覚めた。

「起きてくだサイ……朝デスよ。さっさと起きて着替えるのデす！」

　ミリンに揺ゆり起こされた晴凛は、寝ぼけまなこのまま上半身を起こすと、寝ね癖ぐせのついた髪の毛をわしゃわしゃと搔かきながら、どこかすっきりしない顔で答えた。

「あ……どうも……おはようございます」

「今ひとつ、目覚めが悪いようデすネ」

「ひとりで寝ると、のびのび寝られるので、深く寝すぎてしまうのかもしれない……」

　そうつぶやいた後で、晴凛は慌あわてて首を振った。

「あ、いや、ミーネが邪じや魔まだとか、そういう意味じゃなくて、ですね……」

「わかってマす。山やま猫ねこの寝相の悪さは、よく知ってイます」

　ミリンはそう言って肩をすくめると、小さく手を叩たたいた。

「さあさあ、早く起きて。今日も犂山サまのところの料理人が、おいしそうな朝あさ粥がゆを作ってくれまシたよ」

　晴凛の脳内に、干し貝柱のダシが効いたお粥が浮かぶのと同時に、胃が、ぐぐぅ、と音を立てて動き始めた。

「よし、朝飯食って、今日も一日がんばらないと！」

　晴凛はそう言うと、夜具をまくりあげて立ち上がった。

　犂すき山やま家の執しつ事じと侍じ女じよたちの給仕で朝食を終えた晴せい凛りんは奥の間に移って、そこで普段着から北域王としての公式の官服に着替えた。

　侘タ瑠ル徒トにいた頃は、ごく普通の上級役人の官服を着ていたので、ミーネやシャールがよってたかって着替えさせても、さほど問題は無かったが、延えん声せいに来て北域王を名乗った今となっては、さすがにミーネたちに任せるわけにはいかない。

　身分と肩書きを示す官服を着るときは、刺し繡しゆうの紋もん様ようの位置や、帽子の向き、肩につける略りやく綬じゆの房の順番に至るまで、細かい作法があるため、着付けに慣れている犂山家の執事たちが、晴凛の着替えを手伝っている。

　北域王の官服を着た晴凛は、着付けを手伝ってくれた執事たちに頭を下げて礼を言った後で、回廊で繫つながれた奥の部屋に向った。

　そこは、皇こう帝ていやそれに近い王族がこの延声に来たときに、寝泊りするために作られた一種の貴き賓ひん室で、毒殺や暗殺から宿泊者を守るために、独立した小さな台所と浴室が設けられている。

　この部屋は稜りよう孟もうの街で背中に矢を受けて負傷したミーネの病室となっている。

　傷が化か膿のうせずに良好に回復している、ということで、五日ほど前に馬車に乗せられて延声に戻ってきて、この部屋で寝ているのだ。

「失礼します」

　晴凛が部屋の扉の前でそう声をかけると、すぐにミーネの声で返事があった。

「おお、晴凛か！　入っていいぞ！」

　引き戸を開けて、室内に入った晴凛が見たのは、寝台の上であぐらをかいて向こうを向き、背中をむき出しにしているミーネの姿だった。

　とても『入っていい』姿とは思えないが、本人がいいと言っているのだ。晴凛はミーネに声をかけた。

「おはようございます、ミーネ姫」

「おう、おはよう！」

　ミーネは首を目いっぱい後ろに回して言った。

「今、朝の包帯替えをしているところなのじゃ！　傷の様子はどうなっておる？　薬くす師しはよくなっていると申しておるのじゃが、自分では見えんのでな、よくわからんのじゃ！」

　ミーネの右肩、肩けん甲こう骨こつの下に、赤黒い大きなかさぶたがあり、その周囲にピンク色の肉が盛り上がっているのが見えた。

　それは、矢によって生じた傷ではない。深く刺さった矢じりを抜くため切開した傷跡である。

　陶磁器にも似た、白い透明感のあるミーネの白い背中に張り付いた陰いん惨さんな赤黒いかさぶたを見たとき、晴凛の脳のう裏りにあの日の光景が浮かんだ。

　自分の手の中で崩れ落ちるミーネ。抱きかかえた手の中に広がっていく生温かい液体の感触と、鉄てつ錆さびのような血の臭におい……。

　──この傷は僕のせいだ。ミーネの傷は僕が負わせたようなものだ……。

　晴せい凛りんは思わず目を逸そらし、そっけなく答えた。

「あ……いや、僕は薬くす師しじゃないから、傷を見てもよくわからないな……」

「ん、そうか……」

　ミーネは一いつ瞬しゆん悲しそうな顔をしたが、すぐに表情を変えた。

「あ、でも、薬師は傷の治りが早いと褒ほめていたぞ！　傷の奥のほうで膿うみを持っているようなこともなく、キレイにくっついていると！」

「そうですか、それはよかったですね……」

　晴凛がそう答えたとき、新しい包帯を持ったミリンが病室の奥にある台所から姿を見せた。

「それにしても、清潔な布がこんなにふんだんに手に入るのだから、延えん声せいとは大した街です……」

　そんなことをつぶやきながら入ってきたミリンは、上半身裸で晴凛に背中を向けているミーネを見て、目を丸くした後で眉まゆを逆立てた。

「人の前でなんて格かつ好こうをしているんですか、この山やま猫ねこは！　そこにある上着をかけていなさいと言ったでしょう！　ちっとは恥はじを知りやがれです！」

「傷の様子を見てもらっただけじゃ！　背中を見せてはいかんのなら、前ならいいのか？」

　ミーネはそう言うと、寝台の上で、くるりと身体からだを回した。当然、背中ではなく、前が見える。

　何も着けていない、上半身の、前が。

　腰。へそ。鳩尾みぞおち。そして。

「あ……」

　正面から見てしまった晴凛は慌あわてて顔を逸らした。

　あいかわらずのつるぺたな胸だが、心なしか、ほんのりと膨ふくらんでいるように見えた。光の加減でそう見えただけだろうか。いや、これは、間違いなく膨らみがある……ような気がする。
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　顔を逸らした晴凛を見て、ミーネがにまっと笑えみを浮かべると、すかさずミリンの拳げん骨こつが落ちてきた。

「にゃあっ!?」

「誰がそんな貧相な胸を見せろと言いましたか！　この馬ば鹿か猫め！」

「うるさいのう……貧相言うな。ミリンも大して違わんと思うぞ」

「失礼なっ！　私のは、ちゃんと手のひらに、こう、ぴったりと収まるくらい」

「その手のひらでちょうどの大きさか。貧相じゃのう」

「って何を言わせやがるんですか、この山猫は！　しかもまた貧相とか！」

「わしは何も言っておらん、お前が勝手に言っただけじゃ！」

　ミリンとミーネのいつものやり取りを聞いて、晴凛は安心したように微笑ほほえんだ。

「もう、すっかり元気ですね。安心しました。では、行ってきます」

「おう！　がんばれ、晴せい凛りん！　ちゃんと仕事しろ！」

「ったく、えらそーに、この山やま猫ねこが！」

　ミリンがミーネの頭をぺちん、と叩たたいた。

　笑いながら晴せい凛りんが部屋を出ていった後の扉を、ミーネはしばらく無言で見つめていたが、やがて目を落とすと、小声でぽつり、と言った。

「わしは晴凛に嫌われるようなことを何かやったのか……？」

「いいえ、何も……なぜ、そんな風に思ったのですか？」

　ミーネは目を落としたまま、つぶやくように答えた。

「上う手まく言えんのじゃ……ただ、何となく、よそよそしいのじゃ……こう、わしのことを避けているような気がして……」

　ミリンは安心させるように笑ってみせた。

「傷に障さわるといけない、というので、遠えん慮りよしているのですよ。晴凛殿はただでさえ、ヘタレな男ですから、ヘタレに遠慮が重なって、よそよそしく感じただけです。姫様が元気になって、いつも通りに振る舞えば、きっと元通りですよ」

「そうか、そういえば晴凛はヘタレであったな、うん。そうか、よかった……」

　ミリンの言葉を聞いたミーネは、顔を上げて笑え顔がおを見せた。

　その笑え顔がおを見て、ミリンは思った。

　──身体からだの傷は存外早く治ったとしても、心の傷は癒いえるのに時間がかかる。晴せい凛りん殿の優しさが、裏目に出なければいいのだけど……。




　北域王として国府に入った晴凛を待ち構えていたのは、さまざまな請願を行う人々の列だった。

　伏ふせ龍たつが北域国を立ち上げたとき最初に行ったのが、国民に要望を申し立てるように、という触れを出すことだった。

　国民の不平不満を聞き、どこに問題があるのかを明らかにする。そしてその問題を一つずつ解決していくことが、国家の安定に繫つながる。それが、伏龍の考えた『世直し』である。

　そのために国民の請願を聞くことこそが、北域王たる晴凛の仕事なのだ。

「お願いいたします！」

「稜りよう孟もうの街で開かれた、大市場バザールは大盛況でした。あの市場が稜孟の街にもたらした利益は計りしれません！」

「ぜひとも、あれと同じ無税の大市場を、我が柳りゆう弦げんの街の前でも開いていただきたく、こうやってお願いに参りました……ぜひともお願いいたします」

　延えん声せいの東にある柳弦の街の太たい守しゆとその随ずい行こうの人々は、椅い子すから立ち上がると、目の前の机に両手をついて、深々と頭を下げた。

　この部屋は県令であった犂すき山やまが使っていた謁えつ見けん室だった。

　侘タ瑠ル徒トの辺境総そう督とく府と同じように、この延声にも帝都からの皇こう帝ていの使者を出迎えるときや、逆に近在の太守を呼び付けるときに使われる謁見室がある。

　謁見室に置かれていた皇帝陛へい下かが座る「玉ぎよく座ざ」を模した「執しつ座ざ」は片付けられ、侘瑠徒の謁見室と同じように、丸い卓と椅子が置かれている。

　王、と名がつくほどの存在になったのだから「玉座」とまではいかないものの、それなりの席を用意して、そこに座るべきだ、という意見も出たが、晴凛は、

『王という文字は君臨する者という意味もありますが、臣しん下かの者を庇ひ護ごし民たみに安あん寧ねいをもたらす責任がある者という意味もあります。私は皇帝の真ま似ね事ごとをするつもりはありません』

　と主張して、侘瑠徒の謁見室でやっていたように、シムールの円座と同じ上下の関係のない円卓を置いて、そこで話を聞くことにこだわったのだ。

　晴凛はいつものように、右を向いて話しかけようとして、そこに伏龍がいないことに気付き、慌あわてて左隣に座っていた光こう凛りんに聞いた。

「どうだろう？　柳弦で大市場は開けるかな？」

　光凛はひと呼吸ほどの時間、考えた後で、ゆっくりと答えた。

「稜孟で開催された大市場は、シムールの大ウカイに合わせて行われたものです。大ウカイには三万人のシムールが集まりました。ですから、あれだけの盛況を見せたわけです。

　柳りゆう弦げんで大市場バザールを開催したとしても、シムールが集まらなければ、あれほどの規模にはならないと思われます」

　柳弦の太たい守しゆは慌あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いや、あれほどの規模でなくてもいいのです。街の外に、無税の市場を期間限定で開設する許可さえいただければ。税金を払わないでいい、言うだけで、近郷近在の商人たちは集まってくるでしょう」

　太守の隣にいた、柳弦の収入役の男が話の後を継いだ。

「商人が集まれば、当然物と人が集まります。街の宿屋を使い、街で買い物をしてくれれば、市場は無税でも街の収入は増えます。街が賑にぎやかになることで、商人は喜び、、街の住民は楽しみが増え、近隣の農民は手持ちの農作物や穀物を現金に代えることができます。誰も損をしません。ぜひとも、開設の許可を！」

　光こう凛りんは腕を組んで考え込むように答えた。

「あなた方のおっしゃることはもっともです。問題は、市場の開設の許可を求めてきている街は柳弦だけではない、ということなのです」

「他の街からも、同じような請願が出ているのですか？」

　驚く収入役を見て、柳弦の太守は小さく首を振った。

「いや、おそらく私たちと同じようなことを考える太守は、他にもたくさんいるだろうと予想はしていた。稜りよう孟もうの街の賑わいは、この先何十年と言い伝えられていくほどのものだった。

　あの賑わいを、自分たちの街でも……と、考えるのは、街を預かる太守として当然の思いだからな……」

　太守たちのやり取りを聞いていた晴せい凛りんが、穏やかに答えた。

「西の稜孟の街、東の柳弦の街、南の碌ろく暫ざんの街、それぞれの街の太守より、大市場開催の許可について、請願を受けております。

　これらの街で、同時に開催するわけにはいきませんので、春夏秋冬に分け、春は草原に面した柳弦。夏は水が豊富で涼しい稜孟、秋は南の碌暫、冬はこの延えん声せいで、大市場を開催することにしてはいかがでしょうか？」

　柳弦の太守は目を見開いた。

「おお、持ち回り、ということですな？　確かに、季節で分ければ、暦こよみのように人々の暮らしにもメリハリがつきますな」

「しかし、なぜ、私ども柳弦の街は春、とお決めになったのでしょう？」

　晴凛は微笑ほほえんだ。

「柳弦の街の南を流れているロタ川のほとりには、春先になると野草が花をつけて、まるで花畑のようになる、という話を聞いたことがあります。

　大市場バザールに来た人に、長い冬が終わり、春が来たのだ、ということを感じてもらうのにふさわしいと思ったからです」

　その晴せい凛りんの言葉を聞いた柳りゆう弦げんの太たい守しゆは、改めて晴凛の顔を見直した。

　──たしか、この晴凛という男は帝都生まれの帝都育ち。この北域に来て、まだ一年足らずだったはずだ。

　私は今まで、帝都からやってきた帝国の役人を何人も見てきたが、やつらの関心は自分の受け持つ領地からいくら税金が取れるか、ということしかなかった。北域の風物や地理のことなど、知ろうともしない連中ばかりだった。

　だが、この北域王は違う。この男は北域の都市の地理や特徴を知り尽つくしている……。いや、風物や地理だけではない。おそらく、我が柳弦の街にどれほどの税収があるのか、しっかり把握済みに違いない。

　そして、大市場についての裁定は、実に理にかなっている。誰もが納得できる落しどころを提示して見せる才覚がある。

　柳弦の太守は、素早く考えを巡らせると隣にいる収入役と顔を見合わせた。

　収入役の目は『北域王の言う通りにしたほうがよろしいでしょう』と言っていた。

　──確かにその通りだ……この男……侮あなどれば痛い目に遭うだろう。

「我々は北域王の裁定に異議はございません。御指示の通りにいたします」

　柳弦の太守は晴凛に向き直ってそう答えると、深々と頭を下げた。




　柳弦の街の太守が謁えつ見けんの間から出ていくのと入れ違いに部屋に入ってきた諒りよう秦そうが、晴凛に小さく一礼して言った。

「ご苦労様でした。次は、新しく北域国に加わった、籐とう宜ぎの街の使者です。こちらに籐宜の街の概要をまとめておきました。使者とお会いになる前に、軽く目を通しておいて下さい」

　晴凛はにっこり笑って頭を下げた。

「いつも、ありがとうございます。諒秦さんたちの協力がなかったら、とても全部覚えきれないでしょうね」

　諒秦は笑いながら首を振った。

「いいえ、とんでもありません。王というのは、調べること、まとめることは部下に任せ、それを見て聞いて、正しい判断を下すことに全精力を振り向けるべきなのです。

　王がやらねばならないこと、知っていなくてはならないことの量は、とてもひとりの人間でどうにかなるものではありません。部下に任せることのできる仕事は、部下を信頼し任せるべきなのです」

　晴凛は、エオル王と常に行動を共にしている側近たちの顔を思い浮かべた。

　──あの人たちはエオル王の手足となって動くだけではなく、目や耳となってエオル王の見たいものを見て、聞きたいことを聞いてくる。

　王の能力と言うのは個人の能力もさることながら、そういう側近をどれだけ自分の周囲に集めることができるか、という部分が大きいのかもしれない。

　晴せい凛りんがそんなことを考えていると、光こう凛りんが感慨深げにつぶやいた。

「それにしても、籐とう宜ぎの街まで北域国に加わるとはな……戦って攻め取らなくても、街のほうからこっちの味方になってくれるのは願ったりかなったりだが……犂すき山やまの御隠居の根回しの力は恐ろしいものがあるな……」

　諒りよう秦そうはうなずいた。

「ええ、まあ、太たい守しゆにしてみれば、南域の反乱が拡大しているこの情勢で、自分たちを助けてくれるはずの帝国の中央が当てにならないとなれば、後ろ盾を他に求めるのは当然と言えば当然のことですけどね。

　さあ、請願者に謁えつ見けんするのは、あと四組です。がんばって下さい」

「ええ、がんばります。子供の頃は王様って何もしないで、ふんぞり返って命令しているだけの仕事だと思ってましたけど……人に会ってお願いを聞いて、そして決める。王様の仕事って、突き詰めるとそういうことなんですよね」

「ああ、物事を決断する、というのは、その決断によって生じる責任を全部背負うということだ。下へ手たな決断をすれば、とんでもない結果を生む。いわば未来を見通せと言われているようなものだ。考えて考えて考え抜いたところで、自分の決断が正しいかどうか、結果が出るまでわからない。大昔の王様が占いとか神託とかに頼ったのも無理はない……」

　光凛はそう言った後で、心配そうな顔になった。

「未来を見通すというのは、選択肢の先にある様々な可能性を考えるということだ。決断することはお前にしかできないが、考えることは俺や諒りよう秦そうさんにもできる。だから、即座に決断しなくてもいいときは、遠えん慮りよなく俺たちを使ってくれ……伏ふせ龍たつさんのように、いくらでも智ち謀ぼうが湧わいて出てくるわけじゃないがな」

　晴凛は笑いながら首を振った。

「いえいえ、とんでもありません。頼りにしています。よろしくお願いします」




　そして、その日のすべての謁見が終わり、請願の内容をまとめ、それに対しどう対処するか、その方策を決める会議が終わったのは、日が沈む少し前のことだった。

　会議を終えて立ち上がった晴凛に、光凛が話しかけてきた。

「ああ、晴凛。実を言うと俺は、昨日から諒秦さんのところに厄やつ介かいになっている。離れのほうには泊まってないんだ、言うのを忘れていた」

「え？　諒秦さんのところにですか？」

「ああ、伏龍さんがいたときは、二人暮らしだったから、いろいろ話もできたけど、伏龍さんがいないと、ひとりでいることになるだろう？　あの広い屋敷にひとりでいると、なんか、こう、寂さびしくてな……」

　そう言って頭を搔かいた光こう凛りんを見て、晴せい凛りんは笑いながらうなずいた。

「わかりました。諒りよう秦そうさんによろしくお伝え下さい」

「ああ、じゃあ、ミーネ姫とミリンさんによろしく」

　光凛は、そう言って会議室を出ていった。

　──光凛兄さんと諒秦さんは同じ経理畑出身だから、きっと話が合うんだろうな……。

　晴凛がそんなことを考えながら裏手の出入り口から庁舎を出ようとしたとき、そこに立っていたメンミが駆かけ寄ってきて、思い詰めた表情で言った。

「晴凛様！　お願いがあります！　お姉さまを！　シャールお姉さまをお助け下さい！」

「え？　シャールに何かあったのか！」

　驚く晴凛を見て、メンミは首を横に振った。

「いえ、今はまだ……でも、あのままでは、きっと倒れてしまいます！」

「わかった、詳くわしく話を聞きたいから、こっちに来てくれるかい」

　晴凛はそう言うとメンミを手招きした。

　メンミが通されたのは、北域国の庁舎の中にある、椅い子すと卓、そして小さな茶ちや簞だん笥すが置かれた、こじんまりとした部屋だった。

　晴凛とメンミの前には、ついさっき役所の下働きをしている小間使いの女性が置いていった、香茶が置かれている。

　夏場によく飲まれているミント入りの香茶なのだろう。茶碗から立ち昇る湯気の中に混じるミントの香りが、部屋の中に涼やかな空気を醸かもし出している。

「ここは、謁えつ見けんに来る来らい賓ひんの随ずい行こう員いんたちの控え室でね、ほとんど使われていない。人も来ないから、安心してくれ」

「はい……」

　メンミはそう言ってうなずいた後で、助けを求めるような目で晴凛を見た。

「シャールお姉さま……寝ていらっしゃらないんです……ずっと」

「ずっと？」

「はい。ミーネ様が、この延えん声せいに戻ってからずっと……いえ、その前からかもしれません！」

　シャールは襲撃を未然に防ぐことができなかった責任を感じていたのだろう。ミーネの寝ている離れの玄関先で、毎晩弓を構えて警戒に当たっている。

　シャールがミーネの離れの警戒に当たっていることは、晴凛も知っていた。だが、毎晩寝ないでいるとは思ってもいなかった。

「そういえば……今け朝さ、玄関先で会ったけど、ずいぶん疲れているように見えた。声をかけたんだけど、大丈夫です、の一点張りで、話もできなかった。てっきり、僕が執務している昼間に寝ているものだとばかり思っていた……」

「お姉さまは思い詰めているのです！　ミーネ姫の怪け我がは自分のせいだと！　自分が至らなかったために、矢を受けたのだと！」

「そんなことがあるわけがない！　あれは不運の巡り合わせだ！　それに、責任があるのはこの僕だ！　僕がミーネを連れていかなければ、ミーネはあんな目に遭わないですんだはずだ！　シャールが自分を責める理由なんかない！」

「ええ……でも、シャールお姉さまはそう思っていません。そして……お姉さまは思い込んだら気持ちを変えない人です」

　メンミの言葉を聞いて、晴凛は思わずうなずいた。

「うーん……確かにそうだよなあ、シャールは思い込んだら一途なところがあるよね……僕の言うことを聞いてくれるといいんだけど……」

「いいえ、いったん思い詰めたお姉さまは、たとえ晴せい凛りん様が何を言おうと意固地になるばかりだと思います。ここは、寝るように説得するよりも、まず、眠らせてしまうべきだと思います！」

「眠らせる？　どうやって？」

　メンミは身を乗り出すと、声をひそめて答えた。

「実を言うと、シャールお姉さまがこの五日間寝ずの番ができたのは、私が作った『眠くならないお茶』を飲んでいるからなのです。このお茶を飲むのをやめるか、普通のお茶にするだけで、おそらくばったり倒れてそのまま寝てしまうと思います」

「眠くならないお茶？　そんなものがあるの？」

　驚く晴凛を見て、メンミは少し自慢げに答えた。

「はい、興奮作用のあるイカリソウという薬草や、滋じ養よう強きよう壮そうの効果のある鹿の袋角を干して煎せんじたものなどを配合した、タッケイ族に古くから伝わる特製のお茶です！」

「……そ、それは……どちらかというと、お茶じゃなくて薬、じゃないかな……なんというか、怖いなそれ」

「怖くなんかありません！　それに、薬ではなくお茶です！　タッケイ族の勇者は戦いに赴おもむくとき、塩味を効かせたこのお茶を飲んでから戦いに臨みます。何日も続く戦いを、常に気力充実して戦い続けることができるのは、このお茶があればこそなのです！」

　不ふ機き嫌げんそうに答えたメンミを見た晴凛は、慌あわてて顔の前で手を振ってみせた。

「あ、いや違うよ、馬ば鹿かにしたわけではなくて。ええと、帝国ではそういう薬草を煎じて飲むものは薬扱いになるんだ。お茶というのは、ここにある、このミントの風味の飲み物のようなもので」

　メンミは目を見開いた。

「そう言われてみればそうですね。帝国のお茶は美お味いしいですけれど、さっぱりとしていますものね。シムールのように塩を入れたり、羊の乳や脂あぶらを入れたりしませんものね」

「まあ、そういうことなんだ……で、シャールのことに話を戻すけど、僕は、何をしたらいいんだい？」

「はい、まずお姉さまに話しかけていただいて、お姉さまを励ましていただきたいのです！」

「励ます？　ああ、そうか。やめろとか、寝ろとか説得したら、シャールのことだ、間違いなく意固地になる。こういうときは『がんばれ』と励ましたほうがいいのか……」

「はい、晴せい凛りん様に『がんばれ』と励まされたお姉さまは張り切って、今夜も寝ずの番をするために私の作ったお茶を飲むでしょう……」

「でも、そのお茶の中身はすりかえられていて、眠くなるお茶になっているという寸法か」

　メンミはにっこり笑った。

「そうです、さすがは晴凛様。お姉さまが寝込んでしまったら、すぐにお呼びします。お姉さまを寝室に運んでいただければ、後は私が面倒を見ます！」

　晴凛はうなずいた。

「わかった。シャールが倒れたら、僕の責任は重大だ。スンタタに殴なぐられるだけじゃすまない。日が落ちたら、すぐにシャールのところに行こう」

「よろしくお願いします。私はお姉さまに飲ませるお茶の用意をして参ります」

　メンミはそう言うと、ぺこん、とお辞儀をして、控え室を出ていった。

　その後ろ姿を見送って、晴凛は思った。

　──シャールがそんなに思い詰めていたなんて気がつかなかった。身近な人のことにすら気が回らないようでは、とても人の上に立つことなんかできない。王様失格だな……。

　いや、でも、僕が気がつかなかったことを、メンミが教えてくれたってことは、僕には僕の代わりに見てくれている部下がいる、ということなのかもしれない。

　後で、ちゃんと、メンミにお礼を言わなくっちゃ……。




　晴凛が庁舎を出ると外はすでに薄暗く、空には星が瞬またたき始めていた。

　地平の向こうに沈んだとはいえ、夏の太陽はまだまだ力が余っているのだろう。西の地平近くの空を赤紫色に染めている。

　犂すき山やまの居城の東側には、高い塀へいで囲われた広い庭園がある。

　湧わき水を引いて作られた池やせせらぎ、木々を植えた小さな築山など、帝都から名のある庭師を呼んで作らせた、犂山の御隠居自慢の庭である。

　晴凛たちが暮らしている離れは、この庭園の中にある。

　離れと聞くと、小さな建物を思い浮かべるかもしれないが、その大きさと設備の贅ぜい沢たくさはちょっとしたお屋敷と変わらない。

　犂山の庭園にはこういった離れが二棟並んで建てられている。

　手前の離れは晴凛とミーネとシャール、そしてミリンとメンミの五人が暮らしており、そして奥の離れには光こう凛りんと伏ふせ龍たつ、そしてアイリーンが暮らしていたが、こちらのほうは今は無人である。

　晴せい凛りんは自分たちが暮らしている離れの前に来ると、玄関から入らずに、庭に面した座敷のほうに回った。

　離れの南、庭園に面した部分は、部屋の外側にぐるりと回廊が巡らしてある。

　その回廊を回ったとき。

　気合の入った声が飛んだ。

「誰ですかッ！」

　驚いた晴凛が声が聞こえた方向に顔を向けると、弓に矢をつがえて、まっすぐにこっちを見るシャールと目が合った。

「え？　あ！　も、申し訳ありません！」

　夕ゆう闇やみの中でも、晴凛だとわかったのだろう。シャールはつがえていた矢を外し、その場に膝ひざをついて、うなだれた。

「ご主人様に矢を向けるなどとという、とんでもない御無礼を働き、まことに申し訳ありません！　いかなるお叱しかりも罰もお受けいたします！」

　晴凛は慌あわてて走り寄ると、両膝をついているシャールの前に同じようにしゃがみ込んで、微笑ほほえみかけた。

「顔を上げて、頭を下げないで！　何も言わずに庭のほうに入ってきた僕が悪いんだ。シャールはしっかりと警護をしていただけなんだから、無礼も何もないよ。謝らなければいけないのは僕なんだから。さあ、立って！」

「は、はい……ありがとうございます……」

「礼を言うのは僕のほうさ。毎晩毎晩、しっかりこうやって警戒してくれているから、ミーネも僕も安心して寝ることができる。本当にありがとう……」

　シャールは自分のやっていることが認められたのが嬉うれしかったのだろう。目を見開いて力強くうなずいた。

「はいっ！　がんばりますっ！　今度は決して隙すきなど見せません！」

「寝ずにがんばってくれるのはいいけれども、無理をさせているんじゃないかって、そのほうが心配だよ……」

「いえっ！　無理ではありません！　ばっちりです！　問題なしです！」

　その返事の仕方は明らかにおかしかった。気分が高こう揚ようしているというよりも、無む駄だに反応が大きいのだ。ぐっと握り拳こぶしで叫さけんでいるが、何だか目つきも、焦しよう点てんが合っているようで合っていない気がする。

　──メンミの言う通りだ、いつものシャールじゃない。これ以上無理をさせるわけにはいかないな……。

　晴せい凛りんはシャールの手を取って立たせると、安心させるように微笑ほほえみかけた。

「どうだろう？　今夜は僕と交代しないかい？　僕が見張り番をするから、シャールは寝るといいよ」

「いえっ！　とんでもありません！　晴凛様に不寝番をやらせるわけにはいきません！　あなたは王なのです！　そういう仕事は部下に任せておけばいいのです！　任せて下さい！　超余裕です！　とっても余裕です！」

「僕が王なら、君は王の妻じゃないか。王の妻がそんなことをするのはおかしいと思わないかい？」

「え？　つ、妻っ……あ、はいっ！　そ、そうです……けど……」

　夕ゆう闇やみの中でもわかるほどに、顔を赤くしてシャールは言葉を続けた。

「お、王の仕事が国を守ることならば、王の妻が王の家を守るのは、と、当然のことだと……思います！　当然ですから！　当たり前ですから！」

　晴凛は小さくため息をついた。

　──これは……説得はちょっと難しいな。やはりメンミの作戦通り進めたほうがよさそうだ。

「わかったよ……じゃあ、がんばってね、シャール」

　晴凛がそう言ってうなずくのを見計らったように、回廊の向こうから水差しと小さな茶碗を乗せたお盆を持ったメンミが現れた。

　──後は私に任せて、席を外して下さい。

　メンミの目はそう言っていた。

　──うんわかった、後はよろしく。

　晴凛も目でそう答えると、シャールに向き直った。

「じゃあ、僕はこれで。がんばってね」

「はい！　しっかりお守りいたします！　ばっちりです！　がっちりです！」

　やはり反応がおかしいシャールに、晴凛は小さく一礼するとその場を離れ、回廊を回ったところで壁際に身を寄せて、様子を窺うかがった。

「お姉さま、お茶を持って参りました」

「ああ、待っていたぞ。メンミ特製のお茶を飲まないと、寝てしまいそうだ。こうやって立っていても、何度かすうっと気が遠くなるときがある」

「さあ、立ってお飲みになるのは、お行儀が悪いですわ、ちゃんと座ってお飲み下さい」

「うむ、そうだな。一生懸けん命めい作ってくれたお前に対しても失礼なことだな。では、この回廊に座らせていただいて、この、お前が作ってくれた眠気覚ましのお茶を飲むとしよう」

　シャールはごくごくとひと息に飲み干した。

　そして、数分が過ぎたとき。メンミがひそひそ声で晴凛を呼んだ。

「晴凛様！　晴凛様！　いらっしゃいますか？」

「ここにいるよ」

　そう言って回廊の角から顔を出した晴せい凛りんが見たのは、メンミの身体からだにもたれかかるように寝ているシャールの姿だった。

「大丈夫……なの？」

「しーっ！　お静かに！　お姉さまは寝ていらっしゃるだけです。御心配なく」

　晴凛は眉まゆをひそめて、胡う散さん臭くさそうにお盆の上の茶器を見て言った。

「こんなに簡単に寝てしまうなんて……このお茶には何を入れたの？」

「変な薬は入っていません！　緊張を和らげて興奮を抑える作用のある薬草を煎せんじただけです。気を張り詰め、お茶を飲んで興奮することで目を覚ましていたお姉さまの神経は、息を吹き込んだ紙袋のようなものだったんです。張り詰めた気が抜ければ、あっというまにぺしゃんこになってしまうのは無理もありません……」

　メンミは自分の膝ひざを枕にして寝息を立てているシャールを、愛いとしそうに見つめた後で、顔を上げた。

「光こう凛りん様が暮らしていた隣の離れに、シャール様の寝室を用意しておきました。そちらまでシャール様をお連れ願えませんか？」

「隣の離れ？　ああ、そうか今は空き家になっているんだっけ」

「ええ、こちらの離れにはミーネ様とミリン様がお暮らしです。お姉さまにぐっすり眠っていただくには、静かな部屋のほうがよろしいかと思い、犂すき山やま様の使用人頭のところに行って、家の鍵かぎをお借りしてあります」

「そ、そうなんだ……ずいぶんと手回しがいいね」

「ええ、お姉さまはカンが鋭するどいですから、しっかり根回ししておかないと……」

　メンミはそう言うと、にやっと笑った。

「そ、そうなんだ」

　メンミの表情に、何か引っかかったような気がしたが、薄暗い中だ。見間違えたのだろうと考え、晴凛はシャールの側でかがみ込んだ。

「ええ、そうです。そうなんです。それよりも、お姉さまをお願いいたします」

「う、うん」

　眠っているシャールの身体を横に抱きかかえた晴凛は、その身体が想像していたよりもずっと小さく軽いことに、ちょっと驚いた。

　──そうか、頭の中では、いつもミーネと比べていたから身体も大きくて重いと思い込んでいたんだ。

　その身体の軽さもそうだが、何よりも戸惑ったのはその感触だった。

　ミーネの身体の感触は知っている。向こうから抱きついてきて、晴凛の身体によじ登ってくるのだから、腕も胸も太ももの感触も知りたくなくてもわかってしまう。

　シャールはそんなことはしない。それでも見ていれば、シャールがどちらかというと筋肉質なことはわかる。だからミーネと似たようなものだと晴せい凛りんは思っていた。

　ところが、抱き上げた感触が、ミーネとはまったく違っていた。

　柔らかいのだ。

　なんというか、こう、腕も足も抱かかえた太ももの内側も全部、むにゅっと柔らかく、そしてしっとりと重いのだ。つきたての餅もちを人間の形にしたら、こういう感触なのだろうか。いや、餅はこんなにいい匂においはしない。

　そう。抱き上げたシャールからは、なんともいえないいい匂いがするのだ。ミーネからはこういった香りはしない。どちらかというと、さわやかな汗のような匂い、だろうか。アイリーンは甘くしびれるような香こうを使っているが、シャールの匂いはそういうのとは違う。もっと柔らかく、潤うるおった香りだ。

　──う、うわあ……。な、なんか、柔らかい……。

　戸惑う晴凛をメンミはにらみつけた。

「しっかりお抱きになって下さい！　お姉さまを落としたりしたら承知しませんですわよ！」

「あ、は、はい！」

　晴凛はシャールを抱き直した。

　忙しくとも毎日弓の鍛たん錬れんを欠かさない晴凛は、優しげに見えるが、結構体力、それも腕力がある。

　シャールを横抱きにして、隣の離れの玄関まで、しっかりとした足取りで歩いていく晴凛を見て、メンミはちょっと驚いたようだった。

「さすがは晴凛様ですわね、ちょっと見直しました。さあ、こちらへ。お姉さまを寝かせる用意はもうできております。足元に御注意下さい。ささっ。こちらへ！　ぐぐーっと！　ずずいっと！」

　メンミは晴凛を先導するように前に立ち、戸を開けたり、敷居の段差を注意したり、ちょこまかと走り回っている。本当に手際がいい。

　空き家になっている離れの奥にある寝室には、上質の夜具が敷かれていた。

「さあ、こちらにお姉さまを寝かせて下さい」

　晴凛がシャールを寝かせると、メンミがいそいそと服を脱がせ始めた。

「あ、じゃあ、僕はこれで……」

　慌あわてて部屋から出ていこうとする晴凛に、メンミが呼びかけた。

「お待ち下さい。まだ、帰らないで下さい。シャールお姉さまが目を覚ました後のことについて御相談がありますので、部屋を出たところでお待ち下さい」

「あ、うん……」

　──確かに、今日のところは寝かせることができたけど、目が覚めても同じことの繰り返しじゃあ困るよな……。

　そんなことを考えながら晴せい凛りんは部屋を出た。

　しばらくして、メンミの声がした。

「お姉さまのお着替えが終わりました、どうぞお入り下さい」

　引き戸を開けて晴凛が部屋の中に入ると、夜具の上にシャールが寝かされていた。

　その寝姿を見た晴凛は、思わず目を見開いた。

　──え？　もしかして裸？

　晴凛がそう思ったのも無理はない。シャールが着ている寝巻きは薄く、身体からだの線……はっきり言うと胸の形も、薄桃色の乳首も素通しで丸見えだった。

「ちょ、ちょっと！」

　そう晴凛が呼びかけるよりも早く、メンミは、するり、と外に出て、素早くぴしゃり、と戸を閉めてしまった。

　晴凛は慌あわてて引き戸に手をかけて開けようとしたが、外側から棒か何かをはめ込んでいるのだろう、戸はびくともしない。

「開けろ！　僕を閉じ込めて、どうするつもりだ！」

　戸の外からメンミは答えた。

「うふふ。どうするも、ナニするも。見ての通りお姉さまはぐっすり眠っていらっしゃいます。いかようになさるのも、晴凛様のお好きなようになさっていただいて結構です……」

「ちょ、ちょっと待って、そんなことを言われても！」

「御安心下さい。扉の外に私がいたのでは、ヤりたいこともヤレませんでしょうから、私はここを離れます。明日の朝お迎えにまいりますので、それまで、あんなことでも、こんなことでもお好きなように……うふふ。男子の本懐、遂げてくださいませ。では、失礼します」

「待って！　ここを開けて！　それは困る！　色々困るから！」

　晴凛は戸を叩たたいたが、メンミの足音は、ためらいも見せずに、ぱたぱたと遠ざかっていってしまった。

　──どうすりゃいいんだ？

　途方にくれた晴凛は、部屋の中を見回した。

　枕元に置かれた行灯あんどんの灯りで、ぼんやりと明るい。

　御丁寧に、夜具は二人分敷かれており、枕元にある文机には、水差しと、懐紙の束が置かれている。

　窓の板戸には、細かく松や月をあしらった透かし彫りがされており、いわば網戸のように風を通すようになっているが、やはり外から楔くさびのようなものを打ち込んで止めてあるのだろう、力を入れてもびくともしない。

　どこか出口がないかと、部屋の中を回ってみたが、どうにも逃げ出せるような場所は無かった。

　──いざとなれば、この板戸の透かし彫りの部分を蹴け破やぶれば外に出ることはできるけど……この見事な工芸品を壊すのは、どうにも気が引ける……。

「いやはや……こんなことになるとは……まいったな……」

　なすすべもなく、夜具の上に座り込んだ晴せい凛りんが、そう言って頭を搔かいた、その頃。

　晴凛を計略にハメたメンミは、鼻歌交じりで自分の部屋に向っていた。

「ふふ……うふふ、ふふふふ」

　──いやあ、上う手まく行きましたわ。あれだけ艶つやっぽいお姿のお姉さまと、同じ部屋に入れられて、明日の朝まで一晩置かれれば、いかに朴ぼく念ねん仁じんで日陰の蒲公英たんぽぽみたいな、あの晴凛様でもさすがにタダではすまないでしょう。ええ、完璧ですわ。完璧すぎて、ほれぼれしますわ。

　あとは、明日の朝『夕べはお楽しみでしたね』と言いながらあの戸を開ければ、我が計略は成じよう就じゆ！　お姉さま！　タッケイ女子の本懐、見事遂げてくださいまし！

「これで、御お子こが授かれば、タッケイ族の未来は安あん泰たい。名実共に、北域王の妻！　あんなシャン族のママゴト嫁なんか、いくらがんばっても足元にも及びませんことよ、おほほほほ！」

　メンミが思わず口に出して笑ったその声を、ミーネの着替えを持って病室から出てきたミリンが聞いていた。

　──あの、毒まんじゅう娘が高笑いするとは……なにやらよからぬ臭においがしますね。

　ちょっと様子を窺うかがってみましょうか……。

　カンの鋭するどいミリンは、メンミの様子に気がつき彼女の後をつけ始めた。

　一方、晴凛は部屋の壁際にある床柱を背中にして膝ひざを抱かかえて座っていた。

　少しでも風通しのよい場所を探してそこに落ち着いたのだ。

　透かし彫りの板戸から風が入ってくるとはいえ、季節は夏である。締め切られた部屋の中は暑い。

　シャールが寝返りを打ったときに、暑がって布団をはねのけてしまっている。

　無防備な身体からだが丸見えである。

　見てはいけないと思うのだが、やはり視線はそっちに行ってしまう。こちらから見えるのがうなじと背中とお尻しりなのが『不幸中の幸い』だろうか。いや、それでも目線がそちらに移ってしまい……頭の中が、何か熱く、甘く、しびれるような感じがする。

　しかも、気のせいだろうか……先ほど感じたシャールの身体の香りが、この部屋に充満してきているような気がする。この匂においがなんとも落ち着かない。身体がゆらゆらするような気がしてくるのだ。

　──参ったな……どうすればいいんだ？　布団をかけてやったほうがいいんだろうけど、この暑さじゃ、またすぐにはねのけてしまうだろうし……まさか、隣で一いつ緒しよに寝るわけにもいかないし。

　ましてや、あんなこととか、そんなこととかできるわけがない。そんなことやってる場合じゃない。

　あ、いや、別に、寝たからってどうってことはないのかもしれない……シャールは僕の妻でもあるわけで、一いつ緒しよに寝たからって、どうのこうの言われることはないのかもしれない……。

　そこまで考えてから、晴せい凛りんは慌あわてて首を振った。

　──あ、いや、駄だ目めだ。メンミの言葉に惑わされている……というか、シャールの寝姿の破壊力が高すぎるんだ。

　晴凛は目を閉じた。

　──エオル王のところで、ミーネとシャール、どっちを選ぶか。そう言われたときは、まさかこんなことになるなんて思ってもいなかったよなあ。

　あのとき、僕はとりあえず、仮の花嫁としてミーネを選んだ。愛しているとか、そんなんじゃなくて、なんというか、こう、保護者になるような気持ちでミーネを選んだ。

　そして正式の婚礼の相手を誰にするか、その答えを三年後に出すということで、シムールの族長たちの猶ゆう予よを貰もらった。

　その頃は、僕は侘タ瑠ル徒トの王として街を帝国軍から守ることだけで精一杯だった。

　そして今、僕は北域王として、この北域をどうするかで精一杯だ。

　やっぱり、あと三年は、嫁だ妻だ婚礼だ、なんて言っている場合じゃないよな……。

　そう考えて、ふと目を開くと……しまった。また見てしまった。シャールの白い肌を。さっき感触を知ってしまった、柔らかな曲線を。

　──うわああっ。

「ん……うぅん……」

　しかも、寝返りを打とうとしている！　背中をこちらに向けていて、寝返りを打つとしたら！　今度は「前」を向けるじゃないか！

　慌あわてて、目を閉じる。

　──これは、まさに拷ごう問もんだ。どうしたもんだろう……!?

　そして、メンミに閉じ込められてから、二刻ほどの時間が過ぎたとき。

　離れの玄関の戸が開く音がした。

　──あれ？　誰か来たのかな？

　晴凛が顔を上げると、廊下のほうで、光こう凛りんの声がした。

「おい、晴凛。どこにいる？」

「ああ、兄さんここです！　奥の客間です！」

　晴凛の声を聞きつけたのだろう、足音が近づいてきた。

「ああ、ここか、こっちの部屋は使ったことがないから、わからなかった……おっと、なんだこりゃ。敷居のところに棒を当てて、おまけに楔くさびまで打ち込んである……こりゃあ戸が開かないわけだ」

「本当に変なところに知恵が回る小娘デス！」

　ミリンの声もする。

　やがて、がたがたっ！　という音と共に、戸が開いた。

「よう、大丈夫か、晴せい凛りん」

　笑いながら右手を上げた光こう凛りんの顔が見えたのと同時に、すうっと夜風が通り抜けていくのがわかった。

　風の通り道ができたのだろう、部屋の中の熱気が一気に抜ける。

「ええ、まあ、閉じ込められていただけですから、これといって特に……」

「そうか、そりゃあよかった。そっちに寝てるのは、シャールさんか？」

　そう言って光凛が晴凛の肩越しに寝ているシャールのほうを見ようとしたとき。

　げしっ！

　ミリンの裏うら拳けんが光凛のこめかみにめり込んだ。

「あなたはナニを見ようとシテいるのデスか！」

　裏拳を食らって曲がった首を、こきん！　という音と共に直しながら、光凛は慌あわてて顔の前で手を振った。

「何も見ていませんよ！」

「見ていなくトモ、見ようとシたことに間違いありマセン！　弟の妻の寝姿……それも、こんなキワドイ姿を見ようとするナンテ、外げ道どう以外のナニモノでもアリマセン！」

「あ、いや、外道も何も……」

「えーい、この鈍どん感かん末うら生なり胡瓜きゆうりメ！　向こうを向いてイロと言っているんデス！」

「え？　あ、は、はい！」

　光凛は慌てて後ろを向いた。

　光凛の横に立って、同じように部屋の外を向きながら、晴凛は小声で聞いた。

「なぜ、僕がここにいるってわかったの？」

　すると光凛は、そっとミリンのほうに目線をやって答えた。

「メンミが、お前は俺と一いつ緒しよに諒りよう秦そうさんのところに泊まっている、と説明したらしいんだが、様子がおかしいので問い詰めたら白状したらしい」

「……本当に問い詰めただけなんですか？」

「ミリンさんは、ちょっとツボを押しただけです、と言っていたが……まあ、それほど手荒なことはやってないと思う……泣いていたけど」

「そ……そうですか……」

　シャールの枕元にしゃがんで、その容態を診みていたミリンが、肌掛け布団を身体からだにかけなおして立ち上がった。

「シャール様は大丈夫デスね。よく眠っています。メンミに聞いたら、ここ五日ほどほとんど寝ていなかったそうですから、当たり前ト言えば当たり前デスガ……」

　ミリンはそこで言葉を切ると、眉み間けんに縦たてジワを寄せて晴せい凛りんを見た。

「晴凛殿が、シャール様が熟睡していることを幸いと、不ふ埒らちな真ま似ねに及んでいる可能性もなきにしもアラズですガ……」

「そんなことしてません！」

　ミリンはじっと晴凛の目を見つめた後で、すっと視線を逸そらせると、どこか安心したような口調で言った。

「あんな格かつ好こうで熟睡している女の子を目の前にして、同じ部屋にずっといて、ナニもしないとしたら、ドコカに異常がアルか、もしくは骨のズイまでヘタレです。

　まア……晴凛殿が、天てん地ち開かい闢びやく以来の最大級のヘタレであることは衆知の事実デスが」

「はあ、どうも、ありがとうございます……」

「褒ほめてマセン！」

　そのやり取りを聞いて、光こう凛りんは思わず笑ってしまった。

「ナニがおかしいのデすか！　そもそもメンミが、こんなコトをシでかしたノハ、アナタがここで寝るのが嫌いやだと言い出したセイではないデスか！

　ナンですか、いい大人が。ひとりで寝るのは怖いから他で寝るとか言い出スなんテ、恥はじを知りナさい恥を！」

　矛先が自分に向ってきた光凛は、慌あわてて首を振った。

「あ、いや、怖いから、というのではないのですけど……実際、こんな広い屋敷にひとりで寝泊まりするのは、物ぶつ騒そうですからね。犂すき山やま様の使用人の方でも泊まり込んでもらえれば言うことはないんですが……」

「とにカく！　この離れヲ空けておクと、またあの毒まんじゅう娘がよからぬこトを企たくらみまス！　アナタはここに戻ってきて、ここで寝泊まりすればイイのです！」

「え、あ、は、はい……」

「男ひとりで放っておクと、これまたロクでもないですかラ、食事の用意も、洗濯物も、ついでニ私がやってアゲまス！　イイですか？　あくまでもついでデスからネ！　誤解しないように言っておきマスから！　ひとり分ぐらい増えても、私は全然構わないノです、ついでデスから！　あなたガ忙しそうだとか、最近栄養が偏ってイて顔色がよろしくナさそうだとか、全然っ！　関係ないのでス！　ついでなんですかラね！　勘違いしてはいけないのですよ、この栄養失調の提ちよう灯ちんメ！」

　ぼんやりとした行灯あんどんの灯あかりの中に浮かび上がるミリンの顔は、ほんのり赤かった。




　倒れるように寝込んだシャールが目を覚ましたのは、次の日の昼過ぎだった。

　その報しらせを受けて離れに戻ってきた晴せい凛りんを出迎えたのは、玄関先の板の間に正座して平伏したシャールとメンミだった。

　床にぴったりと額ひたいを押し当てて、シャールは言った。

「ミリン殿から事の顚てん末まつを聞きました。王を幽ゆう閉へいするなど、言語道断！　万ばん死しに値します！　なれど、このメンミなる娘、他に身寄りも無くただ私の庇ひ護ごの下もと、妹も同然に暮らして参りました。メンミの不始末は、すべてこの不出来な姉、シャールの監督不行き届きのせいでございます！　離縁を覚悟の上で申します！　どうか、メンミの命だけはお助け下さいまし！」

「えーと……」

　晴凛は右手の人差し指で頭の横をポリポリと搔かきながら答えた。

「とりあえず、顔を上げてくれないかな？　話をするときは顔を見て話がしたいから」

「は、はい……」

　顔を上げたシャールを見て、晴凛は微笑ほほえんでみせた。

「罰とか刑に処するとか、そんなことは考えてないから安心して欲しい。それと……これはメンミにも言っておくけど、今の僕には子供とかそんなことを考えている暇というか、余裕は無いんだ。

　シムールと帝国という長い間戦い続けてきた二つの国が、北域国という誰も考えていなかった形で今、曲がりなりにもまとまろうとしている。

　今まで誰も考えたことがなかった。それができるかもしれないのは、シムールにエオル王がいてくれたからだ。

　僕はエオル王の手のひらで踊っているだけなのかもしれない。でも、僕が踊ることで、戦いに明け暮れたこの北域に平和が訪れて、豊かな土地になってくれるのなら、僕は彼の手のひらで精一杯踊り続けるつもりだ。

　北域国がちゃんと成り立つようになるまで、婚礼とか、その……子供とか、そういうのは無しにしてほしい。

　この話は、後でミーネにもちゃんとするつもりだ。誰にけしかけられたかわからないけど、ミーネまで子作りだのなんだの言い出しているから、気の休まるときが無くてね……」

　苦笑いを浮かべた晴凛が、そこまで話したとき、離れの玄関の戸が、ばしん！　と大きな音を立てて開いた。

「うわっ！」

　驚いた晴凛が振り向くと、そこに目に怒いかりの炎を燃やしたミリンが立っていた。

「ミリンさん……どうしたんですか？」

　ミリンは無言のままつかつかと晴凛に近づくと、いきなりその横っ面つらを引っぱたいた。

　普通なら「平手打ち」とか「ビンタ」と呼ぶだろう。だが、ミリンのそれは平手打ちというには無理があった。

　片足を一歩踏ふみ込み、腰を入れて、上半身のバネを効かせ、テニスプレイヤーがラケットを振り切るような平手打ちを、何と呼べばいいのだろうか。

　とにかく、それが晴せい凛りんの頰ほほに当たった音は、ぱしん！　とか、びたん！　という生易しいものではななかった。

　どごぅぉっ！　という低周波を伴う重い音と共に晴凛は宙を舞った。

　シャールとメンミは思わず立ち上がった。

「ミリン殿！　なんてことを！」

「ミリンさん！」

　ミリンは目に憎しみの色を浮かべたまま、晴凛を指差した。

「北域王の権力をかさに着て、ミーネ姫やシャール姫だけでは飽き足らず、他に女を囲うとは……それも少女を物色するなど、言語道断！　見み損そこないました！　このクサレ外げ道どうが！」

「なんですって！　それは本当ですか晴凛様！」

　後方一回転して玄関先の板の間の上にひっくり返った晴凛は、頰を押さえて、ぶんぶんと首を振った。

「し、知りません！　何のことだかさっぱり……」

「シラを切るのではありまセん！　先ほど、蒼あお橋はし商会のちびっこいほうから聞きました！　傷物になったミーネ姫の代わりに、傷ひとつない可か憐れんな美少女を妾めかけにするので、延えん声せいに来いと言われたと！」

　晴せい凛りんは目を見開いた。

「そんなことはひと言も言っていません！　蒼橋商会のお二人を延声に呼んだのは、帝都に偵察に行った伏ふせ龍たつさんとアイリーンさんの手助けを頼もうと思ったからです！　そんな……妾にするとか、ましてやミーネの代わりだなんてとんでもありません！」

　晴凛の表情を見たミリンは戸惑った。

「え？　あ、いや、でも。銀ぎん麗れいというあのチビスケが、私の腕を摑つかんで、泣きながら訴えた言葉は噓うそではないと思ったのですが……」

　二人のやり取りを聞いていたシャールが、おずおずと口を開いた。

「あの……ミリン殿。それは何かの間違いではないだろうか？　晴凛様は、たった今私たちに向かって、子作りも婚礼も北域国がちゃんと成り立ってからのことだ、とおっしゃったばかりなのだ。どう考えても、その蒼橋商会の娘が、何か勘違いしているとしか思えない……」

　立ち上がろうとした晴凛を見て、ミリンが慌あわてて駆かけ寄って身体からだを支えた。

「申し訳ありません……どうやら私の勘違いかもしれまセん……傷物になったミーネ姫の代わりの女の子を、と聞いたとたん、頭に血が昇ってしまって……」

「ええ、まあ、それを聞いたら、僕をぶん殴なぐりたくなる気持ちは、わかります……とにかく、これから庁舎に戻って、そこで蒼橋姉妹に話を聞きましょう。どこでそんな話になったのか、聞きたい」

「ちょっと待って下さい！　今、冷たい布を持ってこさせます！　メンミ！　井戸水と布を持って来なさい！」

　青黒く腫はれ上がった晴せい凛りんの顔を見たシャールがそう言うと、メンミが離れの奥に走っていき、すぐに手て桶おけに井戸水を汲くんで戻ってきた。

　清潔な白布を水に漬けて、絞しぼったものをシャールが晴凛の顔に当てる。

「こうやって冷やせば、痛みは引きます」

「どうもありがとうございます……」

　頰ほほに白布を当てたまま、離れを出て庁舎に向かう晴凛の後ろを、気まずそうにミリンがついていく。

　その姿を見送ったメンミが、ぽつん、とつぶやいた。

「晴凛様って、運がいいのか悪いのか、よくわからないお方ですね……」




　そして、次の日の朝。

　満載した荷物の周囲にくくりつけた薬や缶かんや鍋なべでチャカポコカラカラと派手な音をさせながら、一台の馬車が延えん声せいの南門から勢いよく走り出した。

　手た綱づなを握っている玉ぎよく麗れいの表情は真剣そのものである。

　いつもの定位置である、荷物の上に陣取った銀ぎん麗れいが、つぶやくように言った。

「よかったですわね、お姉さま。晴凛様が寛大な方で……普通なら、首を刎はねられてもおかしくはありませんことよ？　というか、ミリンさんに縊くびり殺されていたかも」

「何言ってるのよ！　そもそも、あんたが、そのミリンさんにあんな話をしなけりゃ、こんなことにはならなかったのよ！」

「あら、その話を私に振ったのは、お姉さまでなくて？」

「あんな話、冗談に決まってるじゃない！　何であんたは冗談を本気にするのよ！」

「冗談にしては、自分のおめかしを真剣に考えていたじゃない！」

「女はいつでも、自分を美しくしたいと思っているものよ？」

「しれっと言わないで下さいな！　冗談で寿命が縮ちぢむような思いは、もうこりごりですわ！

　けれども……もう帰れないと思っていた都に帰ることができるんだから、結果的にはよかったのかもしれませんわね」

　妹のつぶやきを聞いて玉麗は、はあ、とため息をついた。

「本当なら、私たちだけの力で帝都に店を興おこしたいと思っていたんだけどね……」

　銀麗も姉の言葉に、うんうんとうなずきを返して、

「でも、文句言えないよね。でっかい借りを作っちゃったもん」

「借りというか、命がけのボケにちゃんとオチつけてくれた、というか……」

「ボケはお姉さまだけでたくさんだわ。ああそうそう、ご飯はもうすんでますからね、お姉さま」

「そっちのボケじゃないわよ！　っていうかいい加減年寄りネタもやめなさい！

　さあ、しっかり摑つかまりなさい。先に行ってる伏ふせ龍たつさんたちの人形芝居の一座に追いつくわよ！」

「はーい！」

　銀ぎん麗れいがそう言って荷物を縛しばっている綱をぎゅっと握りしめるのと同時に、馬車は、がくん、と揺ゆれて速度を上げ始めた。

　荷台の鍋なべや薬や缶かんがいっそう賑にぎやかにチャカポコカラカラと鳴り響き、同じようにくくりつけられた、古びた看板が揺ゆれ動く。『蒼あお橋はし商会』と書かれたそれは、姉妹がこれまで大事に持ち運んできたものである。

「帝都に、この看板を掲げることのできる、いい物件があればいいんだけど……それは行ってみなくちゃわからないわね」

「路地はいやよ！　大おお路じに掲げてこその看板なんだから、お姉さま！」

「ええ、わかっているわよ、銀麗！」

　馬車の轍わだちが向かう先は、あの帝都である。







　　　第二章「伏龍の特技」







「ぱぱん！　ぱん！　ぱん！　ぱん！　ぱぱん！」

　街の広場の中に、客寄せの爆竹の音が鳴り響く。

　そこは、光こう来らい川の渡しから、徒歩で半日ほど離れたところにある「運うん例れい」という街だった。

　物資輸送の大動脈である光来川と、北域の産物が運ばれてくる北域街道の交差点に位置するこの街は、北域の玄関口として帝国に知らぬ者はいないほどの大きな街である。

　晴せい凛りんの率いる北域国は、犂すき山やまの御隠居の調略や、シムールの赤塩によって北域の辺境の都市を次々に支配下に置いていったが、さすがに運例ほどの大きな街を支配下に置くことはできていない。

　運例は帝国の北域における最大の拠点であり、守備兵力の一部は南の戦線に増援で送られ、若干少なくなっているとはいえ、その数は延えん声せいの数倍はある。

　その運例の街の中心部にある広場で爆竹を鳴らしているのは、アイリーンが所属する人形芝居の一座である。

　広場の中には『六ろく王お馬ま座ざ公演』と染め抜かれた幟のぼりが何本も立てられ、爆竹が鳴るのに合わせて、赤と白の縞しま模様の派手な服を着て、高い竹馬を履いてお面をつけた道どう化け師しが、からくり人形を真ま似ねて、手足をカクカクと振りながら、カタコトで「ニンギョウゲキガ、ハジマルヨー」と叫さけびながらビラを配っている。

　道化師の周りには、子供たちが群がり、ビラをせがんでいる。

　ビラの隅っこには、三角くじがついており、それが当たると芝居小屋の前にある屋台で水あめが貰もらえるのだ。

　後ろに子供たちの群れを従えて歩いている道化師を見て、人形芝居の一座の大道具係の那な刳ぐりが、感心したようにつぶやいた。

「どんなもんか、と心配したが、伏ふせ龍たつのやつ、結構器用にこなしやがる」

　隣に立っていた、芝居の台本を書いている零れい二じが笑いながらうなずいた。

「頭の回転が早い人ですからね、飲み込みも早いんですよ」

「あれなら、背の高さもごまかせるな。城門のところでひとりひとり確認されたときは、どうなることかと思ったぜ」

「まさか、神しん流りゆう千せん斗との名前で手配が回っているとは思いませんでした……どうやら沢さわ樹ぎが広めたらしいですけどね」

「あの野郎、最後までろくなことをしやがらねえな……まあ恨うらみに思うのも当たり前かもしれねえけどよ」

　二人の会話を聞いていたアイリーンが笑いながら言った。

「私が一いつ緒しよにいれば、たとえ衛兵が見回りに来ても大丈夫よ……」

　那刳と零二は、小さな太たい鼓こを腰につけ、胸元が大きく開いた、色っぽい服を着ているアイリーンを見て、にやにやと笑った。

「ああ、そうだな。衛兵どもは、お前さんしか見ないだろう」

「道化師のことなんかほったらかして『おい、見たかあのおっぱい』みたいな会話になるだけだろうな」

「あの人は『ニンギョウゲキガ、ハジマルヨー』と言っていればいいだけ……じゃあ、目くらましに行ってきます」

　アイリーンは妖よう艶えんに微笑ほほえむと、ビラ配りをしている道化師姿の伏龍のところに近づいて、小太鼓を叩たたき始めた。

　てけてけてんてん、という陽気な旋せん律りつで太鼓の音が広場に響き始めると、雰ふん囲い気きは一気にお祭りっぽくなった。

　その日の夕方。客寄せを終えた人形劇の一座は、馬車と馬車の間に張られた天幕の中で、明日からの公演の準備をしていた。

「へえ、二台の馬車の屋根を取り外して『八』の字のように配置し、間にロープを渡して天幕を張ると、あっというまに劇場の出来上がりってわけか……馬車の中が楽屋になっているから、人形や小道具もすぐに取り出せるし、上う手まく考えてあるよなあ……」

　楽屋となっている馬車の中で、公演で使う紙ふぶきの材料となる古紙のくずをハサミで切りながら、伏ふせ龍たつは感心したようにつぶやいた。

　馬車の中とはいえ、いつ誰が入ってくるかもしれない。用心のために道どう化け師しの仮面はつけたままだ。

「そうよ、この運うん例れいの街みたいに、大きくて客が多く見込めるときは、馬車を二台使って、間に客席を置くんだけどね。侘タ瑠ル徒トみたいな小さな街や、場所が取れないときは一台の馬車で、舞台と楽屋を兼ねるのよ」

　アイリーンの言葉を聞いた伏龍はうなずいた。

「ああ、それは知っている。そういえば……俺がガキの頃、帝都の西にし木き市場の中でやっていた人形芝居も、こんな風に二台の馬車があって、その間にある観客席で、人形芝居を見たのを思い出した……あの頃は、まさか自分がその一座に入るとは思ってもいなかったよなあ」

「私も覚えているわよ……あなたが、からくり人形の仕組みが見たいって人形劇の楽屋に来た日のこと」

「噓うそつけ、お前と知り合ったのは、もっとずっと後……俺が練れん涯がい塾に入ってる頃だぜ？」

「本当は違うのよ。もっと前に会ってるの。目を輝かせて身を乗り出して、からくり人形の仕組みを見ながら、いろいろ聞いているあなたを見て、すごい、頭がいい男の子だなあって思ったの覚えてるわ……」

　アイリーンは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで言葉を続けた。

「ねえ、これって運命だと思わない？」

「思わねえな、そういうのは運命じゃねえ、偶然って言うんだ」

「ン……もう！」

　あっさり答えた伏龍に、アイリーンが頰ほほを膨ふくらませた、そのとき。

「臨検である。全員動くな！」

　鋭するどい声と共に、短たん槍そうを持った兵士たちが、どかどかと足音荒くなだれ込んできた。

　その兵士が身に着けている鎧よろいの色を見た零れい二じが、小声で言った。

「ヤバい！　ただの衛兵じゃねえ。憲けん衛えい兵へいだ！」

　憲衛兵とは、軍の中の犯罪を取り締まったり、敵の諜ちよう報ほう員いんを探し出す、いわば軍隊の中の警察組織であり、通常の衛兵よりも強い権限を持っている兵士たちである。

　人形芝居一座の天幕の中に、緊張した空気が流れる中で、憲衛兵の隊長が声を上げた。

「我々は帝国北部方面軍直属の憲衛兵である！　北域辺境から来る者は、商人、旅人の区別なく、厳重に調査するように、との命令が出ている！　これより取り調べを行う！」

　隊長は怯おびえたようにお互いの顔を見合わせる人形芝居の座員を見回した後で、持っていた帳面のようなものを広げた。

「お前たち六ろく王お馬ま座ざは今からおよそ一年ほど前に、この運うん例れいを出て北域辺境に向かった、と、この出門記録に書かれているが、それに間違いはないか？」

　座長は頭を下げた。

「はい、その通りでございます。私らは旅の人形芝居一座でして、怪しい者ではございません。こちらの運例の街にも何度となくお世話になっております」

　憲けん衛えい兵へいの隊長は座長の社交辞令をそのまま聞き流して、記録らしいその帳面を突きつけた。

「こちらにある記録によると、一年ほど前にこの運例の街を出たとき、お前らの一座は男八名女五名の計十三人となっている。だが、昨日この運例に入ったときの記録を見ると、男九名女五名の計十四人となっている。男がひとり多いではないか。北域辺境で男がひとり加わったということだな？　その男を連れてこい」

　座員の何人かが、無意識のうちに、楽屋の片隅で背中を丸めて紙吹雪を作っていた伏ふせ龍たつをちらっと見た。

　憲衛兵の隊長は、その視線を見逃さなかった……というより、その視線を待っていたのだろう。部下に向かって、座り込んでいる伏龍を顎あごで指し示した。

「おい、あいつを連れてこい」

「はっ！」

　部下は短く答えると、座り込んでいた伏龍を取り囲み、持っていた短たん槍そうを突きつけた。

「立て！　隊長がお呼びだ！」

　伏龍は無言のまま立ち上がった。

　こちらを向いた伏龍が顔につけている仮面を見て、隊長はにやっと笑った。

「ほう、これはこれは。楽屋の中でも仮面をつけているとは……理由をお聞かせ願いたいものだな。お前、名前は何と言う？」

　伏龍はゆっくりと答えた。

「私の名前は『楊よう志し』と申します。敬けい州しゆうの生まれです」

「ほう……敬州と言えば東域だ。そんな東域の人間が、こんな北域で何をやっているのかお聞かせ願いたいものだ……おい、お前ら。こいつの仮面を取れ！」

「はっ！」

　部下は伏龍の顔から仮面を剝はぎ取った。

　顔を上げた伏龍を見て、隊長は目を見開いた。

　伏龍の額には、大きな三角の青黒い文様が金いれ印ずみされていた。

「お前……それは何の印だ？」

「これは……破門の印です」

「破門だと？」

「はい、私は帝都の縁えん六ろく通りにある六ろく波は羅ら座の下したっ端ぱ役者でした。ご存じの通り六波羅座と言えば帝都では知らぬ者はない一流の花形の一座です。役者稼業というのは、一見華はなやかに見えますが、中には、さまざまな厳しいしきたりがございます。私はそのしきたりを破ったために、二度と役者ができぬようにこのように額ひたいに金いれ印ずみを打たれ、破門となったわけでございます……食い詰めて北域まで流れていたところを、こちらの座長様に拾われた次第でございます」

　隊長はしばらく無言で伏ふせ龍たつの顔をじっと見ていたが、やがて部下に言った。

「おい、本物の金印かどうか、試しにそいつの額を布でぬぐってみろ！　ここは楽屋だ、絵の具でとっさに書いたものかもしれん！」

「はっ！」

　部下は足元に落ちていたボロ布を拾い上げると、そいつで伏龍の額をぬぐった。

「どうだ？　色は取れたか？」

「いいえ、にじんだ様子もありません！」

　伏龍は隊長を上目遣いに見て言った。

「お疑いは晴れましたか？」

「いや、まだだ。どこがおかしいのか口では言えんが、私は今ひとつ納得しておらん……」

　隊長はそう言って首を振った後で、思いついたように言葉を継いだ。

「そうだな……お前が本当に役者だったのなら、覚えている台詞せりふのひとつでも諳そらんじてみてくれんか？　役者なら、台本が無くとも長台詞のひとつくらいは言えるだろう？」

　六ろく王お馬ま座ざの座員が見つめる中で、伏龍はゆっくりとうなずいた。

「承知いたしました。昔習ったものゆえ、立て板に水とまではいきませんが、このようなものでよろしければ……」

　そして、伏龍は大きく息を吸うと、一気にまくし立てた。

「えー拙せつ者しや親方と申すは、御お立たち会あいの内うちに御ご存ぞん知じの御お方かたも御ご座ざりましょうが、帝都を発たって二十里東とう方ほう、敬けい州しゆう一いつ色しき街まちを御お過すぎなされて、青あお物もの町ちようを上のぼりへ御お出いでなさるれば、欄らん干かん橋ばし虎とら屋や只ただ今いまでは剃てい髪はつ致して圓えん斎さいと名乗りまする。元がん朝ちようより大おお晦つご日もりまで御お手てに入れまする此この薬は、昔、天てん竺じくの国の外うい郎ろうと云いう人、我が朝ちようへ来たり。帝みかどへ参さん内だいの折から此の薬を深く篭こめ置き、用ゆるときは一いち粒りゆうずつ冠かんむりの隙すき間まより取り出いだす。依よってその名を帝より『透とう頂ちん香こう』と賜たまわる。

　されば一粒食べかけて、その効き目を御お目めにかけましょう。

　まず此の薬をこの様に一粒舌の上に乗せまして、腹ふく内ないへ納めますると、イヤどうも言えぬわ、胃い・心しん・肺はい・肝かんが健すこやかに成なりて薫くん風ぷう喉のどより来たり、口こう中ちゆう微び涼りようを生ずるが如ごとし。

　魚ぎよ・鳥ちよう・茸きのこ・麵めん類の食い合わせ、その他万まん病びよう即効あること、神の如し」

　これだけの長台詞を、一気にまくし立てた伏龍は、ゆっくりと一礼した。

「このようなものでいかがでしょうか？」

　あっけにとられ、ぽかんと口を開けていた憲けん衛えい兵へいの隊長は、はっと我に返った。

「あ、ああ、うん、いや、わかった。疑いは晴れた。この後、旅はた籠ごのほうも回らねばならんのでな……それでは失礼する。おい、行くぞ！」

　隊長はそう言うと、部下を引き連れて馬車から出ていった。

　憲けん衛えい兵へいたちの足音が遠ざかり、天幕の隙すき間まから外を窺うかがっていた座員が、ふり返ってにっこり笑った。

「よし、大丈夫だ！」

　その声を合図に、馬車の中と天幕の中にいた座員が、わっと伏ふせ龍たつのところに集まってきた。

「すげえよ伏龍さん！」

「そんな特技を持ってたなら、最初から言えよ、すげえ心配しちまったじゃないか！」

「マジに役者やれんじゃねえの？」

　伏龍は照れたように笑った。

「俺がやったのは、芝居の中の一場面で『透とう頂ちん香こう売り』の一節だ。軍師たる者は、弁舌爽さわやかに策を説とけねばならぬ。ということで、練れん涯がい塾ではこの口こう上じようを教えるんだ。我ながらよく覚えていたもんだと思うぜ」

　伏龍の言葉を聞いて、アイリーンはほっとしたように大きくため息をついた。

「ホント……あんたって、何が出てくるかわかんない人よねえ……」

「人をびっくり箱みたいに言うんじゃねえよ。それよりも、アイリーン。お前が持ってきた草はすごいな。あの汁で書いたこいつを、憲衛兵の連中、本物の金いれ印ずみだと思ってたぜ」

　そう言って伏龍が指差したのは、額ひたいにある黒い三角の印だった。

「あの草はシムールの女の人が目の周りに塗ったり、眉まゆの形を整えたりするときに使うのよ。侘タ瑠ル徒トにいたときに、シャールから使い方を聞いていたのよ。一回書くと五日ぐらい落ちないんだって」

「この先帝都に入るとなれば、当分この印と仮面をつけたままってことになりうそうだな」

　アイリーンと伏龍の会話を聞いていた座長が、うむうむ、とうなずいた。

「仮面をつけたまま帝都に入れば、衛兵にそれを外せと言われるのは当然だ。外したときの印象をひきつけておくための額の印だからな、そいつは当分消せんな」

　にこにこ笑うアイリーンの顔を見て、伏龍はちょっと不安そうな顔になった。

「五日ぐらいで落ちるってのは、本当だろうな？」

「え？　さあ……そう聞いただけだから、私に聞かれてもわからないわ……」

　そう答えた後でアイリーンは、悪戯いたずらっぽい目で見て言葉を続けた。

「……もしかして、ずっと落ちないかもしれないわね」

「マジかよ！」

「噓うそよ、噓！　ちゃんと落ちるってシャールが言っていたわ。安心して！」

「不安だなあ……」

　手鏡を持って、自分の顔を見ながら、伏ふせ龍たつがぼやいていると。

　天幕の入り口のほうで、聞きなれた声がした。

「どうもー！　蒼あお橋はし商会です！」

「お手紙と、お荷物持ってきましたー！」

　その声を聞いた伏龍の目が光った。

「おう！　間に合ったな！　さすがは蒼橋姉妹だ。これで帝都で軍資金と拠点が作れるぞ！」

　にこにこ笑いながら天幕の中に入ってきた銀ぎん麗れいと玉ぎよく麗れいは、仮面をつけている伏龍を見て少し驚いたようだったが、伏龍がお尋たずね者になっていることは聞いていたのだろう。そのまま声をひそめて本題に入った。

「光こう凛りん様から、帝都で活動するための資金と、蒼橋商会の立ち上げのための資金を預かって参りました」

「ご苦労様。本当はあんたらを延えん声せいに呼んで、話を通してからにするつもりだったんだが、なんだか南域が大おお騒さわぎになっているみたいなんで、出発を急いだんだ」

　玉麗は真ま面じ目めな顔で答えた。

「蒼橋商会を再興させて、役人たちへの付け届けをそこから出す形にすることは、はっきり言うと抵抗があります。私の父は、その役人どもにハメられて店を失いました。いわば役人どもは父の仇かたきです。仇に金を渡すのは屈くつ辱じよくです」

「それはわかってる、わかった上で頼んでいるんだ……我が慢まんしてくれ。あんたらの店をつぶした連中は、世直しが終わったら絶対にそのままではすまさない。尊そん王のう討とう奸かんの旗印の下もとで生まれ変わった帝国に、腐った役人は不要だ。だからその日のために、今は我慢してくれないか？」

　玉麗は、ふう、と小さくため息をついてから、うなずいた。

「わかりました……というか、頭の中ではわかっていたんですけどね。どうにも胸の中が収まらなくって……でも、伏龍さんからお約束の言葉をいただきましたら、なんとか腑ふに落ちました」

　黙だまって玉麗と伏龍の会話を聞いていた銀麗が、ぽつり、と言った。

「できることなら、自分たちだけの力で蒼橋商会を再興させたかったんだよね……私も、お姉ちゃんも……」

「銀麗……」

　玉麗が優しい目で妹を見つめた。

　銀麗は顔を上げて、にかっと笑った。

「でも、北域国から貰もらったお金は、別に汚いお金ってわけじゃないし、ありがたくいただこうって思ってます！」

「……あんたって子は、ホント、現実的ねえ……」

「夢見て生きてると、お姉さまのように嫁に行き遅れちゃいますから」

　銀ぎん麗れいはしれっと答えた。




　六ろく王お馬ま座ざの一行が乗った馬車が帝都にやってきたのは、それから十日ほど過ぎた日のことだった。

　北の丘陵地帯に止めた馬車から見える帝都の城壁と、その向こうに輝く王おう宮きゆうの金の屋根を眺ながめて、伏ふせ龍たつはしみじみとした口調でつぶやいた。

「五年ぶりの帝都か……」

「五年ぶりに生まれ故郷を見たご感想は？」

　そう聞いたアイリーンに、伏龍は肩をすくめてみせた。

「ふんぞり返った偉そうな金の屋根に、ごみごみした街並み……変わんねえよ……何ひとつ変わんねえ」

「そうね……変わってない……でも、あなたが変えるんでしょ？」

「ああ、そのつもりだ……」

　伏龍の答えを聞いたアイリーンは、ふふっ、と小さく笑った。

「笑うなよ……」

　アイリーンは首を振った。

「勘違いしないで。馬ば鹿かにしたんじゃないの。とうとうあなたの願いがかなうんだな……って思って嬉うれしくなったのよ」
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「俺の願い？」

「そうよ、練れん涯がい塾を辞めて、帝都を捨てたとき、あなたは言ったわ。『俺は変わらない、世の中を変えてやる』って……周りのみんなは馬ば鹿かにして嘲あざ笑わらったけど、あなたは本気だったものね……」

　伏ふせ龍たつは顔を赤くして頭を搔かいた。

「あ、いや、あのときの俺は、マジに馬鹿だった。世の中を単純で矮わい小しようなものだと思い込んで、自分を複雑で偉大な存在だと思い込んでいただけだ……そんな昔のことはさっさと忘れろ」

「忘れるつもりなんかないわ。あなたにとっては恥はずかしい思い出でも、私にとっては大事な思い出だもの」

　伏龍はぐしゃぐしゃと、頭の毛を搔きまわした。

「あーくそ、そうなんだよ、これなんだ。俺がお前を苦手なのは……他の連中なら、カッコつけて、よそ行きの顔でハッタリかまして騙だませるけど、お前は騙せねえ」

　アイリーンはにっこり笑った。

「そうよ、私はあなたのこと、他の誰よりも知ってるもの……知って、ついてきたんだもの」

「ついてきたと言うより、憑ついてきたと言ったほうがいいぞ」

「人を祟たたり神みたいに言わないでよ」

　そう言って、ほっぺたを膨ふくらませたアイリーンは、伏龍の表情が変わったのに気がついた。

「……どうしたの？」

「帝都の様子がおかしい……」

「え？」

「見ろ、城壁の外に小屋のようなものが並んでいる……」

　伏龍の指差す先には、ボロ布と板切れを組み合わせた、小屋のようなものが立ち並んでいた。

　馬車が帝都の外周を守る城壁に近づくにつれて、細かな様子が明らかになってきた。

　それは、板を寄せ集めて屋根にして、棒を立てて布を張り壁の代わりにした雨風を防ぐためだけに作られた小屋とも呼べない家々の群れだった。

　やせ衰おとろえた、垢あかだらけの真っ黒な顔の子供たちが、もの欲しそうな目で伏龍たちの乗った馬車を見ている。

「こんなところに貧民街ができているなんて、知らなかったわ……」

　アイリーンのつぶやきを聞いた伏龍は首を振った。

「いや、これは流る民みんだ。南から押し寄せた流民たちだよ……」

「流民？」

「そうだ。おそらく南域の承しよう安あん軍の反乱で、家や食い物を根こそぎ徴発されて食い詰めた農民や商人が流民となって、帝都にやってきたんだ……北域で聞いた噂うわさは、噓うそじゃなかったってことか」

　伏ふせ龍たつは真剣な顔つきで考え込んだ。

「こいつはまずいぞ……俺は今まで、南域の反乱がどういう性質のものか、よくわかってはいなかった。話には聞いていたがそれはすべて風評でしかない。真実は自分の目で見なければわからないからな……」

「百聞は一見に如しかず、ってことね？」

「そうだ、それもある。だが、何よりも俺が、流る民みんが大勢出ている、という風評を信じなかった理由は、南域の反乱を指揮しているのは月つき原はら弦げん斉ざいだ、という情報があったからだ。

　月原弦斉閣かつ下かが指揮しているのなら、農民や商人が流民になるようなことにはならない。あの人は、それがどういう結果を生むかよくわかっているお人だ……」

　目の前に広がる流民の群れを見て、伏龍は確信したようにうなずいた。

「つまり、南域の反乱は月原弦斉閣下が起こしたものじゃないってことだ。もし、月原弦斉閣下がやるなら、民たみを追い出すようなやり方にはならない。南域を丸ごと乗っ取る。俺たちが北域でやったようにな……」

　目の前に広がる流民たちの小屋は、街道沿いに延々と続いていた。いったいどれほどの人数が帝都に流れ込んできたのか、予想すらできないほど広がっていた。

　伏龍の顔が険けわしくなった。

　──こいつはまずい、帝国がマジに瓦が解かいする。瓦解させてしまったらおしまいだ。尊そん王のう討とう奸かんの、その尊王も討奸も、何もかもが無くなってしまう。

　俺は、北域国がもう少しちゃんとした形になってから、帝国と事を構えようと思っていた。帝国の改革といっても、すぐにアレコレできるわけじゃない。

　シムールと信義を結び、緊張をなくして人を入れ、エオル王の持ち込んだ「たかきび」で穀物の生産量を上げて、北域国の実力をつけてから勝負に出るつもりだった。

　なんせ、北域王たる晴せい凛りん自身が、追い込まれないかぎり、帝都に攻め込むなんて考えもしない人間だからな……。

　屈くつ託たくのない表情で微笑ほほえんでいる晴凛の顔を脳のう裏りに思い浮かべた伏龍の表情が緩ゆるんだ。

　自分の顔に微笑が浮かんでいることに気がついた伏龍は、慌あわてて表情を引き締めた。

　──いけね、あいつの顔を思い浮かべると、なぜか気が緩む……。

　改めて、目の前の流民たちの群れを見み据すえ、伏龍は考えた。

　──この惨さん状じようを見れば、もはやそんな悠ゆう長ちようなことを言っていられる場合じゃないことは明白だ。そして、この状態がどんな結果を生むか、それが見えている人間も帝都にいるはずだ。

　まず、そういう人間を探そう。

　先が見える人間、この先どうなるかを洞察できる人間だ。そういった人間こそが、この帝国を立て直すために必要不可欠だ。そして、そういう人たちを集め、

　──俺たち北域国が変えてやる……この国を！

　帝都の城壁の外に広がる流る民みん街を見つめて、伏ふせ龍たつが大きな決断を下していた頃。

　その城壁の中。帝都の繁はん華か街がいの外れにある一角では、手ぬぐいで口と鼻を覆った蒼あお橋はし姉妹が箒ほうきと雑ぞう巾きんを手にして走り回っていた。

「お姉さま！　お店の上がり口と、玄関先のお掃除終わりました！」

「玄関先のお掃除は念を入れて、柱とかもちゃんと磨き上げてよ？　お客様をお迎えするんだから」

「わかっていますとも。正面に掲げた蒼橋商会の看板に恥はずかしくないように、店の柱も店の前の石いし畳だたみも、用水の水を流してぴっかぴかに磨き上げましたわ」

　銀ぎん麗れいはそう言った後で、店の前を流れている河西用水の上流を見た。

「でも、川筋の一等地とはいえ、目抜き通りの蒼橋からずいぶん遠くなっちゃいましたわね、これじゃあ『蒼橋商会』じゃなくて『蒼あお橋はし見み商会』だって言われちゃうかもしれませんわ」

　店の中に運び込んだ北域の産物を、台帳と突き合せて確認していた玉ぎよく麗れいは、半分怒ったような口調で言い返した。

「仕方ないじゃない！　光こう凛りんさんからいただいた資金では、この物件を買うのが精一杯だったんだから。確かに蒼橋は遠いけど、見えているなら蒼橋のうちよ！」

「そう言われてみればそうですわね。たとえオバサンになっても若く見えているなら娘のうちですものね……さすがお姉さま奥の深いお言葉」

「くだらないことばかり言ってると、裏庭に埋めて商売繁はん盛じようの神様のイケニエにするわよ！」

「おお怖い怖い。年寄りに逆らうと後が怖いわね……」

　そんな減らず口を叩たたきながら掃除している銀麗の前に、背中に荷物を負い、丸い笠をかぶった行商人らしい若い男が足を止めた。

「ちょっとお聞きしますが……あの看板は、もしや、以前、蒼橋前にあった老舗しにせの看板ではございませんか？」

　銀麗は掃除の手を止め、口と鼻を覆っていた手ぬぐいを外して、行商人に一礼した。

「はい、左様でございます。四代続いた蒼橋商会は、このたびこちらで商いをさせていただくことになりました、心機一転、一からの出直しでございます。よろしくご贔ひい屓きのほどを……」

　そう言って顔を上げた銀麗を見た行商人は、はっと目を見開くと、慌あわてて笠を脱いだ。

「もしや……銀麗お嬢じよう様ではありませんか？」

「え？」

「私の顔をお忘れですか？　厳げん真しんです……四番番頭の下で手て代だいをやっていた厳真です」

「え？　厳真さん？　噓うそ！」

「いえ、噓ではありません。正真正しよう銘めいの厳真でございます。大おお旦だん那ながお亡くなりになってお店がつぶれた後も、お店で教わったことを守って、こうやって小商いで食い繫つないで参りました……」

「ちょ、ちょっと待って！　今、玉ぎよく麗れい姉さん呼んでくるから！」

　銀ぎん麗れいはそう言い残すと、店の中に飛び込んだ。

「玉麗姉さん！　ちょっと来て！　厳げん真しんさんが来たの！　ほら、四番番頭の禿はげオヤジの下にいた、厳真さん！　見違えるほどイイ男になっちゃって、びっくりしちゃった！」

「うるさいわね、何を店先で大声出してるのよ、店が開く前から営業妨害しないで！　違う意味で評判になったらどうするのよ……」

　そう言いながら店先に出てきた玉麗は、そこに立っている厳真を見て、目を見開いた。

　厳真は照れたような顔で頭を搔かくと、その場で深々と一礼した。

「玉麗お嬢じよう様、お久しぶりでございます……」

「うそ……あなた、本当に厳真？」

「はい、四番番頭の下で手て代だいだった厳真でございます」

　玉麗と厳真を見比べていた銀麗が、悪戯いたずらっぽく言った。

「ねえ、お姉さま、厳真さんにお店手伝ってもらったら？　男手があったほうが、何かと便利じゃない？　捕まえておかないと逃げられちゃうかもしれないし……」

「こら、なんてこと言うのよ！」

　銀麗は、ぺろっと舌を出すと、店の中に逃げ込んで声をかけた。

「それより、せっかくだから中に入ってもらったら？　積もる話もあるだろうし、最近の帝都の景気とかも聞けるんじゃないの？」

「あ、いえ、私は……」

「いいからいいから、はいはい、おひとり様ごあんなーい！」

　銀麗はそう言うと、遠えん慮りよする厳真と玉麗を、無理やり店の中に引っ張り込んだ。

　入れ替わるように店の外に出た銀麗は、店の中で親しげに話をする厳真と玉麗を見て、ふふっと嬉うれしそうに笑った。

　──何となく、幸さい先さきがよさそうだわ。このお店も上う手まくいきそうな感じね。

　帝都の中で伏ふせ龍たつの動く舞台が着々と整えられていた、その頃。

　そこから南に五十長里キロメートルほど離れた光こう来らい川の対岸では、押し寄せる承しよう安あん軍と帝国軍との間で死闘が繰り広げられていた。







　　　第三章「帝国軍の奮闘」







「うぉあああっ！」

「うぉあああっ！」

　怒鳴り声とも、わめき声ともつかぬ叫さけび声を上げながら承しよう安あん軍の印である赤い布を頭や腕に巻いた兵士の群れが隊列を組んで潮しおのように押し寄せる。

　その数、およそ一万。

　地面を踏ふみしめる足音が地響きとなって、土ど囊のうを積み上げた砦とりでの防壁を揺ゆるがし、ぱらぱらと小石が落ちる。

「よーし、まだだ。まだ引き付けろ！」

　防壁の裏で弓きゆう兵へい小隊の指揮官である安あん西ざい下か尉いが、承安軍の足音の轟とどろきに負けないように大声を張り上げる。

　泥と垢あかで汚れた軍装の中で、下尉の階級を示す略りやく綬じゆだけが朝日を浴びて輝いている。

「合図がありしだい、自由に射てよし。だが、矢はひとり五本までだ。よく狙ねらえ！　いいな！」

　返事は無い。不安を紛まぎらす軽口も無い。そのようなものが必要ないくらい、彼の部下は戦いくさ馴なれしている。温うん蕉しようの篭ろう城じよう戦、そして温蕉を放棄してから続く過か酷こくな撤退戦は、帝国東方でのんびりと国境警備の任についていた田舎の若者たちを、緑軍に匹敵する精せい鋭えいに育て上げた。全員が安西下尉と同様に顔に泥と垢をこびりつかせ、目をぎらぎらさせて敵の様子を窺うかがっている。

　──こいつらは本来は私の部下ではない。森しん厳げん中ちゆう尉い殿の部下だ。俺はそれを預かっているだけだ。

　安西下尉は胸に輝く略りやく綬じゆを撫なでた。これもまた、森厳中尉からの預かり物だ。

　血に濡ぬれた指でこの略綬を渡されてから、まだ一ヶ月と経っていない。

　──どちらも返さなくちゃいけない……略綬は温蕉に眠る森厳中尉の墓に。

　そして、部下は故郷に。

　安西下尉は防壁の外に轟とどろく承安軍の足の響きが急に大きくなったことに気がついて、はっと我に返った。

　敵兵が空から堀ぼりの前まで来ていた。

　最前列の敵兵は大きな盾を持って並び、後ろの兵が空堀を渡るための梯子はしごをかけようと前に出てくる。

「放てぇ！」

　後方から攻撃開始を告げる戦いくさ太だい鼓こが鳴るのと、安西下尉が叫さけぶのはほぼ同時だった。弓ゆ弦づるが一斉に鳴り、矢が防壁の後ろから斜め上に打ち上がる。

　シュルシュルという矢が落ちる音と共に、承しよう安あん軍の兵士たちが叫さけぶ、南方訛なまりの声が聞こえた。

「矢がきたでー！」

「盾上げぇっ！」

　堀の前でちょこまかと動いていた敵兵の中に混じって、大盾を抱かかえていた兵が慌あわてて盾を頭上に掲げるのと、こちらの放った矢が頭上から唸うなりを上げて降り注ぎ、盾に刺さるのはほぼ同時だった。

　カカカカッ！　という矢が盾に刺さる乾いた音が、あたりに響く。

　盾を構えるのが遅れた兵や、盾の恩恵を受けなかった兵士たちの間から、悲鳴が上がる。

　いくつかの盾は、矢を食らっただけで割れた。

　敵兵が掲げているのは、盾といっても、民家の戸板や机を壊して作った急造の盾だ。補強もろくにしていない。

　だが、使い捨ての盾としては、充分に役に立つ。

　砦とりでの中に立て篭こもる、弓きゆう兵へい小隊の割り当て数である五本の矢は、たちまち射い尽つくした。

　安あん西ざい下か尉いは眼下の様子に目を凝らす。十数人の敵兵が矢を受けて倒れている。だが、残りの敵兵は怯ひるむことなく梯はし子ごを伝って堀の上を進んできていた。一部の敵は堀を越え、隊列を組み直している。

　安西下尉は舌打ちした。

　──こちらの矢が不足していることに気付いているな。承安軍の中にも、戦いくさ馴なれした下級指揮官が増えてきたということか……。

　堀を越えて近づいた敵側の弓兵が放った矢が、パラパラと降り注ぎ始めた。

　──防壁と高度差があるから、今のところは、まだそれほど脅きよう威いじゃないが、顔を出してると狙ねらわれるな……。

　安西下尉は防壁から顔を引っ込めると、そこに背を預けるようにして座った。

　腰を下ろした瞬しゆん間かん、強い空腹と疲労で目め眩まいがした。昨夜から今け朝さにかけてほとんど寝ずに堀を深くし、掘った土で土ど囊のうを積み上げたのだ。

　左右に座り込んだ部下も、同じように休んでいる。

　──徹夜で作った急ごしらえの野戦陣地に、効果の薄い防御射撃。おそらく今夜中にここを捨てて逃げ出す羽目になるだろう。

　朝に防戦を始め、夕べには撤退する。稼げるのはわずか一日もないか……。

　安西下尉がそう考えたとき。

　どん！　どん！　どん！

　後方の指揮所に置かれた戦いくさ太だい鼓こが、防壁の内側にいる歩兵隊に迎撃を告げる強く早い旋せん律りつで鳴り始めた。

　その音を聞いた安あん西ざい下か尉いは眉まゆをひそめた。

　──くそ、前回より展開が速い。おそらく敵も、こういった戦いの繰り返しに馴なれてきたのだ。もしかすると損害を無視して強引に押し切るつもりかもしれない……。

　安西下尉は空を見上げた。

　天は高く、雲も遠い。太陽はまだ東の空を昇り始めた頃だ。

　──この一日、支えきれないかもしれんな。

　防壁の内側に身を潜ひそめた兵士たちを見回すと、その中にいた古参の兵士と目が合った。

　安西下尉が何かを言う前に、その兵士が、のそり、と身体からだを起こしてやってきた。

　視線だけで意思が伝わることに、何の違和感も覚えなかった自分に気がついた安西下尉は、ふっと、自じ嘲ちようするように唇くちびるの端に笑いを浮かべた。

　──こういった戦いの繰り返しに慣れてきたのは敵だけじゃない……ってことか。

　安西下尉が笑うのを見て、古参兵が怪け訝げんな顔になった。

「何か？」

「あ、いや、何でもない。いちいち口に出さなくても察してくれてありがたいと思っただけだ……それと、小しやお白ぱい蓮れんを呼んでくれ。伝令に出す」

「わかりました」

　古参兵はそっけなくそれだけを答えると、防壁の陰に身体を寄せ、腰をかがめて去っていった。

　しばらくすると、古参兵がまだ子供のような面影を残す少年兵を連れて戻ってきた。

「小白蓮を連れてきました」

「僕の名前は白蓮です。小、は余分です……」

　少年兵は唇を尖とがらせて、不満そうに答えた。

「いいんだよ、お前はうちの弓きゆう兵へい小隊で一番若いんだから」

　古参兵が少年兵を軽く小突く。

「おい、これを持って予備の矢を貰もらってこい」

　安西下尉はあらかじめ各弓兵隊に渡された三枚の命令書の最後の一枚を少年兵に渡した。その命令書で貰える予備の矢が、今日は必要だと判断したのだ。

　わっ、という鬨ときの声が防壁の向こう側から聞こえてきた。迎撃に出た歩兵隊が迫せまる敵に突撃をかけたのだ。

　攻め寄せる承しよう安あん軍の兵士はろくに訓練も受けていない連中で、数だけが頼りである。それに対し突撃をかける帝国軍歩兵は、訓練を重ねた上に何度も戦場をくぐってきた歴戦の兵士である。

　帝国軍の突撃を食らうと、承安軍はあっという間に逃げ散る。しかし、帝国軍が城じよう砦さいの中に戻ると、ふたたびわらわらと集まってくるのだ。

「……まったく……蚊か柱ばしらみたいな連中だ」

　防壁の上から、その様子を見ていた安あん西ざい下か尉いが、うんざりした口調でつぶやいた。

　空から堀ぼりを挟はさんで防壁の側から反対側では、承しよう安あん軍の本陣の裏に置かれた馬車の屋根の上に、仮面の軍師があぐらをかいて座り、細い筒を顔にあてて帝国軍の陣地を眺ながめながら、何やら地図に書き込んでいた。

「あの旗は東方第五連隊か……奥の旗は見えないが、灰色っぽいな。西方白軍か？」

　仮面の軍師、崇すう鳳ほうが覗のぞき込んでいるのは遠とお眼鏡めがねと呼ばれている原始的な望遠鏡である。

　海に面した承安では、船乗りの間で航海技術の発達に伴って、遠くを見ることのできるこの便利な道具が少しずつ普及を始めていた。

「はやー。ご主人様、何を見ているですかー？」

　馬車の下から崇鳳に声をかけたのは、南方出身の奴ぬ婢ひ、ムルトだ。首筋から肩に巻いた白い包帯が見えるのは、温うん蕉しようの戦いのときに負った背中の傷のためだろう。

　崇鳳は、ぶっきらぼうに答えた。

「お前には関係ない」

「そんなこと言わないでムルトにも教え下さいー。ムルト、目もいいですよー。そんなもの無くても、ご主人様の代わりに見てあげるですよー」

「いくら目がよくても、自分が何を見ているかわからないようでは意味が無い」

「む、それは遠回しにムルトをおバカだと言ってるですね？」

「違う。遠回しではなくお前はおバカだ」

「ヒドイです。長い間、ご主人様に誠心誠意お仕えしてきたムルトになんというお言葉！　ご主人様は鬼き畜ちく駄だ肉にくですー」

「何が長い間だ！　出会って二ヶ月も経ってないだろ……というか、鬼畜駄肉とはどういう意味だ！」

　崇鳳は、それまで覗いていた遠眼鏡から目を離して、ムルトに文句を言おうとした。

「細かいことを気にしては駄だ目めですよー」

「どわっ!?」

　馬車の下にいたとばかり思っていたムルトの顔が目の前にあったのを見て、崇鳳は身をのけぞらせた。

　小太りの身体からだがバランスを崩して馬車の屋根から転がり落ちそうになったところで、ムルトがはっしと崇鳳の帯を摑つかんだ。

「ご主人様！　あぶないです！」

　だが、体重差で、ずるずると着物がはだけ、ヘソがのぞく。

「うおお、落ちる落ちる」

「暴れては駄だ目めですよご主人様ー」

「わわわ、脱げる脱げる」

「むー、相変わらず、ぷにょぷにょでむにょむにょな身体からだです。こうなったら──えい！」

　どすん。

「ぐえ」

　ムルトが崇すう鳳ほうの上に馬乗りになって身体を押さえた。

「ふー、やれやれですよ。相変わらず手間のかかるご主人様です」

「何がやれやれだ！　下りろ！」

　ムルトを押しのけようとして、崇鳳ははたと自分の空になった手を見る。

「おい、遠とお眼鏡めがねはどうした？」

「あ、馬車の下に落ちてるです」

「なにーっ!?　あれは一本でこの馬車と同じくらいの値段がするんだぞ！」

「わわ、遠くが見えるだけのオモチャだと思ってたら、そんなに高いものだったですか？」

　慌あわてて馬車の下に飛び降りたムルトが泥だらけになった遠眼鏡を拾い上げて覗のぞき込み、顔をしかめる。

「うぎゃ、何かぐにょーとなってますです」

「貸してみろ……くそ、落ちた衝撃で筒がゆがんだな。まあグラウスは無事なようだし、修理は可能だろう」

　ひん曲がった遠眼鏡をいじっていた崇鳳は、ムルトが背中を丸めて小さく縮ちぢこまっているのに気がついた。

「どうした、ムルト？」

「ごめんなさい……です」

　褐かつ色しよくの肌が青ざめるほど怯おびえたムルトが小さな声で謝る。いつも騒さわがしい奴ぬ婢ひの、しおらしい様子に、崇鳳は少し意地悪な気持ちになって言った。

「ほう、悪いとは思っているようだな。では、どう償つぐなうつもりだ？」

「……」

　ムルトは黙だまったまま、服を脱ぎ始めた。

　これには崇鳳のほうが慌てた。

「こ、こら！　何をしている！　私は別にそのような──あん？」

　うずくまり、白い包帯が巻かれた背中を見下ろしたとき、ようやく崇鳳はムルトがやろうとした『償い』に気がつく。

　──鞭むち打ちだ。

　奴婢であるムルトは、これまでもその小さな身体に鞭を受けることで『償い』をしてきたのだろう。

「……ご主人様？」

　目をぎゅっと閉じて歯を食いしばっていたムルトが、いつまでも鞭むちが来ないことを不思議に思って顔を上げようとすると、まるまるとした指がばちん、と裸の肩を叩たたいた。

「ぎゃんっ！」

　肩に紅葉もみじのような痕あとをつけたムルトが飛び上がると、崇すう鳳ほうが手のひらをぷらぷらとぶらさげて言った。

「とりあえずこれで終わりだ！　お前には別な方法で償つぐないをしてもらう！　お前、さっき、目がよいと言っただろう？　ならあの旗は見えるか？」

　崇鳳が指差したのは、空から堀ぼりの向こう側。土ど囊のうを積んだ防壁の奥に立つ旗だった。

「はい！　見えるですよ！」

「何が書いてある？」

　ムルトは額ひたいに手をかざし、目を細めてじっと旗を見つめた。

「んむむ……『五』と書いてあるですよ。それと『敬』の文字が見えるです」

「ふむ、そいつは敬けい州しゆうの帝国青軍第五連隊の旗だな……自慢するだけあって、ちゃんと見えてるようだな」

「ふふん。ムルトはウソは言わないのですよ」

「じゃあ、その左奥の灰色の旗だ。さっきは風の向きが悪くてよく見えなかった。見えるか？」

　ムルトは両手を額にかざして日光を遮さえぎると、身を乗り出した。

　目を細めじーっと崇鳳の指差す先を見つめる。

「えーと、白に黒の枠わくがあるですね……あとは『漣れん』に『八』が見えるです」

「ふむ、西方白軍、漣れん州しゆう所属の第八連隊か……西方白軍は温うん蕉しよう撤退で大損害を受けていたはず。あるいは他の連隊残余をまとめてひとつにしたとも考えられるが……ん、待てよ？」

　そこまで考えて、崇鳳ははっと顔を上げてムルトを見た。

「どうかしたですか？」

「おいムルト。お前、もしかして文字が読めるのか？」

「む！　相変わらずムルトをバカにしてるですよ！　ムルトだって帝国の文字くらい読めるです」

「いや、おかしいだろ。奴ぬ婢ひであるお前がどうして文字を読めるんだ。それも数字だけならともかく、『敬』とか『漣』とか、かなり難しい漢字だぞ？」

　延えん喜ぎ帝国の識字率は比較的高い。これは平和で豊かな時代がそれなりに続いたおかげである。承しよう安あんのような都市では庶しよ民みんの子でも読み書き算そろ盤ばんを習わせることが増え、娯楽として貸本業が営まれるようになっているほどだ。だが、それはあくまで都市での話。農村での識字率はやはり低い。

　奴婢であってもムルトが都市の商家で使われていたのならば、崇鳳もさほど不思議には思わなかっただろう。商家での下働きであれば、文字に触れることも多いからだ。しかしムルトが乱の前に働いていたのは農村の庄屋である。

「帝国の文字は奴ど隷れいで売られる前に、故郷で学んだですよ」

「なに？　それこそありえんだろう。南なん蛮ばん諸国で帝国の文字を学ぶなど、王様か貴族だけだ」

「ムルトの家は王族だったですよ？」

「は？」

　かくん、と崇すう鳳ほうの顎あごが落ちた。

「ムルトの母様は王様の姪めいだったですよ。でも将軍が反乱を起こして新しい王様になって、前の王様は首ちょんぱになったですよ。ムルトも首ちょんぱになるところでしたけど、奴隷商人に売られて助かったです」

「いや、それはあまり助かってないだろ。それにしても、お前が王族だったとはな……人は見かけによらないものだな」

　崇鳳は感心したように答えた。

「島ひとつ、街ひとつの小さな王国だったですよ。でもよい港があって帝国の船もよく来てたです。だからムルトも帝国の言葉を学んでいたですよ」

「世が世なら、姫君だったということか」

「えへんぷい。お姫様ですよー」

　ムルトが得意げに薄い胸をそらす。そこに、じゃーん！　じゃーん！　と大きな銅ど鑼らの音が聞こえてきた。

「うひゃあ！」

　その大音量にムルトが飛び上がった。承しよう安あん軍の本陣の銅鑼は前線で戦う兵にまで届くよう、力の限り打ち鳴らされる。祭りの囃はや子しとはわけが違い、頭を揺ゆさぶられるようにやかましい。

　ムルトの驚き具合に、崇鳳がニヤニヤと笑った。

「よく飛び上がる姫君だ。まるで猫ねこだな。言うなれば、野の良ら猫姫か」

「むむー、まるで褒ほめられている気がしないです」

「どこをどう聞けば褒めているように聞こえるのだ」

「相変わらずご主人様はひどいです。ところで、今の銅鑼は何です？」

　ムルトの質問に、崇鳳はぷくりと鼻を膨ふくらませた。

「ちょっと戦いくさのやり方をな。変えてみようと思ってる」




　承安軍の突撃は、三回行われ、三回とも撃退された。空から堀ぼりと土ど囊のうの防壁だけの野戦陣地でも、地形さえ選べば攻撃正面を狭せばめることができる。帝国軍三千の兵が守る陣城は東側が川、西側が丘陵という隘あい路ろを上う手まく利用し、少ない手勢で効率的な防戦を行っていた。

「敵兵、下がっていきます」

「よし。今のうちに交代で休きゆう憩けいだ」

　命令が出るや、見張りをのぞく兵士がその場にへたり込んだ。竹の水筒から水を飲む兵もいる。

　安あん西ざい下か尉いは部下の様子を一いち瞥べつして確認すると、防壁から顔を覗のぞかせた。

　承しよう安あん軍が押し戻された後には、二十あまりの死体が転がっている。

　──朝からの戦いで、死んだ敵兵の数はおよそ二百といったところか。負傷者の数も合わせると、四百から五百くらいの損害は与えたな。

　矢が届かない位置で待機している承安軍の数はおよそ一万。残りの承安軍はここからは見えない。朝からこの一万が、千～二千ずつ交代で攻め寄せてきている。

　──これまで通りの展開だな。敵の動きがよくなったと思ったのはこちらの勘違いか？

　空から堀ぼりや地形を利用した阻そ止し線を敵が突破しようとしたところを矢で射て損害を与える。

　さらに前進してきた敵は、防壁で作った狭せまい空間に誘い込んで歩兵隊が槍やり衾ぶすまで迎撃する。

　南域討とう伐ばつ軍は、温うん蕉しようからの撤退後、毎日のようにこの繰り返しで敵に出血を強しいつつ時間を稼いできた。今も、先に撤退した本隊が後方にここと同じような野戦陣地をいくつも建設している。ひとつの野戦陣地が稼げる時間はわずか一日足らずだが、その一日を積み重ねることで、帝国は帝都に各地の軍を集め、再編することができる。

「どうやら、予備の矢は使わずにすみそうですね」

　古参の兵が安西下尉に話しかけた。休憩中なので兵の軽口も多い。今日一日をなんとか生き延びることができそうだ、というので隊の空気が弛し緩かんしている。

　──隊長が死んだのも、こんな空気のときだった。

　遠くから、じゃあああん！　じゃあああん！　という銅ど鑼らを叩たたく音が聞こえてきた。承安軍本陣の使う合図の銅鑼だ。

　空堀の向こうで待機していた承安軍の中に動きがあった。わさわさと人の列が動き、後方から兵士に押された四角い馬車が、がらごろと前進してきた。

「あれは馬車か？」

「なんだ？　何かやる気か？」

「埋めた場所を馬車が通れるかどうかの確認じゃないのか？」

「戦いも終わってないのに？」

「それより、動きがおかしくないか、あの馬車」

「そういや……何だろうな。どっか普通の馬車と違うような」

　三回繰り返された突撃の合間に、承安軍は空堀の一部に土ど囊のうを投げ込んで埋め立て、道を作っていた。埋めたばかりの地盤が不安定なのだろう。馬車は、何度か危なっかしく傾かたむいたが、承安軍の兵士が押したり引いたりしながら空堀を乗り越えた。

「おい──あの馬車の上を見ろ！」

　そしてそこまで接近したことで、馬車の異様さが明らかになった。

　荷台の両側には盾を並べて簡易装甲板とし、中央の床には大型の弩いしゆみが据すえ付けられている。馬車の動きがおかしかったのは、そのせいで重量が増していたためだ。轍わだちの跡が深い。

　馬車と共に空から堀ぼりを乗り越えた兵士たちは、隊列を組み直し、前進を始めた。今日、四度目の突撃である。

　どどん！　どん！

　帝国軍の太たい鼓こが鳴り響き、応戦態勢を整えた迎撃部隊が前進する。がっちりと隊列を組んだ槍やり持ちの歩兵が承しよう安あん軍を迎え撃うつ構えに入った──そのとき。

　びゅおん！

　弩から発射された人の腕ほどもある太い矢が帝国軍の隊列の中に飛び込んだ。

　直撃を受けた運の悪い兵士が血しぶきをまき散らしながら後方に吹き飛び、巻き込まれた数人の兵士が倒れる。隊列が乱れ、そして、動きが止まる。

　びゅおん！

　二発目が発射された。今度は直撃はないが、数人の兵士が負傷して倒れ、隊列に穴が開く。後方の弓きゆう隊たいから見てもわかるほどに隊列が広がった。隊列を組む兵士の、狙ねらわれたくないという気持ちが、半歩ずつ隊列を広げたのだ。わずか半歩、されど半歩。じわじわと隊が開く。

　びゅおおおおぉん！

　三発目が発射された。これは、最初から狙ねらいが上に向けられており、歩兵の隊列の頭の上を怪鳥のような音をたてて飛び去っていく。鏃やじりに穴のあいた鏑かぶら矢やだ。物理的な被害は無いが、この三発目が帝国軍兵士の心を打ち砕くだいた。

「やったれーっ！」

「皆殺しじゃーっ！」

　その鏑矢が合図だったのだろう。承安軍の兵士が雄お叫たけびを上げて突撃を開始した。心が挫くじけた帝国軍兵士の隊列はろくに槍やりを合わせることもなく潰かい走そうを始める。それを後方で見ていた弓隊の兵士も浮き足立つ。

「まずいぞ、おい」

「これでは支えきれん」

「どうする？　どうすりゃいい？」

　ざわざわと不安だけが広がっていく。安あん西ざい下か尉いはくるり、と防壁を背に部下に向き直ると、腹の底から声を出す。

「全員、聞け！」

　動どう揺ようする部下を怒鳴りつける。そして、怒鳴った後になって気がつく。自分が言うべきことを何も考えていないことに。

　私語をやめ、静かになった部下を見回しながら、安西下尉は必死に考える。自分は何を言うべきなのか。

　──そもそも、私はなぜ『全員、聞け』と言ったんだ？　『静かにしろ』でもよかった……ああ、そうか。

　そこで安あん西ざい下か尉いは気がついた。『静かにしろ』では駄だ目めだということに。兵の無む駄だ口は内心の不安と恐怖の表れだ。不安を解消せずに無む駄だ口だけ禁じても、不安は膨ふくれ上がり、兵の動どう揺ようにつながる。

　──そうだ。森しん厳げん中ちゆう尉い殿はいつもこういうときに、どうすればいいか命じて下さった。中尉殿に兵士として為すべきことを命じられ、どれだけ心強かったか。

　ここにいるのが森厳中尉なら、どうしたろう。安西下尉は記憶を頼りに考え、考えつつ口を開いた。

「諸君、どうやら私が考えていた通りになったようだ」

　安西下尉はおどけた口調で言い、肩をすくめた。部下の緊張がわずかに緩ゆるむ。

「承しよう安あん軍も馬ば鹿かじゃない。攻め口を変えたな。あの弩いしゆみは……あー、おそらく承安の城内の武器庫から引っ張り出してきたのだろう」

　本当かどうかわからないが、それっぽいことを言ってみる。

「あの弩の攻撃にさらされている限り、歩兵隊は敵とまともに戦うことができん。そして歩兵が支えられなくなれば、この防衛線は持ち堪こたえられない」

　兵士の不安を否定するのではなく、具体的な形として口にする。

「つまり、あの弩を何とかするのは、我々の仕事ということだ」

　ここまで言って、安西下尉は内心でぎょっとなる。どうすればいいのか、まるで思いつかないからだ。だが、それをそのまま口にはできない。

　安西下尉は隊の中で一番弓の上手な兵士を呼んだ。

「おい、埜の瓶びん。お前なら、あの弩を狙ねらえるか？」

「え？　あ、ちょっと待って下さい。えーと……」

　埜瓶は山に住む木樵きこりの息子だ。故郷では木樵の仕事の合間に山で鳥を狩る生活をしており、弓はそこで習い覚えた。のんびりした朴ぼく訥とつな青年だが、弓の腕前は確かだ。

　埜瓶は防壁の上から覗のぞき、じっと馬車を見た後で振り向いた。

「ここからでは、並べた盾に邪じや魔まされますね。でも、そうですね……門の前のあそこまで馬車が進めば、そっちの少し高くなってる防壁の上から狙えます。矢で狙えるのは、弩ではなく操作している兵士ですが」

　指揮官は地形を見ながらすばやく頭の中で行動を考える。埜瓶が言った場所というのは、防壁からわずか三十短里メートル。弩を載せた馬車がそこまで来るということは、承安軍の歩兵はすでに防壁に取り付いている。

　──だが、埜瓶があそこでなければ駄目だと言うのなら、この隊にいる他の誰でも不可能だ。

　霜そう幣へい経けいのような名手がいれば別だが、いない人間に頼ることはできない。今できることをやるしかない。

　指揮官は決断した。弓の上う手まい兵を三名選び、埜の瓶びんと一いつ緒しよに狙そ撃げき点へ向かわせる。

「残った我々の役目は陽動だ。この場所で近づく敵の歩兵に矢を放ち、注意をこちらに集中させる。予備の矢は届いているな？」

「はい！」

　予備の矢を取りにいった小しやお白ぱい蓮れんが大きな声で答える。

「全員に配れ。本数に糸目をつけるな。各自三本を残してここで使い切れ。よし、かかれ！」

　指揮官が命じると部下の弓きゆう兵へいは一斉に動き始めた。手押し車で運ばれて積み上げられた矢箱に向かう者。弓の弦げんを張り直す者。恐怖はまだあるが、訓練と経験で制御できている。

　──さて、私が考えるべきは、この後のことだ。敵の勢いから言って、弩いしゆみ馬車を止めても止めなくても、予定より早くここを逃げ出すことになるのは間違いない。

　指揮官は地図を広げた。榎えのき耶や将軍は撤退戦が始まる前にこのあたりの地図を大量に木版で刷り、各連隊に配っている。指揮官が手にしているのは、連隊本部で自分で書き写したものだ。水が手に入る場所、天幕を広げられる地形、雨風をしのげそうな小屋がある場所などを書き込んである。

　──そんなに長い距離を逃げる必要はない。五長里キロメートル後方には、次の陣地が作られているはずだ。

　普通に歩けば一時間で行ける距離。だが、途中で日没を迎えるし、敵の追撃もあるだろう。その間に必要なものは何か。

　西に傾かたむき始めていた太陽を見て、安あん西ざい下か尉いは思った。

　──あと三刻もすれば、日は暮れ始める。それまでこの陣地が持てば、夕ゆう闇やみに紛まぎれて撤退することができる。

　そのときに、建物や防壁に火を放てば敵を足止めすることができるし、煙がたなびけば煙えん幕まく代わりになるかもしれん……。

　考える指揮官の隣を、がらごろと手押し車を押した兵士が通る。予備の矢箱を運んできた車だ。今は空になっている。

「おい、その手押し車、返す前に全員の水筒を入れて水を汲くんで戻ってこい。それと、松たい明まつと油を貰もらってこい」

　そう命令を下したとき、見張りの兵が大声を上げた。

「敵が近づいてきます！」

　安西下尉は下腹に力を入れて叫さけんだ。

「弓、構えっ！」




　帝国軍の陣地はこの日の夕刻に承しよう安あん軍の手に落ちた。

　だが、撤退の際に陣地に油を撒まいて火を放ったため、燃え上がる炎と煙に遮さえぎられ、承安軍は撤退する帝国軍を追撃することができなかった。

　承安軍の本陣に弩いしゆみ馬車が戻ってきたのは、日没の後だった。

「これはひどいな」

　べっとりと黒い血の痕あとが馬車の床や弩に飛び散っているのを見て、崇すう鳳ほうは鼻を鳴らした。

「馬車に乗っていた者は全滅です」

「左側の盾はどうした」

　馬車の両側に並べた大盾のうち、左側の数枚が右側に移動して、隙すき間まができていた。

「敵の防壁に取り付いたところで右側から敵の弓きゆう兵へいの激しい攻撃を受けまして。それで……」

「左側の盾を右側に移動したら、左側から狙そ撃げきされた、ということか」

「はい。その通りです」

　崇鳳は顎あごの下に手を置いて、つぶやいた。

「そうか……この弩馬車の運用で確認したいことがあったんだが、死んでしまったのでは聞けないな」

　作ったばかりの兵器は使い方も含めて手て探さぐりである。素人しろうと軍隊でまともな攻城兵器を持たない承安軍のため、馬車に大型の弩を搭載するというのは崇鳳の発案だったが、実際に弩馬車を作ったのは承安に住んでいた船大工の若者だった。

　重量物を載せたせいで馬車の床が抜ける、車軸が折れるなどの失敗を繰り返してようやく完成した試作三号弩きゆう車しやだったが、意気揚よう々ようと乗り込んだ開発者の若者が死んだことで、これ以上の改良は難しくなった。

「仕方ない。こいつの図面は残ってるな？　資材と人は優先的に回す。次の戦いまでに一台でも多く作ってくれ」

「はい！」

　自分の馬車に戻った崇鳳は、灯ともし火びの下で書類仕事を始めた。

「ご主人様は仕事熱心すぎるですよ」

　ムルトが呆あきれるほど、崇鳳は朝から晩まで仕事、仕事、仕事の日々を過ごしていた。ムルトは毎日のように灯火用の油を貰もらいに行っている。

「どれだけ仕事をしても足りん。これだけやっても、追いつけぬやつがいるからな」

「ほえー。誰ですかそれは？　面めん涼りようさんですか？」

「いや。お前の知らない男だ。同じ塾で学んだ男で……天才とは、ああいう男を言うのだろうな」

「ご主人様より頭いいですか？　それはびっくりですよ」

「頭なら、私のほうがいい」

　本気でむっとして崇すう鳳ほうは言った。

「知識の量でも、私のほうが上だ。そもそも、読んでいる本の数が違う。なのに私はあの男に勝てないのだ。昔は勝ったと思ったこともある。最年少の科か挙きよ合格者となったときに、これで私がやつよりも優れていると思った。だが、間違いだった」

　侘タ瑠ル徒ト、そして延えん声せい。二つの戦いに敗北した崇鳳は、沢さわ樹ぎという名前を捨て、南へと流れた。世捨て人としての流る浪ろうの中、彼を支えたのは燃えるような屈くつ辱じよくの念だった。

『お前、馬ば鹿かになっちまったんだな』

　哀あわれむような、残念そうな神しん流りゆう千せん斗との顔と声が脳のう裏りに焼き付いて離れない。あの言葉を撤てつ回かいさせないことには、死んでも死にきれない。

「む～～、えいっ」

　ぺちたぷん。ムルトが崇鳳の頰ほほを手のひらで挟はさみ込んだ。

「にゃ、にゃにおする」

　タコのような口になった崇鳳がもごもごと抗議する。その顔を正面から覗のぞき込んで、ムルトが言う。

「ご主人様、悪い顔になってたです」

　ほっぺたを押されたまま崇鳳が答える。

「わりゅい顔らと？」
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「ムルトはお姫様でしたから、知ってますです。王様が首ちょんぱされる前、そんな顔してましたです。陰気な顔して、口元だけゆがめていやらしい笑い作って。だから、だーれも王様には近づかなかったですよ」

「ろんな顔はしほらん！」

「してましたです！」

　ムルトは強い口調で言った。言い切った。

「奴ど隷れいになってからも、そんな顔してた人、皆、死んじゃったですよ。周りの人をイヤな気持ちにさせる顔してたら、困ったときに誰も助けてくれないです。ご主人様が何したいのかムルトはよくわからないですが、それまで死ねないなら、もっといい顔をするですよ」

「む、む、む」

　気け圧おされた崇すう鳳ほうが言い返せないでいると、ムルトはにっこり笑って手を離した。

「ご飯にするですよ。ご主人様はムルトのご飯を食べてるときはいい顔になってるです。ムルトはご飯食べてるご主人様の顔、好きですよ」

「むむ。そ、そうか」

　崇鳳は顔を逸そらして頰ほほをぽりぽりと搔かいた。鼻の穴がぷくぷくと膨ふくらんでいる。

「故郷の島のタムタムを思い出すです。機き嫌げんがいいと鼻の穴が膨らむところとか、そっくりです」

「タムタム？　誰だそいつは？」

「ムルトが飼っていた豚です」

「豚と人を一いつ緒しよにするなーっ！」

　怒鳴る仮面軍師の声に驚いて、月光に照らされた草むらの虫の音がぴたり、と止まった。

　翌日より、仮面軍師は豚肉と人肉を食べているという噂うわさが承しよう安あん軍の中で広まったのは言うまでもない。




　弩いしゆみ馬車の出現と威力は、翌朝には後方の南域討とう伐ばつ軍本営へと伝わった。

「攻城用の弩を載せた馬車だと？」

　しょぼつく目を瞬しばたかせながら、榎えのき耶や将軍はつい今しがた届いた報告書を読んだ。墨すみの匂においがまだ残る文字に焦点をあてるため、報告書を持った腕を伸ばして目を細めた。この二ヶ月の激務で視力が低下している。とりわけ朝は文字がかすむ。

「むむ。飛ひ翔しよう時に金切り声を上げる鏑かぶら矢やを飛ばすというのは、これは近この衛え騎兵連隊の報告にあった爆竹と同じやり方だな。目をつぶることはできても、耳は塞ふさげない。敵ながら、いいところに気がつく」

　朱をつけた筆を取り出し、榎耶将軍はその場所に線を入れた。後で部下に対策や影響を検討させるためだ。

「史書によれば大昔には騎兵はおらず戦車を使っていたと聞く。いい馬と乗り手によって騎兵が使われるようになると戦車は廃すたれたと聞くが……そうか。その頃には弩いしゆみは無かったのだな」

　城の攻防において大型の弩や投石機が使われるのは、その大威力のため。そして野戦で使われないのは、戦場に運ぶ手段が限られているためである。馬車で直接運ぶ、あるいは牽けん引いん可能にすることで、弩や投石機を機動的に使うことは可能ではないか。榎えのき耶や将軍はそれらの可能性をもてあそんでいたが、すぐにそれどころではない、と頭を振った。

「これまで承しよう安あん軍は戦いくさの素人しろうとだから発想が柔軟だと考えていたが、温うん蕉しようの戦いでの爆竹と、鏑かぶら矢やを飛ばす弩馬車には共通した発想があるな。我が軍の補給物資を後方に浸透させた騎兵で襲撃するやり方といい、こちらが嫌いやがることをきちんとわきまえている」

　大きな音をたてて馬や兵を驚かせる。後方の連絡線を脅おびやかして兵士の士気を下げる。どちらも帝国軍が持つ将兵の質の優位を打ち砕くだく狙ねらいがあるのは明らかだった。

「承安軍に仮面をつけた天才軍師がいるという噂うわさも、あながち法ほ螺らとばかりは言えないな。調べさせてみるか」

　誰に調べさせるべきか、と、榎耶将軍は立ち上がって会議用の大きな机に広げた地図を覗のぞき込む。そこには、現在の自軍の配置と敵の大まかな位置、そして野戦陣地の建設進しん捗ちよくが木の駒こまで表してある。

　榎耶将軍が地図を見たのは、野戦陣地構築の作業に、部隊と一いつ緒しよに参さん謀ぼうや指揮官も広く散っているためだった。本陣に常時詰めている将校は、事務処理と伝令担当の数人だけ。参謀長も昨夜から最終防衛線である光こう来らい川の渡河点に向かっていて不在だ。

「本当なら参謀長がいいんだが、そうもいかんな。さて……」

　数人の顔を脳のう裏りに浮かべた後で、榎耶将軍は手にしたままの報告書に気がつく。弩馬車の出現と、承安軍の動きについてまとめたいい報告書だった。これを書いた参謀なら──

「失礼します！」

「おお、ちょうどよいところに来たな」

　呼びに行こうかと思っていた、と続けようとして榎耶将軍は口をつぐんだ。若い参謀の顔に怒いかりの色を、そして手に豪ごう華かな飾り紐ひものついた巻物の形をした報告書を見たからだ。

「その報告書は封ふう蠟ろうをしてあったはずだが……ああ、そうか」

　榎耶将軍がその報告書を書いたのは昨夜遅く。書き上げた時点で参謀長は不在だったので、そのまま書類を参謀長の机に放り投げておいたのだった。

「参謀長の机の下に落ちていましたので、確認のため読ませていただきました」

「そうか」

「これはいったい、どういうことでしょうか」

　報告書は皇こう帝てい陛へい下かへ上奏するもので、南域討とう伐ばつ軍の戦況と今後の作戦などについてまとめたものだった。もちろん、陛下へ届けられる前に近在官の長である苑その山やま燕えん鵬ほうが目を通す決まりだ。子供の陛下ではまだ書状内容を判断できないから、実際にはそのまま内局で処理される。

「読んだのであれば、内容をまとめてみたまえ」

　からかうような榎えのき耶や将軍の問いに、若い参さん謀ぼうは顔を真っ赤にして言い放った。目が血走っているのは、報告書を携たずさえて前線からここまで徹夜で駆かけ抜けてきたからだ。

「ここに書いてあるのは噓うそっぱちです。これほどひどい虚きよ偽ぎの報告は、見たこともありません」

「見事な要約だな」

　榎耶将軍がうなずいたことで、参謀は気勢をそがれたのか肩を落とした。

「閣かつ下か。ここに書いてあるのは、我が南域討とう伐ばつ軍が敵を撃退したとか、承しよう安あん軍は内部の権力闘争から瓦が解かい寸前だとか、増援がなくとも温うん蕉しようをすぐに奪だつ還かんするとか……実際とはまるで違う内容になっています。あまつさえ……」

「わしの地位と名誉を守って下さるよう、陛へい下かに泣き言ごとをくだくだしく述べてある、だな？」

「……はい」

「ふむ。では、こちらを読んでみたまえ。大丈夫。軍の戦史編へん纂さん課へ送る資料だからな。将校ならば誰もが閲えつ覧らん可能な文書になっている」

　榎耶将軍は紐ひもで綴とじた紙の束を参謀に渡した。読み進める参謀の顔が困惑の色を深める。

「こちらは……戦場の実際について的確にまとめた内容となっています。さらに、増援や兵糧の不足から我が軍が帝都への敵の突破を許したという最悪の状況を想定して、帝都防衛戦の手はずまで……研究扱いにはなっていますが、本格的で実用的なものです」

「そうだ。そして、帝都の受ける人的、経済的被害も概算だがまとめてある。帝都の半分は焼け野原になるだろうともな」

「まるで違う二つの報告を帝都に届けてどうしようというのです？　私には閣下の意図がまったくわからないのですが」

「わしの意図は温蕉での戦いからずっと変わっていない。増援と補給を帝都から引き出すことだ」

「なら、どうしてこのように二つの異なる報告書を？」

「わしが同じ報告書を届けたのでは、増援と補給を送るよう、苑その山やま燕えん鵬ほうが部下を説得できないからだ」

「は？　苑山が……苑山の部下を説得、ですか？　逆ではなく？」

「うむ。わしは苑山燕鵬という男をよく知っている。摂せつ政しようの菰こも野の盛せい元げんと違い、苑山は馬ば鹿かではない。温蕉を失った今、帝都を守るためには一兵でも多くの増援を南方に送ることが必要だとわかっているはずだ」

「そうでしょうか？　もしそうなら、すでにそれなりの増援が帝都から届いているはずです」

「増援が届かない理由もはっきりしている。増援を送れば、それは苑山一派の間違いを認めることになるからだ。なぜ温蕉を保持している間に送らなかったのか、という責任問題になる」

「どうせ自分ではない部下の首をひとつ飛ばして終わりでしょう。苑その山やまがみずからの過ちを認めるはずがありません」

　参さん謀ぼうの辛しん辣らつな人物評に、榎えのき耶や将軍は苦笑する。

「その通りだろう。だが、今そんなことをすれば、部下の造反が起きかねない。これだけ戦況が悪化すれば、苑山自身の権力基盤も危あやういはずだ。そんな中で、自分の派は閥ばつを割るような真ま似ねをすれば、政権が倒れる」

「いっそ倒してしまいましょう。そのほうが帝国のためです」

「少し前まではわしもそう思っていたよ。だが今は違う。苑山を排除して摂せつ政しようの菰こも野のが権力を握れば、帝国は倒れるぞ」

「なら菰野も──」

　言いかけて参謀は口を閉じた。苑山も菰野もいなくなれば、それこそ帝国は無政府状態になると気がついたのだ。

「帝国軍が帝都を武力で制圧し、大臣すべてをクビにして政権を握ることは不可能ではない。だが帝国を維持する事務作業のすべてを軍が肩代わりするのは不可能だ。ほとんどの仕事は、結局は役人に任せるしかない。わしら軍人の言うことを、役人が素直に聞くと思うか？」

「絶対に聞きませんね。役人は抵抗はしないかもしれませんが、服従もしないでしょう」

　榎耶将軍はうなずいた。若い参謀が、正義を為なすのだから心ある役人ならわかってくれる、などと言い出さないことが嬉うれしかった。

　何が正義かは、立場によって違う。互いに正義を持ち出して衝しよう突とつしたときに武力でそれを解決するのが軍人の役目だ。軍人がみずからの正義を口にするのはいい。武力で他人に押しつけるのは職務のうちだ。だが、他人が自発的に自分と同じ正義を信奉すると考えることだけは許されない。それはただこうあって欲しいという願望でしかなく、願望ほど軍人の目を曇くもらせるものはないからだ。

「いずれ苑山には報むくいを受けさせる。すべてが終わった後になってもやつが処罰されないなら、わしが差し違えてでも殺す」

　ぞくり。参謀の首筋が粟あわ立だった。榎耶将軍の静かな口調の底には、この二ヶ月の戦いで死んだ兵の恨うらみがこめられていた。

「だが、今はやつの力が必要なのだ。今の帝都で、役人をまとめ、帝国の力を反乱軍討とう伐ばつに向けることができるのは苑山だけだ。罪の報いを受ける前にやつにはきちんと仕事をしてもらう」

「この二つの異なる報告書で、それが可能になるのですか？」

「なる。苑山一派が必要としているのは責任問題を先送りするための言い訳だ。わしが陛へい下かに増援は不要だと報告書を送れば、苑山一派は温うん蕉しようの敗戦の責任をわしに押しつけることができる。わしが無能だから負けたのだと。そして無能なわしが増援は不要だと報告している以上、増援が必要だというこちらの資料のほうが信頼性が高いと考える」

「ですが、この報告書は軍内部向けです。苑その山やまのところには届かないはずでは？」

「だからこそ、こちらの報告書も苑山のところに届く。両方の報告書を比較して、軍が隠している真実を摑つかむためにな」

「隠している情報は真実だと？　単純すぎませんか？」

「言っただろう？　苑山ほど頭がよければ、すでに真実は知っておるよ。苑山に必要なのは言い訳だけだ」

「ですが、これでは閣かつ下かのお立場が……」

「陛へい下かの旗を奉ほうじて出撃しておきながら温うん蕉しようの戦いに負けた時点で、わしの立場などもはやどこにも無い。為なすべきことを為した後は、処罰を甘んじて受けよう。苑山と菰こも野のの二人を道連れにしてな」

　参謀は無言でうなずいた。

　──これはよほどのご覚悟だ。ここで説得は無理だな。

　何をするにしても、承しよう安あん軍を撃退した後だ。参さん謀ぼうの視線は地図の上へと移った。

「報告書にも書きましたが、弩いしゆみ馬車は私の見たところまだ試作兵器です。動きも鈍にぶいので、投石機で迎撃することも可能です。ですが、対策を実行に移す時間の余裕がありません」

「多重防衛線が予定よりも早く抜かれるということだな。承安軍が最終防衛線に到達するまで、何日かかると思う？」

　最終防衛線は光こう来らい川の渡しにある長ちよう陽ようという街に定められていた。帝都から南路街道でわずか一日の距離にあり、橋がかかっている。

　参謀は建設中のものも含め、前線から長陽までの阻そ止し陣地を数えた。

「七日から十日、ですね」

「最悪の場合は？」

「五日です」

「では、五日で最終防衛線に敵が来たとして、守りきれると思うか？」

「……残念ながら、無理です」

　長陽が突破されれば、帝都まで防衛線を引くことはできない。一面なだらかな平地が続き、村と耕作地が点在する防御には向かない地形だからだ。そうなれば、帝都の城壁を頼りに戦うしかない。

「わしもそう思う。だが、わしではこれが限界だ。わしの知る限りの手を尽つくしても、これ以上のことはできん。わしではできぬことをする将と兵が必要なのだ。この二通の報告書は、帝都からその将と兵を引き出すために送るのだ」

「誰を？」

　参謀は問いかけながら、半なかば以上その答えを確信していた。帝都にいる将と兵で、榎えのき耶や将軍にできないことができる者といえば、ひとりしかいない。

「泉せん野や聡そう凛りん。そして、近この衛え騎兵連隊だ」




　内局にある長官室に二通の報告書が届いたのは、その日の夕刻だった。

　封ふう蠟ろうをした巻物と、糸で綴とじた帳面の冊子を前にした苑その山やま燕えん鵬ほうは、まず巻物の封蠟を切り、陛へい下かへ届けられる榎えのき耶や将軍直筆の報告書を読んだ。首をひねりながら、もうひとつの冊子に手を伸ばす。こちらは南域討とう伐ばつ軍の参さん謀ぼう長の名前で書かれたもので、本来なら軍務局長の机にまず届けられる筋のものである。

　しかし、今の帝都では軍務局の発言力はきわめて弱い。何しろ軍は北域でも南域でも負け続けである。敗北という結果には、結果に見合う原因が必要だ。帝都では北域での敗北はそのすべてが沢さわ樹ぎ延えん銘めいという軍儀官の無能にある、という形で決着した。しかし、南域ではまだ誰が悪いのか、という結論が出ていない。つまり、誰が責任を取らされるのか不明なままということで、帝都の役人は自分と自分の派は閥ばつに責任という矛先が向けられないよう、他の派閥の弱みを鵜うの目鷹たかの目で探しているのが実情だ。

　帝都内での権勢並ぶことなき苑山の派閥も、今や例外ではなかった。

　──馬ば鹿か馬鹿しい話だ。月つき原はら弦げん斉ざいと承しよう安あん軍という外敵と戦う前に、私の足を引っ張る内部の敵と戦わねばならんのだからな。

　朝から晩まで書類仕事に追われているせいでしょぼつく目を指で揉もみながら、苑山は苦々しく思う。だが、これらの仕事にやり甲が斐いを感じているのも事実だった。

　科か挙きよに通った頃にはその他大勢のひとりだった苑山燕鵬が長官職に登り詰めることができたのは、上司だった前の内局長官が若き苑山燕鵬を使える手て駒ごまとしてみずからの派閥に取り込んだからである。

　数字に強く記憶力もよい苑山は、他人の言動や書類の矛盾を突いて揚あげ足を取る能力に長たけていた。同時期に科挙に合格した同輩たちが贅ぜい沢たくや遊ゆう興きようを楽しむようになっても、苑山は仕事に専念した。周囲はそれを上司への点数稼ぎと見ていたが、そうではない。彼には酒しゆ楼ろうで女と遊ぶよりも、職場で書類を読みふけるほうが面白かっただけなのだ。

　好きこそ物の上手なれ。派閥抗争のため、内局以外の書類にも目を通し続けたことで、苑山燕鵬は他の役所との折せつ衝しようが得意な、仕事のできる若い役人として周囲の注目を集めるようになっていった。

　巨大な帝国を支える官僚組織において、自分の役所を越えた調停が可能な役人は潤じゆん滑かつ油ゆとして貴重である。周囲から持ち込まれた仕事を無難にこなしながら苑山燕鵬は出世を続け、ついにはみずからが派閥の領りよう袖しゆうとなった。

　そして今。若い頃のように朝から晩まで書類仕事に追われる苑山は、みずからの成功譚たんをなぞっている気分であった。南域の戦況は悪化しているのだが、自分が若い頃と同じように仕事をしていれば事態はきっとよくなる、と苑山は考えていた。人はみずからの成功体験を疑わない。

「これは……」

　南域討とう伐ばつ軍の軍務局宛あての報告書を読んだ苑その山やまは、みずからの仕事の正しさを確信した。露ろ骨こつな矛盾がある二つの文書は、軍と榎えのき耶や将軍が追い詰められていることの何よりの証拠だった。この書類を使えば、南域での敗北はすべて帝国軍と軍務局に押しつけることが可能になる。

　榎耶将軍が見抜いた通り、苑山はこの矛盾が意味することを正確に見抜いた。正しい情報は軍務局宛ての報告書であり、恐れ多くも陛へい下かへの奉書に書いた内容が噓うそである。派は閥ばつとしては致命傷になる弱点をさらしてまで、軍は増援を求めているのだ。

　──それにしても軍の連中は仕事のやり方を知らん。最初からこうしていれば、どれだけ無む駄だを省はぶけたか。

　勝者の余裕でそんなことも考えてみる。

　苑山が机の上にある鈴すずを手に取り鳴らすと、隣室に控えていた秘書がすかさず顔を覗のぞかせた。

「お呼びでしょうか？」

「軍務局に使いを出せ。軍務局長にすぐに私のところへ来るように伝えろ」

「はっ」

「それと、泉せん野や聡そう凛りん近この衛え騎兵連隊長はどこにいる？」

「泉野聡凛下将は演習場に……あ、いや。今日は帝都にいます。軍務局への届け出では、南域での戦訓をまとめるため、となっています。同時に各地の若手将校も集まっております」

「政治的な動きか？」

「間かん諜ちようの報告では、そのようなものはありません。あくまで軍の教範や訓練と実際の戦場との違いや修正箇所についての技術的な打ち合わせであると」

　若い秘書はかつての苑山燕鵬と同じ手際のよさを見せて報告した。苑山は満足そうにうなずく。次の世代を育成するのも、派閥の領りよう袖しゆうとしての義務だ。

「よし。軍務局長との打ち合わせによっては、明日にも近衛騎兵連隊に南方へ向かってもらうことになる。連隊副官を通して遺い漏ろうなく手配しておくように」

「承知しました。万事お任せ下さい」

　秘書は弾はずむような足取りで退室した。秘書もまた、苑山に目をかけられているほど才覚のある男だ。南方の戦いが悪化している今、必要なのは軍に増援を送り込むことだとも理解している。それができないのは、温うん蕉しよう制圧後に増援を送らなかった苑山の過ちを、派閥として認めることができないからだとも。

　派閥の外から見れば、苑山たちは帝国を滅ぼす害毒のように映るだろう。しかし、彼らの誰ひとりとして、明確な悪意や反逆の意図を持って軍の足を引っ張っている者はいない。派閥にあるのは、生存本能だけだ。軍を助けることが派閥の利益になると思えば、彼らには全力で軍を助ける用意と能力がある。




　その頃。軍務局にある会議室の一室では、朝から続いていた激論がようやくひと段落つき、夕食代わりの肉にく饅まん頭じゆうを食べながら軍の若手将校たちが雑談を交かわしていた。

「それにしても、帝国軍の歩兵操そう典てんにこれほど抜けがあるとは。大軍さえ用意すれば勝てる、と考えていたのは間違いだったか」

　大皿に山盛りになった蒸したばかりの饅頭を、車座になった将校たちが手て摑づかみで食べる。指先に墨すみがついていてもお構いなしだ。二十代半なかばから三十代までの若い将校たちは、両手で交互に饅頭を摑むと、まるで飲み込むかのように、むしゃむしゃと胃に収めていく。

「仕方がない。帝国軍が最後に万の規模での戦いを行ったのは、一世代以上前のシムール騎兵との戦いだ。今回のような歩兵同士の殴なぐり合いじゃない。おい、水を取ってくれ」

「ほらよ。シムールが相手だからこそ、足りない質を量で補う戦い方が通用した。承しよう安あん軍は反乱軍といっても、武装は帝国軍と同じだ。こちらのほうが質は高いが、量は向こうが上。それが、シムール相手に組まれた同じ戦術で正面からぶつかったんだ」

「戦いにくいわけだな。それにしても、この饅頭は美う味まいな。饅頭にはやはり豚肉だな」

「俺の贔ひい屓きの酒しゆ楼ろうから仕出してもらった。ここの饅頭はちょっと高いが味が濃いから、少し冷めてもいけるんだ」

　肉饅頭を一口かじった将校のひとりが感心したように言った。

「そうか、ここのはひき肉を薄い湯葉のようなもので包んでから饅頭の皮で包んでいるんだな。だから冷めにくいし、肉汁が中に残ったままになるんだな」

「安い店の肉饅頭は肉よりも筋と脂あぶら身みのほうが多いから大味だし、筋が口に残る。熱々のうちは脂の美味みがあるが、少し冷めてくるとてきめんに不ま味ずくなる。まあ熱も味のうちってことかもしれないな」

「冷え切ってボソボソになっちまった肉饅頭が好きってやつは、そういない。軍の糧食も冷めても食える物をいくつか考えておいたほうがいいかもしれないな」

「大軍同士で殴り合う兵の士気と隊列を支えるのは精神力だ。その精神力も、食い物あってのことだぞ。侘タ瑠ル徒ト攻略の失敗を見てわかるように、腹が空すくと精神力から削そがれてくる。だから、その饅頭食べないならよこせ」

「食べないんじゃない。芥から子しを探してるんだ」

「お前は芥子をつけすぎなんだよ。ところで、この北域の戦いについてまとめた出所不明の冊子だが。やはり、書いたのは緑軍の燎りよう原げん上じよう佐さだろうな」

「ああ。延えん声せい攻略の見事な要約だ。後半の補給に関する部分は算議部の泉せん野や光こう凛りんだと……おっと、すまんな聡そう凛りん」

　下か佐さの階級をつけた将校が下か将しようの階級をつけた泉野聡凛に謝る。同期の将校なので、階級が違っていても雑談での口調は気安い。

「何を謝る必要がある？　私もこの箇所は光こう凛りんが書いたのだと思う」

「それはそうだが……」

　聡そう凛りんの弟である光凛は公金を横領して脱走し、敵に寝返ったことになっている。異母弟である晴せい凛りんに至っては、北域を占領した反乱軍の指導者だ。

「なあ、聡凛。今まで口にはしなかったんだが、お前、弟たちをどう思ってるんだ？」

「二人ともいい弟だ。光凛の横領は濡ぬれ衣ぎぬだと考えている。晴凛が北域王を名乗ることになったのも、理由あってのことだと思う」

　あっさりと聡凛は答えた。厳いかめしい顔のままだが、目には優しい色が浮かぶ。若手将校たちはほっとして顔を見合わせる。

「そうか。お前がそう思うのなら、そうなんだろうな」

「よかったな、北域で弟たちと戦うことにならなくて」

　だが、聡凛は首を左右に振った。

「しかし、それは私事だ。帝国の軍人として命令が出れば、私は弟たちであろうと戦う。必要であれば、この手で殺す」

「おいおい。弟たちの無実を信じてるのだろう？」

「私が兄として弟を愛し無実を信じることと、軍人として命令に従い弟と戦い殺すことに、矛盾はない。そうならなければいいとは思うが、命令が出れば是ぜ非ひもない。お前だって、緑軍に従弟いとこがいると言っていたではないか。北域軍と戦うよう命令が出た後でまで迷っているようでは、自分の部下を死なせることになるぞ」

「それは……うむ。そうだな。軍人である以上、命令には従う。だが、私人としての気持ちを捨てる必要は無いのだな」

「私はそう考える。弟と戦うことになれば、私は苦しい思いをすることになる。しかし、苦しいからといって決断を先延ばしにしたり、ましてや命令が間違っているのだから、そんな命令を聞く必要は無い、などと心得違いをするつもりは無い」

　聡凛は自分の思うところを淡たん々たんと述べた。同期の将校が苦笑して頭を振る。

「かなわんな、お前には」

　つい先日、聡凛と近この衛え騎兵連隊は温うん蕉しようから撤退するよう命令を受けた。その命令は帝都での権力闘争の結果としてのもので、軍事的な妥だ当とう性のかけらもない間違った命令であるが、聡凛は榎えのき耶や将軍と共にそれを受じゆ諾だくした上で、温蕉から南域討とう伐ばつ軍を撤退させた。

　だが、その帝都への撤退命令には、撤退の経路と期間についての制限は無かった。

　聡凛は行方ゆくえ不明になった負傷兵の馬車を探す名目で敵の後方に回り、補給拠点を焼き払い、防衛戦闘の数倍の戦果を挙げ、榎耶将軍と合流することなく帝都へと帰還した。

　それを知った帝国軍の中に『近衛騎兵は鬼より怖い、攻めて白はく龍りゆう、引いて白しろ獅じ子し』という言葉が広まったほどである。

　──抗命はしないが、盲もう従じゆうもしない。軍人の鑑かがみのような男だよ、お前は。

　同期の将校はそう考えたが、口にはしなかった。面と向かって言うには気き恥はずかしい言葉だったからだ。

「失礼します！」

　夜間当直の将校が会議室に入ってきた。近この衛え騎兵連隊の副官から至急伝えたいことがある、との伝言だった。聡そう凛りんは自分が持ってきた書類をまとめて鞄かばんに入れると、立ち上がった。

「わかった、すぐに行く。諸君、どうやら新たな命令のようだ。今日のまとめについては、機会があればまた話し合おう」

　部屋にいた将校全員が立ち上がり、聡凛に敬礼する。聡凛も答礼を返し、大おお股またで会議室を出ていった。その後、将校たちは残った饅まん頭じゆうを腹に収めながら噂うわさ話を始めた。

「南域だろうか？」

「自分もその意見に賛成だ。榎耶将軍は苦労されているからな」

「北域への抑えかもしれん」

「出動ではなく、異動かもしれんぞ」

「この時期の人事は常識では考えにくいが、派は閥ばつ抗争の結果もあるな」

「まあ、どんな命令が出るにせよ、泉せん野や聡凛ならばそこでどうするかは決まっている。そうだろう？」

　同期の将校の言葉に、他の将校もうなずいた。

「ああ。帝国と陛へい下かのために最善を尽つくすはずだ」

「なら、我々も少しでも彼に近づけるようにしようではないか」

「とりあえずは今日のまとめを、できるだけ多くの部隊に伝えることだな」

　残った将校たちの活発な議論は深夜まで続いた。




　聡凛が帝都郊外にある駐ちゆう屯とん地に戻ったとき、夜中にもかかわらず篝かがり火びが燃やされ、多くの人と馬車が行き交かっていた。

「おい！　荷物を下ろした馬車は来た道を戻るな！　ここは一方通行だ。駐屯地を縦断したところで、北に道が繫つながっている。そこからぐるっと回れば朝には帝都の北門に着く。おいお前、兵士に白い旗を背負わせて道沿いに並べるんだ。馬車を誘導しろ。松たい明まつも忘れるな！」

　次から次へとやってくる馬車の交通整理を指揮しているのは、連隊副官だった。聡凛を見かけて走り寄ってくる。

「連隊長！　これが命令書です！」

　聡凛は封書を受け取るが開かない。いくら篝火があっても、夜間に屋外では文字を読むには光量が足りない。命令書に軍務局の封ふう蠟ろうがしてあることだけを確認する。

「状況を説明しろ。見たところ、軍の馬車だけではないようだが」

「日没直後に命令書が届くのと前後して、馬と物資が来ました。二週間分の食料と備品。馬のための飼い葉も大量に。馬と飼い葉は、その……」

　副官がわずかに声を低くする。

「陛へい下かの御ご料りよう牧場から届けられました」

「なに？」

　御料牧場にあるのは、皇こう帝てい陛下のための馬だ。いかに非常時でも軍が接収すれば問題となるし、そのような権限は軍務局にも無い。

「内局です。苑その山やま燕えん鵬ほうの指示だと聞いております」

「いくら苑山閣かつ下かでも、みだりに御料牧場を開くことは許されていないはずだ」

「それが、御料牧場から来たのは陛下の馬じゃないんですよ」

「どういうことだ？」

「シムールの赤矢が来て、緑軍が出発した後、戦争に備えて帝国中から馬が集められました。その中からいいやつを選んで内局が御料牧場に隠してたんです」

「むう」

　南域討とう伐ばつ軍は当初から馬の不足に悩まされていた。軍馬だけではなく、荷馬もだ。その馬がまさか皇帝の御料牧場に隠されていたとは、聡そう凛りんも思わなかった。

　──相変わらず、帝国の役人連中は無む駄だなところで有能さを発揮する。

　帝国中の人間が思っていることを、今になって聡凛も考えたが口にはしなかった。

　副官が腰からぶらさげた帳面を広げようとして、やめた。

「細かい数字は後でご報告しますが、土木建設用の資材や工具まで山のように届いてます。もちろん、我々が使うものではなく──」

「南域討伐軍への補給か。榎えのき耶や将軍に届けられるのか。皆、どれだけ待ち望んでいることか」

　聡凛の声がわずかに震えていた。南域から帝都へ帰還してから、一日として戦友のことを思わない日はなかった。帝都が今なお戦火にさらされていないのは、彼らが必死に承しよう安あん軍を防いでいるからだ。どれだけ感謝しても足りるものではない。

「はい。今回、援軍として送り出されるのは我が近この衛え騎兵連隊だけですが、野戦築城のための資材や工具も我が連隊の補給物資として輸送することになりました。南域討伐軍では工具が足りなくて、兵士が剣で土を掘っているそうですからね」

「ありがたい。だが、その工具はどこから来た？」

　副官はがたがたと揺ゆれながら二人の脇わきを通り過ぎる馬車を指差した。正しくは、その馬車の御ぎよ者しや台にある提ちよう灯ちんを。

「あれです」

　夜道を行くときの標識にもなる提灯には、しばしば屋号が描えがかれる。その提灯には、「紅」の文字を丸で囲った紋もん様ようが描かれ、内からの灯ともし火びによって浮かび上がっていた。

「紅こう天てん屋やか。ということは、商家の蔵から出されたのか」

「はい。内局はこういうときに強いです。将来の利益を担保に、無ロ料ハで紅天屋に供出させたのでしょう」

　皇こう帝ていの身の回りの世話を行なう内局は、皇こう宮きゆうの維持管理もその仕事としている。宮殿の修繕や庭園の造成の請うけ負いは巨万の富を生むから、その利権を狙ねらって役人と繫つながろうとする商家は後を絶たない。紅天屋はまだ苑その山やま燕えん鵬ほうが若手の出で来き物ぶつという評価を得たばかりの頃から、あれこれと援助をしてきた。そのおかげもあって、先代が亡くなった後に競争相手であった大おお店だなの蒼あお橋はし商会を難なん癖くせつけて取りつぶさせることもできた。

「あまり感心はせん手法だが、ありがたい。私とは相あい容いれぬ価値観だが、それゆえに私では商人を動かすことはできない」

「まったくです。世の中には、賄わい賂ろを贈る商人やそれを受け取る腐敗した役人を全員放り出せば帝国はよくなると考える方も多いようですが、私にはそう言って文句をつける人たちに、帝国を運営する仕事ができるとは思えんのですよ」

「しかし、今のままでいいわけではない。承しよう安あんの乱をもっと早く鎮ちん圧あつする方法はあったのだからな」

「それはそうですが……私は一軍人に過ぎません。そのような判断は、分を超えます」

「そうだな。そして今すべきことでもあるまい。作戦室に行くぞ。計画を立てねばならん」

「はっ！」

　歩き出した二人の背後を、紅天屋の提ちよう灯ちんをつけた馬車がガラガラガラガラと何台も通り過ぎていく。物資の搬入と出発の準備は、夜を徹して行われた。







　　　第四章「伏龍の暗躍」







　西にし木き小こう路じ──。

　それは、帝都の中にある、延えん喜ぎ帝国最大の市場の名前でもある。

　延喜帝国の帝都の構造は「条じよう坊ぼう制」と呼ばれるもので東西南北に碁ご盤ばんの目のように路地が走っている。

　路地にはそれぞれ名前がついており、西木小路も元々は単なる通りの名前でしかなかった。

　しかし、今から五十年ほど前にその通りに面した一角が火災で焼失し、その焼け跡を避難場所とするために家の建築を禁止したことから、その広場には露ろ店てんが集まるようになった。

　帝都に古くからあった市場が手て狭ぜまだったのと、何よりもこの広場は地代を取られないことから、あっという間に帝国最大の市場に膨ふくれ上がった。

　近郷近在から集まる新鮮な食料品や、遠く西域の砂漠を越えてきた異国の敷物。東の海を渡ってきた海産物の干物といった、帝国内外から集められた産物が所狭しと並べられ、朝から晩まで多くの人々で賑にぎわっている。

　その西木小路の一本裏手に入ったところに河か西さい飯店と書かれた提ちよう灯ちんのさがった小さな酒家がある。

　市場の荷を扱う作業員の元締めや、旅の商人などが常連客のその店は、年季が入いった、と言えば聞こえはいいが、要するに古びていて、ひと言で言うと小汚い。

　その店の奥まった一室に、この店の雰ふん囲い気きには少し場違いな、官かん吏り風のひとりの若者が座っていた。

　誰かと待ち合わせをしているのだろうか、若者の視線はきょろきょろと落ち着かない。

　若い官吏風の男は、しばらくその個室に座っていたが、待ち合わせた相手が現れないのに業を煮やしたのだろう。怒いかりの表情を浮かべて立ち上がった。

　そのとき、男の前に西域風のゆったりした衣装を身に纏まとい、顔と頭を布で覆った男が現れた。

　驚く官吏風の男に、顔を覆った男が低い声で言った。

「……待たせて悪かった。お前が官憲のところに駆かけ込んだりしないかどうか、尾行されていないかどうか、そいつを確認するのに手間取った。許せ」

　顔を隠した男の声を聞いた、官吏風の男は目を見開いた。

「……千せん斗とか？」

「ああ、そうだ。今は、わけあって伏ふせ龍たつと名乗っているがな」

　伏龍はそう言うと顔を覆っている布をずり下げた。

　顔を見て、安心したのだろう。官かん吏り風の男はそのまま椅い子すに座ると、にっこり微笑ほほえんだ。

「北域での活躍は聞いているよ。あの沢さわ樹ぎの馬ば鹿かをこてんぱんに叩たたきのめしたそうじゃないか。俺は練れん涯がい塾にいた頃からあいつにはずっとムカついていたんだ。俺がお前の敵に回るわけがない」

「まあな、おかげでお尋たずね者にされて、こうやって逃げ回らなくちゃならない羽目になったけどな……それよりも劉りゆう鎮ちん。お前、今は御ご料りよう牧場で厩うまや物もの頭かしらをやっているそうじゃないか。練れん涯がい塾で龍りゆう勢せいと呼ばれたお前が、なんでそんな閑かん職しよくについているんだ？　今頃はもっと上の地位についてると思ってたぞ」

　劉鎮と呼ばれた官吏風の男は、あきらめの表情を浮かべて肩をすくめた。

「漣れん州しゆうの徴税を担当して失敗したんだよ。今の役職は俺が希望したんだ。このまま一生御料牧場で馬と暮らしてもいいと思ってな……」

「そういえば、お前。馬が好きだったものな……」

「ああ、馬は可愛かわいいぞ。それに御料牧場には帝国中から皇こう帝てい陛へい下かのために選ばれた名馬がいる。馬好きには天国だ」

「まあ、お前がそれでいいのなら、他人がとやかく言うことじゃないが……失敗って何をしたんだ？　税の取り立てで暴動でも起こされたのか？」

「その逆だ。物品の税率を下げて、流通を増やして、結果的に税収を上げた」

「それが何で失敗なんだ？」

　伏ふせ龍たつがそう聞いたとき、店の主人らしい前掛けをした大男がのっそりと現れた。

　店の主人に向かって伏龍が無言で指を二本立てると、主人はうなずきもせず無言で厨ちゆう房ぼうに戻っていった。

　その後ろ姿を見送って、伏龍が聞いた。

「お前、羊肉は食えるか？」

「ああ、別に苦手じゃない」

「そうか、そりゃよかった。ここの北域料理は美う味まいぜ。店は汚ねえけどな……話は戻るが、税率を下げて流通を増やして税収を上げたことの、どこが失敗だったんだ？」

　劉鎮は自じ嘲ちようするように笑った。

「最終的に税収は上がったんだがな。税率そのものを下げたんで、実際に徴税を行なう金貸し連中に殺されそうになったんだ」

「そうか……役人は税率を決めるだけで、実際に領内を回って収税を担当する仕事は、役所から免許を得た金貸しがやってるからな……」

「ああ、あいつらの目的は収税業務だけじゃなくて、税金が払えない村や商家に金を貸して利子で儲もうけることだ。そのためには、税率は高ければ高いほどいい。払えない人間が増えることがありがたいってわけだ」

「つまり、お前がやった税率の改革で、今まで利益を得ていた金貸し連中がまとめて大損こいて、お前さんを恨うらんだわけか。むしろ、よく命が助かったな」

　劉りゆう鎮ちんはうなずいた。

「ああ、運がよかった。太たい守しゆが味方をしてくれたからな……これといって名が売れている名君でもなんでもないし、派手な実績もあげていない人だが、実にやり手だよ。

　俺を恨うらんだ金貸し連中が巡視先で俺を襲うために私兵を集め出すと知ったら、先手を打って一部の金貸しを微罪で捕らえた。そして俺を管理不行き届きってことにして、中央に送り返したんだ」

「ほう……揉もめ事を芽の段階で摘んだってわけか」

「そうだ。あの太守は目立った業績こそ無いが、暴動も騒そう乱らんも起こさせることなく地方を治めている。

　実際に世の中に出てわかったが、本当の能のう吏りというのは、あの太守のような役人を言うんだろうな。ああいった人こそが国の宝だ」

　劉鎮がしみじみと答えたとき、またあの大男の主人がのっそりと現れて、二人の前に串くしに刺した焼肉と、香辛料を使った炊たき込みご飯を置いた。

「これが北域名物のケバブとピラウだ、ちょいと香草と香辛料がきつそうに感じるが、食べ始めると気にならない。熱いうちに食おうぜ」

「わかった……」

　二人はしばらく無言で、料理を口に運んだ。

　串に刺して焼いた羊肉を口に運ぶと、肉汁と油がたらたらとこぼれ落ちる。

　串を伝ってくる脂あぶらにまみれた指を、卓の上の布でぬぐいながら伏ふせ龍たつがつぶやいた。

「肉の焼き加減はミーネ姫のほうが上う手まいな……」

「ミーネ姫って、あれだろ？　帝国に恭きよう順じゆんしたシムールの一族の姫様」

「よく知ってるな」

「今、帝都では北域の株が上がってるんだ……いや、北域が上がってると言うより、南域が下がってると言ったほうがいいかもしれないな。何せ、流る民みんが来るのは南からだ。北域からはひとりも来ない。入ってくるのは、シムールと和平を結んだとか、塩を手に入れたとか、北域王の世直しで、北域は暮らしやすく生まれ変わった、みたいな明るい話ばっかりだ」

「……犂すき山やまの御隠居の仕し業わざだな」

「え？」

「あ、いや、何でもない。北域の領主だった犂山の御隠居が色々動いてるって話さ」

　伏龍の言葉を聞いた劉鎮は、かぶりついていた焼肉から顔を上げて、しみじみと言った。

「犂山随ずい細さい閣かつ下かか……あの方も現役の頃は能吏だったんだな。あの方が領主だった頃の北域はシムールもおとなしくて、小こ競ぜり合いもほとんどなかったって話だ」

「その人間が能のう吏りかどうかは、情勢判断の能力なんだろうな。何を優先するのか、何ができるのかを、見抜いて決めることができる能力だ」

「ああ、そうだ。何を優先すべきか、何が可能なのかをわかってる人こそ、真の能吏だ。税収を上げるために暴動を起こしかけた昔の俺は、能吏にはほど遠い。理想を追って現実を悪化させたのでは、意味が無い」

　伏ふせ龍たつは身を乗り出した。

「お前を助けたその太たい守しゆの名前、教えてくれないか？」

「ああ、いいぞ。それと……これは風評だから、信用できるかどうかわからんが、今、帝都の役人どもの間に南の闇やみ塩じお商人から金が流れ込んでいるらしい」

「南から？　南って今反乱起こしてる連中だよな？」

「ああ、塩部局の役人を窓口にして、いろんな部局の連中に金が回っている。どうやら黒幕は、承しよう安あん周辺の闇塩商人らしい」

　劉りゆう鎮ちんはそこで言葉を切ると、眉まゆをひそめて小声で続けた。

「問題はその金に目がくらんだ役人どもから、帝国軍の情報が漏もれているらしいってことだ。補給の経路、物資の量、作戦会議の内容……すべてが筒抜けだって話だぜ。承安で乱を起こしたときは、月つき原はら弦げん斉ざいの名前が吹ふい聴ちようされたが、実際に月原を見た者はいないし、承安軍を指揮してるのは流れ者の仮面をつけた男だって話だ……」

「仮面の軍師？」

「ああ、承安軍の兵士のほとんどは食い詰めた流る民みんや盗賊どもだ。訓練も統制もできちゃいない。なのに帝国軍を相手に互角、いや、それよりも優勢なのは、この軍師の力があるからだって話だぜ」

　伏龍は考え込んだ。

　──劉鎮が言っていることに、おそらく間違いはない。

　情報が筒抜けになっているとしても、帝国軍の力なら温うん蕉しようを守りきれたはずだ。守れなかったのはその軍師とやらの力が大きいだろう。相手の手の内が読めて動かせる兵の数が多いとなれば承安軍を任された、その仮面の軍師とやらは大喜びだろう。

　おそらく、この先も帝国軍の勝利はおぼつかない。

　いくら帝国軍が必死に戦っても、帝国はその内側から崩れていくだろう。

　──やはり、北域の力を使うしかないか……。

　考え込んでいる伏龍を見て、劉鎮が怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「どうしたんだ？」

「あ、いや、何でもない。今日は貴重な話をありがとう……こいつは礼だ」

　伏龍はそう言うと、懐ふところから小さな革袋を取り出して、机の上に置いた。

「礼なんか……」

「いや、受け取ってくれ。受け取って俺を安心させてくれ、頼む」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた劉りゆう鎮ちんは、にやっと笑った。

「世のため人のため無私無欲で働いていると、ことさらに言う人間が一番信用できない。己の利三部に他人の利七分で動く人間が一番信用できる……練れん涯がい塾で教わった通りだな」

「ああ、そうだ。お前の話は俺にとって利だ。その利の対価をお前が受け取ってくれなければ、俺はお前の話を信じるわけにはいかない」

「わかった、じゃあ遠えん慮りよなくいただいておこう」

　劉鎮はうなずくと、革袋に手を伸ばした。

「その中に、蒼あお橋はし商会の名前で書かれた受け取りがある。もし、金の出所が問題になったら、蒼橋商会から接待を受けたと言ってくれ」

「受け取りだと？　ははは、至れり尽つくせりだな」

「お前に迷惑をかけるわけにはいかない……それだけのことさ」

　劉鎮はしばらく無言のまま手の中の革袋に目を落としていたが、やがて顔を上げた。

「なあ千せん斗と……お前、老師様に会う気はないか？」

「老師様だって？　馬ば鹿か言うな、俺は練涯塾を勝手に飛び出した男だぞ。どの面つら下げて会えるって言うんだ！」

　驚く伏龍を見て、劉鎮は苦笑いをする。

「わかってる。お前が顔を合わせるわけにいかないと思うのも無理はない。だがな千斗。よく考えろ。他のどの塾生よりも、今のお前が一番出世してるんだぞ。

　お前が、今の自分の立場はすべて自分自身の力で勝ち取ったものだ、誰の力も借りていないし教えも受けていない、と言うのなら、別に構わない。でも、そうじゃないのなら、その知識を授さずけてくれた相手に礼を言うべきだとは思わんか？」

　伏龍は黙だまり込んだ。

「もし、自分がお尋たずね者で、そのことで老師に迷惑がかかると思っているのなら安心しろ。俺が……俺たちが会える場所を設ける。憲衛兵どもに見つからないような場所と方法を考えてやる……どうだ？」

　伏龍はしばらく無言のままじっと考え込んでいたが、やがて小さく頭を下げた。

「わかった……任せる」

「よし、そうと決まれば、一杯いこうぜ。何て言ったっけ、北域の馬の乳から造る酒」

「馬ば乳にゆう酒しゆか？」

「あ、そうだ。それそれ、俺まだ一度も飲んだことないんだ。飲ませてくれないか？　この店ならおいてあるんじゃないのか？」

「うーん、あの酒はなあ……慣れてないと飲みづらいぞ？」

「百聞は一見に如しかず、一見は一行に如かず、聞くより見ろ、見るよりやってみろって教わっただろ？　だから飲んでみるのさ」

　伏ふせ龍たつはあきらめたように小さくため息をつくと、厨ちゆう房ぼうに向かって叫さけんだ。

「おい、アイラグ二本！　盃さかずきも二個だ！」




　伏龍が場末の飯店で、かつての仲間から話を聞いていた、その頃。

　帝国随ずい一いちの繁はん華か街がいである蒼あお橋はし通りに立ち並ぶ高級酒しゆ家かの一室では、華はなやかな、それでいて扇せん情じよう的に大きく胸の開いた衣装に身を包んだアイリーンが、頭の禿はげ上がった中年男の持つ盃に酒を注ぎながら、話しかけていた。

「都では、ここ最近軍人が大きな顔をしてのさばりかえっていて、ちっとも楽しくありませんわ。この国は何と言っても、お役人あってのもの……そうですわよねえ」

　そう言って、しなだれかかるアイリーンを見て、高級官僚らしい中年男は嬉うれしそうにうなずいた。

「うむ、そうだとも、そもそも軍人などは、門番、番犬、その程度のものなのだ。それが大きな顔をするようでは駄だ目めだな。うむ」

　その向かいに座っていた、同僚らしい脂あぶらぎった小太りの四十過ぎの男が盃の酒をあおると、怒いかりをぶちまけるような口調で言った。

「軍人がのさばるようになったのはなぜだ？　北域や南域で乱が起こったからだ！　そもそも乱が起きたのはなぜだ。決まっている。苑その山やま燕えん鵬ほうに能力が無かったからだ！」

　その席にいた他の男たちは、一いつ瞬しゆん驚いたように小太りの男を見つめたが、やがて意を決したようにうなずいた。

「あ、ああ、そうだ。お前の言う通りだ」

「苑山はもはや人々から見放されつつある！　時流は苑山に無い！」

「我々がこういうことを公言できることが、その証拠だ！」

　苑山燕鵬の悪口と悪い噂うわさで盛り上がり始めた客たちを見て、アイリーンは思った。

　──お客さんが上役の悪口で盛り上がっているときは楽よね。『そうですよねー』『ひどい話ですよねー』って相あい槌づち打ってればいいんだから。

　問題は悪口のネタが尽つきたときだわ。どんな話題を振ればいいのかしら？

　そういえば、伏龍が言っていたわ。年寄りをいい気分にさせるには、昔どんなことをやってきたかを聞いて、あなただからそれができたんですね、と褒ほめろ。

　若いやつをいい気分にさせるには、何をやりたいか、何になりたいかを聞いて、あなたならそれができる、なぜならあなたは特別だから、と褒めろって。

　アイリーンは目の前の中年男たちを見て思った。

　──こういう中年オヤジって何を言えば喜ぶんだろう？

　それなりに実績を積んでるし、それなりの野心もまだ持ってるし……。

　そして、アイリーンは気がついた。

　──あ、そうか。その両方を褒ほめればいいんだ。過去の実績と未来への野望の両方を！

　やがて、苑その山やまへの悪口が尽つきた頃。それを見計らっていたように、アイリーンが聞いた。

「皆さん、苦労されてきたんですねえ、で？　これからどうするんですか？」

　その言葉を聞いたとたん、場の空気が変わった。

　その席にいた全員が黙だまりこくって、お互いの顔色を窺うかがい始めたのだ。

　──うわ、ヤバイ。変なこと言っちゃった……せっかく潜もぐり込めたのに、クビかしら……。

　アイリーンが慌あわててその場を取り繕つくろうとした、そのとき。

　最初に苑その山やまの悪口を言った、脂あぶらぎった小太りの男が意を決したように言った。

「苑山を見限るとしたら、菰こも野のにつくしかあるまい」

　同僚たちは目を見開いた。

「菰野だと？　あいつは極めつけの無能だぞ！　そもそもあいつが摂せつ政しようになれたのは、無能で何もできないことが理由だ！　苑山が好き勝手するために、あの馬ば鹿かを飾り物に祭り上げたんだ。あの馬鹿についてもどうにもならんぞ？」

「ああ、そうだ。あいつは骨の髄ずいまで愚ぐ鈍どんで無能だ。あの男が持っているのは帝国の摂政という肩書きだけだ。そんなものに頼ってどうするつもりだ！」

　小太りの男はにやっと笑った。

「誰が、あの馬鹿に頼ると言った？　頼るんじゃない、利用するんだ。摂政という肩書きには、苑山も逆らえはしない」

「そうか……苑山がやったのと同じことを、俺たちもやればいいだけのことか！」

「ひとり二人がやっても、苑山につぶされるだけだ。だが、十人二十人と集まればどうだ？　派は閥ばつを作れば、そして人が集まれば、落ち目の苑山を見限った連中が、どんどん流れ込んでくる！」

「人が集まれば、摂政の肩書きを使って、何でもできる！」

「あの、苑山を追い落とすことも！」

　欲望に目をぎらつかせながら、盛り上がり始めた中年の官僚たちを見て、アイリーンはほっと胸をなでおろした。

　──座を白けさせたかと思ったけど、逆に盛り上がってくれて助かったわ。

　それにしても……菰野盛せい元げんを担かつぎ出して、苑山を失脚させるって……本気なのかしら？

　驚くことに、それは本気だった。

　苑山燕えん鵬ほうが帝国の運営に失敗し、北と南で反乱が起き、その鎮ちん圧あつに失敗したことで、官僚たちの中に苑山の実務能力を疑問視する者が出るのは当然のことである。

　だが、実務能力というのは、見ただけではわからない。

　他人のやっている仕事が、自分の仕事に比べてすごく簡単そうに見えることはよくある。その仕事を失敗した人間を「無能」と決めつけることも、またよくあることである。

　そして、失敗した人間を見て「俺のほうがもっと上う手まくやれる」と思う人間が出てくるのもまた当然である。

　承しよう安あん軍が光こう来らい川の渡しまで迫せまっているこのときに、帝都にいる官僚たちの多くは帝都防衛そっちのけで、権力闘争に走り始めようとしていた。




　アイリーンがそんな話を聞き込んできた日から、二日ほど過ぎた日の午後。

　賑にぎやかな西にし木き小こう路じから路地にして三本ほど離れたところにある小さな飲やむ茶ちや店の店先では、いつものように軒のき先さきに椅い子すと机を並べ、年寄りたちが集まって下棋ヒヤーキをやっていた。

　店の前に何人もの年寄りが座り込んで、背中を丸めて下棋盤を置いて向かい合わせに覗のぞき込んでいる様子は当たり前の光景であり、これといって人目を引くようなことはない。

　そんな中にひとり、仙人のような白い髭ひげを生やした風ふう貌ぼうの老人がいた。

　身に着けている衣服は上品で、どことなく世俗と離れたような気品を漂わせるその老人は、下棋盤に目を落としながら、誰に語りかける風でもなくつぶやいた。

「元気そうだな……千せん斗と」

「はい……老師もお変わりなく……」

　そう答えたのは、老人の前にいる相手ではなく、背中合わせの席に座って、別の人間と下棋盤を覗き込んでいる労務者風の男……伏ふせ龍たつだった。

　老師と伏龍は、それぞれ別の人間と下棋盤を挟はさんで向かい合わせに座り、たがいに背中を向けたまま会話を始めた。

「理由あって追われる身でございますゆえ、背中越しにお話をさせていただきますことをお許し下さい」

「ほっほっほっ、虚実二十八計の傀儡くぐつじゃな。うむうむ、構わんよ。わしの教えが机き上じようの空論ではなく実学となって身についている様さまを見るのは実に嬉うれしいものだ……」

　老師と呼ばれた老人は嬉しそうに笑うと、盤上の駒こまを動かした。

「それにしても……我が塾生で、この帝国に名を成した者は数多いが、帝国に対し乱を起こし名を成す者が出るとはな……これも時世かもしれん」

「今の帝国に乱を起こすは悪でありましょうや？　今の帝国は幼帝を傀かい儡らいとした己の権勢と利益のみを追い求める官僚どもによって内側から腐り果て、その力を失いつつあります。

　今ここで世直しの軍を起こし、君くん側そくの奸かんを討ち、再び帝国の威を取り戻さねば、天下は乱れ、街は焼かれ、多くの人々が賊の跋ばつ扈こする苦難の荒れ地に放り出されること、火を見るよりも明らかにございます」

　老師は穏やかな微笑ほほえみを浮かべたまま、下棋の駒を動かしながら答えた。

「帝国は力不足ではない。力はある。北域も南域も、普通に力を使えれば、早期に鎮ちん圧あつできるのだ。しかし、非常時に力が必要になっても、使えない。長い平和が続くうちに、帝国内部ではそうなるように、仕組みが動いてきたのじゃな」

「それがつまり、国家としての機能が不全となった印ではありませんか？」

「いや……逆の見方もできよう」

「逆……ですか？」

「うむ、帝国の国内で実力のある人間同士が足を引っ張り合うような構造になっていなかったら、もっと早く内乱が起きていたかもしれぬのだ。

　内乱とは皇こう帝ていに対抗するに足りる力を持った人間や組織が起こすもの……だが、この国では、誰かがそれほどの力を持つ前に、他の組織が足払いかけて転ばせ、引きずり倒し、抑えつけてきたのだ。それが、国の中の権力の釣つり合いを取っていたがゆえに、安定していた、という見方もできぬかな？」

「それは……確かにその通りです」

「このたびの大乱は、これすなわち皇帝の弱体化にすべての根源がある。先帝亡き後、幼帝を後見するものの力不足が、すべての源みなもとだ」

「やはり、菰こも野の盛せい元げんと苑その山やまでは無理だった……ということですね」

「うむ、苑山は確かに力を持っておるし使い方も知っておる。だが、あの男が知っているのはこの帝都の役所の中だけだ。あの男の威光は役人同士にしか通じぬのだ。

　人を動かすということがどういうことか。上を動かせば、下がどう動くか、それを知っておれば帝国の衰おとろえはもっと緩ゆるやかであったろうな」

　伏ふせ龍たつは手元の駒こまを動かす手を止め、すっと背筋を伸ばした。

「されば……この帝国の大乱。いかが為なすべきかご教示を」

　老師は穏やかな微笑ほほえみを浮かべたまま、実に自然に答えた。

「我は知らず。されどこの大乱、皇帝を廃し新たなる王朝を立てるか、もしくは力ある者が幼帝を後見し、皇帝の名において緩みきった帝国のタガを締め直す他に収まることはなし……ほい、王手じゃ」

　一局終え、下棋ヒヤーキの盤上の駒を並べ直しながら、老師はつぶやいた。

「世、まさに乱れんと欲するとき、天、乱の才を欲す。

　汝なんじの才、まさしく乱世の才。平時に平時の才が尊とうとばれ必要とされ、乱世に乱世の才が尊ばれ必要とされる。これは道理であり天命である。

　長き平時の中で我が塾もまた平時の学のみを尊び、学ぶ者もまた栄達の道としてそれを欲した。

　乱世の学が形けい骸がい化かした我が塾をお前が捨てたのは、道理にして天命なり。

　千せん斗とよ、悔くいることなかれ……」

　そして、老師は背を伸ばして目を閉じ、はっきりと言った。

「汝なんじの才は机き上じようの学問に非あらず。我が塾を出た後に汝が見て、考え、学んだ実学なり。

　天地神明に憚はばかることなく、汝の道を行け！

　史書に名を刻むは、世に生を受けし者の本懐ぞ！」

　伏ふせ龍たつは何も言わず、ただその場で深く礼をした。




　この日の深夜。

　勤め先の酒しゆ家かでの酌しやく婦ふの仕事を終えて、定宿にしている小さな商人宿に帰ってきたアイリーンは、部屋の中で灯とう明みようを点ともして、何やら一生懸けん命めい書きものをしている伏龍を見て、驚いたように目を見開いた。

「こんな時間まで起きてたの？」

「ああ、ちょっと寝るような気分になれなくてな……」

　目を輝かせて筆を動かす伏龍を見て、アイリーンは、ふふっ、と笑った。

「なんだよ、気持ち悪いな……何がおかしいんだよ」

「おかしくて笑ったんじゃないの、嬉うれしかっただけ」

「嬉しい？」

「うん、なんか、すごく生き生きしてるのよ。昔の……出会った頃のあなたも、そんな目をしてたなあ……って思い出したの」

　アイリーンの言葉を聞いた伏龍は、文書を書いていた手を止めて、何かに気づいたようにつぶやいた。

「そうか……なぜ、こんなに気分が高こう揚ようしているのか、やっとわかった。俺は今日、練れん涯がい塾を卒業したんだ」

「卒業？」

「ああ。俺は、今までずっと練涯塾で教えていることに意味は無い、だから俺は練涯塾を飛び出したんだ、と公言してきた……でも、それは誰でもない俺自身に言い聞かせていたんだ。

　練涯塾を否定し続けることで、過去の俺を否定する。それは今の俺を肯こう定ていしたいという願望の裏返しだ。

　今日、老師に会って、その言葉を聞いたとき、俺を縛っていた呪じゆ縛ばくが解けた……俺は老師に認めて欲しかったんだ。お前は間違っていないと言って欲しかった。昨日までの俺は、そのために生きていた。

　でも、今の俺は違う。俺は今、自分自身の力を信じている。俺は自分自身のために生きていく。この世界の歴史に俺の名を刻んでやるんだ！」

　アイリーンは、もう一度、ふふっ、と笑った後で、伏龍の手元を覗のぞき込んだ。

「あなたの名前を歴史に刻むための道具が、それなのね」

「そうさ、この建白書が俺の武器だ」

「けんぱく書？」

「ああ、建白書ってのは、国を動かしている首脳に意見する文書さ。こいつには、帝国は北域を宥ゆう和わし、その力を利用して、南域の暴徒を鎮ちん圧あつせしめよ……つまり南の反乱を平定するのに、北の勢力の力を使うべし！　ということが書いてある」

　アイリーンは眉まゆをひそめた。

「有名人や知識人が書いたものなら、上のほうの人の目に触れるかもしれないけど、名もない人間が送ったって、黙もく殺さつされて終わっちゃうんじゃないの？」

「そうだ、普通の文書じゃ埋うもれて終わりだろうな。だが、読んで忘れられないような文章なら話は別だ。

　俺は読んだ人間が忘れられないような名文と名調子で建白書を何十通と書いて、役所の様々な部署に送りつけるつもりだ。

　犂すき山やまのご隠居の工作が功を奏して、北域の評判は悪くない。何よりも、この方策は帝国の兵も金も使うことなく南の乱を鎮しずめるという実に帝国にとって都合のよい方法だ。間違いなく飛びつくやつが現れるだろう……というか、俺が役人なら間違いなく飛びつく」

　アイリーンはにこっと笑った。

「そして、あなたは北域に戻って、帝国が北域国を反乱軍ではなく正当な北域の実効支配者として承認する、という使者を待っていればいい……北域国は帝国と戦わずに帝国国内の最大勢力として帝国に影響力を持つ、ということね」

「そう簡単に事が運ぶとは思えないが、まあ簡単に言ってしまえばそういうことだな。世が乱れ、先行きに暗雲が垂れ込めれば、誰もがその暗雲を打ち払う救世主を望むようになるってことさ……」

　そこで伏ふせ龍たつは顔を引き締めると、真剣な口調で語り始めた。

「今回の偵察は有意義だった。まさか、帝国の情勢がここまでひっ迫しているとは、北域にいたんじゃわからなかったからな。あの流る民みんの数、この場で未だに政争に明け暮れている官僚ども……帝国は根底から崩れようとしている。そう、やつらもわかっているはずだ。自分たちの力ではどうにもならないってことをな」

「悪だくみをしているときのあなたって……ス・テ・キ」

　妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮かべたアイリーンは、そのまま伏龍にしなだれかかった。

「おっと悪いが、じゃれてる暇はねえんだ。明日の朝までにこいつを四十枚ほど書かなくちゃならねえ。奥の部屋に布団が敷いてある。お前はさっさと寝ろ」

「ンもう！」

　アイリーンは、ぷう、とむくれると、そのまま立ち上がって奥の部屋に入り、戸をぴしゃん！　と音を立てて閉めた。

　伏龍は苦笑いを浮かべて机に向き直ると、再び筆を動かし始めた。

　──アイリーンには悪いが、俺は今、こいつが面白くて仕方ねえ。俺のこの筆で、帝国を動かせるかもしれねえんだ。

　いや、動かせるかも……じゃねえ。動かすんだ。俺の筆で！

　伏ふせ龍たつは背筋を伸ばすと、筆に墨すみを含ませた。




　次の日の昼下がり。

　アイリーンは帝都の東側にある寺町の一角にある西方教会の前に立っていた。

　帝国は帝都を設計するときに、この東側の一区画を寺町と定め、各宗教の寺院や教会を、ここに集めた。

　人が集まる場所が市街地にあると、治安上様々な問題が生じる。宗教観の違いによる争乱が、信徒を巻き込み大規模な紛ふん争そうになることを避けるために、住宅地と宗教施設を分離したのである。

　一般の信徒に混じって教会に入ったアイリーンは、参拝する信者の列から外れると、奥の部屋の入り口に立っている衛士に、首からさげている小さな首飾りを見せた。

　衛士は目を見開くと無言のまま立ち上がり、奥の部屋に通じる扉を開けた。

　アイリーンも無言のまま小さく一礼して、扉の奥に進んだ。

　扉の奥には細い回廊が続いていた。

　礼拝堂の真下をぐるりと回り込むように伸びる回廊を歩き、つきあたりにある階段を上ると、そこに緑色の扉があった。

　扉の前に立ったアイリーンは、そこについている金色の二組の天使をかたどった叩たたき金を三回、カン！　カカン！　という微び妙みような間隔で打ちつけた。

　しばらくすると扉の向こうに人の気配がして、小さな覗のぞき窓が開いた。

　扉の向こうにいた人物は、アイリーンの顔を確認したのだろう。ひと呼吸ほどの時間をおいて、扉の錠じようが外される音がして、扉が開いた。

　そこに立っていたのは白い長衣を着た、品のよい初老の男だった。

　男は右手の指さきで空中に印を描えがきながら言った。

「血統は神に至る道なり」

　アイリーンも同じように空中に印を描いてから答えた。

「血統は神に至る道なり」

　初老の男はにっこりと微笑ほほえむと、アイリーンを部屋の中に招き入れた。

「入りなさい」

「はい」

　アイリーンは小さく一礼すると、部屋の中に入った。

　そこには、山のように積み上げられた書類と、忙しそうに書類を突き合わせている人々の姿があった。

　驚くアイリーンを見て、初老の男は笑った。

「今、次の世代を産む相手を選んでいるのだよ。君たちの次の世代だ。右の書類が、我々が調査して集めた優秀な頭脳を持つ男の子。左が女の子だ。

　黄色い書類は、我々の教団の構成員を意味している。同族間での婚こん姻いんは、なるべく避けたいのでね」

　初老の男は部屋の片隅に置かれている机と椅い子すのところに向かうと、アイリーンに椅子を勧めて言った。

「今日は君に提案がある。君の相手として選んだ神しん流りゆう千せん斗とは、極めて優秀な個体であることが判明した。まさしく君にふさわしい相手だ。

　だが君の努力にもかかわらず、未だに君は、我が教団に優秀なる血統の子孫を残していない……。そこでだ……我々は方針を変えようと思うのだ」

　アイリーンは顔を上げた。表情は真剣だった。

「まさか……私に彼をあきらめろ、と言うのではないでしょうね？」

「うむ、言いにくいが……要するにそういうことだ。神流千斗には、他の候補者を当てる」

「納得できません！」

　アイリーンは叫さけんだ。

「人は血統で決まる……私はそう教わってきました。それが真実だと思い込んできました。でも、本当にそうなのでしょうか？

　人を作るのは、血統ではなく環境ではないのですか？

　たとえ、知的に優れた両親の間に生まれても、親からの愛情を注がれることなく、事務的に育てられたとしたら、その子供は、人を愛することも、人を信じることもなく育つでしょう。

　私には、そういった子供たちが、真に優れた、この世の人々を導く、素晴らしき人類になるとはどうしても思えないのです！」

　アイリーンは、初老の男を見つめたまま言葉を続けた。

「私は……彼の後を追って北域に赴おもむき、そこでひとりの少女と出会いました。

　その子は帝国人ではありません。教団の基準からすれば、ただの野や蛮ばん人じんです。

　野や卑ひで奔ほん放ぽうで、欲望のままに生きているようなそんな少女が、人とのふれあいの中で、人の心を知り、思いやりの心を知り、ひとりの青年を愛し、その青年と深く魂で結び合う。そんな素晴らしい人間に育つのを、この目で見てきました。

　彼女は、私が今までに見てきた優れた人間の誰にも負けない、清せい廉れんで高貴な魂を持っています！　彼女をそんな人間に育て上げたのは、周りの人々です。環境です。

　本当に、人は血統だけで高貴な人間に育つのですか？　私は今、自分の中にある教義に、疑問を抱いだいています！」




　アイリーンが、伏ふせ龍たつのいる宿屋に戻ってきたのは、その日の夜遅くになってからだった。

　酒に強く、勤め先の酒しゆ家かで下心を持った客にいくら飲まされても、まず酔っぱらうことのない彼女だったが、この日は珍しく足元がふらつくほど酔っていた。

　机の上に蠟ろう燭そくを置いて、その下で文書を書いていた伏龍は、振り返りもせずに言った。

「よう、おかえり、ずいぶん遅かったな……」

　アイリーンは崩れるように膝ひざをつくと、そのまま四つん這ばいになって伏龍に近づき、その肩越しに酒臭くさい息を吹きかけて、机の上の蠟燭を吹き消してしまった。

「あ、こら！　何をしやがる！　書き物の最中だったんだぞ！」

　声を上げた伏龍の後ろからその首に抱きついて、アイリーンは半分泣き声で言った。

「うるさい！　書き物書き物って毎日毎日夜中まで！　……わたしがどんな気分でひとりで寝ているかわかってるの？」

「え？」

「わかってない！　ホント、あんたってわかってない！

　待ってんのよ！　毎晩ずっと、布団の中で、あんたが来るのをじっと……。

　今日こそは、今夜こそは、と思いながら一週間ずーっと待ってた。でも、気がつくと私だけ先に寝ちゃって、朝になると、知らん顔して隣に寝てるんだ。

　もういい、もう待たない！」

　アイリーンはそう言うと、ぐうっと体重をかけてきた。

　重く柔らかな質感が、伏龍に積み重なる。

「あ、こら！　やめろ！」

「へへーんだ、やめないもんね！　あんただって、こうなることを、うすうす期待してたんでしょ？　うりうり」

　アイリーンはそう言うと、豊かなその胸を伏龍の顔に押し付けた。

　伏龍はしばらく黙だまったままなすがままにされていたが、やがて小さくうなずくと、手に持っていた筆を置いて、墨すみ壺つぼの蓋ふたを閉め、ぽつり、とつぶやいた。

「……仕方ねえな」

「え？」

「わかった、覚悟、決めた！　お前に何があったのか知らねえが、どうやら今のお前には支える人間が必要のようだな……破門でも食らったか？」

　アイリーンはぎょっとしたように身体からだを止めた。

「……何で？」

「わかったのかって？　何でだろうな……ま、とにかくわかっちまったんだから仕方ねえ……俺に代わりが務まるかどうかはわかんねえけど、俺が支えになってやる……嫌いやか？」

　アイリーンが闇やみの中で首を横に振るのが見えた。

「そんな……わけない……」

「そうか……でも、文句言うなよ？　俺は……あんまり慣れてねえんだ、そっちの方面は……」

　アイリーンは半分泣いて、半分笑うような小さな声で答えた。

「そ、それは……私だって同じなんだから……お互い様よ……」




　次の日の朝早く。

　商人宿の台所では、アイリーンが鼻歌を歌いながら、朝食の準備をしていた。

　宿泊者が自炊するこういった宿屋は、食事代の代わりに、かまどで燃やす薪まきの代金を取るので、木き賃ちん宿やどと呼ばれている。

　鍋なべの中では、肉の繊維がほぐれるまでじっくり煮込んだ鶏とり肉にくのスープで、米を煮た鶏とり粥がゆが煮えていた。

　中国文化圏のアジアの国々では、朝にお粥を食べることが多い。お粥と言っても日本の定番である白粥と違い、鶏やホタテの干し貝柱などで出だ汁しを取ったスープで、米を煮込んだ味のついたお粥である。

　米粒が無くなるまでじっくり煮込まれたお粥は『米の花が咲く粥』と呼ばれ、このお粥に、ザーサイや油で揚げたパンを細かく切ったものを添えて食べる。

　まな板でザーサイを細かく刻んでいるアイリーンを見て、女将おかみが笑いながら話しかけた。

「今け朝さはまた、ずいぶんとご機き嫌げんね、アイリーンちゃん」

　アイリーンはうっすらと頰ほほを染めて振り返った。

「うふふ、そうですか？」

「旦だん那なはまだ寝てるの？　毎晩遅くまで勉強してるようだけど、大変だねえ」

「ええ、まあ、科か挙きよに受かって進士になれれば、地方で家庭教師とかもやれますし。それまで、私がしっかり稼がなくちゃいけません」

「いい奥さんだ、あの旦那も果報者だねえ」

「ええ、あの人の夢をかなえるのが、私の夢なんです」

　アイリーンが実に嬉うれしそうに微笑ほほえんだ、その頃。




　伏ふせ龍たつの書いた建白書は帝国の役所に届き、それを読んだ役人の間に大きな動きを起こし始めていた。

　伏龍の建白書はその内容もさることながら、韻いんを踏ふんだ言葉の選び方、格調高い言いまわしを使った名文であり、詩として吟ぎんずることのできるほどの出来で、一読した者は誰も皆、何かを叫さけびたくなるほど心揺ゆさぶられるものだった。

　これほどの名文が、黙もく殺さつされることはあり得なかった。

　帝国のありとあらゆる部署の役人が、建白書の内容をさも自分が考えた名案であるかのような口調で語り始めたのである。

「帝国は北域と融和し、これを取り込むべし！」

「北域の力をもって南域の乱を叩たたく！　これぞ名案！」

「北域は倫理の通じる相手なり！　帝都を取り巻く流る民みんは南域の乱を逃れし者のみ！　北域の流民、これを見ず！　これぞ北域を信ずる証あかしなり！」

　伏ふせ龍たつの建白書の内容が、帝国の意思決定権を持つ苑その山やまの元に届くのに、半日もかからなかった。

　だが、建白書の内容を聞いた苑山は、鼻で笑った。

「南の暴ぼう虎こを倒すために北の狼おおかみを使うべし、北域と手を結び南域を鎮しずめよ？　ふん、どうにもならん素人しろうとの思いつきに付き合っている暇などは無い！

　北域は帝国の面をつけたシムールだ。この苑山がどれほど愚おろかであっても、シムールを帝国深くに招き入れるほど愚かではない！

　今後、私の前にこのような話を持ってきた者は即座に捕ほ縛ばくし、流言蜚ひ語ごの罪により斬ざん首しゆとする！　その旨むねを皆に伝えろ！　いいな！」

　建白書を奏そう上じようした部下は、顔色を失って苑山の執務室を出ていった。

　苑山は苦虫を嚙かみつぶしたような顔で部下を見送ると、執務室の上に積み上げられた書類の中から一枚の報告書を取り上げた。

　その報告書は、苑山の子飼いの部下たちが帝国の組織内における官僚たちの風評や動向を報告したものだった。

　──これによると、私に不満を持つ馬ば鹿か者たちが、菰こも野の盛せい元げんの許もとに集まりつつあるらしいが……あの愚ぐ鈍どんの極みのような菰野を担かついでどうするというのだ？　菰野に指導力があるとでも思っているのか？　先が見えん馬鹿どもの考えることはわからん。

　まあ、馬鹿がいくら集まろうとも、組織を取りまとめ方向性を決める者がいなくては、そんなものは烏う合ごうの衆に過ぎん。

　指導者のいない組織など、少し圧力をかければあっという間に散りぢりバラバラになってしまうだろう。それほど気にすることはないだろうが、やはり数は力だ。菰野派の官僚を調べ上げて、監視を強めるとしよう。

　苑山はその書類を優先順位の低いほうの箱に投げ込んだ。

　派は閥ばつの長である苑山は、組織をまとめ上げる力に長たけている。組織の力は指導者の力で大きく左右されるということを誰よりもよく知っている。

　それゆえに、苑山は指導者の指導力の低い組織、指導者がいない組織を、取るに足りないものだと決めつけた。

　だが、このとき、苑山は気づいていなかった。

　指導者がいない組織とは、つまり誰も抑制する人間がいない組織である……ということに。

　苑その山やまは、その書類の山の隣にある、もうひとつの書類の山に目を落とした。

　──これは軍務局からの戦況報告か……戦況は思わしくないようだが、かといって私にはどうすることもできん。私は軍人ではないのだからな。

　苑山は目の前の書類の山を見て、苛いら立だたしげにつぶやいた。

「まったく……官僚といい帝国軍といい、私の足を引っ張る人間ばかりだ！　この国には無能者しかいないのか！　私は私の理想に従ってこの国を動かしてきた！　なぜだ！　なぜ、上う手まくいかんのだ！」

　苑山が帝都の執務室で机の上の書類の山をにらみつけていた、その頃。

　そこから五十長里キロメートルほど南にある光こう来らい川の向こう岸では、帝国軍が進軍してくる承しよう安あん軍を相手に、必死の抵抗を続けていた。







　　　第五章「崇鳳の読み」







　帝都と南域の都市を結ぶ南路街道は、南の承安からほぼ光来川沿いに北上し温うん蕉しようを経由して帝都へと繫つながっている。

　南からは塩と米が、北からは鉄や馬が、南路街道を通って各地へと運ばれる。石いし畳だたみで舗ほ装そうされたこの街道は、帝国経済の大動脈なのだ。

　だが、承安の乱の発生で、南路街道という経済の大動脈は止まった。

　そして温蕉の陥かん落らくにより、南域攻撃よりも帝都防衛に作戦目標を切り替えた帝国軍は、温蕉から帝都へ至る南路街道沿いにいくつもの野戦陣地を建設した。

　崖がけや山、川や湿地という地形を利用し、街道を扼やくする地形を選んで作られた野戦陣地は、いずれも手作業の突貫工事で作られた簡素なものだったが、帝国兵が篭こもる以上、承安軍としてはこれを放置して前進するわけにはいかなかった。

　そして、これらの南路街道沿いの野戦陣地群で承安軍の侵攻を足止めし、一日でも多く時間を稼ぐのが榎えのき耶や将軍の作戦であった。

　作戦としては単純であったが、それゆえに前線で戦う将兵にも自分が何をすればいいかが、わかりやすい。

　安あん西ざい下か尉いの率いる帝国東方青軍の敬けい州しゆう第五連隊が、陣地を捨てて戦線後方にある次の防衛線陣地に半なかばよろばうようにして撤収を完了したとき、その防衛戦陣地の責任者から温かい言葉と共に熱い湯がふるまわれたのは、彼らがみずからの血で稼いだ一日という時間の価値を、将軍から兵卒にいたる全員が理解していたからである。

「ご苦労だった。敬州第五連隊と漣れん州しゆう第八連隊の活躍は、自分が報告書にまとめた。榎えのき耶や将軍からもねぎらいの言葉をいただいたぞ」

「ありがたくあります」

　下か佐さの階級章をつけた参さん謀ぼうの言葉に、安西下尉は頭を下げて礼を述べた。礼を言いながら、連隊長ではなく、自分に声がかかった理由を考えてみる。あまりよい話とは思えなかった。

「敬州第五連隊の本隊は長陽の渡しにまで下がることになった。歩兵隊の損害が大きすぎるからな」

「そうですね。弩きゆう車しやの攻撃で崩れたときに、かなり手て酷ひどく叩たたかれましたから」

　舌を火傷やけどしそうな熱い湯をすすりながら、安西下尉は相あい槌づちを打つ。歩兵の槍やりでの殴なぐり合いは、互いに殴っている間は、さほどの損害は出ない。崩れて追撃されたときが危ない。特に隊の中核となる古参兵や下級指揮官は、最後まで踏ふみとどまろうとするので負傷、戦死しやすい。

「だが、全部を下げるわけにはいかん。兵が足りない。特にあの弩車を仕留めた弓きゆう兵へい隊のような練れん達たつの部隊には、まだがんばってもらいたいのだ」

　──そうか、俺たちはまだしばらく前線で戦わされるということか……。

　不満がないわけではなかった、だが参謀が言葉を選んでいるのは、安西下尉もわかった。

　──つまり、俺たちみたいなボロボロな部隊ですら戦える部隊として扱わなければならないということだな。他の部隊の状態は、きっと俺の部隊よりひどいのだろう。

　安西下尉は泥と垢あかに汚れた顔で笑えみを作ってみせた。

「がんばる場所というのが、またあの弩車と戦わされるような場所でなければいいのですが」

「それは大丈夫だ」

　間髪を入れずに答えが返ってきた。参謀が手持ちの地図を広げる。温うん蕉しようから長ちよう陽ようにかけての南路街道沿いに、丸い印がしてある。そして丸印の半分にバツの書き込みがしてあった。一番新しいバツは、安西下尉が昨日まで守っていた野戦陣地だ。

「君たちが昨日まで守っていた野戦陣地が、これだ。そして今いる場所が、ここ」

　参謀はちょんちょんと、南路街道沿いに丸印二つ分下がった場所を指差す。

「今夜はここで休みたまえ。何か欲しいものは？」

「風呂があれば、言うことはないのですが」

　安西下尉は冗談めかして言う。この二ヶ月、数度の水浴びをのぞけば一度も風呂に入っていない。人は臭においにはすぐ馴なれるが、それでも時々、自分の体臭で気分が悪くなることがある。

「すまん、さすがに無理だ。沸わかせる湯はこうして飲む分だけだ。代わりと言ってはなんだが、兵の食事と天幕はこちらで用意してある。味はともかく、量はあるぞ」

「ありがとうございます。十分です」

「明日の朝、第五連隊の弓きゆう兵へい隊を基幹に守備隊をまとめる。五百人ほどになる。指揮官は安あん西ざい下か尉い、君だ。君は隊を率いて西に向かい──」

　参さん謀ぼうの指が南路街道からすっと西に動く。山をひとつ越えた場所に、南北に通じる道があった。舗ほ装そうされていない、村や町を結ぶ細い裏道である。そこに三角の印が点々とあった。

「この間道にある砦とりでのひとつを守ってもらう。今は避難小屋となっているが、南北朝時代の砦跡地を利用したものだ」

「地形は？　弓兵隊だけで守るからには、地形を味方につけなくては」

「それは大丈夫だ。左右は山で、歩兵が広がるだけの平地が無い。山の中を通る裏道だから数千を超える規模の兵へい站たんは支えられん。敵が来る可能性は低いが──」

　とん、とん、と。参謀の指が南路街道沿いに丸印が並ぶ最後の場所を叩たたく。光こう来らい川と南路街道が交差する長ちよう陽ようの渡しだ。

「この間道を通れば、最終防衛線がある光来川の渡河点を突くことが可能だ。敵の陽動があるかもしれん。警戒のためにも、部隊を置いておく必要があるんだ。油断はできないぞ」

「わかりました」

　安西下尉は安あん堵どを込めてうなずいた。油断できない、と参謀は念を押したが、これならば敵の偵察部隊と衝しよう突とつするくらいですみそうだ、と考えたからだ。

　──野戦任官の下尉である私が、いきなり砦ひとつの守備隊を任されるのは不安だが、こればかりは指揮官の損そん耗もうが激しいから仕方ないな。

　これから命令書を作成し、朝までに持ってくるという参謀と別れ、安西下尉は部下に命令の内容を伝えた。

「朝から移動、となりますと、山を越えますから半日かかりますね。私は行動食の手配をしておきましょう」

　古参兵がそう言って賄まかないへ行った。行軍合間の休きゆう憩けい時間でも火を起こしたりせず食べられる餅もちを焼いてもらうためだ。

「この辺出身の人間に話を聞いてきます」

　埜の瓶びんは周辺の地理を確認するために、他の部隊の集まりへぶらぶらと入っていく。

「あの、安西隊長。僕は何かすることがありませんか？」

　先輩兵士の行動をうらやましそうに見ていた少年兵の小しやお白ぱい蓮れんが、安西下尉に話しかけてきた。安西下尉は笑って首を振った。

「お前は早く休め。明日も朝から移動だから、出発前はてんてこまいになる。そういうときに、あそこへ行け、こっちへ行け、と伝令の役目を押しつけられるのが一番若くて元気なお前だ。お前の仕事は明日が本番。だから今は堂々と休め」

「あ、はい！　休みます！」

　元気よく答える少年兵の姿に、安あん西ざい下か尉いや他の兵士の目が優しくなる。少年兵の健気けなげで素直な態度が、厳しい撤退戦で荒れている兵士の心をどれだけ救っていることか。

　──言えば怒るだろうから、言えないがな。

　安西下尉はわずかに頰ほほを緩ゆるめてそう考えた。朝までにやるべきことは、まだまだたくさんある。




　帝国軍の弓きゆう兵へい隊が南路街道の裏道沿いにある小さな砦とりでに入った、その頃。

　承しよう安あん軍の兵士たちは、近この衛え騎兵連隊が出撃する、という報しらせを聞いて、一種の恐慌状態に陥おちいっていた。

　温うん蕉しようを巡る戦いで、帝国の将兵は幾度となく近衛騎兵に助けられ、承安軍は同じ数だけ煮え湯を飲まされてきた。温蕉から帝国軍三万が無事に撤退できたのも、近衛騎兵連隊が最後に補給物資を焼き払ったおかげである。

「やはり銀しろがねが出てきましたか……」

「ああ、間違いおまへん。帝都にはわしらの息がかかった人間がナンボでもおる。承安と違うて、帝都に近いぶん報せも早い」

「銀には温蕉のときにひどい目にあいました……あのときに焼かれた食料があれば、我々は今頃、帝都にいます」

「せやな。あの後は苦労したで」

　承安軍の本陣で、歩兵隊指揮官の寧ねい猛もうは仮面をつけた軍師と会話をしていた。寧猛は普段は前線に出ており、作戦会議のときも副官を代わりによこすことが多い。

「また食い物を焼かれることはないやろな？」

「万全を期します。が、同じ手は打ってこないと私は考えています」

「何でや？　なんぼ銀しろがねが強うても、せいぜいが千騎や。わしらは十四万はおるで。銀しろがねにわしらを殺し尽つくすことはできんやろ。兵糧攻めにするほうが理屈におうとるで」

　銀しろがねは、承安軍がつけた近衛騎兵連隊のあだ名だ。黒地に銀の旗と、磨き上げられ陽光を反射する甲かつ冑ちゆうからきている。

「その十四万が問題なのです。我々を兵糧攻めにするなら、危険を冒して食料を焼く必要はありません。ほっといても、十四万の兵士が食べることで兵糧は日々減っていくのですから」

「そやけど、食べ物なら承安のほうから送ってこられるやろ」

「十四万の兵士が食べる量は運べません」

「なら、そのへんの村や町から略りやく奪だつしたらええ……って、これ以上は無理やな。地面に埋めたんもあらかた掘り出したし。山の中に隠したんも、すぐに見つかるものはもう無いやろ」

「はい。かといって兵を遠くまで略りやく奪だつに行かせると、帝国軍の襲撃を受けます」

「温うん蕉しようで手間取ったんが痛かったなぁ。温蕉周辺の村も町も、空っぽになっとった」

　崇すう鳳ほうが机き上じように広げた地図を覗のぞき込み、寧ねい猛もうがぼやいた。裏に厚手の布を貼はった地図には、色のついた針が指してある。赤の針が承しよう安あん軍の配置、青の針が帝国軍の配置だ。榎えのき耶や将軍が帝国軍の本陣で覗き込んでいたものとは逆に、承安軍の配置はおおむね正しいが、帝国軍は推測でしかない。

「それにしても隊列が長うなっとるな。帝都へ向かっとるわしの軍には五万おるが、温蕉にもまだ三万残っとる。ほんで、敬けい州しゆう、漣れん州しゆう、温うん州しゆうに二万ずつ分派か」

「食べ物がありませんから、あまり前線に集中させるわけにはいきません。三州街道沿いを進ませている六万は、占領地を広げるというよりは、食べ物を自給自足させるために動かしているようなものです」

「そやな、こいつらに戻ってこい言うても、食わせるものが無いわな。行けるとこまで自分の足で行かせるしかないわ」

「帝都を攻めることが可能なのは、前衛の五万と温蕉の三万の八万。しかも、温蕉と違って包囲を長く続ける余裕はありません。兵へい站たんを維持しようにも承安から帝都までは遠すぎますし、四方から帝国軍の増援がやってくるでしょう」

「時間かけるほど、こっちが不利言うことやな。そんなら、銀しろがねは何するんやろな？」

「時間稼ぎです」

「なら、やっぱ食い物焼きに来るんちゃうか？」

「そうなれば、帝国軍の負けです。我が軍はある程度は、前衛の各部隊に補給物資を持たせて前進させています。光こう来らい川のある長ちよう陽ようの渡しまで制圧できれば、用意している別の手も使えますし、帝都まで行けます」

「わしらを皇こう帝ていのおる帝都まで進ませたら、帝国軍にとっては負けか」

「なので、私が帝国軍の指揮官であれば、承安軍の足止めはここで行います」

　崇鳳は丸っこい指で地図を横断する光来川に面した都市を示した。長陽。川に木製の橋がかかっていることを示す記号が描えがいてある。

「光来川を抜ければ、あとは帝都まで平坦な地形が広がっています。後方からの三万を含めて八万の兵を広げて前進すれば、帝都まで防衛線を張る場所はありません」

「そうなったら、帝都まで一直線やな」

「ですから、帝国軍は長陽を最終防衛線にしようとしているはずです。ですが、陣地構築には時間がかかります。帝国の榎耶将軍が街道を五長里キロメートルから十長里ごとに野戦陣地を作って時間稼ぎをしているのも、そのため。であれば、銀しろがねも時間稼ぎに使われるはずです」

　崇鳳がそこまで説明すると、寧猛の顔がゆがんだ。鼻や額ひたいにシワが寄った、子供が見たら泣き出しそうな鬼の形相である。

「逆襲か。横合いから騎兵が突っ込んでくるんやな」

　温うん蕉しようの戦いで、もっとも被害を出したのが寧ねい猛もうの部隊である。わずか千の近この衛え騎兵によって、万を超える死傷者を出しているのだ。骨の髄ずいまで染みついた銀しろがねへの恐怖は、現時点ですでに承しよう安あん軍の作戦に影響を与えている。近衛騎兵連隊出撃の噂うわさが流れてから、承安軍の進軍速度が半分に低下したのだ。丘の上にちょっと銀色に輝くものを誰かが見つけるだけで、全軍が停止し、斥せつ候こうが派遣される。

「前の喧けん嘩かでガツン、とやられたからな。銀しろがねの指揮官に直接槍やりで刺された敷しき鰐がくはまだ自分で歩けんほどや。皆、びびっとるわ」

　皆が銀しろがねに苦手意識を抱いだいている中、恐怖を怒いかりと闘志に変えることができる寧猛は、承安軍の中では貴重な前線指揮官だった。

「銀しろがね対策は、一応は私の中にあります。ですが、それもこれも長ちよう陽ようまで敵を追い詰めてから。一日でも早く長陽まで到達しなくてはいけません」

「そら、わしもわかっとる。一日余分にかかったら、一日分の飯が必要やからな。五万の兵が毎日、飯食ってクソするんや。すごい臭においやで、ほんま」

「先の戦いで試験的に運用した弩きゆう車しやの生産にはまだ時間がかかります。長陽までには間に合わせますが、それまでは使えません」

「そら困ったな。あれがないと、弓矢で射すくめられてしまうからな。最近はほれ、帝国軍もよう考えるようになって、隊列の横から矢を射れるように陣地を作っとる」

「そうですね。なので、ひとつ策を考えてみました」

「ほう？　わしに聞かせてくれるんか？　臨りん在ざいやのうて？」

　寧猛は探さぐるような目で崇すう鳳ほうを見た。承安軍といっても、一枚岩ではない。元々が欲で結ばれた関係だし、描えがく将来像もまちまちである。実質的な首しゆ魁かいとして鳳ほう鶴かくがおり、その下に名目上の総司令官として、面めん涼りようがいる。面涼自身には子飼いの兵はいないが、崇鳳を通して、騎兵隊指揮官の臨在が面涼の派は閥ばつの一員、という見方がされている。

　寧猛は歩兵隊の指揮官であると同時に、ひとつの派閥の長である。抱かかえる兵数は最大だが、歩兵と寧猛の間は軍ぐん閥ばつというほどには繫つながりが深くない。帝国軍相手の戦いならば、寧猛に従うが、もし承安軍の中で割れることになれば、頼りになるのは一万もいないだろう。

　──このけったいな仮面の男に近づくんは、わしにとって有利か不利か。思案してみんといかんしの。

　血の気が多い喧けん嘩か屋の寧猛だが、ひとつの派閥を率いるだけあって、打算を巡らせるだけの頭は持っている。面倒なので普段は使わないだけだ。

「この策は騎兵ではなく歩兵でなくてはできないことですから」

　崇鳳はしれっとした風に言う。鼻がぴくぴくと動いている。

　──何か変なこと考えとるようやな。ま、ええわ。この男は信用できんが、利用はできるやろ。

「聞かせてもらおうか」

　寧ねい猛もうはずい、と身を乗り出すようにして言った。

「されば……この策は足軽な者にやらせる必要があります」

　崇すう鳳ほうも声を潜ひそめるようにして説明を始めた。




　桃色の狼煙のろしが西から東への弱い風に流され、斜めに傾かたむきながら天へと昇っていく。

　空を見上げた帝国東方青軍敬けい州しゆう第五連隊の安あん西ざい下か尉いは、じくじくと痛む額ひたいの傷に手をやった。包帯の上から触さわると、じくじくがずきずきに変わったが、彼が望んだ痛みによる意識の覚かく醒せいは無かった。逆に眠気のほうが強くなる。無理もない。この砦とりでに到着した昨日は防壁の補強でほぼ徹夜。今日も早朝から倉庫に眠っていた弩いしゆみを砦の上に設置する作業に追われていた。何とか夜までに作業を終え、今日は少しでも眠っておかねば、と考えていたのが昼過ぎのこと。そもそも、この砦の守備はあくまで承しよう安あん軍の偵察部隊との小当たりを想定したもので、本格的な攻防戦になる予定ではなかった。

　だが、実際には──

「話が違うぞ……」

「完全に囲まれてますね」

　古参兵がしわがれた声でうなる。敵襲の狼煙を上げるときに煙を吸い込んだのだ。

　砦の屋上からは、ぐるりと周囲を囲む承安軍の赤い旗が見えた。

　砦があるのは、左右を山に挟はさまれた隘あい路ろである。砦の脇わきを南北に走るのは、南路街道の西側を走る細い山道だ。

「煙が薄くなったら、もう一発、狼煙玉を放り込め。それと南の様子も注意しておけ。狼煙が上がるかもしれん」

「わかりました」

　──これほどの敵に囲まれるとは。

　最初は、よくある喧けん嘩かか、避難民との揉もめ事だと思っていた。現在、帝国軍と承安軍が衝突する南路街道沿いの村や町は、その多くが無人となっている。榎えのき耶や将軍は可能な限り、撤退前に避難民を先に逃がすようにしたからだ。だが、それでも優先順位は承安軍の帝都への北上阻そ止しが上であり、取り残された人々はそれなりにいる。それらの人々は今も承安軍に追い立てられるように北上している。着の身着のまま逃げる避難民の間では食べ物をめぐる喧嘩や盗みが茶飯事だ。

　承安軍の迫せまる南側ではなく、砦の防壁の北側で発生した騒さわぎに、弓きゆう兵へい隊安西下尉が避難民によるもの、と考えたのはそうした理由からである。

　しかし、声や物音の様子がどうもおかしい。兵のひとりを見に行かせようかと考えていると、突然、黒煙が上がり始めた。

「火事か？」

「敵襲！　敵襲！」

「敵だと？　北から？」

　南からではなく、まさかの北側からの敵襲。どうやって承しよう安あん軍が背後に回り込んだのかわからぬまま、気がつけば彼と彼の部下は砦とりでに孤立していた。大おお慌あわてで砦に部下を集め、狼煙のろしを上げさせ、柵を閉じ、門の裏には土ど囊のうを積み上げた。額ひたいの傷はそのときに補強用の木材にぶつけて作ったものだ。

　──まずいな。ここを突破されると、防衛線の背後に回られる。

　彼らがいるのは、南路街道から山ひとつ挟はさんで西を通る裏道沿いの砦である。

　人が歩いた後に草が生えないために道になったような細い裏道は、大軍が通るには不向きだ。それでも、承安軍の別動隊が分進してくる危険があるため、帝国軍は要所に防衛と警戒用の砦を設置していた。

　──ここの南にも、ふたつ、同じような砦を建設していたはず。そこから敵襲を告げる伝令がないまま囲まれたということは、おそらく……。

「隊長！　南に煙が見えます！」

　埜の瓶びんの声に安あん西ざい下か尉いは目を凝らした。だが、彼の視力は弓の名手である埜瓶より数段劣る。山の稜りよう線せんにそれっぽいものが見えはしたが、はっきりと判別はできなかった。

「狼煙か？　何条だ？」

「いえ、狼煙ではなく火事の煙だと思います。黒いですし、はっきりとは出ていません」

「よし、わかった」

　落胆が声に出ないよう、腹に力を込めて安西下尉は言った。埜瓶の背をぱん、と軽く叩たたく。

　──これで確定だ。あれは南の砦が焼かれた煙だ。おそらく狼煙を上げるだけの余裕が無かったのだ。奇襲を受けたのだろうな。

　安西下尉はもう一度ぐるり、と砦の周囲を見回した。旗の数からすると、周囲は一万の敵兵に囲まれている。しかし、それにしては敵の攻撃が弱い。

　──この砦は帝国建国前の南北朝時代の遺物。今は避難小屋として使われていたものを我々が補強したが、中の兵は五百人に満たない。一万を投入するほどの城ではない。それに、奇襲を狙ねらうなら一万は多すぎる。

　その上で観察すると、北の旗に動きがないことが見て取れた。

「北のほうにある旗は動いていない。あれは囮おとりだ。敵はいない。弩いしゆみは南の側だけに集中しろ」

　安西下尉の言葉に古参兵は最初びっくりした顔になり、次いで相そう好ごうを崩して笑え顔がおになる。

「なるほど、北のやつらは囮でしたか」

「考えてみれば、敵が一万もいれば、今頃、この砦とりでは踏ふみつぶされてますよね」

「そういうことだ。我々の任務は、味方の援軍が来るまでこの砦を守ることだ。しっかり頼むぞ」

　安あん西ざい下か尉いは引きつりそうになる顔で無理に笑えみを浮かべた。たとえ一万の敵が半分以下になったとしても、状況が絶望的なことに変わりはないからだ。

　──敵の数はおよそ四千から五千。この砦には五百。十倍の敵が相手で、しかもこの砦は周囲に浅く堀を巡らせ、その盛り土を積み上げて防壁にしただけ。力攻めをされたら、一刻と保もつまい。

　安西下尉は北側の敵の動きを見た。囮おとりの旗が置いてある場所を突破すれば、兵の一部は逃げられるだろう。だが、頃合が重要だ。攻めあぐねた承しよう安あん軍が兵を引く、その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて突破しなくてはいけない。

　──突破に成功しても、半数は追撃を受けて死ぬことになる。そのくらいなら、俺はここに残って弓矢で撤退する味方を援護するか。

　死の恐怖にじわりと胃が重くなる。

　──森しん厳げん中ちゆう尉い殿、申し訳ありません。この略りやく綬じゆ、お返しできないかもしれません。

　安西下尉が胸の略綬を指でそっと触れた、その頃。




　砦から東に山ひとつ向こうにある広い南路街道を、がらがらと馬車が進んでいた。

　手た綱づなを握るのは仮面の軍師、崇すう鳳ほうである。その後ろ、馬車の荷台の上にはムルトがあぐらをかいて座り、手にした細長い筒を覗のぞき込んでいる。

「ほへー。はへー。ご主人様、これは面白いですよ。この遠とお眼鏡めがね、なんだか魔法みたいです」

「せっかく修理したんだ。馬車から転がり落ちて、また壊すなよ」

　口調はぶっきらぼうだが、奴ぬ婢ひの少女の喜びが伝染したのか仮面の下で鼻の穴がぷくぷくと膨ふくらんでいる。

「ふふん、ムルトはこの程度の揺ゆれでは落っこちたりはしないのです。お、ご主人様、左の山からなんか桃色の煙がもにょもにょ上がってるですよ」

「左？　ふむ」

　そこは裏道を警戒するために帝国軍が置いた砦のある方向だった。

　崇鳳は太陽の傾かたむきを確認する。予定よりは少しばかり遅いが、順調と言える。

「桃色の煙は何本上っている？」

「三本ですよー」

　狼煙のろしの煙の本数は敵の数を示す。敵が来た、で一本。千を超える敵が来た、で二本。万を超える敵が来た、で三本である。

「そうか。騙だまされてくれたようだな」

「む？　ご主人様、また何か悪わる巧だくみをしたですね？　ムルトの目はごまかせないですよ」

「敵を騙だますのは兵法と言うのだ」

　鼻の頭がぷくぷく。

「昨日、巻いた赤旗を背負って出発した人たちと何か関係あるですか」

「なんだ、見てたのか」

「寧ねい猛もう将軍とこに昔からいる兵隊さんたちには、気をつけてるです。あの人たちは手て癖くせが悪くて、ほっとくと何でも盗んじゃうですよ。前にムルトも洗い場でお鍋なべを盗まれたです」

「あいつらはこの乱が始まるまでは兵隊じゃなくて盗賊をしていたからな。鎧よろいを着て槍やりを持たせるより、鎧を脱がせ槍も持たせず手て空すきの兵にしたほうが役に立つ」

「それですよ。あの人たち、鎧も槍も無かったです。旗だけ背負って脛すね毛げむき出しのむさ苦しい格かつ好こうで、兵隊には見えなかったですよ。あれで戦いの役に立つとは思えないです」

「戦うだけが兵法じゃない。鎧も武器も無ければ、道が無い山の中を突破して、敵の警戒線の後方に回り込むことができる。そこで、承しよう安あん軍の赤い旗を広げたらどうなる？」

「挟はさみ撃うちにされたと思うです。でも、すぐに気がつくですよ？」

「そりゃ、いつまでも騙されてはくれないだろう。けれど、後方に入り込んだ足軽どもは、そのまま周辺の民家や補給部隊を襲い始める。火付けもする。お前が言ったように、あいつら手癖が悪いからな」

「ひどい話です。ご主人様は地獄に堕おちるです。ところでアシガルって何ですか？」

「足が軽い、と書いて足軽だ。すばしっこい兵士や盗賊の呼び名だ」

「でも、そんなことをして、意味あるですか？　あんな山の中にある砦とりでが落ちても、戦いには関係ない気がするですよ」

「ほう。なら、賭かけてみるか？」

　ムルトの指摘に、崇すう鳳ほうは鼻をぷくりと膨ふくらませた。




　砦をめぐる戦いが始まって一刻が経過した。

　安あん西ざい下か尉いの予想は外れ、砦はまだ落ちていなかった。砦を囲む敵は軽装で、近づいては矢に撃退されて逃げ散っていく。

「撃うち方やめ！」

　背中を見せて逃げる承安軍の動きを見て、安西下尉が怒鳴る。部下の兵士が歓声を上げた。

「また逃げてくぞ」

「あいつら、これまでで最弱じゃないか」

「仕方ないさ。鎧は着てないし、盾もろくに無い」

「軽い分、動きは速いが、それだけだな」

「脛毛むき出しで走り回りやがって」

　兵士たちの士気は旺おう盛せいだ。しかし、安あん西ざい下か尉いだけは気がついていた。

　──敵は五十人から百人くらいの小さな部隊ごとにまとまっている。それがばらばらに攻めかかってきては、矢を受けて逃げている。すぐに逃げるから、被害はむしろ少ない。逆に撤退に繫つなげられるような乱れが無いから、その時機が摑つかめない。

　夜陰に乗じて逃げるか……いや、それまで持ち堪こたえるには、矢が不足している。

　これまで命令一回につき三本ずつ射るようにしているが、次からは二本にすべきか。いや、それでは敵が気がつく。

　抵抗が弱くなった、と見るや、敵は一斉に攻めかかってくるだろう。そうなってから、矢に糸目をつけずに放っても敵の突撃は粉ふん砕さいできない。そもそも、弓矢だけでは攻撃力が足りないからこそ、通常は槍やりを持った歩兵の逆襲が組み合わされているのだ。

　──兵士のひとりひとりが連射可能な弩いしゆみを持てるようになれば、戦場の様相も変わるのだろうな。飛び道具だけで、防衛線を維持できるような、そんな戦場に。

　徹夜と疲労で、注意力が分散していたのだろう。安西下尉がぼんやりと目の前の戦場とは違うことに思いをはせていると、ぶん、という耳みみ障ざわりな風切り音が聞こえた。

「ぎゃあっ！」

　北側を警戒していた兵士がひとり、悲鳴を上げて倒れた。安西下尉が駆かけ寄ろうとすると、兵士のひとりが、その身体からだを床に引きずり倒した。

「弩です、隊長！　伏せて！」

　指揮官の上に覆い被さったのは、狙そ撃げき手の埜の瓶びんだった。

「北面の側に、弩を持った兵が隠れています」

「弩だと？」

　床に這はいつくばった姿勢のまま、手足を虫のように動かして安西下尉は倒れた兵のところへ行く。絶命した兵士の喉のどに太く短い矢が刺さっている。前の戦いで見かけた馬車に設置型の弩ほどはないが、個人が携帯する型よりは確実に威力はある。

「どこからだ？」

　同じように床に這った姿勢のまま近づいた埜瓶に聞く。

「角度から見て、あの北にある斜面の上です。分解した弩を数人がかりで持ち上げて組み立てたのでしょう」

「こちらから狙ねらえるか？」

「弓では届きません。弩を北に向けて設置し直しています。もう一回、撃うってくれれば反撃で仕留められます」

　安西下尉と埜瓶がそこまで会話をしたところで、わー、という胴どう間ま声ごえが今度は砦とりでの南面から聞こえてきた。

「南から敵が突撃してきました！」

「矢を放て！　本数は自由！」

　安あん西ざい下か尉いは叫さけび、危険を押して砦とりでの上から身を乗り出した。千を超える敵が南から迫せまっている。弩いしゆみによる狙そ撃げきで初動が遅れた砦側の弓矢による損害をものともせず、堀を越え、壁をよじ登ってくる。

　ばしん！　安西下尉の右手側の壁に背後から飛んできた弩の矢が命中した。

「伏せてください！」

「それより、場所はわかったか？」

「はい。これから反撃します。いいから伏せて！」

　安西下尉は頭を下げた。

　──私はなんという愚おろか者だ。

　安西下尉は自分自身に腹を立てた。敵が悠ゆう長ちように矢が尽つきるのを待っているはずがなかった。そもそも、こちらの矢が尽きかけているかどうか、敵にわかるはずがないのだ。散発的に襲撃をかけては逃げる、というのは矢を消しよう耗もうさせるためではなく、砦の注意を南に向けさせるためだったのだ。その間に敵は北側に設置した弩による狙撃でこちらの動きを止めた上で、本格的な攻撃を仕掛けてきた。

　──完全に手玉に取られたな。

　安西下尉は覚悟を決めた。こうなった以上、この砦は落ちる。ならば、ひとりでも多くの味方を逃すために、自分はどうすればいいか。

「可燃物を、入り口の裏に積み上げておけ」

「わかりました！」

　逃げ出す前に、火をかける。そして煙と炎に紛まぎれて逃げる。もちろん追撃は受けるが、わずかでも時間は稼げる。

　──あとは時機だ。少しでも敵の動きが鈍にぶってくれれば……。

　目を皿のようにして南から攻めてくる敵の動きを見る。

「安西隊長！」

　背後から声をかけてきたのは埜の瓶びんだった。振り返ると、埜瓶が泣き笑いの表情になっている。

「どうした？」

「北の斜面にいた敵の弩は撃退しました。それで、あれが……」

「ん？」

　埜瓶は北を指差した。

　そこに、黒地に銀色の旗があった。




　その日の夕刻。

　承しよう安あん軍の陣地に張られた天幕の外に作ったかまどで、ムルトが夕食の用意をしていた。すると、歩兵将軍のひとり、寧ねい猛もうがどかどかと足音を立ててやってきた。

「崇すう鳳ほう、崇鳳はんはおるか？」

「あ、はい。いるですよー」

「入らせてもらうで。崇鳳はん、出たで。銀しろがねや！　近この衛え騎兵や！」

　寧猛は天幕を潜くぐると、いつもの胴どう間ま声ごえで言った。むろん、ムルトの耳にも入ってくる。

「出ましたか。それで？」

「西の山ン中の砦とりでを攻めとった足軽の連中ンところに、銀しろがねが突っ込んできた。足軽は壊滅や。南の砦に逃げた者が伝えてきた」

「そちらは突破されていませんね？」

「大丈夫や。壊滅した言うても、五千のうち千か二千。残りは落とした砦でがんばっとる。それにしても、崇鳳はんの言うた通りになったな」

「……どうやら賭かけはご主人様の勝ちのようですね。仕方ないです」

　天幕の裏手で寧猛の言葉を聞いたムルトは、がっかりしたようにつぶやき、鍋なべにぶち込むために用意していた真っ赤な実を残念そうに束ねた。

　それは近年になって海の向こうから伝来してきた唐とう辛がら子しと呼ばれる香辛料で、なんでも東にある大きな大陸が原産地で、とても辛い。癖くせになる辛さで。ムルトの大好物だ。

　ムルトは崇鳳と今夜の食事に唐辛子を入れるか入れないかで賭けをしていた。

　そして賭けの内容は、崇鳳の思ったところ──つまり山の砦のある裏道に近衛騎兵が出てくるかどうか、である。

　天幕に入って来た寧猛が言葉を続ける。

「砦を攻めたときに、砦から狼煙のろしが上がって一刻ちょいで銀しろがねが出てきたそうや」

「時間から考えて、狼煙を見て増援が送り込まれたわけではないようですね」

　天幕の中では、寧猛の報告を崇鳳が聞いていた。

「間違いない。最初から狙ねろうとったんや。西の裏道を抜けて、わしらの背後に出ることをな。わしらの正面に出ても、こっちは八万や。びびって足が鈍にぶうなる兵士はおっても、止められるもんやない」

「けれど、後ろに出れば違います。近衛騎兵がいつ背後から迫せまるかわからない、となれば兵だけではなく、将の中にも腰が定まらない者が出てくるでしょう」

「衛えい賢けんのやつやな。あの塩役人あがりめ、最近は何かあるたびに、帝国との講和を口にしよる。今ここで講和なんかしてみい、来年はわしら全員、首だけになっとるで」

　寧猛が吐はき捨てるように言う。

　──この男もわかっている。頭の出来は残念な男だが、喧けん嘩かの場数は踏ふんでいるからだろう。講和がうまくいったとしても、帝国は承しよう安あん軍を許さない。北域と南域では反乱の影響がまるで違う。

　仮面の奥で崇すう鳳ほうは冷静に考えた。

　北域やシムールの乱は、しょせんは辺境の乱である。北域の持つ人口や経済力は、まだまだ小さい。帝国にとっては大いに面子メンツをつぶされた形になったが、太たい守しゆや役人など統治そのものには手をつけていないから、講和の落としどころは見つけやすい。苑その山やまたちが首しゆ謀ぼう者しやをどうしても処罰したいなら、すべてが終わった後で、冤えん罪ざいでいいから牢ろうに放り込んで処刑すればいいのだ。

　南域における承しよう安あんの乱は違う。内陸にある中央よりも、海に開けた南域のほうが発展性があるのは誰の目にも明らかだ。これを独立させるようなことをしては、南北朝の再来となり、そして今度こそ南朝側が勝利する可能性もある。また、承安軍自身、太守の峰ほう漕そうをはじめ南域の主立った役人を処刑している。こうして戦っている今も、周辺地域からは略りやく奪だつが続き、難民が北へ北へと逃れている状況だ。

　──承安軍の幹部連中が生き残る道はただひとつ。今の帝国を再起不能にまでガタガタにすることだ。帝国が分裂し、各地方が自分たちの生き残りしか考えられなくなって初めて、南域の独立は成る。

　寧ねい猛もうは腕を組むと、うんうん、とうなずくように言った。

「それにしても、ぎりぎりやったな。足軽のやつらを西の裏道に回しておらんかったら、今頃、銀しろがねどもは、わしらの裏手に回って大暴れしとったやろう。大おお騒さわぎ間違いなしや。気ィの早いやつなら、今頃逃げとるやろうな」

「あそこで近この衛え騎兵を足止めできたのは寧猛将軍のお手柄です。明日の軍儀では、そのことを皆に表明しましょう」

「おおう、すまんなあ。そやけど、手柄ちゅうたら、この策を思いついたあんたはんのほうが、よっぽど上でっせ！」

「ああいや、私は机き上じようの空論を論じるのみ。栄誉は実際に戦場で功績を上げた人間が得るべきです」

　崇鳳がそう言って謙けん遜そんしてみせたとき、天幕の入り口が開き、ムルトが入ってきた。

「ご主人様ー、ちょっといいですかー？　鍋なべに入れる唐辛子のことですけどー」

　そう言いながら手に持った唐辛子の束を持ち上げて見せる。

　その唐辛子の量を見て、崇鳳は目を見開いた。

「なんだそれは！」

「これですか？　と、う、が、ら、し。です」

「ゆっくり発音しなくたってわかる！　名前を聞いてるんじゃない！　理由だ！　理由を言え！　その量の理由だ！」

「とうがらしは身体からだがかあっと熱くなって汗が出るですよ。ご主人様もこれ食べてだばだば汗かけば、駄だ肉にくも減って瘦やせられると思うです」

「うるさい、今は大事な話の最中だ！」

「そろそろご飯ができるですよ。だから確認に来ましたです。寧ねい猛もう将軍はご一いつ緒しよに食べられるですか？」

「いや、それは……」

　崇すう鳳ほうが、どうします？　という顔で寧猛を見ると、寧猛は大声で笑った。

「はっはっはっはっ、そういうことなら、喜んで食わせてもらいますわ。その唐とう辛がら子しはありがたい。一日中、駆かけ回った後は辛いもの食って、元気出さんとな！」

　笑う寧猛を挟はさんで、崇鳳とムルトが視線を交かわす。

　──おのれムルト、はかったな！　わざとらしく唐辛子を持ってきおって！

　──あれれー？　ムルトは何のことかわからないですよー？

「そういうことでしたら、しっかり唐辛子入れた食事にするです。もう少しお待ち下さいですよ！」

　恨うらみがましい崇鳳の目から逃れるように、ムルトは天幕の外に出た。空を見上げ、夜空の星を見る。夏の盛りを過ぎ夜になれば気温はぐっと下がる。虫の鳴き声がちろちろと周囲の草むらから聞こえてくる。

　──ご主人様はもうちょっと味方を増やすですよ。勝つにしても負けるにしても、上に立つ人ほど、落っこちるときはあっという間です。

　ムルトの顔には、人前では見せない、思し慮りよ深い表情が浮かんでいた。

　その夜に出された鶏とり肉にくの鍋なべは、表面が真っ赤に染まるほど大量の唐辛子が入っていた。ひいひいと汗を流しながら食べる崇鳳の姿を見て、寧猛将軍は大いに笑い、満足して帰っていった。







　　　第六章「北域王の世継ぎ」







　承しよう安あん軍と帝国軍が、一進一退を繰り返しながら、最終防衛地点である光こう来らい川の渡しに向って、じりじりと戦線を縮小し始めていた、その頃。

　延えん声せいにある北域国庁舎の会議室では、晴せい凛りんと光こう凛りん、犂すき山やまの御隠居や諒りよう秦そう、そして孟もう旗き将軍と参さん謀ぼうという首脳陣が集まっていた。彼らは机の上に広げた北域の地図を囲んで、状況の分析を行っていた。

「北域国は現在、北域にある十二の城じよう砦さい都市の七都市までを、その支配下に置いています。そして、今日、さらに二つの都市から、帰順をほのめかす親書を携たずさえた使者が来ました……」

　光凛はそこで言葉を切ると、手に持っていた紙でできた小さな白い旗を地図の上にある二つの都市の上に置いた。

「これで我が北域国の実質的な傘さん下かに収まった都市は九つ。北域で残すは光来川の渡しにある運うん例れいと、その西にある沙しよう桔けつと啓けい端たんの三つのみ。そしてこの三つの中で、もっとも帝国の力が強いのは運例です」

　光凛の言葉が終わると、孟旗将軍の部下である参謀が進み出た。

「運例の守備隊は定数一万で、内訳は騎兵二千、歩兵八千となっています。もっとも、騎兵と歩兵の一部は帝都防衛のために引き抜かれておりますので、現在の兵力はおそらく六千というところではないかと思われます」

「六千か……いざとなれば攻め落とすのも可能ということかね？」

　犂山の御隠居がそう訊きき返すと、参謀はうなずいた。

「はい、現在、我が北域軍の兵力は元緑軍の将兵、各都市の守備兵、新規に徴兵した兵士、シムール騎兵を合わせておよそ六万に達しております。

　各都市の治安維持要員を除いた、投入可能な戦力としての兵力は五万。運例を攻撃し、これを落とすには充分な兵力と言えるでしょう」

　犂山の御隠居は真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「攻め落とすことも考えるべきだな。おそらく運例は他の都市のように、北域国に帰順を申し出てくることはないじゃろう……」

　晴凛は驚いたように顔を上げて聞いた。

「今まで調略で北域の都市を帰順させてきた御隠居の言葉とは思えません！　なぜですか？　理由をお聞かせ下さい」

　犂山の御隠居は自分に集まった視線をぐるりと見回してから、地図の上の運例の街を指差してゆっくりと答えた。

「理由は運うん例れいの街が置かれた特殊な位置にある。運例は北から攻め下ってくるシムールを食い止めるために光こう来らい川の渡しを守る要よう衝しようとして築かれた街じゃ。

　六十年前の北ほく擾じようの役えきの際、帝国軍はこの運例に立て篭こもり、押し寄せるシムールと戦い続けた。シムールは運例を落すことができず、大きく光来川に沿って東に迂う回かいすることとなった。この間に帝国は地方の軍を呼び戻し、帝都を守ることができた。帝国にとって運例は、シムールと戦う北域の最後の砦とりでなのじゃ……」

　犂すき山やまの御隠居はそこで言葉を切ると、晴せい凛りんの顔を正面から見つめ、言葉を続けた。

「帝国人の意識の中には、シムールに対する敵てき愾がい心しんと恐怖心が深く刻み込まれておる。帝国人から見れば、この北域国はシムールに尻しつ尾ぽを振った裏切り者の作った国……シムールの手先となった裏切り者の国に見えるじゃろう。

　そしてさっきも言った通り運例の街は、治める太たい守しゆも守備隊も、そして街の人々も、北擾の役でシムールから街を守り抜いたという誇ほこりを抱いだいておるのじゃ……他の街のように、北域国に恭きよう順じゆんしてくるとは思えん」

　孟もう旗き将軍がうなずいた。

「我々緑軍も、運例の街の人々と同じように、シムールに対する警戒心と敵愾心を抱くように教えられてきた……シムールは野や蛮ばんで血に飢えた野獣どもだ、とな。

　だから、シムールの戦士と共に行動することに最初は戸惑いもあったし、反感も不安もあった。だが、我々はその不安を、シムールの人々を知ることで乗り越えた。

『百聞は一見に如しかず、一見は一行に如かず』ということわざの通り、シムールについて百教えられたことより、実際にシムールと会って、目で見たことのほうが、そして共に行動した経験のほうが、はるかに有意義だったのだ」

　晴凛はうなずいた。

「ええ、それはよくわかります。人の価値観は経験によって変わります。経験を積む機会が少なければ人は自分を変えようとしません……人の価値観を変えようと思ったら、長い時間をかけて機会を積み上げていくしかありません」

　光こう凛りんが笑いながら首を振った。

「いや、そんなに長い時間はかからないと思うぞ。運例の街と北域の街との間の人の行き来をもっと増やせばいいんだ。北域で産するシムールの赤塩や、魚醬ガーム、たかきびなどを、どんどん運例の街に持ち込んで商売させるんだ。儲もうけ話があると知れば、商人たちが北域に押し寄せるだろう。北域がどんな国か、シムールがどんな人々か、北域で見て聞いて知った商人たちが広めてくれるだろう。血に飢えた野蛮人、という帝国が作り上げた印象なんか、真実と利益の前では無意味だ」

　犂山の御隠居は晴凛に聞いた。

「いつでも落とせる、しかし兵は出さない……ということだね？」

　晴せい凛りんは少し真剣な表情になってうなずいた。

「ええ、軍隊を使って戦争を仕掛ければ運うん例れいを占領することは容や易すいでしょう。他の二つの都市も、北域国の支配下に置くのは簡単です。しかし、戦争を仕掛ければ、運例の街は破壊され、攻める我々にも守る帝国軍にも、そして運例の街の人々にも多くの犠牲者が出ます。兵力は最後の手段であり、軽々しく用いるものではないと思います。

　それに……今の僕には、エオル王と同じ権限があります。もし、戦いとなれば、今、我々と共にいるシャン族の人たちと、タッケイ族の選抜部隊だけでなく、シムールの全支族を使わねばならなくなるかもしれないのです……」

「使わねばならない？　それはどういう意味かね？」

　怪け訝げんな顔をする孟もう旗き将軍を見て、晴凛は困ったように肩をすくめた。

「シムールにとって、戦争は自分たちの士族の勇猛さを天下に示す機会でもあるわけです。今の僕には、シムール全支族を動員できる権限があります。すべての支族を動員できるのに、シャン族とタッケイ族だけしか使わないということは、他の支族は勇気が無くて使えない、つまり馬ば鹿かにしたということになるのだそうです……」

　孟旗将軍は目を見開いた。

「なんと……つまり、北域王の名で命令を下せば、シムールの全兵力を使うことになりかねん、ということか……」

「はい、シャン族とタッケイ族の選抜戦士は、名目上僕の部下ではなくミーネとシャールの部下ということになっていますので何とかなっていますが、僕の名前で命令を下すとなると、えらいことになりそうです」

「ううむ、確かに、運例を落とすのに、いくら何でもシムール全支族を動員するわけにはいかんな……」

　晴凛は犂すき山やまの御隠居の顔を見て微笑ほほえんでみせた。

「僕が運例を攻めない、と決めた理由がおわかりになりましたでしょうか？」

「うむ、そういう事情があるとはな……わしの知らんうちに、晴凛殿もずいぶんと大物になったものよのう」

　犂山の御隠居は高らかに「はっはっはっはっ」と声を上げて笑った。




　その頃、北方からやってきた二十騎ほどのシムールの小部隊が、北大門を潜くぐって延えん声せいの街中に入ろうとしていた。

　その二十騎のシムールが乗る馬は、いずれも普通の馬よりもひと回り体格が大きく毛の色いろ艶つやも光り輝いている。馬に詳くわしくない人間でも、一目で駿しゆん馬ばと見分けがつく立派な馬だった。

　革で作られた馬具の留め金はいずれも赤く塗られており、その馬に乗っている者がタッケイ族であることを示している。

　タッケイ族の戦士たちは、そのまま延えん声せいの目抜き通りに入った。

　通りに面した商店や露ろ店てんは日没と同時に店じまいをするため、太陽が西に傾かたむき始めたこの時間は、生鮮食料品や日銭に変えるための商品の投げ売りが始まる。

　目抜き通りは、そういった商品を狙ねらって買い求める人々で大おお賑にぎわいを見せている。

　その人々の群れの中に馬を乗り入れてしまったタッケイ族の戦士たちは、困惑したような表情のまま、人々の流れに合わせてゆっくりと馬の足を進めていた。

　市中の治安維持のために見回っている巡察隊の指揮官である帝国軍の下か尉いが、人の群れの中に混じった馬の一団に気がついた。

　──こんなに人通りの多い場所に馬を乗り入れやがって……これだからシムールの田舎者は困ったものだ。馬が暴れて通行人に怪け我がをさせないように、裏路地に回らせなくては……。

　下尉は困ったやつらだ、という顔で、同じ隊にいるシムールの兵士に向かって、片言のシムール語で言った。

「あいつら、馬、暴れる。大おお騒さわぎ。裏道行け。言ってくれ」

　延声では、市場の中でシムールと帝国人の悶もん着ちやくが起きたときに対処するために、帝国語が話せるシムールと、シムール語がわかる帝国兵を組み合わせた巡察隊が編成されている。

　人混みの中に混じった馬の一団を見たシムールの兵士の顔色が変わった。

「あれ、普通のシムールない。あれ。タッケイ、族長。スンタタ」

　帝国軍の下尉は目を見開いた。

「なんだって？　本当か？」

「本当、見間違い、しない」

「マジかよ……」

　巡察隊を率いていた下尉はスンタタたちを見つめて、ひと呼吸ほどの間、考えを巡らせていた。

　──あれがタッケイ族の族長のスンタタだとしても、事前の連絡もなしに、たった二十騎ほどでこの延声に来たということは、こいつは非公式の、いわゆる『お忍び』というやつだろう。

　だとすると、大げさに動いて、人々の耳じ目もくを集めるのは得策じゃないな……よし！

　下尉は小さくうなずくと、部下に向って命令を下した。

「タッケイ族のスンタタ殿ご一行を誘導するぞ！　来い！」

　混雑する人混みの中で困惑していたスンタタは、人の群れを搔かき分けて近づいてきた帝国兵を見て表情を引き締めた。だが、その兵士たちが人の群れを規制して、自分たちの前に道を作り始めたのを見て、表情を緩ゆるめた。

「スンタタ様、こちらへ！」

　流りゆう暢ちようなシムール語を聞いて、驚いたように顔を上げたスンタタたちの前に、シャン族の戦士が立って手招きしていた。

「こちらの裏道を使って下さい。北域王の王宮はこの先です」

「おお、ありがたい。礼を言う。だが、我々は王宮に用があるわけではないのだ……晴せい凛りん殿のお住まいまで案内してもらいたい」

「かしこまりました！　さあ、どうぞ、こちらへ！」

　スンタタは小さく頭を下げると、シャン族の戦士の立っている路地のほうに馬の足を進め始めた。

　スンタタが来た、という報しらせは、即座に晴凛に届けられた。

「スンタタさんが来ているだって？」

「はい、先ほど、側近の護衛の者を連れ、二十騎ほどで延えん声せいに来られました。今は晴凛様のお住まいである犂すき山やま閣かつ下かの別宅におられます」

　部下の報告を聞いていた光こう凛りんは、晴凛に訊きいた。

「シャールから何か聞いているか？」

「いえ、何も聞いてません。もし、知っていれば教えてくれると思います」

「そうか……そうだよな。一体、何の用だろう？　たった二十騎で来て、ここではなく自宅に向かったということは公式の訪問ではないということだろうし……」

　晴凛はうなずいた。

「ええ。私的な用件でしょうね。妹のシャールの顔を見に来た、とかそういうことですよ、きっと」

「そうか、ならいいんだが、タッケイ族はシムールの中でも武闘派で、スンタタはあの若さで族長をやっているすごい人だからな……ちょっと苦手というか、気安く近づく気にはなれないというか……」

　そう言って苦笑いを浮かべる光凛を見て、晴凛は笑った。

「タッケイ族が若い族長を選ぶ理由は、族長は戦いのときに最前線で指揮を執とることになっているからだそうです。そういう意味では、確かにタッケイ族は武闘派かもしれませんね」

「野戦指揮官は体力使うからなあ……若くて健康でなければ務まらない、ということか」

「確かに、スンタタさんは見た目はおっかないし、無口だし、ぱっと見はとっつきにくいですけど、一族の信望は厚いし、ちゃんと話が通じる立派な方ですよ」

「まあな、そういう人でなければ大事な妹を帝国人のお前のところに嫁とつがせたりしないだろうしな……晴凛、今日の仕事はこれで切り上げて、早めに別宅に戻れ。書類仕事よりタッケイ族と親しん睦ぼくを深めるほうが大事だ」

　そして、光凛はにやっと笑って言葉を付け足した。

「……義にい兄さんによろしく言ってくれ」




　北域国の庁舎から晴凛が犂山の別宅に戻ると、玄関先にシャールとミーネが二人並んで出迎えていた。

「お帰りなさいませ」「おお、お仕事ご苦労様じゃな！」

　優しく微笑ほほえんで頭を下げるシャールと、満面の笑えみで手を振るミーネ。出迎え方も実に対照的だ。

「スンタタさんが来ているそうですね」

「はい、私もびっくりしました……ひと言くらい事前に言っていただければ、色々準備もできたのですけど……」

「わかったぞ！　シャールがちゃんと嫁の仕事をしているかどうか不意打ちで確かめに来たのじゃ！　こう、窓の縁を指で、つぅーとなぞって、埃ほこりがつくかどうか確かめたり……」

「それはお姑しゆうとめさんでしょうが！」

　ミリンがミーネの後頭部をぺちん、と叩たたいた。

「痛い、叩くな！　じゃあ、帝国嫌いのタッケイ族が何しに来たというのじゃ？」

　シャールが小さく頭を下げた。

「申し訳ありません……私が聞いても言葉を濁にごすだけで、ただ晴せい凛りん様に聞きたいことがある、と言うだけで、詳くわしいことは何も教えて下さらないのです」

「僕に聞きたいこと？　……何だろう？」

　晴凛は少し不安そうな表情を浮かべながら、玄関に入った。

　スンタタが奥の客間に通されていると聞いた晴凛は、官服から普段着に着替えると、客間に向かった。

　客間の戸を開けて、その場に膝ひざをついた晴凛は、顔を上げて挨あい拶さつの言葉を言おうとして、目を見開いたまま固まった。

　そこに座っていたのは……熊くまだった。

　いや、正確に言うと、熊の毛皮をかぶったスンタタが、そこにいた。

「……」

　絶句したまま固まった晴凛を見て、スンタタはゆっくりと言った。

「邪じや魔まをするクマ」

「は、はあ……」

「知っていると思うが、私はタッケイ族の祖そ霊れいの生まれ変わりである精せい霊れい獣じゆうのクマであるクマ。決してタッケイ族の族長、スンタタなどではないクマ」

　晴凛は真ま面じ目めな顔で頭を下げた。

「よく存じております、精霊獣様」

「うむ、わしの言葉は精霊の言葉である。それをくれぐれも忘れるなクマ」

　熊の毛皮を被ったスンタタは大真面目にうなずいた。

　スンタタが精霊獣に扮ふんするのは、侘タ瑠ル徒ト防衛戦のとき以来である。

　侘タ瑠ル徒トが帝国の軍師沢さわ樹ぎ延えん銘めい率いる帝国緑軍に攻められたとき、シムールと帝国の全面戦争に発展することを恐れたエオル王がシムールの参戦を禁じたため、スンタタはタッケイ族の祖そ霊れいである熊くまの毛皮を被り、自分たちは精せい霊れいである、という名目で侘瑠徒防衛戦に参戦したのだ。そして、帝国軍の戦線を崩壊させ、侘瑠徒を勝利に導いた。

　──エオル王がタッケイ族に何かを禁じたという話は聞いていないけど……スンタタさんの立場では言えないことがあるのかもしれないな。

　晴せい凛りんはそんなことを考えながら目の前に座っている熊装束のスンタタに聞いた。

「で……そのタッケイの精霊獣様が遠路はるばるこの延えん声せいまで来られたご用件は、どのようなものでございましょう？」

「うむ、そのことだが……私はタッケイ族の祖霊の化け身しんであるクマ。祖霊の望むこと、それは我がタッケイ族の子孫繁はん栄えいであるクマ。

　汝なんじは我がタッケイ族の娘を嫁にしたが、いまだに子孫の話を聞かぬクマ。

　タッケイ族の長老たちは皆心配しておるクマ。女の魅力でシャールが負けるとは思えぬ……となると、共に暮らす北域王が手を出さぬ理由がわからぬクマ。もしやして北域王は男色家で、あの伏ふせ龍たつという男とデキておるのではないか？　という噂うわさも飛び交かう始末クマ。今日はそこのところを確かめに……」

　そこまで言ったとき、スンタタの額ひたいに、すこーん！　という音と共に、小さな矢が当たり、スンタタはその場にのけぞった。

「……うぐっ！」

　スンタタの足元に転がったのは、タッケイ族が祭さい祀しのときに使う、矢じりのついていない儀礼用の白羽の矢だった。

「いいかげんにしなさい！」

　後ろからシャールの声が聞こえた。

　振り返った晴凛が見たものは、儀礼用の小さな弓を構え目に怒いかりの炎を燃やしたシャールの姿だった。

「あ、いや、ちょっと待つクマ！　私はお前の兄ではないクマ、祖霊の化身である……」

　そう言って顔の前で手を振るスンタタに、シャールは無言で二の矢を放った。

　すっこーん！

　矢は再びスンタタの額に当たった。

「うぐっ！」

　額を押さえてその場にうずくまるスンタタを見て、晴凛は思わず思った。

　──痛い。あれは痛い。

　シャールの怒りは収まらない。

「祖霊の象徴である精せい霊れい獣じゆうの毛皮をまとって、何を言い出すかと思えば、この馬ば鹿か兄貴は……」

「いや、私はお前の兄ではないクマ……私はタッケイ族の……」

　ぱっこーん！

　シャールの放った矢が容よう赦しやなくスンタタの頭に当たる。

　儀礼用の矢は矢じりがついていないただの棒だが、当たればただではすまない。

　手に持った小さな儀礼用の弓を床に置き、スンタタを見み据すえてシャールは言った。

「あくまでも、自分が精せい霊れい獣じゆうだとおっしゃるのなら、祖霊の御お許もとに送り返して差し上げましょう。このようなお飾りの弓ではなく、ちゃんと矢じりのついた本物の弓を持ってまいります！」

「ちょ、ちょっと待て！　いかん、それはいかんぞ、そのようなことをしてはならぬ！」

　スンタタは慌あわてて首を振り、熊の毛皮を脱いだ。

　矢が当たったためだろう、額ひたいのところに三つ赤い痕あとが残っている。

「おふざけが過ぎますぞ、兄あに者じや！」

「いや、ふざけているわけではないのだ。お前が北域王となられた晴せい凛りん殿の許に嫁とつぎ、寝食を共にして早や数ヶ月。兄の私が言うのもなんだが、我が妹シャールの体つきはどこに出しても恥はずかしくない、立派な……その……明らかな安産型……にもかかわらず、世継ぎができんのは、何らかの理由があるのではないか、と長老どもがうるさくてな……」

「……安産型で悪うございました」

「あ、いや、決して馬ば鹿かにしたわけではなくて……」

　シャールはスンタタを見据えて、ゆっくりと言った。

「今、シムールと帝国という長い間戦い続けてきた二つの国が、北域国という誰も考えていなかった形で、曲がりなりにもまとまろうとしています。晴凛様の治める北域国がちゃんと成り立つようになるまで、晴凛様は子供とかそんなことを考えている暇は無いのです。

　晴凛様に普通ではない嗜し好こうがあるとか、男色家であるとか、そんなことはございません！　タッケイの長老様たちに、その旨むねをしっかりとお伝え下さい！」

「う、うむ、わかった……」

　スンタタはそう言って、ぎくしゃくとうなずくしかなかった。

　一方、客間の扉の外では、隙すき間まにぴったりと身を寄せ、客間の中のやり取りに聞き耳を立てていたミーネが怒っていた。

「おのれ、タッケイ族め、何が何でもシャールに晴凛の子を産ませるつもりじゃな……晴凛はわしを妻に選んだというのに、あきらめの悪い連中じゃ！」

　そのミーネの後頭部をミリンが、ぺちん！　と叩たたく

「盗み聞きはやめなさい……恥はずかしいです」

「何を言う！　これは大事なことなのじゃぞ！」

　振り返ったミーネはミリンの顔を指差して、言葉を続けた。

「そもそも、子作りでわしらシャン族が遅れを取っている理由は、お前にあるのじゃ！」

　予想外の反撃を食らったミリンは目を丸くした。

「私にですか？」

「そうじゃ！　お前が子作りについて具体的なことをわしに教えんのが悪い！　お前が言っていることは、どうにも肝心な部分があいまいもこもことして、よくわからん。それとも何か？　もしかして、お前、日頃偉そうなことを言っているわりに、本当はなーんにも知らんのではないか？」

「そ、そんなことは、ねーですよ！　こう見えてもこのミリン、手玉に取った男の数は十や二十では済みませんです。男なんか、みんなちょちょいのちょいです！」

「おお、そうか、それはよかった。運がいいことに、別宅では光こう凛りんがひとりで寝泊まりしておる。さっそく今夜にでも寝ね床どこに忍び込んで、ちょちょいの、ちょい、と転がしてこい」

　ミリンは目を見開いた。

「え？　今夜ですか？」

「おおそうじゃ、何人もの男を手玉に取ったのなら、簡単であろう？　それとも……もしかして、お前が言うところの、手玉に取った男、というのは、手に取って玉のように投げ飛ばした男、という意味なのか？」

「……ち、違います！」

「ならば、よいではないか。光凛を手玉に取ってくるのじゃ！　そして、事細かにわしに教えるのじゃ！　いいな！」

　ミリンはしばらく無言のまま下を向いていたが、やがてゆっくりと顔を上げた。

　そして、何かを決断したようにうなずいた。

「わかりました！　しっかり手玉に取ってきます！　あんな日陰の向日葵ひまわりのような男など、恐れるに足りません！」




　その日の夜、晴せい凛りんたちの別宅では、スンタタを主しゆ賓ひんとした宴えん会かいが開かれた。

　シムールの族長を迎えた宴会とはいえ、私的な訪問ということで、公式の晩ばん餐さんに比べるとささやかなものだったが、卓の上には犂すき山やまの料理人たちが作った豪ごう華かな料理が並んだ。

「お兄様、これが海にいるナマコという生き物の干物を煮込んだ料理です」

「……何やら、ぐんにゃりとしているが……食べられるものなのか？」

「ええ、これはこの、口の中でふるふると震えながら溶けていく柔らかな食感を楽しむものなのです。シムールには無い料理で、この材料はとても高価なものなのですよ」

「う、うむ、そうか……」

　スンタタは横に座ったシャールから帝国風の料理の説明を受けながら、おそるおそる干しナマコのオイスターソース煮を口に運んだ。

「どうですか？　お口に合いましたか？」

　スンタタは口の中でゼラチン状になって溶けていくナマコの食感に、目を白黒させていたが、やがて小さくうなずいた。

「……これそのものに、はっきりとした味は無いのだな……これは煮込んだ煮汁を吸って美う味まくなるのか……羊肉の筋を煮込んだものに似ているが、羊の匂においがしない……こんなものを食べるのは生まれて初めてだ。これは美味い」

　スンタタの言葉を聞いて、晴せい凛りんはほっとしたように微笑ほほえんだ。

「お口に合ったようで安心しました。さあ、酒も用意してあります。馬ば乳にゆう酒しゆもありますし、穀物から作った、帝国の黄き酒ざけもあります。どうぞ飲み比べて下さい」

　光こう凛りんが盃さかずきを左右の手に持ってスンタタの前に進み出た。

「こちらがシムールの馬乳酒。こちらが帝国の黄酒です。聞くところによると、スンタタ殿はシムールきっての酒しゆ豪ごうとのこと。本来ならば、北域国を代表する酒飲みである伏ふせ龍たつ殿がお相手するところなのですが、あいにく所要で留守にしておりまして……不ふ肖しよう、この私めがお相手させていただきます」

　間に入ったミリンから、言葉を通訳されたスンタタは目を輝かせた。

「おお！　それは面白い！　では、帝国の酒とシムールの酒の飲み比べといこう！」

　ミリンはスンタタの言葉を通訳した後で、光凛をにらんで付け足した。

「調子に乗って酔っ払われては困りマす。ほどほどにシテおいて下サい」

「私が酔っ払うと……何が困るんですか？」

　笑いながら光凛に聞かれたミリンは、顔を赤くしてそっぽを向いた。

「イロイロと困るのデす！　世話をするのはワタシなのデすから！」

「ミリンさんが世話をしてくれるのですね、なら安心だ。さあ飲みましょう、スンタタ殿！」

「ヒトの話を聞きなサい！」

「まあ、いいではないか。この宴えん会かいはスンタタを歓迎しているのじゃ。光凛では伏龍の代わりにはならんかもしれんが、宴会を楽しくするためにがんばっているのじゃ……」

　止めに入ったミーネはそこで言葉を切ると、にやっと笑って付け足した。

「……酔っ払った光凛の世話をするのも、まんざら嫌いではなかろう？」

「な、何を言い出しやがりマスカ、この山やま猫ねこは！」

「顔が赤いぞ」

「宴会の熱気と酒気に当てられただけデす！」

　ミリンはそう言い返すと、光凛に向き直った。

「わかりまシた。私が面倒を見てさしあげマす！　さっさとスンタタ殿に酔いつぶされてしまいなサい！」

　そして、ミリンはスンタタに向かって微笑むと、シムール語で言った。

「スンタタ様、この帝国人はシムールの酒をナメております。懲こらしめてやって下さい」

「おお、そうか、わかった。では腰を据すえて飲むとしよう」

　スンタタは嬉うれしそうにうなずいて、光こう凛りんの差し出した盃さかずきを受け取った。

「帝国の酒は色がついているのだな」

「南のほうで取れる米を使って作った酒です。シムールの馬ば乳にゆう酒しゆに比べると、かなり甘い酒です」

「ふむ、米から作った酒は初めて飲む」

　スンタタはそう言うと、光凛の差し出した黄酒の盃を口に運び、そのままくぃっと飲み干した。

「うむ、来たぞ、腹の中が熱くなった。この酒は花のような香りがするが、花を漬け込んでいるのか？」

「いいえ、酒を醸かもす麴こうじがこういう色をしておりますので、この色になっておるわけです。花や草を漬け込んだわけではございません」

　光凛はそう言いながら顔の前で手を振った。

『黄き酒ざけ』というのは、今で言うところの紹しよう興こう酒しゆである。もち米やうるち米のでんぷんを麴で糖に変えて酒しゆ母ぼで発はつ酵こうさせる、という基本的な醸じよう造ぞうの方法は、日本の清酒とほとんど変わらないが、麴の種類が違うために酒に黄色く色がつくのである。

　最初の一杯を飲み干して平然としているスンタタを見た光凛は、悪戯いたずらっぽく、にやり、と笑って、別の小さな壺つぼを取り出した。

「さすがはスンタタ殿。では、こちらの酒はいかがでしょう？」

　そう言って光凛が注いだ酒は、最初のものよりもずっと色が濃く、心なしかどろりとしていた。

「……これは？」

「これは『重醸かさね酒ざけ』と申しまして、先ほどお飲みになった通常の黄酒を仕込み水の代わりに使い、もう一度醸した酒です。酒で酒を作るので、こう呼ばれています。色、風味、そして強さも先ほどの酒の二倍とお考え下さい」

　ミリンから光凛の言葉を通訳されたスンタタは、面白そうに笑った。

「ほう、それは面白い。シムールには無い作り方だな。これは飲まずには帰れん」

　光凛から注がれた重醸酒を一口飲んだスンタタは、目を見開いた。

「おう、酸味も甘さも強さも……これはまさしく、さっきの酒の倍だ！　これは美う味まい！」

「酒飲みは、強い酒を好む、と言います。やはり、スンタタ殿は酒しゆ豪ごうでいらっしゃるようで……さあ、どうぞ、存分にお飲み下さい」

「いただこう！」

　スンタタは身を乗り出した。

　腰を据えて飲みだしたスンタタと光凛が、酔っ払い始めるのにそう時間はかからなかった。

　ほんの半はん刻ときほどでスンタタは真っ赤な顔になり、光こう凛りんの肩を抱いて上じよう機き嫌げんで話し始めていた。

「いやあ、気に入ったぞ、兄上！　晴せい凛りん殿も誠実でよい青年だが、お前さんもなかなか気と頭の回るいい男だ！　どうだ？　シャールとまではいかんが、我わがタッケイ族には美人で気立てのよい、何よりも、こう、胸がどどーんと大きい娘がたくさんいるぞ？　我がタッケイ族から嫁を取る気はないか？」

　このスンタタの言葉を、ミリンは不機嫌そうな顔でこう通訳した。

「タッケイ族には、おっぱいの大きな女ガ一杯いるソウデす。そういう女を嫁にする気はなイか？　とおっしゃってイます」

「オッパイの大きな女の子ですか。いやあ、それは素晴らしい……」

「素晴らしくなくて悪うごザいました」

「あ、いや、今のはスンタタ殿への御返答でして……」

「わかってイます」

　ミリンはスンタタに向き直るとさらっと答えた。

「この魂の腐った下品で最低な色しき欲よく魔人は、おっぱいの大きな女なら誰でもいい、と言っています」

　シムール同士の口論でもめったに使わないひどい形容詞を、うら若き女性が平気で口にしたのを聞いて、スンタタはぎょっとしたように目を見開いた。
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「晴せい凛りん殿の兄は頭の回る有能な男だとシャールから聞いていたのだが……」

「有能な男がよき夫になるとは限りません。こんな男にタッケイ族の娘を嫁に行かせてはいけません」

　真剣な目つきで答えるミリンを見て、スンタタは慌あわててうなずいた。

「あ、いや、わかった。さっきの言葉は酒の上での戯ざれ言ごとだ、本気にしなくていい、と伝えてくれ」

「わかりました」

　ミリンはにっこり笑ってうなずくと、光こう凛りんに向き直った。

「スンタタ殿は、あなたにはおっぱいの大きいタッケイ族の娘よりモ、慎つつましい胸を持つ娘のほうガ嫁に向いてイるだろう、とおっしゃってイます……」

　そう言い終わったそのとき、ミリンの後ろでミーネの声がした

「てきとーなことを抜かすでない！　スンタタはそんなこと言っとらんではないか！」

　ミリンはぎくっとしたように振り向いた。

「ナ、ナンのことですか？　盗み聞きをするとは、いつから野の良ら猫ねこになりやがったのデスか！　通訳の仕事というのは言葉をそのまま伝えるのではアリマセン、意味を伝えるのが仕事なのデス！」

　ミーネは目を半分閉じて、ミリンをにらんだ。

「スンタタは、酒の上での言葉だから本気にするな、とは言ったが、慎ましい胸の女のほうが嫁に向いてる、などとは言っておらんかったぞ？」

「いえ、そんなコトはありません。スンタタ殿は、おっぱいの大きなタッケイ族の娘を嫁にしなくてもイイ、とおっしゃいマシタ。それはつまり、おっぱいの小さな女を嫁にしろ、という意味です。違いマスカ？」

「果物を食べなくてもいい、ということは肉を食え、という意味ではなかろう？」

　ミーネの答えを聞いたミリンは舌打ちをした。

「ちっ！　お馬ば鹿かな山やま猫ねこだと思っていたのに、最近は妙みように知恵が回るようになって……キモチワルイですね」

「黙だまれ、行かず後ご家け！」

　ミーネとミリンのいつものやり取りに目を丸くしていたスンタタに、シャールがそっと耳打ちした。

「あれが、あのお二人のいつものやり取りですの……あのお二人は本当に仲がいいのですよ、実の姉妹のように」

　スンタタは小さくうなずいた。

「あのミリンという娘の毒舌ぶりは有名だが……人をやり込めることができるのは賢いことの証あかしでもある……ミーネ姫が聡そう明めいなのは、あのミリンのおかげでもあるのだろうな」

　一方、ミリンとミーネのやり取りに慣れている光こう凛りんは、いつものように割って入った。

「まあまあ、今日はスンタタ殿の歓迎の宴うたげなんですから、そう揉もめないで……」

「何を言うか、そもそも光凛が悪いのじゃ！　スンタタから、おっぱいの大きなタッケイ族の娘を嫁にしろなどと言われて鼻の下を伸ばしおってからに！」

「あ、いや、それは社交辞令でして……」

「社交辞令でも言っていいことと悪いことがある！　確かに、胸の薄い女は情も薄い。暴力的で口も悪い。だが、心根は優しいのじゃぞ？」

「それはダレのことを言っているのデスカ！」

　目を吊つり上げて怒るミリンを見て、ミーネは肩をすくめ、ため息をついてみせた。

「はあ……黙だまっていればわからなかったのに、この馬ば鹿か女め……そういうのを『雉きじが焼かれれば、なお美う味まい』と言うのだ」

「それを言うのナラ、雉も鳴かずば撃うたれまい、デス」

「うむ、そうとも言う……」

　大おお真ま面じ目めにうなずいたミーネを見て、光凛は思わず笑った。

「はっはっはっ。いや、ミーネ姫。御安心下さい。実を言うと私は、胸の小さい暴力的で口の悪い女の人が大好きなのですよ」

　光凛の言葉を聞いたミリンは顔を真っ赤にしてそっぽを向いた。

「な、何を言いやがりますか、この酔っ払イが！　あなたのような男は、さっさとスンタタ様に酔いつぶされてしまえばイイのデス！」

「おう、そうだった。酔いつぶれれば、ミリンさんに介抱してもらえるんでしたっけ……こいつはぐいぐい飲まなけりゃいけませんな。さあどうぞ、スンタタ殿。もう一杯ぐーっといきましょう、ぐーっと！」

　スンタタは帝国語はよくわからなかったが、光凛が酒を勧めていることは理解できた。

「よし、このような小さな盃さかずきでは埒らちが明かん、こいつでいただこう」

　スンタタはそう言うと、盃を置いて、料理の入っていた鉢はちを空にしてそれを差し出した。

「おう、こいつはすごい。わかりました、こいつでいきましょう」

　光凛はにやっと笑うと、その鉢に酒を注いだ。

　スンタタもにやっと笑うと、その鉢を口に持っていって、ぐびぐび、と飲み干し、ぷはぁ！　と酒臭くさい息を吐はくと、持っていた鉢を、ぐい、と光凛に差し出した。

「ご返杯、賜たまわります！」

　そう言って光凛が受け取った鉢にスンタタが、どばどば、と酒を注ぐ。

　鉢になみなみと注がれた酒を口に運んだ光凛は、それを一気にぐびぐび、と飲み干した。

　スンタタは目を見開いた後でにやり、と笑って、右手の握り拳こぶしを差し出した。

　どうすればいいのかわからずに、一いつ瞬しゆん戸惑った光凛を見て、ミリンが小声で言った。

「お前を自分と対等と認める、という意味の仕草デス。同じように右手を握ってスンタタ様の握り拳こぶしに当てて下サい」

「こ、こうか？」

　光こう凛りんは同じように右手を握ってその拳を、スンタタの拳に当てた。

　スンタタは真っ赤な顔でうなずいた。

「ようし！　お前は私と同じだ！　我わがタッケイの里に来るがいい！　タッケイ族は、お前を生しよう涯がい、客分として扱うぞ！」

　光凛の背中をばんばん、と叩たたきながら、スンタタはご機き嫌げんだった。




　やがて、宴うたげが終わった。

　すっかり酔っ払ったスンタタは、そのまま晴せい凛りんの別宅の奥にある客間に連れていかれ、宴えん会かいに出席していた諒りよう秦そうや犂すき山やまもそれぞれに自分たちの部屋や屋敷に帰っていった。

　ミリンが足元のおぼつかない光凛を支えて、隣の別宅まで連れていこうとするのを見て、犂山の使用人たちが手助けを申し出たが、ミリンはそれを断った。

「この酔っ払いハ、ワタシが世話しマス。そういう約束なのデす！　ほら、ちゃんと歩くのデス！　あなたの寝る場所は、ここデハありマセン！」

「あ、はははは、ああ、そうですね。家に戻らないといけない……」

　ふらつく足で玄関から家の外に出た光凛は夜空を見上げると、ミリンを見て言った。

「ああ、そうだ、ミリンさんに言わなきゃいけないことがあったんだ……それもシムール語で……」

「シムール語で？　何デスか？　いきなり……」

「えーと、晴せい凛りんに聞いたんだよな……何だっけな……あ、そうそう思い出した……」

　光凛は自分を支えているミリンの顔を覗のぞき込んで、シムール語で言った。

「つ、月がきれいですね……」

　ミリンはびっくりしたように目を見開いた後で、夜空を見上げ、怒ったように言い返した。

「……今夜は新月デス！　月なんかドコにもアリマセン！　人を馬ば鹿かにシテいるのデスか！」

「え？　あ、ああ、そうだ、いけね……すみません。酔っ払っていますので……まあ、なんだ、その……忘れて下さい」

　ミリンは顔に悲しみとも怒いかりともつかない表情が浮かべた後で、仕方ない、という風に大きくため息をついた。

「……どうせ、酔っ払った上でのタワゴトデスね。いちいち本気にして喜んだり怒ったりスるほうが馬ば鹿かというコトですネ……」

　ミリンは別棟の玄関を開けて寝室に光凛を連れていくと、夜具の上に座らせた。

「今、着替えを持ってきマス。ちょっと待っててクダサイ」

「いや、これはどうも……申し訳ない」

　光こう凛りんはそう言ってうなずこうとして、そのままがくっと首を折るように、前のめりに倒れ込んだ。

「大丈夫デスか！」

　慌あわてて駆かけ寄ったミリンの目の前で、光凛はむにゃむにゃと、訳のわからない言葉をつぶやいて、そのまま寝息を立て始めた。

「……まったく、酔っ払いには困ったものデス……」

　ミリンは肩をすくめると奥の部屋に行き、そこの衣装棚から寝巻きを持ってくると、うつぶせになって酔いつぶれている光凛を、ごろん、と転がして仰あお向むけにした。そして、後ろから抱きかかえるように上半身を起こし、服を脱がせ始めた。

　体術の心得があるミリンは、人間の関節の動かし方を会え得とくしているのだろう。正体を失った光凛の腕や足をまるで操あやつり人形のように巧たくみに動かして、するすると着ていた服を脱がして、あっという間に下した帯おび一枚の姿にしてしまった。

　上半身を裸にして、そこに寝巻きを着せたミリンは、次に下半身に目を落として、頰ほほを赤くした。

　──こっちのほうはあまり触さわったこともないし、そもそも、まじまじと見たこともないのですが……ミーネ姫に教えるにはやはり私が実際に知らないことには……ええ、そうです。これは姫様のためでもあるのです！

　ミリンは周囲をきょろきょろと見回した後で、意を決したように小さくうなずくと。赤い顔のまま意識を失っている光凛の下半身を覗のぞき込んだ。

　──ふむ、こんな風になっているのですね……馬や羊と基本的な構造は変わらないようですね……。

　そのとき、光凛が「うーん」とうめいて身体からだを動かした。

「ひっ！」

　思わず小さな悲鳴を上げて身体を硬くしたミリンは、すばやく考えた。

　──今ここで意識が戻ったら言い訳できない！

　思うのと同時にミリンの身体が動き、目にも留まらぬ早業で光凛の首筋に手刀が叩たたき込まれた。

「ていっ！」

「うぐっ！」

　光凛の身体がびくん、と動いた。

　──いけない！　思わず反射的に！

　ミリンは慌あわてて光凛の顔を覗き込んだが、光凛は白目をむいたまま失神していた。

　──これでは、調べようがありマセンね……今日のところは、これぐらいにしておきましょう。

　ミリンは小さくため息をつくと、光こう凛りんに寝巻きを着せて、上から肌掛け布団をかけて、部屋から出ていった。




　次の日。朝食を食べながらミーネが小声で聞いた。

「……で、首尾はどうじゃった？　光凛を上う手まく手玉に取ったか？」

「え？　あ、いえ……その……手玉に取ったといいますか、玉を手に取ったと言いますか……」

「何じゃそれは？」

「と、とにかく。夕べは酒に酔っていて相手にできませんでしたので、酒に酔っていないときを見計らって行こうと思います」

「そうか……確かに昨日は、酔っ払ってご機き嫌げんじゃったが……あまり酔っ払っているようでは駄だ目めなのじゃな」

「はい。意識が無くては、駄目なようです」

「よし、ひとつ賢くなった。ちゃんと調べて、もっと詳くわしいことをわしに教えるのじゃ、いいな！」

「わかりました」

　ミリンが少し赤い顔でうなずいた、その頃。

　隣の別宅では、寝床の上に上半身を起こした光凛が、頭を押さえて顔をしかめていた。

　──いかん。夕べは飲みすぎた。頭と……なぜか首が痛い。寝違えたかな？

　夕べ、ミリンさんがここまで俺を連れてきてくれて……そこから先の記憶が無い。

　酔っ払って、変な真ま似ねはしてないと思うが……というか、変な真似をしでかしてたら、今頃手足の骨の二、三本叩たたき折られてるはずだよな。

　と、いうことは、大丈夫だということだな、うん。

　光凛はほっとしたようにうなずいた。

　だが、光凛はこの日から毎晩寝付いた頃に、自分の枕元にミリンが立ち、はっと意識が戻るのと同時に、当あて身みを食らって気絶する、という日々が続くことになろうとは思ってもいなかった。







　　　第七章「帝国の政変」







　その日は、朝から雨が降っていた。袖にまとわりつく湿気を振り払うように、紫し芹きんは足早に進む。真っすぐに前を向き、官女として許される限りの大きな歩幅で。

　彼女がいるのは皇こう帝ていが住まう宮殿に隣接した内局の建物である。長ちよう嶺れい帝ていの日々の生活について局長の苑その山やま燕えん鵬ほうに報告するのも、彼女の仕事だ。

　そして同時に、宮殿に閉じ込められた長嶺帝のために、外の情報を見聞することもまた、紫芹がみずからに課した仕事であった。宮殿にいる限り、長嶺帝の耳に入るのは苑山が許可した情報だけだからだ。

　このようなときのために、紫芹は普段から内局の各部署に差し入れをしていた。賄わい賂ろというほどのものではない。手作りの焼き菓子のたぐいであり、官女たちが手て慰なぐさみに作ったものが余ったので、という事実そのものの言い訳も用意して配っている。彼女が苑山燕鵬の縁者であることも合わせて、今や役人たちの紫芹に対する態度は身内へのそれとなっている。

　その普段の蓄積が今、効いていた。紫芹が同室していても、役人はまるで気にすることなく機密を口にし、仕事の打ち合わせをする。

　ある部屋では──

「南域でまた防衛線が突破されたぞ」

「近この衛え騎兵連隊を送っても駄だ目めか」

「いや、近衛騎兵連隊が出動してから、敵の進撃速度は遅くなっている。敵後方への突破こそ失敗したが、あれはもともと投機性の高い作戦だったからな」

「しかし、このままでは光こう来らい川渡河点の最終防衛線の構築が間に合うかどうかギリギリだな」

「ああ。軍務局から、最終防衛線が突破されたときに備えて、帝都防衛の準備会議の提案があった」

「対策会議ではなく、準備会議か。言い回しの違いではあるが、確かにそのくらいはやっておいてもいいだろう。で、苑山長官に報告は？」

「できるわけがないだろう。こんな報告してみろ、その日のうちに降格だ」

「意に沿わぬ報告は聞きたがらない方だからな。これが平時であれば、それもよいのだが」

　そして別の部屋では──

「北域との交渉はどうなってる？」

「犂すき山やま随ずい細さいと茶飲み友達の歌人に北域へ行ってもらった。こうして考えると、随細が帝都を抜け出してあちらに走ったことは、ありがたい」

「犂すき山やま家の顔は広いからな。その犂山随ずい細さいからの手紙だ。シムールの内部で暗殺騒そう動どうがあったが、防がれたとある。シムールの大ウカイの様子など、かなり詳細な情報だな」

「誰宛の手紙だ？」

「ふざけたことに、帝都の犂山邸。つまり自分の家だよ。身代わりに家に残った庭師に宛てた手紙で、来年には帝都に一度戻るから、庭の手入れをよろしくとある」

「待て。犂山家の庭師なら私が取り調べをしたが、文字は読めないはずだぞ？」

「つまり、最初から屋敷を監視している我々に宛てた手紙ということだ。食えぬ爺じい様さまだよ、まったく」

「犂山随細の身代わりに屋敷にいた庭師は今、牢ろう屋やに入れてあったはずだな？」

「はい。何も知らない爺さんでした」

「出してやれ。情報のお礼だ。そして、庭師に手紙の返事を書かせろ。噓うそを書く必要はないぞ。この手紙を内局の役人が代筆していることも添え書きしろ。犂山随細なら、それだけで意味することはわかるはずだ」

「庭師と随細の手紙のやり取りの形で、停戦交渉を行なうのか」

「そうだ。南域とはそもそも交渉にすらならん。これまでの様子から見て、月つき原はら弦げん斉ざいが承しよう安あん軍に軟禁状態になってるのは明らかだ」

「北域と停戦交渉が成立できれば、軍を南域に集中できる……だが」

「苑その山やま様は、北域の脅きよう威いをシムールの内紛によって取り除くという北方二課の計画に入れ込んでおられる。謀ぼう略りやくですべてが片づく問題ではないのだが、苑山長官はそのあたりがどうもわかっておられぬのだ」

　紫し芹きんは内局の奥の部屋へと進む。

　ざああああ。

　雨音が強くなってきた。廊下を歩きながら、紫芹は漏もれ聞こえる情報や役人の様子を頭の中で整理した。

　──状況はよくないようですね。

　彼女が気になるのは、役人たちの冷静さの裏にある危機感の無さだった。

　帝都に敵が迫せまっている、というのに、誰もがどこか他ひ人と事ごとのように接している。どの部署でも、最終的には苑山燕えん鵬ほうに下げ駄たをあずける形で、様子見に徹している。

　──つまるところ、帝都防衛は自分の仕事ではない、ということなのでしょう。

　彼女は自分の手にある書類の束の一枚に目を落とした。

　それは、一月後に行なわれる収穫を祝う秋の祭事の式次第だった。

　北の毛皮、東の乾物、西の鉱物、南の塩、中央の麦と米。帝国各地の収穫物を皇こう帝ていに捧ささげ、実りをもたらす皇帝の威光に感謝を捧げるというものである。この祭事を担当する役人は、南の収穫物である塩と、それを捧げる承しよう安あんの代表者をどうするかについて、頭を悩ませていた。

　──一月後となれば、祭事どころか、帝都の安全すら、わからないというのに。

　もちろん、それを愚おろかと笑うことはできない。官僚制度とは役割分担である。帝国のすべての問題を、ひとりの人間が担になうことはできない。しかし、危機においては処理に優先順位がつく。紫し芹きんの見たところ、その優先順位をつけることができる人物は、近在官の長、彼女の伯お父じである苑その山やま燕えん鵬ほうをおいて他になかった。

　──今日こそは、伯父様の存念をお聞かせいただかなくては。

「失礼します」

　紫芹は意を決して長官室の扉を開けた。

「おお、紫芹か。よく来たな」

「ん？　どうかしたかね？」

「いえ。燕鵬様がご機き嫌げんなように見えましたので」

「ああ、うん。ようやくね。目め処どがついたよ」

「それはようございました。して、どのように？」

「うむ。摂せつ政しようの菰こも野の一派の首根っこを押さえた。やれやれ、苦労したよ。これで肩の荷が下りたというものだ」

「はい？」

　紫芹は最初、苑山が何を言っているのかわからなかった。

「菰野派のやつら、増長したあげく、ついに公文書の偽造にまで手を染めたのだ。これは明白な法律違反だ。さっそく明日にでも会議を開き糾きゆう弾だんせねばなるまい。偽造されていたのは宮殿内への通行許可証だよ。宮殿は夜ともなれば完全閉へい鎖さだ。これまでもお忍びで遊びに出た摂政殿でん下かが宮殿に戻れず騒さわぎになったことが一度ならずあったがね。このところはおとなしくしていたのだが、また遊びの虫がうずいたようだ」

　苑山が完全に本気であり、それどころか正気ですらあることに気がついた紫芹は、つかつかと苑山の前まで歩み寄ると、手にした書類一式を黒こく檀たんの机に叩たたきつけた。

　ぱーん、という小気味よい音が響き、苑山の言葉を遮さえぎる。

「あなたは一体、何をしているのですか！」

　姪めいの一いつ喝かつに、苑山がぱくぱくと無言のまま口を動かす。

「燕鵬様。いえ伯父様と呼ばせていただきます。あなたは何のためにその椅い子すに座っておいでなのですか？　南北で大乱が起きているこのときに！」

「それは──いや、だがね──周囲が私の足を引っ張っているものだから……まずは、その足あし下もとを固めて……」

　苑山の目が泳ぐ。視線を逸そらすために顔を横に向けようとする。だが、紫芹は許さない。官女としての礼儀作法もたしなみも何もかもかなぐり捨て、広い机の上に乗った。ばさばさと書類の山が紫芹に押されて床に落ちるのも構わず苑山の衿えりを摑つかんだ。

「伯お父じ様ほどの方であれば、お気づきでしょうに。伯父様の足あし下もとが揺ゆらいでいるのは、部下や政敵のせいではございません。帝国が揺ゆらいでいるのです。盤ばん石じやくであった帝国が揺らいだからこそ、帝都にいる役人すべてが揺れているのです」

「それは……だが……仕方がないのだ。部下も軍も頼りにならぬ。私が何もかもをやらねばならん。そして、私が何もかもをやるには、政敵をすべて打ち倒すしかないのだ」

　──私が宮殿に上がるとき、お祖ば母あ様が言っておられた。「燕えん鵬ほうは本を読む以外、何の取り柄えもない子だったのにねぇ」と。

　政敵には冷れい酷こくで、部下にも容よう赦しやない権力の亡者。今ここにいる内局長官の苑その山やま燕鵬とはそういう人物である。しかし、先代皇こう帝ていの治世では、苑山燕鵬は仕事熱心な能のう吏りのひとりでしかなかった。

　──この人は結局、権力者の器ではなかったのだ。それでも、陛へい下かをお守りできるのは、この人しかいないのだ。こうなっては何がなんでも伯父様に目覚めてもらうしかない。

　紫し芹きんはみずからの心を励ましながら言った。

「伯父様は部下や軍の不ふ甲が斐いなさを嘆なげいておいでですが、宮中で私に聞こえるのは、伯父様の不甲斐なさを嘆く声です」

　紫芹は自分が内局の建物の中で耳にした話を苑山に語った。帝都防衛の準備や、北域との和平工作など、もっと積極的に動けば効果的になるであろう手を、苑山の勘気を恐れて役人たちは切り出せないでいることをすべて。

　それを聞いた苑山は烈れつ火かのごとく怒った。怒いかりに合わせるかのように窓の外で雷が落ちる。この時期の帝都は空が荒れることは珍しくないが、これほどの雷雨は滅多にない。

「馬ば鹿か者どもめ！　そのような事なかれの態度が、ここまで延えん喜ぎ帝国を追い詰めたことがなぜわからん！　紫芹、よく知らせてくれた。だが、これではやはり、私がすべてをやらねばならんのではないか」

　紫芹は首を振った。

「いいえ。伯父様の部下が正しい報告をしないのは当然なのです。この危機を何とかするためには、役人は日常では決してやらないことをしなくてはいけません。考えてもみて下さい。帝都が外敵に襲われることを想定して各部署と会議をするとか、陛へい下かの許しなく反乱軍との交渉を準備するという権限を、役人が与えられているでしょうか？　越権行為をすれば処罰されるなら、役人の腰が引けるのも当然です。その危険を冒してまで帝国のために仕事をする彼らを、伯父様はむしろ褒ほめてあげるべきです！　今、伯父様がするべきことは、すべての責任は自分が負う、だから帝国を救うためにできることをすべてやれ！　と大号令を発することです！」

　紫芹の言葉を聞いた苑山は、はっと目を見開いた。

　──そうか……今ようやくわかった。この五年間、それ以前と同じように仕事をしているのに、なぜ帝国の統治が非効率化し、経済が停滞し、民たみの不満が大きくなってきたのか。

　それは……独裁者としての皇こう帝ていがいなくなったからだ。帝国に君臨し帝国を統すべる存在、すべての中心となる存在。帝国にはそれが必要だったのだ。

　苑その山やまの出した答えは正しかった。

　延えん喜ぎ帝国は皇帝という独裁者を重心に収めた船のようなものなのだ。

　その重心を失った船は均きん衡こうが崩れても立ち直ることができず、よけいに傾かたむくようになった。皇帝に近い立場で国全体を見ての舵かじ取とりが可能だったのは、四代皇帝に後を託たくされた月つき原はら弦げん斉ざいただひとり。その月原弦斉を追放して菰こも野のと一いつ緒しよに権力を奪ったのが苑山だった。

　──私も菰野も権力を手にはしても、それを独裁のために使わなかった。菰野は虚栄心が満たされればそれでよく、私は自分が思うように仕事ができれば満足だった。

　だが、それでは帝国はまともに動かんのだ。帝国は皇帝の国なのだ。

　苑山は机の上に乗ったままの紫し芹きんに背を向け、雨が降り続ける外の様子を見た。

「ありがとう、紫芹。お前に叱しかられて何か目覚めた気分だ。ふ……思えば、私が最後にこのように叱られたのは、やはりこの場所であったな」

「伯お父じ様……」

　苑山は二十年近く前、この部屋の前の主あるじである先代局長に怒鳴られ、小さくなっていた自分を思い出していた。

　あれは確か病気で欠勤した上司の代わりに仕事を勝手に差配し、出過ぎたことをするなと先代局長に叱られたのだったかな……。

　だが、あの後すぐに、先代局長は自分の派は閥ばつへと苑山を呼び込んだ。見所がある、と思われたのだ。

　苑山は表情を引き締めて、紫芹に向き直った。

「それはそれとして、伯父として、内局の長官として見逃せぬことがある」

「はい、覚悟しております」

　紫芹は硬い声と表情で答えた。直接暴力をふるったわけではないが、かなりの暴言は吐はいたように思う。

　苑山はくるり、と振り返り机を指差した。

「いつまで机の上に座っているつもりだ。陛へい下かのお側そば仕つかえの官女がそのようなことでは、近在官の長として見逃せぬ」

「あ──し、失礼しましたっ！」

　自分が机の上に座り込んでいることを、紫芹はすっかり忘れていた。大おお慌あわてで下りるが、一いつ緒しよに書類の束をばさばさと床の上に落としてしまう。

「申し訳ありません！　今、拾いますので」

「いや、いい。それらの書類は、官女が見てよいものではない。本来ならば触れたというだけで、牢ろうに入らなくてはいかんのだぞ」

　ぎょっとして顔を上げる紫し芹きんに、苑その山やまは不器用に笑え顔がおを見せた。

　冗談を言ったのだ、とわかったとたん、紫芹は安あん堵どで床の上にへたり込んだ。我が身可愛かわいさからではない。苑山がよい方向に変化した、と思ったからだ。

　──今の伯お父じ様であれば、役人を取りまとめて帝国を立て直すことができる。

　しばらくして、紫芹は長官室を出た。雨はまだ強く、廊下は暗かった。

　──少し、長居をしすぎてしまいましたね。ですが、陛下にはよいお話をすることができそうです。

　弾はずむような足取りで、紫芹は建物の裏手へと向かった。官女である紫芹は、内局の建物に正面から出入りすることは許されない。建物の掃除をする傭よう人じんなどと同じ、裏手の門から入り、そこから出ていくのだ。

　ガチャガチャという聞き慣れぬ物音が聞こえてきたのは、裏手口の近くまで来たときだった。紫芹がそれを足音だと気付かなかったのは、靴底に鋲びようを打った靴を履いている人間がこの建物の中にいるはずがない、という思い込みのせいだった。

「おい、なんだお前たちは。ここは──ま、待てっ！　何をするっ！」

　聞こえてくる重く鈍にぶい音。悲鳴。そしてもうひとつ、悲鳴。

　雨と雷が続いているせいで、それらの音は広がることはない。実際、それらの惨さん劇げきが廊下の角の向こうで行われていることに、紫芹はようやく気がついた。

　ガチャ、ガチャ、ガチャ。

　足音が大きくなる。ひとりではない。数人の足音が重なりながら近づいてくる。

　紫芹は左右を見回した。裏手の門に近いこのあたりは、倉庫や書庫が並んでおり、人がいる部屋はあまり無い。紫芹は目についた扉のひとつに飛びついて取っ手を摑つかむ。

　動かない。鍵かぎがかかっている。身を翻ひるがえして紫芹は隣の扉に向かう。取っ手をひねる。動く。押す。動かない。もう一度、押す。やはり動かない。

　ガチャ、ガチャ、ガチャ。

　足音が聞こえてくる。しかも、歩調が早くなっている。足音の主が急いているのだ。

　半なかば恐慌状態になった紫芹が逃げようとして無意識に取っ手を引くと、扉は音もなく開いた。飛び込み、急いで扉を閉めようとして気がつく。ここで音を立てれば、気付かれるかもしれない。

　そっと扉を閉める。そして床にうずくまる。耳を塞ふさぎたいが塞がない。代わりに口を手で塞ぐ。そうして薄暗い部屋の中で耳を澄ます。

　ガチャ、ガチャ、ガチャ。

　足音が近づいてくる。

　ガチャ、ガチャ、ガチャ。

　足音が扉の前を通る。血の臭においが、扉の隙すき間まから入り込んでくる。

　ガチャ、ガチャ、ガチャ。

　足音が遠ざかっていく。

　足音が聞こえなくなるまで待つ。待っている間に、どんどん視界が暗くなっていく。呼吸音すら止めようと、自分の口と鼻を強く手で押さえつけていたせいで、酸素不足になったのだ。

　足音が聞こえなくなってしばらくして、ようやく紫し芹きんは自分の口と手を塞ふさいだ手を離した。酸素不足で視界の端々が黒くなっている。

　ひゅうひゅうと音をたてて呼吸をするうちに、ようやく自分がいるのが物置きであることに気がついた。使われていない机や文房具が並んでいる。物置きであってもきちんと掃除が行き届いており、埃ほこりは無ない。

　扉を開けようとして、ためらう。この扉を開けると、外にあの足音の主が待ちかまえているかのような、そんな恐怖が襲ってきたのだ。

　──しっかりしなさい、紫芹！

　みずからを励ます。もし何者かが彼女がここにいると気付いていれば、わざわざ待ち伏せする必要は無い。

　それでも、そっと指の分だけ隙すき間まを開け、何も無いことを確認してからようやく顔が出せるだけ広げる。

　外には誰もいない。廊下には濡ぬれた跡が点々と続いている。それと、ひっかき傷。鋲びよう打ちの靴底が何人もこの廊下を通り過ぎたのだ。

　足跡の持ち主が戻ってくるかもしれない、ということに気がついて紫芹は慌あわてて扉を押し開け、廊下に出た。出口の側に向かおうとして強くなってくる血の臭においに気がつく。廊下の角を曲がった先は裏手の出口。彼女がこの建物に入るときにも通った場所だ。出口の脇わきには、守衛の詰所がある。

　紫芹はしばらくためらい、もう少しの間ためらい、やがて踵きびすを返して廊下を戻った。

　死体に対面するのが怖かったのはもちろん、そうだ。だが、紫芹を戻らせたのは、侵入者が何をしようとしたのかも、推測できたからだ。

　──無事でいて下さい、伯お父じ様。

　外では雨の音が、今も続いている。




　わずかに時間を戻す。

　紫芹が出ていった後、苑その山やまは自分の机にある書類の山を、手早く二つに分けていった。右に優先順位の高い、今すぐに処理すべき案件。左に南北の乱が終わるまで、後回しにしていい案件。

　左側の書類の山が、みるみる高くなっていく。積み上げすぎて崩れそうになったので、机ではなく床に置くことにした。

　整理が終わったとき、机の上には十数通の書類や報告書の束だけが残された。あとはすべて床の上である。

　──私はなんと無む駄だなことをしていたのか。

　あきれるどころか、笑いが漏もれた。睡眠を削けずってまで熱心に朝から晩まで仕事をしていたのは何だったのか。

　机の上に残った書類をめくる。一枚は軍務局長からのもので、帝都の治安など安全についての打ち合わせの場を設けたい、というものだった。おそらくこれが、紫し芹きんの言っていた帝都防衛についての準備なのだろう。

　──私は、軍が帝都防衛に自信が無いから、言い訳のために準備を必要とする、と考えていた。しかし、違うのだ。軍人は不ふ慮りよの事態に備え、何ができて何ができないかをあらかじめはっきりさせておくのが仕事なのだな。

　実際にいつ、どのような災厄が訪れるかは、神ならぬ身ではわからない。だから、軍はどんな事態に、どの程度のことが可能かを調べておく。そうした準備をたくさんしておけば、いざ想定していない事態が起きても、何ができるかが素早く見極められる。

　ずっと苑その山やまの頭の中で渦うず巻まいていた軍への不信が消えていく。

　それは、苑山の軍事的才能が突然開花したためではない。苑山はこれまで何度となく作戦や準備について軍務局から説明を受けてきた。だが、これまではそれを、軍という彼とは別の派は閥ばつの連中が、自分たちの派閥の利益誘導のためにもっともらしい理屈を並べている、という前提で分析し、理解してきたのである。

　軍隊が己の利益のためだけではなく、この難局を乗り切るための手を本気で考えているのだ、という視点に立てば、軍がやろうとしていることはしごく合理的であることに、苑山はようやく気がついたのである。

　──そうか！　してみると、帝都に予備兵力を置くのは当然のことだな。そして、予備兵力を維持するための物資と、駐屯場所の配はい慮りよもせねばならん。

　続いて今度は紐ひも綴とじの冊子を開く。こちらは反乱を起こした北域と南域の違いについての民生局の調査報告書だった。民生局は南域からは大勢の難民が流入しているが、北域からは零ゼロに等しい点を指摘し、北域の治安の安定と南域の治安悪化の差がどこから生まれるのかを分析していた。

　報告書では、北域が延えん声せい占領の後は大軍を動かしていないことを第一の理由として挙げていた。今も兵を集めているが承しよう安あん軍のように手当たり次第ではなく、厳密に審査をして、経験の無い者には基礎訓練から始めている。また、各地の役人は無む駄だに処罰されることなく、ほとんどがそのまま官位と役職を許されている。

　──北域の乱が月つき原はら弦げん斉ざいの手で準備され実行された、とすると、確かにこの手際のよさもうなずけるな。

　逆に、南域の乱はひどいものだった。ひどい、というよりは混こん沌とんというほうが近い。報告書では、原因を承しよう安あん軍の指導体制の欠けつ如じよ、と位置づけていた。きちんとした指導体制が組織としてできておらず、それぞれの権力者が行き当たりばったりで行動をしているため、混乱が拡大しているのだと。加えて、南域が承安をのぞけば無政府状態と言えるほど乱れているのは、主な役人を殺すか追放したためだった。それまで統治を担になっていた役人がいなくなったのである。加えて郷村で青年団などの形で治安維持を担っていた若者が、集団で徴兵されて承安軍に吸収されてしまった。これで治安が悪化しないはずがない。さらに膨ふくれ上がった承安軍が各地で略りやく奪だつを繰り返しているのだ。

　──思えば、私が月つき原はら弦げん斉ざいを承安に追放したのは、北域で乱が起きた後のこと。それまでも、その後も、厳重に監視をしている。ひょっとして、承安の乱に月原弦斉は関かかわっていないのか？

　そこまで考えた後で、苑山はそれはありえないと考え直した。偶然にしては時機が揃そろいすぎているからだ。手元にある報告書も、その点については触れていない。

　報告書に書かれていたのは、月原弦斉が健康を害していて、指導力を発揮できないのではないか、という推測だった。侘タ瑠ル徒トから帝都へ帰還してからずっと、弦斉は軟禁状態にあった。承安に追放となってからは、事実上の監禁となっていた。もう若くない月原弦斉の心身が衰すい弱じやくした可能性は大いにあった。

　──月原弦斉の狙ねらいは、私を倒して自分が権力の座に返り咲くことのはず。北域が尊そん王のう討とう奸かんを旗印にしている点からも、それは明らかだ。やつがどれだけ恥はじ知らずの反逆者であっても、帝国そのものを簒さん奪だつできようはずもない。

　そして、権力奪だつ取しゆが目的であるのならば、南域の軍が帝都へ攻め上がる必要はないのだ。承安を守るなら、温うん蕉しようを手にした時点で軍を止めればいい。

　なのに、承安軍が選んだのは危険が大きく確実性の低い帝都への進撃であった。大軍はただ行軍させるだけで自壊の危険がある。

　食料不足や疫えき病びようで、戦わずして無力化してしまうためだ。行軍が上う手まくいっても、待っているのは、帝都を守るため決死の覚悟を決めた帝国軍である。弦斉にそこまでやる必要は無い。もし戦火に巻き込まれた帝都が灰かい燼じんに帰きするようなことがあれば、承安軍が勝ったとしても弦斉の目もく論ろ見みは崩壊する。

　これらすべての矛盾は、今の承安軍を指揮しているのが月原弦斉ではなく、承安土着の闇やみ塩じお商人などの勢力であれば説明がつく、と報告書は結ばれていた。

　──病気か。あるいは裏切りだな。

　苑山は長官室の壁に掛けられた地図を見た。北域と南域。どちらの乱を優先して片づけるべきかは、こうしてみれば明らかだった。

　──危険なのはやはり南域だ。弦斉が指揮していない南域の反乱は、いわば外国の軍勢の侵攻のようなもの。交渉の余地は無い。

　北域の反乱は後回しだ。交渉して停戦に持ち込み、南域に戦力を集中する。そのためにも、部下が行っているという犂すき山やま随ずい細さいへの働きかけを後押しする必要があった。

「誰か！　誰かいないか！」

　それまで集中して沈ちん思し黙もつ考こうしていた苑その山やまは、指示を出すために大きな声を上げた。

　バン！

　まるで苑山の声に応えるかのように、局長室の扉が乱暴に開けられた。

　ガチャ、ガチャ、ガチャ。

　武装した兵士が乱入してくる。目は血走り、手には血刀。局長室の床を鋲びようを打った軍靴が踏ふみつける。

「なんだ、何事か？」

　突然のことに驚きはしたが、恐怖は無かった。ただ、困惑だけがあった。

「どうした、何かあったのか？　説明しろ！」

　苑山の質問に、兵士たちは答えない。互いに顔を見合わせると、ひとりがうなずいた。写真も何もない時代である。

　苑山燕えん鵬ほうの顔を知る者は限られている。うなずいた兵士は宮殿勤めが長く、苑山の顔を何度か見たことがあった。

　この兵士の普段の仕事は、摂せつ政しようである菰こも野の盛せい元げんの護衛である。

「尊そん王のう討とう奸かん！」

　大柄な兵士が血に濡ぬれた刀をふりかぶった。血の滴しずくが苑山の顔に飛び散る。

　この瞬しゆん間かんになってようやく、苑山燕鵬は自分が奸かん賊ぞくとして殺されようとしてることに気がついた。

「待て！　話せばわかる！」

「問答無用！」

　剣が振り下ろされた。

　窓の外を稲光が走った。




　それからしばらくして。

　開け放たれたままの局長室の扉に、青ざめた紫し芹きんの姿があった。

　青ざめているのも道理。すでに彼女は数人の死体を見ていた。そのひとりは苑山の秘書官で、若いが見所があると苑山に何度か紹介されたので顔を覚えていた。それが遠回しな見合いであることに、紫芹は気付いていなかったが。

　すでにある程度の時間が経過し、内局に勤務する役人の多くが事態に気がついていた。建物の外へ逃げようとする役人を搔かき分けて進んだため、紫芹の髪はほつれ、着物の衿えりが崩れていた。

　入り口に近い側の廊下や建物の周辺は騒さわがしいが、局長室のある最奥の区画は人ひと気けも無く静かだった。

「伯お父じ様……？」

　返事は期待していないから、呼びかける声は小さかった。

　何が起きているのか。

　何が起きてしまったのか。

　──菰こも野の盛せい元げんによる、権力奪だつ取しゆ。まさか、菰野一派にそれだけの度胸があったなんて。

　摂せつ政しようの菰野が一局長である苑その山やまから権力を奪取するというのもおかしな話だが、この騒そう動どうをひと言で言えば、そういうものだった。

　紫し芹きんはつい先刻、この部屋に入ったときに苑山から聞いた話を思い出していた。菰野一派による、公文書の偽造。宮殿内への通行許可証。

　菰野一派がそれを必要としていたのは、反乱の兵を宮殿の中に入れるためだった。そして、偽造の段階で露ろ見けんしてしまったがゆえに、次の策として苑山個人を狙ねらったのだ。

　この実に粗雑な行為は成功してしまった。

　強い雷雨に遮さえぎられ、裏門から入った兵士は周囲に気け取どられることなく局長室までたどり着いた。

「伯父様？」

　返事が無いことに逆に意を強くして、紫芹は声を大きくしてもう一度呼びかけた。

　──いるわけはない、ですわね。菰野一派によって伯父様は捕らえられているはず。この部屋には誰もいません。

　だから自分も早く出ていくべきだ、と紫芹の理性は訴える。捕らえられているのであれば、この部屋に苑山はいない。

　そして、捕らえられていないのであれば、この部屋に『いる』のは──この部屋に『ある』のは──紫芹が決して見たくないものだからだ。

　それでも、紫芹は部屋の中に足を踏ふみ入れた。彼女は苑山にたとえ不ふ愉ゆ快かいであっても現実を見るように諌かん言げんした。そして、苑山は諌言を聞き入れた。たとえ世間でどう言われようが、史書にどのように書かれようが、苑山燕えん鵬ほうが最後の最後で現実にきちんと向き合ったことを、紫芹だけは知っている。

　──私だけが逃げるわけには、いきません。

　ここで逃げては、彼女は二度と長ちよう嶺れい帝ていに顔向けができなくなる。

　そして彼女は見つける。床にうつ伏せに倒れた苑山の身体からだを。肩から上は机の陰に隠れて見えない。

「伯父様！　ご無事ですか、伯父様！　……ひっ！」

　声をかけながら近づいた紫芹の目に、机の陰に隠れた部分が飛び込む。卒倒しそうになっていた紫し芹きんは机の縁を摑つかんで身体からだを支えた。

　がくがくと絶え間なく震える手足と、カチカチと鳴る歯の当たる音に混じって窓の外から、声が聞こえた。

「奸かん賊ぞく、苑その山やま燕えん鵬ほうの首、討うち取ったり！」

　そして、どこかヤケクソ気味に繰り返される「えいえいおう」という勝ち鬨どきの声。

　ようやく雨が上がり、雲の切れ間から薄日が差し込んできた。

　だが、紫芹の目にはすべてが暗いひとつの色調にしか見えなかった。







　　　第八章「伏龍の同志」







　菰こも野の盛せい元げんの一派により、苑山燕鵬が殺された。

　この報しらせは、あっという間に帝都中に広がった。

　帝国の実権を自分たちが握ったことを知らしめるために菰野一派が、帝都内に「奸賊苑山燕鵬を討ち取ったり！」と書かれたビラを撒まいたのだ。

　そのビラには、苑山燕鵬がいかに帝国を専横した悪人であったか、その罪状が事細かに書かれていた。

　だが、そのビラを読んだ帝都の人々が一番知りたいこと──これから帝国はどうなるのか、誰が指導者となるのか、についてはなにひとつ書かれてはいなかった。

　今のところ菰野盛元を始めとする一派が帝都でもっとも力を持っていたが、それはあくまで『正面から逆らう者がいない』ためである。

　内だい離りのまさに隣にある近在官の庁舎内で、長官である苑山燕鵬が暗殺されたということは、今の帝国で官位や権威が当てにならなくなったことの証明となった。

　むき出しの暴力と、暴力を手元に置くための金や財宝のみが力を持つようになったのである。

　そして、明確な指導者のいない、何ひとつ指針の示されぬこの反乱により、帝都防衛のために残されていた帝国軍の中には、指揮命令系統を離れて動く部隊が続出した。

　一部の貴族や役人をのぞけば、誰も菰こも野の盛せい元げんが権力を維持できるとは考えておらず、全員がさらなる混乱を予感して、自分の身を守るために軍人の取り込みを始めたのだ。

　この時代の軍隊は国家軍でも国民軍でもない。

　兵役とは地方の領主が領民に課す税金の一種であり、徴兵された兵士を訓練するのは領主の役目である。

　そして、その領主とは、中央から派遣された官僚である。つまり、帝国軍と有力な官僚の間は一種の地縁で結ばれているのである。

　有力者はその地縁を使って自分たちの屋敷や家族を守るために、帝国軍の部隊指揮官を指揮下の兵士ごと引き抜いた。

　帝国軍の総指揮官は言うまでもなく皇こう帝ていであり摂せつ政しようである。

　だが、その摂政は何もできないことが誰の目にも明らかだった。帝国軍の軍務局には菰野盛元の名前で出された命令書が届いたが、そのどれもがまったく実情を無視した命令書であり、中には同じ部隊に帝都防衛の命令書と南方の反乱を鎮ちん圧あつせよという命令書が二通届くありさまであった。

　上層部が混乱したまま何の動きも取れない中で、帝都の中で治安維持にあたっていた部隊指揮官は自分たちを食わせ、養ってくれる者が存在しないのではないか？　という不安感を抱いだいた。

　帝国軍の部隊指揮官の一部が、自分の部下である兵士たちを率いて有力者の許もとに走ったのも無理はない。

　苑その山やま燕えん鵬ほうが暗殺された、という報しらせを受けて街に出た伏ふせ龍たつが見たものは、門を閉ざし塀へいを補強し武装した兵を配置し始めた有力者たちの家々と、狂ったように走りまわる伝令の早馬だった。

　その光景を見た伏龍は眉まゆをひそめた。

　──帝国の崩壊がこんな風に始まるなんて思わなかった。こいつは俺の読み違いだ。

　北域国は帝国と和議を結び、晴せい凛りんは域王として皇帝から公式に認められるはずだったのに、何でこんなことになっちまったんだ？

　──どうする？　どうすればいい？　今、一番必要なのは情報だ。菰野盛元のところに、どれほどの人間が集まっているのか、何をしようとしているのか。対立する派は閥ばつは誰が率いて、どんな動きをしているのか。

　そいつがわからないことには始まらない。

　伏龍は目の前の王宮を見つめた。

　──だが、いくら情報を集めたくても、今の俺は無位無官の人間……いや、ひとりのお尋たずね者でしかない……なんとかならないだろうか？

　考え込む伏ふせ龍たつの目の前を通る官路を、帝国軍の伝令使の旗をつけた早馬が駆かけ抜けていく。その馬ば蹄ていの轟とどろきが遠ざかったとき、伏ふせ龍たつを呼ぶ声がした。

「千せん斗と！　千斗じゃないか！　何やってるんだ？　こんなところで」

　見ると、それは練れん涯がい塾の同期で親友だった劉りゆう鎮ちんだった。

　劉鎮はどこから手に入れたのか、あちこちに錆さびの浮いた古臭くさい鎧よろいを着込み、これまた古道具屋の片隅に転がっていたような槍やりを肩に背負っている。

「苑その山やま燕えん鵬ほうが殺されたという話を聞いて、とりあえず王宮の様子を見に来たんだ。これだけ大おお騒さわぎになっていれば、お尋ね者の俺のことなんか誰も構わないと思ってな。それより、劉鎮、お前のその格かつ好こうはなんだ？　役人も徴兵されたのか？」

「いや違う。役所の上司が誰も出てこないんだ。誰が何をやっていいのかわからないので、みんな右往左往するばかりだ。そうこうするうちに、下町で打ち壊しが起こってるという噂うわさを聞いたんでな。厩きゆう舎しやの奥にあった、員数外の鎧と槍を持ち出したってわけさ。

　下へ手たすりゃこれからは自分の身は自分で守らなきゃならないかもしれないからな」

「それはわかるんだが、どこに行くつもりだ？　お前の住まいはこっちじゃないだろう？」

「俺はこれから練涯塾に行って、そこで老師様と塾生を守ろうと思っているんだ。賊ぞくに踏ふみ込まれて火でもかけられたら、天下に誇ほこる蔵書が灰になっちまう。それだけは命を張っても阻そ止しするつもりさ」

　劉鎮の言葉を聞いた伏龍は考えた。

　──そうか、練涯塾だ。あそこに行けば、情報が集まるに違いない！　練涯塾出身者は科か挙きよに合格して、官僚になっているやつばかりだ。そいつらから、情報を聞くことができる！

「よし、俺も行こう！　練涯塾を守るなら人手は多いほうがいい！」

　伏龍の言葉を聞いて、劉鎮はほっとしたような顔になった。

「実を言うと、一いつ緒しよに来てくれたらいいのにな、と思って声をかけたんだ。こんな格好しているけど、槍なんか持ったこともないしな……」

「俺もそれほど武器の扱いに慣れているわけじゃないが、北域をうろついていた頃に結構危ない橋も渡ってきた。少なくともお前よりは世間を知っているつもりだ」

「そうだよな……考えてみれば、今のお前は北域国の軍師なんだよな」

「考えなくたってそうさ、さあ急ごうぜ」

　伏龍はそう答えると、劉鎮と共に足を速めた。

　練涯塾は帝都の北西に高級官僚たちの屋敷が立ち並ぶ一角にある。

　この塾は引退した高級官僚が、後進を育てるために自分の屋敷で教えていた私塾が元である。ここで学んだ者の中から科挙の合格者が何人も出たことにより評判が人を呼び、手て狭ぜまになったことから屋敷全体を塾として改造し、今では地方出身者のための寮を備えるほどになっている。

　屋敷町に足を踏ふみ入れた伏ふせ龍たつたちの耳に、わあわあという人々のわめき声が聞こえてきたのは、そのときだった。

「なんだ？　あの声は！」

「群衆の声だ……でも、何でこんな屋敷町に？」

「急ごう、嫌いやな予感がする！」

　伏龍と劉りゆう鎮ちんはお互いの顔を見合わせると、そのまま走り出した。

　屋敷小こう路じから、中なか六ろく条じようを都みやこ大おお路じのほうに曲がったとき、伏龍たちはぎらぎらとした目をした男たちの群れと出会った。

　男たちは手に手に高価そうな布や螺ら鈿でん細工の箱を抱かかえている。身なりから見て、どう考えても彼らの持ち物ではなさそうだ。

　伏龍と劉鎮は顔を見合わせた。

「略りやく奪だつだ！」

　男たちが走ってきた方向に目をやると、大きな屋敷の前に百人近い群衆が集まって騒さわいでいるのが見えた。門が打ち壊され、塀の上に登った男が屋敷の中の物を表通りにどんどん投げ出しており、その前に集まった女たちが、きゃあきゃあと嬌きよう声せいを上げながら品物を奪い合っている。

　屋敷町を警備していた衛兵は、遠巻きに群衆を見ているだけで、制止しようともしない。

「衛兵は何をやっているんだ！」

　怒ったように言う劉鎮を見て、伏龍は首を振った。

「衛兵に怒っても仕方ない。きっとあの衛兵は手を出すなと言われているんだろう……」

「どういう意味だ？」

　伏龍は襲われている屋敷を指差した。

「気がつかなかったのか？　この家は苑その山やま派の幹部の屋敷だ」

「なんだって？」

　劉鎮は目を見開いた。

「じゃあ、衛兵があの略奪を黙だまって見ているのは……」

「菰こも野の派の連中から、苑山派の家が襲われても手を出すな、という指示が出ているんだろう……もしかすると、あの略奪そのものも菰野派がけしかけているのかもしれない。

　諸悪の根源は苑山燕えん鵬ほうにある！　苑山燕鵬を殺したのは正義である！　ならば苑山派の屋敷を襲うのも正義である、ということさ。

　やましいことをやっているやつは、他人の過ちを大げさに言い立てて叩たたく。そうやって自分の過ちを見えなくしてしまう」

「ひでえ理屈だ」

「理屈ですめばいいけどな……」

「どういうことだ？」

　伏ふせ龍たつは真剣な目で劉りゆう鎮ちんを見た。

「お前、この略りやく奪だつが苑その山やま派の連中の屋敷だけですむと思うか？　菰こも野の派の息のかかった連中だけなら、なんとか抑え込めるだろう。でも、噂うわさを聞いて集まって来た連中に、そんな話は通用しない。あっちの家は襲っていいがこっちは駄だ目め、なんてそんな理屈が通用するわけがない。聞きわけのいい暴徒なんかいるはずがないだろう」

「……ってことは？」

「下へ手たをすると、この辺りの屋敷は軒のき並なみ襲われるぞ！　急ごう！」

　伏龍と劉鎮が練れん涯がい塾の前にやってくると、そこでは住み込みの塾生たちが集まって、門の前に机を持ち出していた。

　鎧よろいを着て槍やりを持った劉鎮を見て、塾頭らしい二十代の若者が声をかけてきた。

「劉鎮先輩！　来てくれたんですか！」

「おう、役所にいても何もすることがないからな。俺は独ひとり者で両親は帝都にいないから、親兄弟を守る代わりに、老師様とお前らを守ろうと思ってな」

　塾頭は劉鎮の隣にいる伏龍を見て、怪け訝げんな顔をした。

「こちらの方は？……」

「ああ、この方は俺の同期生で神しん流りゆう千せん斗と。今は皇こう伏ふせ龍たつと名乗って北域国の軍師をやっている」

　塾頭はうさん臭くさそうに伏龍を見た。

「そういえば、以前、憲衛隊が神流千斗という反乱軍の幹部のお尋たずね者について、記録を調べに来たことがありますが……この人が……」

「ああ、それ、俺のことだ。ところで、お前ら、いったい何をやってるんだ？」

「見てわかりませんか？　机を積み上げて門を固め、暴徒の襲撃から練涯塾を守るのです！」

　塾頭の言葉を聞いた伏龍は鼻で笑った。

「ははは、無む駄だですよ。さっき、その先で暴徒に襲われている家を見てきましたが、やつら、百人近くいるんだ。いくら机を積み上げて門を固めたって、多勢に無勢、数で押し切られて終わりです」

「じゃあ、どうすればいいんだ！　このまま何もしないで見ていろとでも言うのか！」

　怒る塾頭を見て、伏龍は真剣な顔で答えた。

「練涯塾は帝国随ずい一いちの知ち恵え者しやを育て上げ、よってこの地に王おう道どう楽らく土どをもたらす……この言葉の通りです。棒きれ持って殴なぐり合うような戦い方しかできないようでは、練涯塾の名がすたるとは思いませんか？」

「口で批判するのは簡単だ！　ではどうすればいいのか、代案があるなら言ってみろ！」

　伏龍は自信ありげにうなずいた。

「代案ですか？　ありますよ。暴徒の目的を考えればおのずから答えが出ます。暴徒は何が欲しくて、家々の門を打ち壊し、屋敷の中に入り込むのか。それは金目の物です。金銀財宝、絹の服、銭の入った手文庫。こういったものを奪うためにやつらは家々を襲うのです」

　塾頭は怒ったように言い返した。

「馬ば鹿かにするな！　そんなことは言われんでもわかっている！　だから、奪われないように、門を固め……」

「そこが間違いです」

「なんだと？」

「机を積み上げ、門を固め、塾生が棒きれ持って守ってたら、暴徒に、この家はまだ襲われていない。屋敷の中には金目の物が残っていると教えているようなものです」

　伏ふせ龍たつは目の前にある門を指差した。

「もし、この門が打ち壊されて、その前に机が転がっていて、門の中にも食器が転がしてあって、地面に、書きつけの紙や皿や鍋なべが散乱していたら、暴徒はどう思います？　塾生がやる気のない、あきらめきった表情で座り込んでいたら、暴徒はこの屋敷を見てどう考えると思いますか？」

　塾頭の表情が変わった。

「そ、それは……略りやく奪だつされた後だと思うかもしれない……」

「あなたが暴徒だったら、どっちを襲います？　まだ略奪されていない屋敷ですか？　それとも、先に誰かに襲われてしまった屋敷ですか？」

「そうか……うむ」

　塾頭が言葉に詰まったとき、その後ろから聞き覚えのある老人の声がした。

「はっはっはっ、さすがだな千せん斗と。こんどは虚実二十八系の空うつ蟬せみか……」

「老師様！」

　塾頭と劉りゆう鎮ちん、そしてその場にいた塾生が一斉に頭を下げた。

　伏龍も慌あわててその場に片かた膝ひざをついて頭こうべを垂れた。

　老師は塾頭と塾生を見回して言った。

「ものを考えるということはどういうことか、それを知るよい機会だ。暴徒が襲ってくると聞いて、防衛しなくては、と思うのは当たり前だ。だが、普通の人間はそこで考えが止まってしまう。千斗はそこからさらに一段深く考えたのだ。

　暴徒の目的は何か、とな。そして、次に暴徒の身になって考えた。自分が暴徒なら、どう考えどう行動するだろうか？　とな。

　人を相手にするときに、最も必要なのがこれなのだ。相手の言動から、まず相手の目的を見抜く。目的がわかれば、相手の考えを洞察できる。なぜ、こういうことを言うのか、何をさせたいと思っているのか。それを先に見抜いた者が優位に立てるのだ」

　老師はそこで言葉を切ると、目の前にいる塾頭に微笑ほほえみかけた。

「蓮れん在ざいよ、お前はあの建白書を書いた人間に会いたいと言っておったな？　ほれ、ここにいるこの千せん斗とが、あれを書いた男じゃ」

　蓮在と呼ばれた塾頭は目を見開いた。

「それは本当でございますか！　老師様！」

「ああ、間違いない。北域のことに詳くわしく、天下を広い目で見つめ、さらに読んだ人をして血ち潮しおたぎらせる名文を書き記せる人間は、千斗をおいて他におるまい。なあ、そうであろう？」

　伏ふせ龍たつは頭を下げた。

「老師様のおっしゃる通りです。北域国の力をもって南域の乱を討うつ、というあの建白書は私が書いたものです」

　伏龍の言葉を聞いて、その場に居並ぶ塾生の間から、低い「おお……」という感動のつぶやきが漏もれた。

『名文によって記された建白書で、国家を動かし、史書に名を刻む』

　この世界の知識人を目指す塾生たちにしてみれば、伏龍のやってのけたことは、まさに理想以外の何ものでもなかった。

　塾生たちが、ざわめいた、そのとき。

　すぐ近くで「わああっ！」という群衆の喚声が上がった。

　伏龍は顔を上げた。

「いけません！　暴徒が迫せまっている！　劉りゆう鎮ちん！　お前は老師様を屋敷の中に！　そばを離れるな！」

「わ、わかった！　さあ、老師様、塾に戻りましょう！」

　劉鎮が老師の手を引いて屋敷に向かったのを見送った後で、伏龍はその場にいた塾生に言った。

「お前らは、その机をひっくり返せ！　暴徒に略りやく奪だつされた跡に見せかけるんだ！　塾頭はこの門の扉を壊してくれ！　押し破ったように、外から内側に向けて、門もん扉ぴを壊すんだ！」

「わ、わかった！」

「残りの人間は、門から見える屋敷の前に、家財道具を投げて散乱させるんだ！　書きつけの反ほ故ご紙がみがあれば、そいつも投げて散らばせろ！　遠えん慮りよするな！　派手にやれ！」

「はい！」

　塾生たちはそう返事をすると、一斉に動き出した。

　塾の門が壊され、門の中と外に文机が投げ出され、地面に撒まき散らされた紙の上に墨ぼく汁じゆうを撒き散らした墨すみ壺つぼが転がっている、という舞台装置を作り上げて、伏龍は門の脇わきに隠れた。

「上う手まくいくだろうか？」

　不安そうに聞く塾頭を見て、伏龍は自信ありげにうなずいた。

「ようは、何十人と押し寄せてくる群衆の気を逸そらせてしまえばいいわけです。最初の数人を騙だませるかどうか……門の前に立ち止まったときが勝負です。まず私が最初にやってみせますから、塾生の連中によく見ているように伝えて下さい」

「わかった、伝えよう」

　塾頭が塾生たちのところに向かうと、略りやく奪だつを行っている暴徒の、わあわあ、という喚声の方向から、バタバタ、という何人もの走ってくる足音が近づいてきた。

　門の脇わきから顔を出して足音の方向を見ると、手に手に棒や、掛け矢と呼ばれる大きな木き槌づちを持った五、六人の男が走ってくるところだった。

　伏ふせ龍たつは動きまわった後のように、着ている服の胸元を大きく開けると、門から飛び出していき、手と首を振りながら叫さけんだ。

「ここは、もうやられている！　何も残ってねえ！　次へ行こうぜ！」

　走ってきた暴徒たちは、驚いたように立ち止まると、打ち壊された門や、あたりに散らばる文机や紙くずを見回した。

「お、おう……本当だ。苑その山やまの下したっ端ぱどもが、この塾の出だって聞いたから、一丁派手にぶっ壊してやろうと思ったが、先を越されたか……」

「塾なんかロクなものがねえよ、どうせならこの先にある近在官の屋敷を襲ったほうが、実入りも多いと思うぜ！」

　そう言って伏龍が指差したのは、苑山派でも菰こも野の派でもない中立の高官の家だった。そして、それは公正さによる中立ではなく、単に利権の有無で誰につくかを決める、という腐敗官僚として有名なコウモリ男の家だった。

「おう、そうだな。あの家なら、どっちからも文句は出ない。よし、行くぞ！　次はあの家だ！」

　男たちは、後ろに続いてやって来た暴徒の群れに向かってそう言うと、門の前から走り去っていった。

　伏龍も一いつ緒しよに少し走ってから、そっと群れから抜けて戻ってきた。

「いやはや、上う手まくいったな……」

　感心する塾頭を見て、伏龍はにやっと笑った。

「暴徒が来たら俺と同じように、誘導してもらえば大丈夫です」

「しかし、門が開いたままでは、暴徒が中に入ってくるかもしれんぞ？」

「大丈夫です。入ってきたとしても、せいぜいひとりか二人。打ち壊しや略奪に先頭切って参加しないで、一番最後にこそこそ立ち回って、おこぼれにありつこう、みたいなヘタレ根性の持ち主ですから、家の中に棒を持った塾生がいるのに気がつけば逃げていきます」

「ふむ、それもそうだな……」

　徒党を組んだ群衆たちによる屋敷町の打ち壊しと略奪は、通常の治安維持に当たる衛兵部隊だけでは手に負えなかったため、帝国軍は城壁や周辺で警戒に当たっていた部隊を召集し、兵士を大量に投入することで、やっと沈静化した。

　菰こも野の派が苑その山やま燕えん鵬ほうの殺害を正当化し、菰野盛元への信頼を高めるために仕組んだこの襲撃事件は、帝都の人々、特に裕福な商人たちに対し、菰野盛元の統治能力の低下を印象付けただけに終わった。

　塾の前の通りを、隊列を組んで行進して行く兵士の足音を聞きながら、塾頭がほっとしたようにつぶやいた。

「どうやら騒そう動どうも終わりのようですね。これだけ兵士に街中を歩き回られていたんじゃ、騒さわぎも起こしようがありません」

　老師は傍かたわらにいた伏ふせ龍たつに向き直ると、胸の前で両手を合わせ一礼した。

「塾が襲われることなく、ひとりの怪け我が人も出さずにすんだのは、すべてお主のおかげじゃ。礼を言うぞ、千せん斗と……いや、皇こう伏龍殿」

　慌あわててその場に膝ひざをつこうとした伏龍を、老師は止めた。

「あ、いや、もはやあなたは私の弟子の神しん流りゆう千斗ではない。北域国の執政にして軍師たる皇伏龍殿だ。長幼の差こそあれ、あなたと私の立場は等しいのだ」

　驚く伏龍を見て、老師は笑った。

「わしが教えてきた史実も知識も、覚えているだけではなんの役にも立たん。ただ、知識の正誤のみを論ずるだけでは、試験の採点係にしかなれぬ。

　その知識を応用し、実際に役立てて、初めて学問は意味を持つ。

　わしは、それを知ったつもりでおった。書を読み学を積んだわしの知略の右に出る者はおるまいと自負しておった。

　じゃが、実際にこの練れん涯がい塾が賊ぞく徒とに襲われそうになったとき、わしは何をしていいかわからなかった。概念では理解していても、具体的な策が何ひとつ浮かばなかったのじゃ。

　知略で生きていく者にとって、最も重要な才能は思いつくことじゃ。知識も学問も、思いつくための養分でしかない。

　わしは、今、しっかりと悟さとった。この帝国を背負って立つのは、皇伏龍のような人間でなければならぬと！」

　そして、老師は塾頭を見て、きっぱりと告げた。

「我が練涯塾に縁のある者で、繫つなぎのつく者をすべて呼び集めよ。練涯塾の力をこの国のために役立てるのは、今じゃ！」




　その日の夕方。

　練涯塾の一室に、塾生にしては少々老けた顔つきの男たちが四十人ほど集まっていた。

　やがて、扉が開いて、数人の若い塾生が蠟ろう燭そくを刺した燭しよく台だいを持って、部屋の中に入ってきた。

　塾生たちは部屋の四隅に燭しよく台だいを置くと、持っていた小さな灯とう明みよう箱から蠟ろう燭そくに火を灯ともし、一礼すると部屋を出ていった。

　さっきまでの薄暗い部屋が蠟燭で照らし出され、明るくなったのがきっかけだったのだろう。その部屋に集まった男たちはぼそぼそと話を始めた。

「苑その山やま派の屋敷は軒のき並なみ襲われ、中には火をかけられた家もあるそうだ」

「ああ、でも延焼は免れたらしいな」

「いかに菰こも野の派の衛兵といえども、さすがに火事は見逃すわけにはいかないというところだろうな」

「お前のところはどうだ？　菰野派についたのか？」

「一応はな……寄らば大たい樹じゆの影、というのは正しい。少なくとも家や家族を危険にさらしたくはないからな」

「いや、俺は逆だと思う。家を襲われて火をかけられた苑山派が、このままやられっぱなしとは思えない。苑山派は何と言っても主計を握っている。給与と食い物を握られたら、帝国軍の兵士どもは苑山派の言うことを聞くに違いない」

「軍務局の参さん謀ぼう長はまったく動いていないそうだ。菰野派が声をかけたら、軍が動くはただ勅ちよく命めいによってのみ、と一いつ喝かつされたそうだ」

「上層部には気骨のある連中もいるが、部隊指揮官はなあ……部下を食わせなくちゃならないからな……」

「それにしても最悪だな。帝都の近くまで反乱軍に攻め込まれているというのに、帝都の中では権力者同士が殺し合いか。内ない憂ゆう外がい患かんとは、まさにこのことだ」

　そんな話をひそひそと交していると、戸が開いて、老師と塾頭、そして伏ふせ龍たつが入ってきた。

「老師様に……礼！」

　塾頭の号令で、その部屋にいた四十人ほどの男たちが一斉に一礼した。

　礼を終え、頭を上げた男たちを見回して、老師はゆっくりと言った。

「国家存亡の危機の中、私の呼びかけに、よくぞ集まってくれた。礼を言う。

　諸君らは我が練れん涯がい塾で学び、見事科か挙きよに合格し、立派な官僚としてこの帝国を動かしている。我が練涯塾の誇ほこりとも言える者たちだ。

　我が練涯塾は先代の頃より、ただ学究のためにのみ存在する。

　史学も地政学も、これすべて不偏不党、公正中立を貫き、浅あさ薄はかな善悪の概念を持ち込むことなく、純粋な学問として教えてきた。

　練涯塾は学がく閥ばつを作ることを戒いましめとし、諸君ら練涯塾出身者は帝国内のあらゆる部署において帝国を支える屋台骨として、ひたすらに執務を続けてきた。

　帝国の力を強く保たもつこと、これすなわち国の内外を平安に保つことに他ならぬ。王おう道どう楽らく土どはただ言説のみにもって成ること非あらずと……」

　老師はそこで言葉を切ると、天を仰あおいで大きくため息をついた。

「されど、今の帝国にその力なし！

　皇こう帝ていは幼く、摂せつ政しようは怠たい惰だにして、ただ己の贅ぜいのみに固執し、摂政に代わる者は権勢のみを誇ほこる！　財ざい閥ばつは富を誇れども社しや稷しよくを思う心なく、帝都は白昼に賊ぞくが横行する暗夜のごとき有様にして、帝都を守りし兵は善戦虚むなしく骸むくろを光こう来らい川にさらす。

　史書を紐ひも解けば、まさに滅亡直前の南朝に同じ！

　我らは史書に描えがかれた南朝の者どもの愚おろかな行為を内心で嘲あざ笑わらった。

　ここまで人が愚かになれるとは信じられぬ。これは歴史を記したる者の創作であろうと、疑いを抱いだいた。

　だが……今、まさに我らがその愚か者に他ならぬ！

　愚かな行いというのは、愚か者のみがするわけではないのだ。いかなる賢者でも、追い詰められれば愚かな行動を取る。

　わしは今になって気づいたのだ！

　国家と軍というものは、その追い詰められたときの人々の心の支えになるものなのだ！

　帝国なくして、王おう道どう楽らく土どはない！　帝国に再び力を取り戻させる以外に、この混迷から人々を救うことはできぬ！」

　老師は部屋の中にいる塾の卒業生たちを見回し、ゆっくりと言った。

「我が練れん涯がい塾は、今、このときをもって、先代の教えである、不偏不党公正中立を捨てる！」

　老師の言葉を聞いた卒業生たちは、電流に打たれたかのように目を見開き、顔を上げた。

　老師の言葉にあった通り、練涯塾は今まで、不偏不党公正中立、清せい廉れん潔けつ白ぱくを掲げ、同窓生である、ということだけで優遇し便べん宜ぎを図る、いわゆる学がく閥ばつとしてふるまうことを禁きん忌きとして固く禁じてきた。

　これに反する者は練涯塾の卒業生としての記録を抹消され、その旨むねが高札に記されて門前に掲げられるのである。

　いわゆる「公的な死」を意味する処分を下すことで、練涯塾は今まで清廉潔白である、という評価を保たもってきた。

　練涯塾が学閥として動くことを禁じた理由は、その影響力が大きすぎるからである。

　だが、老師はそれを捨てることを明言した。

　卒業生たちの顔には、口には出さないものの、同じ疑問が浮かんでいた。

　──では……練涯塾はいったい誰につくのだ？　菰こも野の派か？　領りよう袖しゆうを失った苑その山やま派か？

　老師はゆっくりと言った。

「本日このときから、我が練涯塾は、北域国を帝国の救世主として定め、北域国を支え、もって帝国を再興し、混迷の世から人々を救うこととする！」

　老師の言葉を聞いた卒業生たちは、騒そう然ぜんとなった。

「北域国だと？　あんな蛮ばん族ぞくと縁を結んだ連中を信じろと言うのか！」

「いや、老師の言葉も一理ある！　南域の惨さん状じように比べれば北域ははるかにまともだ！」

「あの建白書に書かれていた策より他に、今の帝国を救う方法は無い！」

「しかし、北域国の正体は帝国人の面をつけたシムールだと言うではないか！　北域王に至っては無位無官の若者で、蛮族の王の傀かい儡らいに過ぎん！　シムールを帝国領内深く引き入れれば、なし崩しに帝国はシムールに奪われかねない！　熟じゆく慮りよすべきだ！」

「そんな暇があるか！　南域の反乱軍はわずか五十長里キロメートルの光こう来らい川の渡しまで迫せまっている！

　まさに焦しよう眉びの急なのだ！　一刻も早く北域国と話をつけて北域の戦力を投入せねば、帝都は終わりだ！」

　お互いの主張をぶつけ合う男たちの表情は真剣そのものだった。

　彼らは子供ではない。帝国という組織の様々な部署で、責任を負い実際に業務を動かしている実働部隊なのだ。

　決断の重さを肌で理解している人間にとって、それは真剣にならざるを得ない事柄である。老師はそんな男たちを黙だまって見つめていたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「諸君らには諸君らなりの考えがあろう。だが、なぜ、わしがこの結論に至ったのか、それを言おう。

　諸君らの不安は、北域国の姿を知らぬがゆえの不安である。

　ある者は流る民みんを出さぬ徳政を行っている国と主張し、ある者はシムールの傀儡に過ぎんと主張する。北域国とはどのような国で、どのような人間が治めているのか、それを知っている者はほとんどいない。

　だが、わしは知った。北域国の真の姿を……この神しん流りゆう千せん斗と、いや北域王の執政にして、北域国軍参さん謀ぼう総長である皇こう伏ふせ龍たつによって！」

　老師が指差した伏龍を見て、男たちはどよめいた。

「伏龍だって？　北域国の首脳じゃないか！」

「というか、北域王の片腕とも言われている男だって話だぞ！」

「あの沢さわ樹ぎ延えん銘めい率いる三万の帝国軍を降し、孟もう旗き将軍を籠ろう絡らくした凄すご腕うでの軍師だ！」

「シムールの王ですら、一目置いているそうだぞ」

　老師は伏龍を見て、小さくうなずいた。

　──わかりました。

　伏龍は目でそう答え一歩進み出ると、しっかりした口調で話し始めた。

「皆様方の中には、初対面の方もいらっしゃると思います。私は北域国執政にして北域国軍参さん謀ぼう総長、皇伏龍こと神流千斗と申します」

　男たちの間から「おお」とか「うむ」という小さな声が漏もれる。

「私の所属する北域国がどのような国で、どうやって生まれたのか、それをご説明するには、三日三晩あってもおそらく足りないでしょう。

　しかし、ひとつだけ自信を持って言えることがあります。それは、北域国の理念、国家としての礎いしずえを作ったのは、あの月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かである、ということであります。

　月原閣下はこの帝都を追われた後、北域辺境総そう督とくという閑かん職しよくに追いやられ、侘タ瑠ル徒トという小さな街に赴ふ任にんしました。

　月原閣下はそこで、帝国の前に立ちはだかる最大の敵シムールと対たい峙じし、ついにこれを懐かい柔じゆうし、シムールの一支族シャン族と和議を結びました。

　長い帝国の歴史において、たとえ支族といえども、シムールと和議を結んだ者はおりません。月原弦斉閣下の人柄あってのことでしょう。

　そして、この和議によって北部辺境に平和が訪れたのは事実です。

　今まで帝国の人間が誰ひとりとして為なし遂げられなかったシムールとの共存。それが北部辺境の小さな街で始まったのです。

　この改革が北域辺境にもたらしたものは、言葉では言い表せません。

　先日、シムールの総族長会議が北域の稜りよう孟もうの街の隣で開催され、なんと三万を超えるシムールの民たみが集まりました。

　街の中を帝国の人々とシムールの人々が肩を並べて歩き、買い物をし、談笑する。

　それは、彼らと敵対し、常に緊張状態にあった時代には、考えられない光景でした。

　シムールと帝国の相互信頼による北域の和平。

　これこそが、北域王である泉せん野や晴せい凛りんの功績でありましょう。

　彼は無位無官の若者です。だが、彼には王の器量があります。

　王にとって最も必要な器量。それは人を赦ゆるす寛大さです。

　人を赦さぬ王は家臣の過ちを赦しません。家臣は保身のために過ちを隠すようになります。いいことだけが吹き込まれ、いいものだけを見せられた王は真実を見誤り、国家の行く末を決める重要な判断を誤ります。

　彼は自分に敵対した帝国軍の兵を赦し、将軍を赦し、そして敵軍の軍師である沢さわ樹ぎ延えん銘めいですら赦したのです。

　敵ですら赦す王ならば、家臣は正直に過ちを報告するでしょう。たとえ罰を受けるとしても、王を恨うらむことはありません。他の家臣は同じ過ちを繰り返さぬように肝きもに銘めいじ、王は真実を聞き、そして見ることができます。

　我々の信念は『尊そん王のう討とう奸かん』の一言に尽つきます。

　確かに、我々は北域国を名乗り、北域王を立てました。しかし、この王はその名の通り域王であり皇こう帝ていではありません。

　北域の太たい守しゆや役人たちも、そのままです。私利私欲に走った者は追放されましたが、それ以外の者は今まで通りの任についております。ですから、北域の人々は流る民みんとなることなく、日々の暮らしを続けていられるのです。

　我々の手で帝都を暴徒の手から守り、南域の乱を討とう伐ばつすることができれば、それは我々の喜びとするところであります！

　人々が賊ぞくに怯おびえることなく、子供たちが餓うえることなく、明日を夢見て生きることのできる王おう道どう楽らく土どをこの世にもたらすことができるのは、強き国家なればこそです！

　我らの手で、この帝国を立て直すのです！

　我ら練れん涯がい塾の力をもって、この帝国に再び力を取り戻し、南域の乱を平定し、腐敗と怠たい惰だを帝国の王宮から追放するのです！

　我らにはそれができる！　いや、我らでなければそれはできない！　今こそ我ら練涯塾の真しん髄ずいを見せるときではありませんか！」

　伏ふせ龍たつの雄弁は、その場に居合わせた男たちを奮ふるい立たせた。

　彼らが胸の中に抱いだいていた『なんとかしなくてはならない』という意識に、伏龍は『こうすればよい、こうすべきだ』という方向性を与え、そして決断をうながしたのだ。

　胸の中に鬱うつ積せきした思いが強ければ強いほど、それは激情となってほとばしった。

「よし、やるぞ！　俺は北域国につく！」

「菰こも野の派だ苑その山やま派だと言っているのが馬ば鹿か馬鹿しくなった！」

「そうだ！　どちらのために働いても、それは国のため、人々のためにはならん！」

「練涯塾の力、見せてやろうじゃないか！」

「そうと決まれば、まず組織作りだ！　それぞれの立場と知っている情報を全部出せ！　それを共通の情報として共有するんだ！」

「帝国の有力者、各部署の責任者を表に書き出せ！　味方にできそうな人間をこっちに引き抜くんだ！」

　その場にいる男たちは一斉に動き出した。

　いずれも帝国という組織の隅々まで知り尽つくした男たちである。菰野派が何人で、どんな勢力なのか、苑山派が何人で、どんな勢力なのか。次々に情報が出され、それがまとめられていく。

　走り回って紙や筆を用意するのは、現役の塾生の仕事である。

　燭しよく台だいの蠟ろう燭そくの灯あかりの中で、目を輝かせて人物表を作成している男たちの顔を見て、老師は笑った。

「彼らの顔を見るがいい。ここに来たときとは雲うん泥でいの差だ。何をすればいいのかを知った者というのは、誰も皆輝いた目をするのだ。あそこで小間使いのように走り回っている若き塾生たちの中に、おそらくここで彼らが何をしているかを理解している者はおるまい。

　だが、いいのだ。彼らは、大人が仕事をするとはどういうことか、その生きた手本を目の前にしている。これこそが、若い塾生にとって得難き経験となるだろう。

　千せん斗とよ、ありがとう。礼を言わせてもらうぞ」

　伏ふせ龍たつは慌あわてて顔の前で両手を振った。

「いえ、とんでもありません！　こちらこそ練れん涯がい塾の方針を曲げてまで北域国を支援していただけるとは思ってもみませんでした」

　老師は悪戯いたずらっぽい目で伏龍の顔を見た。

「とっくに枯れたつもりでいたのだがな……お前の書いた建白書が、わしの胸の中にあった野心に火をつけたのだ。今のまま枯れて死ぬのも人生ならば、今ここで何かを為なしてから死ぬのもまた人生。ならば、何かを為して死のう、とな。

　面白いものでな、そう思い立った日から妙みように楽しくて仕方ない……」




　練涯塾が北域国を支援すると決めた次の日。

　壁に張られた帝国の組織図を前にして、それぞれの動きを表に書き込んでいた伏龍のところに、ひとりの男がやってきて聞いた。

「菰こも野の派の官僚のところで、妙みような話を耳にしました……伏龍殿以外に、帝国と交渉している北域国の代表者はいらっしゃいますか？」

「北域国の代表者だって？　いるわけがない。そもそも帝国は我々と交渉する気すらなかったんだからな」

「そうですよね……やはりおかしな話だな……」

「どんな話なんだ？　聞かせてくれないか？」

「はい……」

　その男は小さく一礼すると話し始めた。

「私は政務部の秘書室に勤務している清せい宥ゆうと申します。私の上司の秘書室長は菰野派の幹部で、毎日朝から菰野盛せい元げんのところに顔を出してご機き嫌げん伺うかがいをやっています。本日その幹部から、菰野盛元は北域国と話をつけた。しかし、北域王は帝都に来る気は無い。帝国の足あし下もとを見て、皇こう帝ていのほうが延声に来いと要求している、という話を聞きまして……」

　伏龍は目を丸くした。

「なんだそりゃ。俺の知らないうちにそんな重要なことが決まるとは思えないし、そもそも皇帝のほうから頭を下げに来い、なんてことを晴せい凛りんが言うわけがない！　そいつは、デマだ」

「だと思いました……」

　清宥はほっとしたような顔でそう言うと、話を変えた。

「困ったことに、菰野には苑その山やまのように部下を統制する能力すらなく、毎日会議ばかりしていますが、誰も責任を取りたくないので何も決まりません。

　何か決まっても、会議の後に菰野に貢みつぎ物ものを渡して『ああしたほうがよかった』と言えば、決定したことがころりと変わります。

　案件の決定を左右するのは、重要性や緊急性ではなく、菰こも野のに渡す貢みつぎ物もの次第なのです。朝ちよう令れい暮ぼ改かいは当たり前で混乱するばかり。最近はもうそれぞれが上司に報告も連絡もすることなく勝手に動いています」

　それを聞いた伏ふせ龍たつは絶句した。

「それは……右手のやってることを左手が知らない、どころの話じゃない。人差し指のやろうとしていることを親指が知らないようなものだ。政治でもなけりゃ組織でもない、まさに末期症状だな」

「ええ、苑その山やまを殺したことで、菰野の権威は逆に低下したと言ってもいいでしょう。官僚や貴族の中には『長ちよう嶺れい帝ていの許もとで一から国を立て直すしかない』と水面下で動き始めた者もいるようです。そういった者と連携できればいいのですが……」

　伏龍はうなずいた。

「北域国の掲げる尊そん王のう討とう奸かんの旗印と、そういう連中の考えている理想の国家とは共通点が多い。延えん喜ぎ帝国とは、そもそも皇こう帝ていを中心にして動くことを前提に作られた国家で、国家の中心に皇帝を置かなければ回らないようにできているんだ。

　長嶺帝をいただいて、一から国を立て直すという方法以外に、帝国を救う方法は無いだろうな」

　伏龍の隣で、組織図作りを手伝っていた劉りゆう鎮ちんが顔を上げた。

「俺は御ご料りよう牧場に勤めているから宮中の情報が入ってくるんだが、長嶺帝と言えば、菰野派の連中が皇帝陛へい下かの周りにいた近在官を苑山の手下として、ほとんど罷ひ免めんしちまったらしい」

「じゃあ、今、皇帝陛下の身の回りの世話は、誰がやっているんだ？」

「皇帝陛下の近在官がいなくなっても、政務に関かかわる仕事が無くなるだけだ。陛下の日々の暮らしは、女官たちがついているので心配は要らないって話だ。皇帝陛下が暮らす内だい裏りは近この衛え兵が守っているから、たとえ菰野の手の者が入ってきても、苑山燕えん鵬ほうのようなことにはならない。宮中の、それも内裏の奥にいる限り、皇帝陛下は無事だよ」

　劉鎮の言葉を聞いた伏龍の意識の中に何かが引っ掛かった。

　──あれ？　今聞いた話と、さっき聞いた話が、妙みように引っ掛かる。

　何が引っ掛かったんだ？

　清せい宥ゆうが最初に持ってきた話を思い返し始めた伏龍は、何かに思い当たったのだろう。はっと目を見開くと、部屋の中にいた仲間たちを呼び集めた。

「……おい、ちょっと集まってくれないか？　気になることがあるんだ。みんなの意見を聞きたい」

　集まってきた仲間を見回して、伏龍は説明を始めた。

「さっき、この清宥から聞いたんだが、菰野派の連中が俺の書いた建白書通りに、北域国の力を使って南域の反乱を抑えようと考えて、北域国にその旨むね申し入れたという。だが、北域王は皇こう帝ていが自分の足で延えん声せいまでやってきて頭を下げなきゃ言うこと聞かねえぞ、とか言い出した、てんだ。

　俺は、それを北域国の評判を落とすために流された印象操作のための流言蜚ひ語ごだ、と結論付けた。俺のいない間に話が進んでいる、という可能性もある。だが、尊そん王のう討とう奸かんを掲げている北域国が……というよりも、北域王である泉せん野や晴せい凛りんの性格からして絶対に、皇帝のほうから頭を下げに来いなんてことを言うわけがないからだ。

　まあ、流言蜚語かどうかは別にして、菰こも野の派が、北域王が皇帝を北域に呼びつけようとしている、という話を始めているのは事実だ」

　伏ふせ龍たつは、壁に張られた菰野派と苑その山やま派、そしてそのどちらにも与くみしない人々の名前を書いた人物表を指差して、言葉を続けた。

「そして、次に長ちよう嶺れい帝ていの許もとで一から国を立て直すしかない、と水面下で動き始めた者もいる、という話になった。そういう人々の数ははっきりしないが、かなりの数に及ぶだろう。

　家族や身内に累るいが及ばないように、名前だけ菰野派に置いている人もかなり多い。菰野派も苑山派も両方が恐れているのが、この、いわゆる長嶺帝派の動きだ。これを覚えておいてもらいたい。

　そして、最後がその長嶺帝の身辺の安全についてだ。

　宮中で苑山が暗殺されるという、とんでもないことが起こったが、長嶺帝のお住まいである内だい裏りは近この衛え兵がしっかり守っており、内裏から出ない限り長嶺帝の安全は確保されている、という話だ」

　伏龍はそこで言葉を切ると、集まってきた仲間を見回した。

「俺が引っ掛かったのは、この三つの話を、違う立場から見たら、どう見えるだろう？　と考えたからだ」

「それって……どういう意味だ？」

　劉りゆう鎮ちんが首をかしげた。

「同じ事実でも、見る人によって見方が変わるってことさ。灯とう明みようの蠟ろう燭そくが半分になったのを見て、まだ半分ある、と思う人もいれば、もう半分しかない、と思う人もいる。

　そこにある半分の蠟燭、という事実は変わらなくても、見る人が違えば答えは正反対ってこともあるってわけさ」

「なるほど……事実は同じでもそこから導かれる結論は正反対。そして人はその答えを真実だと思い込む……ってわけか」

　伏龍はうなずいた。

「そうだ、俺はこの話の順番を変えて、苑山を暗殺した菰野派の連中の目から見てみようと思う。

　まず、長ちよう嶺れい帝ていの許もとで一から国を立て直すしかない、と考えている『長嶺帝派』の存在だ。

　この考え方をする人間は多い。というか、それが延えん喜ぎ帝国の本来の姿だ。摂政だの執政だのがいる今の帝国の姿のほうがおかしいんだ。だが、菰こも野の派の連中はそうは見ないだろう。

　皇こう帝ていは幼く統治する能力がないのだから、それに代わる摂政である菰野盛せい元げんの手によって帝国が動くのが当然だ、と考えている。

　菰野派から見れば、長嶺帝派は敵だ。幼い皇帝の名前を使って、自分たちに都合のいい方向に国家を動かそうとしている、とんでもないやつだ。ということになる」

「それって自分たちのことじゃないのか？」

「そうさ、自分たちがそうだから、当然他人も自分たちと同じようなことをやる、と考えるんだ。つまり、長嶺帝派が実権を握れば、自分たちが苑その山やま燕えん鵬ほうにやったように、殺されるか罷ひ免めんされ、帝都の屋敷が暴徒に襲われるだろうと考えている……」

　伏ふせ龍たつはそこで言葉を切ると、少し真剣な表情になって言葉を続けた。

「ここから先は俺の考えたことで事実かどうかはわからないが、俺は菰野派の一部が長嶺帝を殺害することを考えて動いているような気がしてならないんだ」

　伏龍の言葉を聞いて、その場にいた男たちは驚きの声を上げた。

「なんだと？」

「そんな馬ば鹿かな！」

「いくらなんでも、それはないだろう？」

　伏龍はゆっくりと答えた。

「確かに、そんなことはあるわけない。そう、みんな思っている。じゃあ聞くが、この中に菰野派の連中が苑山燕鵬を宮中で暗殺すると思ってたやつはいるのか？」

　その場にいる全員が黙だまり込んだままお互いの顔を見合わせた。

「誰も思っていなかった……あのときも、まさかそんなことをするわけがない、とみんな思っていたんだ……事実は常に想像の上をいくんだ。

　そして菰野派の皇帝暗殺があり得ると考えたとき、北域王が長嶺帝を北域に呼びつけた、という情報は別の意味を持ってくる……」

　伏龍は劉りゆう鎮ちんの顔を指差した。

「俺はそれに、劉鎮の言葉で気がついたんだ」

「え？　俺の？」

「そうだ。お前が言った『たとえ菰野の手の者が入ってきても、苑山燕鵬のようなことにはならない。宮中の、それも内だい裏りの奥にいる限り、皇帝陛へい下かは安全だ』という言葉だ。

　それを逆に言えば『宮中の内裏の外に連れ出されれば、皇帝陛下とて無事ではすまない』という意味だってことに気がついたんだ。

　その事実と、菰野派が言っている『北域王が長嶺帝を北域に呼びつけている』というデマを重ねたとき。そこに浮かんでくるのは、どう考えても皇こう帝ていを宮中から連れ出し、北域へ連れていってそこで暗殺し、その罪を北域に被せる、という構図だ。

　これは俺の妄もう想そうで、そんなことはないのかもしれない。だが、これが俺の妄想でないとしたら、今、この帝国はとんでもない危機にさらされているということになる！」

「だが、そんなことはあり得るのだろうか？　帝国は皇帝がいて初めて成り立つ国家だ。ここで皇帝を亡き者にすれば、帝国は瓦が解かいし、一切の文化も歴史も史書もありとあらゆるものが灰かい燼じんに帰するということに、菰こも野の派は気がついていないのか？」

　その言葉を聞いた清せい宥ゆうが顔をしかめた。

「気がついているものか！　あいつらの頭の中には利権しかない。未来の帝国の繁栄より、今、自分の手で握れる銭のほうしか興味が無いようなやつらばっかりだ！」

　その言葉を継いで、伏ふせ龍たつが答えた。

「苑その山やま燕えん鵬ほうを暗殺したことで、菰野派の連中は帝国の重要な役職を手に入れた。その役職にどれだけの責任があるのか、なんてことは考えたこともないような連中が、その役職で手に入る裏金の額をほくほく顔で、今頃一生懸けん命めい皮算用しているだろう。

　つまり、やつらにしてみれば、苑山暗殺は成功した方法なんだ。そして人間というのは、その成功した方法を繰り返す生き物なんだ。

　長ちよう嶺れい帝ていが生きていれば、再び苑山燕鵬のような人間が現れる。やつらはそれを怖れている。菰野派の連中がそれを防ぐ方法は二つしかない。帝国のために命を投げ出して奉仕し、世の人々の敬意を勝ち取るか、それとも長嶺帝を亡き者にするか……お前は前者だと思うか？」

　劉りゆう鎮ちんはぶんぶんと首を横に振った。

「それだけはあり得ない。そんなことをするわけがない」

「俺もそう思う。つまり、残された選択肢は長嶺帝の暗殺だ……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、その場に集まった練れん涯がい塾出身者を見回して言葉を続けた。

「これはあくまでも、俺の推論でしかない。事実かどうかはわからない。だが、俺のこの推論は常に頭の中に入れておいて欲しい。そして、長嶺帝暗殺の兆候が見えたら、すぐに俺に知らせてくれ！」

　清宥が真剣な目で聞いた。

「その兆候というのは、たとえばどんなことでしょうか？」

「一番確実なのは、北域王に謁えつ見けんするために、北域に行ぎよう幸こうすることが本決まりになったときだ。だが、それが本決まりになる前に、事前準備のため、様々な部署に根回しが始まるだろう。人や馬車の手配をしなくちゃならないからな。それを一刻も早く摑つかんで欲しい！　長嶺帝はこの帝国の希望の光だ。それを消されてなるものか！」

　その場に居合わせた練涯塾の出身者は、互いの顔を見合わせてうなずきあった。

「わかった、情報が入り次第報告する！」

「まさかとは思うが、あの馬ば鹿かどもは本当にやりかねんからな……」

　それから三日が過ぎた。

　練れん涯がい塾の建物に陣取った伏ふせ龍たつは、引き続き塾出身者の入手してきた情報を要人ごとに取りまとめていた。帝国内部の権力闘争がどんな風に進んでいるのか、そしてどちらにも与くみしない協力者となりうる人物の選定を進めるのだった。

　練涯塾の出身者たちは対象者に接触することなく、その周辺の人間にそれとなく話を聞いて得た情報を伏龍のところに報告するのだ。

　菰こも野の派にも苑その山やま派にも警戒されないために、練涯塾出身者は学がく閥ばつを作らず、徒党も組まない、という評判を最大限に利用する。それが伏龍の立てた策だった。

　警戒されないために、伏龍は練涯塾の塾生にいつも通りの生活をするように指示した。

　この日も、朝から塾生たちが修練の一環として行われる清掃奉仕を始めていた。

　ほうきとちり取りを持って、門の前の通りを掃除していた塾生の中のひとりが、ふと顔を上げた。

「何か聞こえないか？」

「え？　何かって？」

　そう言われた塾生は、耳に意識を集中させた。

　確かに、音が聞こえる。どどっ、どどっ、という一定の旋せん律りつを伴った音がだんだん近づいてくる。

「あれは馬の蹄ひづめの音だ。馬が走ってくるんだろう」

「こんな街中をか？　馬が走れるのは大おお路じだけだぞ」

「勅ちよく旨しの早馬なら、天下往来どこでも走ることが許される。このあたりは高官の屋敷も多いから、馬が走ってもおかしくはない……とはいえ、勅旨の早馬なんか、よほどのことでもない限り走らせないはずだし……」

　などと、言っている間に、東西に延びる練涯塾の前の通りの西の方角から、馬の蹄の音が近づいてきた。

　そして、白い勅旨の装束を着て、黒い大きな馬に乗った劉りゆう鎮ちんが現れた。

　蹄の音も荒々しく練涯塾の前までやってきた劉鎮は、そこで馬の手た綱づなを引いて馬を止め、飛び降りた。

「千せん斗とは！　神しん流りゆう千斗は塾にいるのか？」

「あ、はい、伏龍様なら塾の中にいらっしゃいます……」

「馬を頼んだぞ！」

　劉鎮は塾生に馬の手綱を押しつけて、練涯塾の建物の中に飛び込んでいった。

　その頃、伏龍はいつものように情報の書かれた報告書を読んで、協力者になりそうな人物の選定を行っていた。

　顔色を変えた劉りゆう鎮ちんが飛び込んできたのは、そのときだった。

「千せん斗と！　大変だ！　皇こう帝ていの北域行ぎよう幸こうが正式に決まったらしい！」

「なんだって！　本当か！」

　練れん涯がい塾にいた出身者たちが、顔色を変えて集まってきた。

「ずいぶんと急だな……」

「だが、俺のところにはまだなんの話もないぞ？」

「何で劉鎮がそれを知ったんだ？」

「俺の勤務先は御ご料りよう牧場だ。皇帝陛へい下かや随ずい行こう員いんの乗る馬車の管理と運用は、俺たちの仕事なんだ。今日の朝、菰こも野の盛せい元げんの名前で、皇帝が北域に行幸するから馬車御列の準備にかかれ、という通達がきた！　こいつはもしかして……と思ったので、訓練の名目で御料牧場から馬を一頭借り出して、報告に来たというわけだ」

「なるほど、やはり一番最初に根回しするのは、馬と馬車、というわけか……その通達には行幸の日付が書いてあったか？」

　伏ふせ龍たつの問いに劉鎮は首を振ってみせた。

「いや、具体的な日付はなかった。長旅に耐えられるように御料馬車の手入れと馬の状態を万全にしろ、という通達だ。俺が気になったのは、その通達の中に、国家危急の情勢から、随行員および警護の兵士は少数となる。品位を失うことは許されぬが華か美びな装飾は避けるように、という文言があったことだ。

　その文言は間違いじゃない。今の帝国の状況から考えれば、随行員や警護の兵士を多くして、派手な行列を作るのは無む駄だだ。でも、伏龍が言っていたことと突き合わせると、この指示には裏の意図があると思う……考えすぎかもしれないが……」

　伏龍は首を振った。

「いや、違う。悪事にしろ陰謀にしろ、すべては秘密裏りに行われる。俺はこれから皇帝を殺すぞ！　と宣言する馬ば鹿かはいない。だから、推察するしかないんだ。

　ああいうことを考えているのかもしれない、こういうことがあるかもしれない、と考えて、その最悪の場合に備えておくべきなんだ。

　歴史に残っている愚ぐ行こうも、それによって引き起こされた惨さん事じも、後からなら、なぜそれに気がつかなかったのかと言える。でも、そのときそこにいた人間に聞けば、誰もがきっと、こう答えるだろう『まさかそんなことがあるとは思わなかった』と。

『まさか』と言ってからでは遅い、それは敗北の言葉だ。俺たちが言うべき言葉は『こういうこともあろうかと！』だ！」

　伏龍を取り囲んだ練涯塾の出身者たちが、口々に言った。

「で？　どうすればいい？　俺たちは何をすればいい？」

「教えてくれ伏龍！　俺たちはお前の指示に従うぞ！」

　伏ふせ龍たつは言葉に詰まった。

　やるべきこと、何をすればいいのか。それはわかる。だが、それができるかどうかを考えると、今の自分には何ひとつできないのに気がついたのだ。

　──この帝都では、今の俺はただの『お尋たずね者』でしかない。長ちよう嶺れい帝ていの暗殺が計画されているとしても、今の俺には何もできない。長嶺帝の身を守る近この衛え兵に、それを告げることすらできない。

　そのとき、老師の声が飛んだ。

「伏龍よ、北域に戻るがよい！」

　伏龍ははっと目を見開いて振り向いた。

　その表情を見て、老師はにっこりと微笑ほほえんだ。

「そうじゃ、汝なんじがこの帝都でできなかったことのすべてが北域国ではできる！　万を超える軍勢を意のままに動かし、正道を貫くことができるのは北域国だけじゃ！

　長嶺帝の御身を心配する気持ちはわかるが、菰こも野のの一派とて、この帝国領内で長嶺帝を襲うほど愚おろかではあるまい。長嶺帝の危機は北域に入ったときじゃ！　汝の真価は北域でこそ問われる！」

　老師の言葉はすべて腑ふに落ちた。

　──そうだ。戻ろう。

　一刻も早く北域に戻り、長嶺帝暗殺を食い止めなくては！

　伏龍がそう決意したとき、目の前に劉りゆう鎮ちんが立った。

「おい、千せん斗と！　俺が乗ってきた馬を使え！　あいつは体力があるから遠乗りに向いている！」

　伏龍は思わず聞き返した。

「おい、いいのか？　お前が乗ってきた馬は御ご料りよう牧場の馬だぞ？　いわば皇こう帝てい陛へい下かの馬だ。そいつを俺が乗っていったらお前はどうなる！」

　劉鎮はにやっと笑った。

「お尋ね者の神しん流りゆう千斗という男に、無理やり奪われた、とでも言っておくさ。まあ……今の役職は間違いなくクビで罪に問われるだろう……下へ手たすりゃ死罪だが、気にするな。今はお前が一刻も早く北域に向かうことのほうが優先だ。

　それに、投獄されたって、お前が長嶺帝をお助けして一いつ緒しよに帝都に戻ってくれば、牢ろうから出てこられるだろう？　違うか？」

　伏龍と劉鎮のやり取りを聞いていた他の練れん涯がい塾出身者から声が飛んだ。

「ならば、俺は勤務先の役所に行って、公用の行路鑑かん札さつを用意しよう！　こいつがあれば、関所で止められることはない！　偽造じゃない本物だぞ、なんせ発行責任者は俺だからな！」

「よし、じゃあ俺は機密書類を運ぶ厳用行こう李りを持ってくる！　こいつを背負っていれば、誰も疑わないだろう！　管理責任者は俺だ。出納すいとう管理簿に俺の印を押せば誰にも文句は言われない！」

「南北往還使の服もあるぞ！　あれを着ていれば行路の駅亭で、馬の世話を受けることができる！　俺の名前で各駅亭の亭長に命令書を出そう！」

「よし！　みんな、それぞれに役に立ちそうな物を持ってこい！　帝国の未来が懸かかっているんだ！　横領の罪は甘んじて受けようぜ！」

　練れん涯がい塾の出身者は笑いながら、それぞれの勤め先に向かって走り出した。




　それから一刻ほど過ぎた頃。

　鞍くらの左右に行路鑑かん札さつを下げた一頭の黒い馬が練涯塾の門に現れた。

　馬に乗っているのは帝国の南北往還使の服を着て、機密書類を入れる厳用行こう李りを背負った伏ふせ龍たつである。

　馬の手た綱づなを持った劉りゆう鎮ちんが、陰おん陽みよう方がたの占った吉方と呼ばれる方角に馬を向け二回手を叩たたいた後で、馬上の伏龍に手綱を渡した。

「よし、道中の無事を祈願した馬の鼻向けは終わった。気をつけてな！」

「恩に着る！　俺は必ず長ちよう嶺れい帝ていをお助けして、この帝都に戻ってくる！」

「頼むぞ！　なるべく早く戻ってきてくれよ……俺の首が胴体と離れる前にな！」

「わかった。無事に長嶺帝をお助けして帝都に戻ってきたら、真っ先にお前の釈放を命じてもらおう」

　劉鎮は伏龍の乗っている馬の首筋を愛いとおしそうに撫なでながらうなずいた。

「こいつは、気の強いやつでな。なかなか言うことを聞かん。だが、頭ごなしに手綱を引くのではなく、ちゃんと諭さとしてやれば、言うことを聞いてくれる、実に賢いやつだ。

　馬には馬の都合がある。それを理解して、馬を従わせるのではなく、馬に従ったほうがよい場合もあるってことを忘れないでくれ」

「ああ、肝きもに銘めいじる。色々とありがとう！」

　老師がにっこりと微笑ほほえんでうなずいた。

「お前の馬も、その出で立ちも、帝国の未来を信ずる有志たちあってのこと、無む謀ぼうな行いに走って、有志の心遣いを無にすることなかれ！」

「肝に銘じます。では！」

　伏龍は馬上から見送る人々に向かって一礼すると、馬の横腹を軽かるく蹴けった。

　その合図を受けた黒馬は、首をぐい、と持ち上げ、ひと声いななくと、そのまま早はや駆がけで走り始めた。

　練涯塾を出た伏龍は表通りに出ると、そこで手綱を引いて馬の足を止めた。

　──さて、どうするか……いきなり北域に戻る話がまとまったから、アイリーンのやつになんの連絡も取ってないんだよな……。

　──やっぱり、アイリーンにひと言言ってからのほうがいいな。ほったらかして行くと後が怖い。

　伏ふせ龍たつはひと呼吸ほどの時間考え込んだ後で小さくうなずくと、手た綱づなを引いて馬の向きを西にし木き小こう路じにある下町に変え、馬の横腹を蹴けって、アイリーンのいる商人宿に向かって馬を進めた。

　先日の屋敷町の略りやく奪だつ騒さわぎ以来、帝都の市街地を警戒する衛兵の数が増え、町中のあちこちにちょっとした検問所のようなものが作られているが、鑑かん札さつをさげた馬に乗る伏龍を見た衛兵たちは、まるで上官に出会ったかのように直立不動の姿勢で敬礼する。

　中には「ご苦労さまです！」と声をかけてくる者もいる。

　当然、すべての検問所は一切足止めなしである。

　──すげえ！　この鞍くらにつけている鑑札と、俺が着ている南北往還使の制服には、絶大な効果があるじゃないか！

　これなら北域まで全部の関所と宿場を簡単に通り抜けできそうだ。

　伏龍は口元に浮かんでくるニヤニヤ笑いを必死で抑え込みながら、馬の足を進めた。

　西木小路に沿って延びる細い路地に馬を乗り入れた伏龍の目に、自分たちが定宿にしていた商人宿の前で、数人の男に追い掛けられているひとりの女の姿が飛び込んできた。

　その女はアイリーンだった。

　──あの馬ば鹿か、何か面倒に巻き込まれたみたいだな……。

　伏龍は手綱を緩ゆるめ馬の横腹を蹴って速度を上げ、そのままアイリーンと追いかけている男との間に割り込むように馬を乗り入れた。

　目の前にいきなり馬が現れたのを見て、驚いた男たちが立ちすくむ。

　伏龍は馬の上からアイリーンに声をかけた。

「どうした？　酒場の客に追っかけでもできたのか？」

　馬に乗っているのが伏龍だということに気がついたアイリーンの顔が、ぱっと明るくなる。

「違うわ、あいつら教団の連中よ！　教団を抜けると言ったら、許さないって！」

　アイリーンの言葉を聞いて、男たちが叫さけんだ。

「そうだ、これは我々の仲間内の話だ！　部外者は口を挟はさまないでもらいたい！」

「その女は我々のものだ！　優生種と掛け合わせ、優秀な人間を産ませるために必要なのだ！」

　教団の男たちの言葉を聞いた伏龍は、眉まゆをぴくりと上げると怒鳴り返した。

「何言いやがる！　何が優生種だ！　何が掛け合わせるだ！　人を犬や馬みたいに扱うんじゃねえ！　優秀な子供ってのは、惚ほれ合って互いを尊敬できる男女の間で生まれるから優秀になるんだ！」

　啖たん呵かを切った馬上の伏龍に、男たちが何かを言い返そうとしたそのとき、伏龍はさらに叫さけんだ。

「だいたい！　こいつはお前らのものじゃねえ！　俺のものだ！　やるもんか、馬鹿野郎！」

　そして、伏ふせ龍たつは目を見開いているアイリーンに右手を伸ばした。

「おい！　延えん声せいに帰るぞ！　乗れ！」

　アイリーンは一いつ瞬しゆん戸惑ったような目で伏龍が伸ばした右手と顔を見比べた後で、にっこり笑ってうなずいた。

「うん！　帰ろう！」

　そう言って伸ばしたアイリーンの手をがっちり摑つかんだ伏龍は、そのまま馬の鞍くらの上まで引っ張り上げ、自分の後ろに乗せた。
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「しっかりつかまっていろ！　飛ばすぞ！」

「はい！」

　自分の腰に後ろから抱きついているアイリーンの腕に、ぎゅっと力が入るのを感じるのと同時に、伏龍は手た綱づなを振って馬の横腹を蹴けった。

「よし、行けっ！」

　その声を合図に、馬は全力疾しつ走そうを始めた。

　西にし木き小こう路じの裏路地から中通りに出た伏龍は、そのまま朱す雀ざく通りを北に向かって馬を走らせた。

　途中にいくつもある衛兵の詰所を、鑑かん札さつを振りかざして次々に走り抜ける。

「どうだ？　追ってくる様子はあるか？」

　アイリーンは後ろを振り返った。

「あっけに取られて見てるだけよ、追い掛けてくる様子はないわ！」

「よし、後ろに女を乗せていても止められないってことは、この南北往還使の服と鑑かん札さつの効果は想像以上だな！　これならお前を乗せていても行けそうだ！」

「この馬と、その服……どうしたの？」

「詳くわしいことは後で説明する！　今は帝都を抜け出すのが先だ！」

「抜け出すって、いったい何が起こっているのよ!?」

「それも後だ！」

　むう、と頰ほほを膨ふくらませたアイリーンは、もうひとつだけ確認しなければならないことがあるのに気がついた。

「あと！　もうひとつ！　やっぱりわたしはあなたのものってことでいいのね！」

　聞いて、アイリーンは伏ふせ龍たつに抱きつく腕の力を強めた。

「ぐ……それも後だ！　後の話だ！」

　伏龍はそう答えると、馬に鞭むちを当てた。







　　　第九章「北域王の決断」







　伏龍が帝都を出てから五日が過ぎていた。

　北域国の首都、延えん声せいにある犂すき山やまの別宅で傷の療養をしているミーネは順調に回復していた。

　薬くす師しから室内を歩き回る許可をもらうと、さっそく別宅の中をうろつきだした。傷は痛まない。よしよし、と思い、別宅の庭園の中にまで出ていった。傷はやはり痛まない。

「これなら、外に出ても大丈夫じゃろう！」

　そこにミリンが通りかかった。いや、離れたところから、ミーネを見ていたのかもしれない。

「なに調子に乗っていやがりますか、この山やま猫ねこめ」

　結局、ミリンにゲンコツをもらう始末である。

　耳たぶを引っ張られて部屋に戻ったのが昨日の夕方。

　そしてこの日の朝。久しぶりに身体からだを動かしたことによる心地よい疲労感が、深い眠りを誘ったのだろう。太陽が高く上っても、ミーネは眠りこけていた。

　交換用の包帯を載せた盆を持ったメンミが病室に入ってきても、気づかないままである。

　寝台の上でうつ伏せになり、布団によだれをたらして寝入っているミーネを見て、メンミは腰に手を当ててあきれたように言った。

「はーい、起きて下さい。いつまで寝てるんですか、まったく」

「うるさいのう、この行かず後ご家け……と思ったら、なんじゃ、お前か」

「いきなり朝からご挨あい拶さつですわね。というか、もうそろそろお昼ですわよ。包帯を替えますから起きてくださいな、山やま猫ねこ姫様」

「誰が山猫姫じゃ！　ミリンに言われるなら我が慢まんもするが、シャールの付き人のお前に言われる筋合いはないわ！」

　ミーネはぶつぶつと文句を言いながらも寝台から起き上がる。

「はいはい。どれ、傷は……ん、いい感じですわね。これなら、もうお屋敷の外に出てもいいかもしれませんわね」

　メンミの言葉にミーネは目を輝かせた。

「ほ、本当か？　わしは自分の傷が見えんから、ミリンと薬くす師しの言うことを信じるしかないので黙だまっておったが、そんなによいのか？」

「あ、いえ、わたしは専門家ではないので、はっきりとは言えませんけど。これなら、少しぐらい歩いても、傷が破れるようなことはないと思いますわ」

「本当か？　じゃあ、馬にも乗れそうか？」

「馬は無理です……でも、歩くぐらいなら……」

「そうかそうか。よし、もう薬師の言いなりにはならんぞ！」

　嬉うれしそうにうなずくミーネを見て、メンミは心配そうに言った。

「あの……私がそう言ったからだ、なんて言わないで下さいよ。ミリンさんに何されるかわかりませんから……」

「安心せい、お前の名前は出さん」

「ああ、よかった。はい、じゃあ、薬草を練り込んだ軟なん膏こうを塗ぬっておきますわ。少しヒリヒリしますが、死にはしませんから我が慢まんして下さいね」

「いちいち言い方が不安になるやつじゃな」

「あら、気のせいですわ。ああ、それから、もしピリピリするようなら言って下さいましね。死にはしませんから大丈夫ですけれども」

「ちっとも大丈夫に聞こえんわい」

　そんなやり取りをしつつ、傷口の周囲の少し盛り上がった部分に、指で円を描えがくように軟膏を塗り込んでいるメンミに、ミーネが言った。

「そういえば、聞いたぞ？　晴せい凛りんとシャールを寝室の中に閉じ込めて、ミリンにこっぴどく叱しかられたそうじゃのう、うひひひ」

　ミーネが下品な笑いを浮かべると、メンミは少しむっとしたがすぐに大きくため息をついた。

「なぜミーネ姫がミリンさんだけは苦手としているのか、よくわかりましたわ。手首を握られるだけで、あんなに痛いなんて……」

　ミーネは背中に触れるメンミの指がぶるぶる震えているのに気がついた。

「なんじゃ？　指先が震えておるぞ？　ははあ、どうやら思い出しただけで震えがきたようじゃな？　あの手首のツボを押すおしおきは涙が出るほど痛いからのぉ」

　メンミの指がぴたっと止まった。

「姫様も、やられたことがありますの？」

「うむ、あるぞ。侘タ瑠ル徒トに最初に着いた日にな、式典とやらをすっぽかして逃げようとしたら、やられた。式典で騒さわいだりしたら、もっと痛いのを後でやると脅おどされた」

「侘瑠徒というと、国境の街ですわよね。春に私たちが攻めた」

「うむ。晴せい凛りんはまだいない頃じゃ。言葉もわからんし、着せられた帝国風の服は重いし、飯はちょびっとしか食べさせてもらえんしで、退屈でたまらんかったな」

「晴凛様がいない頃？」

「お前は聞いておらんのか？　月つき原はら弦げん斉ざい殿と父上の約定じゃ。その頃のわしは帝国の皇こう帝ていの嫁になるはずでな」

「そういえば、侘瑠徒を攻める前に、シャン族は帝国に族長の娘を奴ど隷れいとして差し出して媚こびを売っているとかなんとかタッケイの男たちが言ってたのを聞きましたわ」

「奴隷ではない！　嫁じゃ！　……が、どちらかというと人質っぽいのはわしも感じておった。父上も別れ際に後ろめたそうな顔をしておったしの」

「そうでしたの。じゃあ、晴凛様が帝国と仲直りしたら、あなたは皇帝の嫁になっちゃいますのね」

　軟なん膏こうを塗りながらくすくすと笑うメンミに、ミーネが首をひねって、みゃう！　と吠ほえた。

　本人は「違う！」といったつもりなのだが、メンミにはそう聞こえた。

「ひえっ！　山やま猫ねこが吠えた！」

「誰が山猫じゃっ！　それに、わしはもう気持ちの上では晴凛の嫁じゃ！　まあ、今は晴凛が国造りに専念したいというので、子作りはまだ先にしてやるがな」

「それは私も言われました……早くお姉さまと晴凛様の赤ちゃんを抱いてみたいのに」

「何を言っておる！　晴凛と子作りするのは、わしのほうが先じゃ！　シャールはその後！」

「あら。こういうのは、早く子作りしたからといって、早くできるものではないのですわよ？　女性の身体からだの成熟度とかも関係するのですから……にひひ」

「なんじゃ、今の笑いは！　お前だって、わしとあまり変わらない身体じゃろうが！　……ん、そういえば、メンミ、お前はどうするんじゃ？」

「どうすると言いますと？」

「わしのところの行かず後ご家けじゃが、最近は晴凛の兄の光こう凛りんと仲がよくてな。どうせわしより後じゃろうが、いずれは光こう凛りんの嫁になると見ておる。だが、お前にはそういう話をまるで聞かんからな」

「ははあ、光凛さんと……なるほど、確かにそうかもしれませんわね。

　けれども、私はお姉さまさえいれば、他には誰もいりませんわ。男なんて、どいつもこいつも、ロクなもんじゃありませんもの。あ、でも……」

　ミーネの背中に塗ぬった軟なん膏こうを伸ばしていた指がぴたり、と止まる。

「晴せい凛りん様だけは、他の男とは違いますわね。見かけは日陰の雑草ですけど、心の大きさは草原よりも広い方です。やはり、お姉さまが選ばれただけのことはありますわ。ええ、本当に。先日も、お姉さまと一いつ緒しよに閉じ込めたことを謝ろうとしたら『それより、メンミの腕のほうが心配だよ。ミリンさんはミーネのことになると手加減がなくなるから。あざはない？』って私の腕を優しく取ってくださって……」

　そんなことを言いながら、止まっていたはずのメンミの指が動き出した。

　こねりこねりこねり。メンミの指がミーネの背中をこねくりまわす。傷口には触れないようにしているから痛くはないが、ミーネの背筋には、ぞわぞわと悪お寒かんが走る。

　──ま、まずいぞ！　何かよくわからないが、すごくまずい！

　その悪寒の正体までは見えなかったものの、ここで迂う闊かつなことを言えば取り返しのつかない事態になる、という予感がミーネをかつてなく無口にしていた。

「私が晴凛様の目に大きなあざを作ってしまったときも、そうですわ。あの方はあっさりとお許しになりましたもの。なまなかな男にはできないことですわ」

　こねりこねりこねり。ミーネの背中に走る悪寒は、ますます強くなるばかり。

　──いったい、何がどうなっておるんじゃ!?　何でこやつの指は、ここでこんな動きをするんじゃ!?

「メンミ、包帯の交換は終わりましたか？　替えた包帯は洗濯しますから──って、まだやってなかったんですか」

「あ、すみません、ミリンさん！」

　部屋に入ってきたミリンの声を聞いたメンミは、夢から醒さめたかのようにてきぱきと包帯を交換し始めた。

　こねりこねりが終わって、ミーネはふう、とため息をついた。ミリンのおかげで助かった気がする。何が助かったのかはよくわからないが。

　さて、その日の午後。北域国の庁舎の中の回廊を、シャールとメンミが歩いていた。

「晴凛様からお呼び出しとは珍しいですね……何か悪いことでもあったのでしょうか？」

　不安そうな顔でつぶやいたメンミを安心させるように、シャールは微笑ほほえんでみせた。

「いや、北域国は平和だし、シムールの一族からもこれという話は聞いていない……安心しろ」

「ええ、お姉さまの言う通り、北域国とシムールは実にのんびりとしていますけれど、帝国はそうではありませんわ。南のほうで反乱が起きたとかで、いろんな噂うわさが飛び交かっていますし……」

「うむ、帝国の噂は私もいろいろ聞いている。だが、それは遠い南のほうの話だ。晴せい凛りん様や北域国と直接関かかわりあいのあることではない……それに、晴凛様は隠し事をするような方ではない。悪いことならば、ちゃんとそれと告げてくれる方だ。

　私たちを呼んだのは、何か一大事があったとか、そういうのではないと思う」

　シャールの言葉を聞いたメンミはうなずいた。

「そうですわね。お姉さまの言う通り、晴凛様は正直な方ですものね……」

「私は、正直、という言い方は好きではない。正直という言い方には、愚おろか者という意味もあるからな……私は晴凛様は誠実なお方だ、と思うようにしている」

「誠実……」

　そうつぶやいた後で、メンミはにっこり笑った。

「ええ、そうですわ。正直よりも、誠実と言ったほうがぴったりですわ」

「うむ。晴凛様は誠実なのだ」

「はい、お姉さま」

　そんな会話をしながら二人がやってきたのは、北域王が様々な人々と会って請願を聞く謁えつ見けんの間だった。

　謁見の間の入り口に立っていた衛兵は、シャールの顔を見ると小さく会え釈しやくして扉を開けた。

　小さく会釈を返して謁見の間に入ったシャールを待っていたのは、椅い子すに座ったミーネとその横に立つミリンだった。

「おお！　シャールたちも呼ばれていたのか！」

「ええ、ここに来るように、と言こと伝づてを受けまして……それよりも、ミーネ姫。傷の具合は大丈夫なのですか？」

「大丈夫じゃ！　もう治った！　薬くす師しも自由に歩いていい、と言っておった！　もう、わしを怪け我が人扱いをするな！」

　胸を張って答えるミーネの後頭部を、すかさずミリンが、ぺちん、と叩たたいた。

「何を言ってますか、この山やま猫ねこが！　まだ包帯も取れていないくせに！　あなたはまだまだ立派な、どこに出しても恥はずかしくない正真正しよう銘めいの怪我人です！　まったく恥ずかしい山猫め！」

「恥ずかしいのか恥ずかしくないのか、どっちじゃ。あと、そんなに褒ほめるな」

「褒めてマセン！」

　ミーネとミリンのいつものやり取りを見て、シャールがほっとしたような微笑ほほえみを浮かべたとき、謁見の間の奥の扉が開いて、晴凛と光こう凛りん、そして何やら壺つぼのようなものを載せた台車を押した諒りよう秦そうが入ってきた。

「やあ、来てくれたね」

「うむ、来てやったぞ！」

「何をえらそーにふんぞり返っているのデスか！　ちゃんと、椅い子すから降りて挨あい拶さつしなサイ！」

「あ、いや、ミーネは座ったままでいいよ。無理をさせたくない」

　そう言って手のひらをミーネに向け、抑えるような仕草をした晴せい凛りんを見たミーネは、むっとしたような表情になって、椅子から飛び降りた。

「わしはもう大丈夫じゃ！　気を遣われたくはない！　薬くす師しも言っておった！　これからは筋や骨が張り付かんように、ちゃんと身体からだを動かせと！」

「あ、いや、いくら大丈夫と言っても、無理をしないほうが……」

　ミーネが怒いかりと悲しみが入り混じったような目で晴凛を見返したとき、ミリンが一歩進み出た。

「晴凛殿は、うちのミーネ姫が元通りにならないことを望んでいるのデすか？」

「そんなわけないだろう！」

　思わず声の調子を上げた晴凛を見み据すえて、ミリンは静かに答えた。

「では、遠えん慮りよはおやめ下さイませ」

「遠慮？」

「うちの山やま猫ねこは怪け我がをしマした。怪我人に配慮をするのは当然デす。でも、怪我をしたことに負い目を感じて、遠慮してはいけマセン……」

　ミリンはそこで言葉を切ると、シャールのほうを向いてシムール語で聞いた。

「もし、あなたが弓を持たずに、うちの山猫と同じように晴凛殿と一いつ緒しよに馬車に乗っていたら、あなたはどんな行動を取ったと思いますか？」

　シャールは目を見開いた。

「それは……おそらく晴凛様をかばったと思います……」

「ミーネ姫と同じように、ですね？」

　うなずくシャールを見てミリンは満足そうな笑えみになると、晴凛に向き直り帝国語で聞いた。

「晴凛殿。もし、アナタとミーネ姫が乗ってイた馬車に刺客が来て、ミーネ姫を狙ねらっタら、アナタはどうしたと思いマす？」

「僕はミーネをかばっただろうね……」

　ミリンはちょっと意地悪そうな微笑を浮かべて聞いた。

「では、もし、馬車にシャールが乗ってイて、シャールが狙わレたら？」

「そのとき、僕はシャールをかばうだろう……」

　晴凛は言葉を選ぶようにゆっくりと答えた後で、大きくため息をついた。

「そういうことか……」

「そういうコトでス。同じことナノデス。負い目に感じるコトはありません。遠慮もいりマセン。身体が元通りになったナラ、元通りにすれバいいダケのコトなのデス」

　ミリンと晴せい凛りん、そしてシャールのやり取りを聞いていたミーネが、怪け訝げんな顔で聞いた。

「……いったい何を話しているのじゃ？　なんのことだかさっぱりわからんぞ？」

「わからなくてもいいのデス。今まで通り遠えん慮りよなくビシビシ突っ込んで、山やま猫ねこをしつけてクダさい、と頼んだのデス」

「うにゅ……」

　ミーネが首をすくめた。

　光こう凛りんはミリンたちの話がひと段落したのを見て一歩進み出ると、諒りよう秦そうが押してきた台車の上に載っている、紙で封をした壺つぼを指差して言った。

「今日、あなたたちを呼んだのは、こいつの出来を見て欲しいからだ」

「ソレは……何デスか？」

「魚醬ガームです」

「あの、腐った魚の汁か！」

　そう言って顔をしかめたミーネの言葉を聞いてメンミが声を上げた。

「腐っているわけではありません！　ちょっと変わった臭においがしますけど、お姉さまが美お味いしいラグマンを作るには欠かせない大事な調味料です！」

「わかったわかった、シャールがナントカのひとつ覚えのラグマンしか作れぬからといって、わめくでない！」

「ナントカのひとつ覚えで焼肉しか作れない、どこぞの山猫に言われたくはありませんわね」

「なんじゃと？」

「なんですの？」

　にらみ合うミーネとメンミの間に、光凛が割って入った。

「まあまあ、とにかく、この魚醬はシムールの赤塩と、ロブ湖の小魚を使って作った第一号なんだ。上う手まくいけば、北域の新しい産物になる。ちょっと味見してもらおうと思ってあなたたちを呼んだわけだ。味見して、感想を聞かせて欲しい」

　光凛の言葉を聞いた諒秦が壺の口にかぶせてあった紙の封を外し、木の杓しやく子しで中身をすくって、小皿に垂らしたものを机の上に並べ始めた。

　ミーネたちは机の周りに集まってくると、小皿を覗のぞき込んだ。

「何やら赤黒いな。シャールが使っている魚醬とは色合いが違うぞ？」

「私がラグマンに入れていた魚醬は、壺に入ったまま長い間保存されていたものですから、熟成が進んで、ああいった茶色になったのだと思います」

「ふむ、考えてみれば、魚醬を作ろう、と思い立って、まだそれほど月日が経ったわけではないからな……魚の身の色がそのままなのだな」

　皿を手に取って、くんくん、と臭いをかいだメンミが眉まゆをひそめた。

「うわ、思ったよりも生臭いですわね、魚の臭いがそのまま残ってます」

「味はどうかな？」

　シャールがそう言って小皿の中の魚醬ガームに小指を浸ひたし、口に運ぼうとする。それを見たメンミが叫さけんだ。

「お姉さま、おやめ下さい！　こんな生なま臭ぐさいものを口にしたら、お腹なかを壊します！　毒見は何を食ってもお腹を壊しそうにない山やま猫ねこにやらせればいいのです！」

「いや、そうはいかない。この魚醬は晴凛様が北域に新しい産物を作り出そうとして始めたものだ。魚醬の善よし悪あしを知っている私が味見をせねば誰がやると言うのだ！」

　シャールはそう言って小さく首を振ると、小指の先に付けた魚醬をぺろり、と舐なめた。

　その場にいる全員の視線が集まる中で、シャールは何とも言えない微び妙みような顔でつぶやいた。

「これは……なんというか、強きよう烈れつだな……」

「あああ、お姉さま！　そのようなことに身体からだを張らなくても！　さあ吐はき出して下さい！　今、きれいなお水を持って参ります！」

　シャールは小さく手を上げて、メンミを止めた。

「いや、いい。臭いはひどいが塩味以外のうま味がちゃんとある……やはり熟成が足りないのだろう」

　シャールの言葉を聞いたミーネも、小皿を手に取って指先を魚醬に浸すと、おっかなびっくり口元に運んだ。

　指についた魚醬が体温で温まって、むわっとした魚臭くささが鼻先に漂う。

「うむむ……」

　ミーネは魚醬のついた小指とにらめっこしていたが、やがて目をつぶると意を決したように小指を口に突っ込んだ。

　鼻でかいだ生臭さの、もっと鮮烈なものが鼻に抜け、口の中に強きよう烈れつな塩味が広がる。

　──うわ、これはひどいシロモノじゃ。

　思わず吐はき出そうとしたとき、ミーネは舌の上に塩味とは別のうま味が載っているのに気がついた。

「うむ、確かに生臭いわ塩辛からいわで、お世辞にも『美う味まい』とは言えぬが、この生臭ささえ無ければ料理に使えんこともないな」

「焼き肉料理以外覚えようともしない山猫のクセに、何を一人前にしたり顔でえらそーなコトを……」

「何を言う、焼き肉料理をやっているからこそ、うま味がわかるのじゃ！　そもそも嫁にも行かず、旦だん那なに手料理も作ったことのない行かず後ご家けに言われたくはないわ！」

「だまりヤがれです」

　魚醬を前にして、わいわい盛り上がるミーネたちを見て、光こう凛りんが聞いた。

「どうだろう？　この魚醬は北域の新しい産物になると思いますか？」

「今のままデは、生ゴミの絞しぼり汁デすね」

　ひと言で切って捨てたミリンの言葉を聞いて、光こう凛りんはがっくりと肩を落とした。

「そうか……駄だ目めか。こいつがものになれば、北域の名物になると思ったんだけどなあ……」

　その落胆ぶりを見たミリンは慌あわてたように顔の前で手を振った。

「あ、いや、ダメだと言ったのは、今の状態デはダメだということデす！　これはまだ魚の生なま臭ぐささが強すぎマす。もっと時間を置けば、きっと美お味いしくなる……カもしれマせん」

　ミリンが言っていることが理解できたのだろう。シャールが慌てて後を追うように答えた。

「ワタシもそうオモイマス。コレ……マダ若いデス。ワタシの使っていたモノ、とても古いデス。ダカラ時間過ぎる、キット美味しくナル。オモイマス」

　ミリンとシャールの言葉を聞いて、光凛はほっとしたような顔になった。

「そうですか、わかりました。では、まだ見込みはある、ということですね」

　ミーネたちと同じように小皿に入った魚醬ガームを舐なめていた晴せい凛りんが、感心したように言った。

「うん、僕もミリンさんたちと同じ意見だ。確かに今のままではそのまま料理とかに使うのはちょっと難があるけど、ちゃんと塩味以外の味も出ていると思う。

　それにしても、見よう見まねで、これだけ短期間のうちに、よくここまで作れたね。塩の量とか魚の量の割合とか、難しいと思うんだけど……」

　晴凛の言葉を聞いた光凛は、諒りよう秦そうと顔を見合わせた後で、晴凛に向き直った。

「実は……お前に言っていなかったが、これは魚醬に詳くわしい南域出身者を探して、その人に作ってもらったんだ。俺たちが作ったわけじゃない」

「へえ、南域出身の人がこんな北域辺境にもいたんだ。確かに、海に面した南域の生まれなら魚も塩も手に入るから、魚醬の作り方を知っているのも当然か……でも、なぜ今まで僕に黙だまっていたの？　北域のために魚醬の作り方を教えてくれた恩人でしょう？」

「それは……」

　光凛と諒秦は再び互いの顔を見合わせた。

　口を開いたのは諒秦だった。

「実は、この魚醬を作った人物は、伏ふせ龍たつ殿が見つけ出した方でして……晴凛様もご存じの人物なのです……」

「え？　僕が知っている？」

　晴凛は目を見開いた後で、考え込んだ。

「……僕は帝都生まれで帝都育ちだから、帝都とこの北域しか知らない……南域出身の人間に会ったことなんかないはずだけど……」

「まあ……正確に言うならばご存じの人物、というよりも因いん縁ねんのある人物、と言ったほうがいいかもしれませんね……」

　諒秦はそう言うと、奥の控室に向かって声をかけた。

「連れん衡こう殿を連れてきてくれ」

　──あれ？　連衡？　どっかで聞いたことがある名前だな……誰だっけ？

　その晴せい凛りんの疑問は、控室の戸を開けて進み出てきた、瘦やせた男を見たミーネの叫さけび声で解けた。

「あーっ！　お前は我がシャン族の宿営地を襲った『骨将軍』ではないか！」

「骨将軍って、ああっ！　そうだ！　月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かの代わりに新しく総そう督とくになった菰こも野の真しん元げんと一いつ緒しよにやってきて、シムールと戦争になったきっかけを作ったやつだ！」

　晴凛の言葉を聞いて、瘦せた男はその場に膝ひざをついて平伏した。

「北域王様と奥方様のおっしゃる通り、私はかつて侘タ瑠ル徒トの守備隊長だった、舫もやい連衡でございます。手下の黄おう蕃ばんを率いてそちらの奥方様の一族を襲ったのは、私に間違いございません！」

「よくぞ申した！　我がシャン族はお前の手下どもに包建パイクーを焼かれ、罪もない女子供が幾人も手傷を負ったのだ！　その恨うらみ、今ここで晴らしてくれようぞ！　晴凛、そいつの首をはねろ！　わしが首を拾って塩漬けにしておく！　父への手土産みやげじゃ！」

　いきり立つミーネの後頭部を、ミリンがぺちん、と叩たたいた。

「やめなサい。人間の首を塩漬けにシテも、魚醬ガームはできまセん。この者をどうするカ、そレは晴凛殿ガ決めることデす」

　晴凛は目の前で平伏している連衡に声をかけた。

「侘タ瑠ル徒トから逃げた後、どこで何をしていたのかは問いません。それよりも、伏ふせ龍たつさんがあなたを探し出したというのは本当ですか？」

　連衡は顔を上げた。

「はい、侘瑠徒を逃げ出した後、この延えん声せいに逃げ込んだ菰野真元と私は、犂すき山やま閣かつ下かのところに身を寄せておりました。帝国緑軍が赴ふ任にんした際はどさくさにまぎれて延声を出ようとしたのですが、手下の黄おう蕃ばんどもは散りじりになり、今さら南域に戻るわけにもいかず、菰野と別れた後は名を変えて延声の下町で倉庫の荷役仕事をやっておりました。

　勤め先の者には南域訛なまりで、私が南域の出身だということが知られておりまして。そのうちに、南域の出身者で魚醬の作り方を知っている者を探している、という話が役所から回ってきまして、伏龍様に見つかってしまったわけです。

　伏龍様は私の顔を見るなり笑い出しまして……とっくに逃げていると思ったのに、まさか延声にいるとは思わなかった。これは縁じゃなくて運だな、とおっしゃいまして……」

　連衡の言葉を聞いて晴凛は考えた。

　──縁じゃなくて運、というのは、魚醬の作り方を知っている人間を見つけて運がいい、という意味だけじゃない。南域についてよく知っている人間を見つけた、という意味もあるに違いない。

　南域の反乱を起こした連中について、僕たちは何も知らない。この舫連衡は貴重な人間なんだ。

　──と、なれば、首をはねてしまうわけにはいかない。ミーネには悪いけど。

　晴せい凛りんは小さくうなずくと、ミーネに向き直った。

「シャン族にとって、この男は憎にくんでも憎み足りない相手だろうね」

「当たり前じゃ！　家を焼かれ家族を傷つけ殺されたのだぞ！　憎んでも憎み足りんわ！」

「そうか……」

　晴凛はそう言って小さくため息をつくと、連れん衡こうに向き直った。

「あなたが過去にやってきたことは、許されることではありません。私は月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かにこう言われたことがあります……人間の価値は何をしてきたか、で決まる……と。

　それをあなたが今までやってきたことに当てはめれば、あなたには価値はありません。シャン族の方々の見ている前で首を落とし、けじめをつけるべきでしょう。

　でも、月原弦斉閣下はこういうことも言っていました……人間の価値はこれから何をしようとしているのか、それで決まる部分もある……と」

　はっと顔を上げた連衡に向かって晴凛の言葉が続いた。

「悪あく即そく斬ざん、というのは一番単純ですっきりしていて、実にわかりやすい解決方法です。でも、それだけです。あなたを今、ここで殺しても、燃えてしまった包建パイクーが元通りになるわけでも、死んでしまった人が生き返るわけでもありません。

　ですから、僕は難しくてわかりにくい解決方法を選ぼうと思います。あなたは生きて、償つぐなわねばなりません。この北域に魚醬ガームの作り方を伝え、魚醬を売り、この北域を豊かにし、シャン族に償いをするのです。それが僕があなたに課す罰です」

　連衡は目を見開くと、がくがく、と首を振るようにうなずいた。

「ちょっとまてーぃ！」

　ミーネが叫さけんだ。

「こら、晴凛！　何を勝手に決めておる！　こいつはシャン族の仇かたきだ！　こいつをどうするかは、シャン族が決める！　こいつの首をはねろ！　首だ！　首を置いてけ！」

「ええ、だからシャン族の僕が決めたんです」

「晴凛はシャン族ではない！」

「そんなことありませんよ、僕もれっきとしたシャン族の一員ですよ？　ミーネを妻にすることで、僕はイシル族長の養子になったんですから……違いますか？」

「そ、それは……」

　ミーネは言葉に詰まった。

　──そうか！　ここで、わしが『違う！』と言えば、晴凛はシャン族ではないということになってしまう……わしは晴凛の妻ではないと自分で認めたことになってしまうではないか！

　できん！　そんなことはできん！

　どうすればいいのじゃ……どうすれば……。

　答えが見つからなかったミーネは目に涙を浮かべ、晴凛をにらみつけて吠ほえた。

「うにゃあ！　晴せい凛りんは意地悪じゃあ！」

　ミリンがミーネの後頭部をぺちん、と叩たたいてたしなめた。

「何を騒さわいでイるのデすか！」

「ぺちぺち叩くな！　わしは怪け我が人なのじゃぞ！」

「ついさっきマで、怪我人扱いするなと言ってイた舌の根も乾かぬうちカら、これデすか！」

「うるさい、これはシャン族の名誉が懸かかった問題なのじゃ！　お前だってシャン族なのだから、わかるじゃろう？」

　ミリンは、ふう、と小さくため息をついてから答えた。

「やられたカら、やり返す。恥はじをかかサれたから、恥をかかせてヤる……それがシムールのやり方デす。でも、ソレは同じ場所に立ち止まって足を止めて相手と殴なぐり合ってイるだけです。ガマンしないほうがカッコイイ、みたいな考え方から抜けられないカラ、シムールは帝国に勝てないのデス」

「うぐう……」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせて黙だまり込んだミーネに向かって、諭さとすように晴凛が言った。

「僕は彼に恩おん赦しやを与えたわけじゃない。彼に時間を与えただけなんだ。もし、彼が昔と同じような無法者で、他人に害を及ぼすような生き方をしている人間だったら、伏ふせ龍たつさんは魚醬ガームなんか作らせないで、さっさと衛兵に引き渡していたと思う。でも、伏龍さんはそうしなかった。それはなぜだと思う？」

　ミーネは目の前で平伏している連れん衡こうを見み据すえて答えた。

「こいつは魚醬の作り方を知っている……つまり、利用できると踏ふんだからじゃろう……あの酔っ払いのやりそうな計算づくな考え方じゃ！」

「そうだ。彼は利用できる。つまり、僕たちに利益をもたらしてくれる。シャン族にひどいことをしたその分を彼に埋め合わせをしてもらおうということなんだ。

　それと……僕は彼が作った魚醬を舐なめて思ったんだ。本当に悪人で、他人のことなんてどうなってもいい、知ったことか。そういった人の形をした獣けもののような考え方の人間なら、こんな魚醬は作れないんじゃないか、とね」

「何を甘っちょろいことを言っておる！　そんなことでは簡単に騙だまされるぞ！　こいつだって、殊しゆ勝しような顔つきで床に這はいつくばっておるが、腹の中では舌を出しているかもしれんのだぞ？　晴凛は優しすぎる！　もっとびしびしと厳しくせねば舐められるぞ！」

　晴凛は少し真ま面じ目めな顔になって答えた。

「確かに、厳しさは必要だよね。でも、僕は厳しくするのと恐怖を与えるのとは、別だと思うんだ。月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かは厳しい人だった。でも、あの人は他人を脅おどし、恐怖を与えて動かすようなことは一切やらなかった。僕があの人を怖いと思った理由は、あの人が僕のことを知り尽つくしていたからなんだ。

　本当に怖い人、厳しい人というのは、しっかり見て、知って、そしてしっかり裁定する人なんだ。人を怒鳴りつけたり罰を与えたり、恐怖心を植え付けて脅おどかして人を動かす人は、怖くも何ともない、なぜならそういう人には味方がいない。尊敬されないし愛されない。敵しかいない。そして、そんなこともわからないくらい馬ば鹿かな人なんだ」

　そして、晴せい凛りんは微笑ほほえみを浮かべて、言葉を付け足した。

「……僕は馬鹿な人間になりたくないんだよ、ミーネ……」

　晴凛に微笑みかけられたミーネは、赤い顔になって、つん、と顔を逸そらした。

「そ、そんな顔で話しかけたからって、言うことを聞くとは限らんぞ……じゃが、まあ、今日のところは、お前の言うことを聞いておいてやろう」

　ミーネは晴凛の向こうで床に平伏している連れん衡こうに向かって声をかけた。

「おい！　骨将軍！　お前は我わがシャン族の仇かたきなれども、晴凛の意を汲くんでその首を晴凛に預ける！　もし晴凛に逆らうことがあれば、我がシャン族は地の果てまでもお前を追い、その首を叩たたき落とす！　いいな！」

「はい！　奥方様の慈悲深さ、決して忘れませぬ！」

　奥方様、と呼ばれたのが嬉うれしかったのだろう。ミーネは思わず表情を崩した。

「そ、そうか。うむ……」

「何をニヤついてイやがりますか、この山やま猫ねこは。キモチワルイですね」

　すかさずミリンがツッコミを入れた、そのとき。

　晴凛たちがいる謁えつ見けん室に通じる廊下を走ってくる足音が聞こえた、と思った瞬しゆん間かん。扉が開いて、北域国庁舎の警護隊長である、龍りゆう飛ひが飛び込んできた。

「晴凛のアニィ！　じゃなかった、北域王様！　大変です！　兄貴が……じゃなかった、伏ふせ龍たつ様がお戻りです！」

「なんだって？」

「本当か？」

　驚く晴凛と光こう凛りんに向かって、龍飛は大きくうなずいた。

「はい、帝国の一大事だ、ということで帝都から馬に乗って、十日以上かかるところを五日で戻ってきたそうです！」

　晴凛は目を見開いた。

「たった五日で？」

「とんでもない強行軍だな。馬に乗りっぱなしってことじゃないか！　伏龍さんは大丈夫なのか？」

　光凛に聞かれた龍飛は、顔をしかめた。

「いや、もう、砂すな埃ぼこりと日焼けで真っ黒な顔で、服とかもひどい有様です。最初、誰かわからなかったぐらいで……今、犂すき山やま様の別宅で、侍従さんたちが風呂を沸わかして世話をしております！」

「わかった、そんな状態なら、ここに来てもらうわけにはいかない。こっちから会いに行こう！」

　晴せい凛りんはそう答えると、諒りよう秦そうに言った。

「僕と光こう凛りん兄さんの二人で話を聞きに行く。話の内容によっては、北域軍を動かすことになるかもしれません。孟もう旗き将軍と参さん謀ぼうたち、そしてシムールの千騎長たちを全員呼集しておいて下さい！」

「かしこまりました！」

　諒秦は緊張した面おも持もちで一礼した。







　　　終章







　その日の夕方。

　北域国の庁舎の大広間に、百人近い男たちが集められていた。

　彼らは北域国軍……つまり元の帝国緑軍の孟旗将軍とその参謀、小隊長以上の指揮官。そして、シムールのシャン族とタッケイ族の百人隊長以上の指揮官たちだった。

　大広間の上座には、晴凛と光凛、そして長椅い子すに寝そべった伏ふせ龍たつがいた。

　勢ぞろいした北域国軍の将兵を見回して、晴凛が言った。

「帝国の現状を、今からこちらにおられる伏龍殿の口から説明してもらいます。伏龍殿は見ての通り、馬に乗り続けていたために疲労困こん憊ぱいし、立つことはおろか椅い子すに座っているのも困難な状況です……このような状態でありながら、それでも先を急いだ理由は、事態が急変し、もはや一刻の猶ゆう予よもならないところにきているからだ！

　帝都が今、どうなっているのか、帝国がどうなろうとしているのか、それを聞いて下さい！」

　晴凛の言葉が終わると、寝台に寝そべっていた伏龍がゆっくりと上半身を起こした。

　眼がん窩かは落ち窪くぼみ頰ほお骨ぼねが突き出したその顔は、まるで病人のように見えたが、目には力強い光りを宿している。

「北域国の諸君に今の帝都の状況を簡潔に伝えよう。まず今から十日ほど前、帝都では大きな政変があった。官僚の最高位にあり、帝国を牛ぎゆう耳じっていた苑その山やま燕えん鵬ほうが、摂せつ政しようである菰こも野の盛せい元げん派の手の者により暗殺されたのだ！」

　晴せい凛りんたちと何人かの幹部は事前に知らされていたために動じなかったが、それ以外の下級将校たちは驚きの声を上げた。

「なんだと？　本当か！」

「あの苑山が暗殺だと？　信じられん！」

「しかし、なぜ菰野盛元が苑山を殺すんだ？　自分を摂政にしてくれた恩人だろう？」

　ざわつく人々に向かって伏ふせ龍たつは言葉を続けた。

「そして、南域の承しよう安あんで発生した反乱は南域全体に広がり、承安軍は帝都を目指して北上している。その総数は十万とも十五万とも言われている。

　月つき原はら弦げん斉ざいがこの承安軍を率いているという話を聞いていたが、実際に現地にいた者から俺が聞いた話では、月原弦斉は名前を使われただけで、ほとんど関与していないらしい。承安軍の主体になっているのは闇やみ塩じお商人の一派だ。

　その証拠に、住むところや食料を奪われた流る民みんが、帝都に毎日押し寄せてきている。帝都の中に入れてもらえない流民たちが、帝都の城壁の外に掘っ立て小屋を立てて住み着いており、その数は数万を超える。

　もし、月原弦斉閣かつ下かが南域の反乱を率いているならば、決して流民を出すようなことはしないだろう。

　承安軍はほとんど統制の取れていない盗賊のような連中だ。街を焼き村々で略りやく奪だつを繰り返しながら、光こう来らい川の渡しがある長ちよう陽ように迫せまりつつある。

　だが、帝都に流民があふれ、帝都の治安が脅おびやかされつつあるこのときに、帝国の重臣たちは権力闘争に明け暮れている。その権力闘争が苑山燕鵬を暗殺するに至ったのは、先ほど伝えた通りだ。

　だが、苑山を暗殺し、その後あと釜がまに座った菰野盛元の一派は、苑山の持っていた利権を自分たちのものにすることしか考えていない。彼らには帝国を運営する能力も、帝都を防衛する能力も無い……」

　伏龍はそこで言葉を切ると、居並ぶ将兵を見回して、ゆっくりと言葉を継いだ。

「つまり、このまま放置すれば、間違いなく帝都は陥かん落らくし、帝国は南域の反乱軍のものとなるだろう。帝国滅亡は目前に迫っている……これが今の帝都と帝国の現状だ！」

　伏龍の言葉が終わると、大広間は静まり返った。

　伏龍の報告を聞いた将兵たちは、無言でお互いの顔を見合わせていた。

　まさか、帝国が滅亡するときがくるなどと、誰も考えたことがなかったのだ。

　だが、それは間違いのない事実だった。

　帝都が戦火に焼かれ、帝国が滅亡する……それがどれほどの災厄なのか、どれほどの富と人名が失われるのか、誰ひとり想像がつかなかった。

　そして、将兵たちの視線は自然と晴せい凛りんに向いた。

　──どうすればいいのだ？　我々は何をすればいいのだ？　教えてくれ、北域王！

　晴凛は静かに立ち上がり、将兵たちの疑問に答えるように力強く答えた。

「僕たちは、最初、侘タ瑠ル徒トの街で尊そん王のう討とう奸かんの旗印を掲げました。皇こう帝てい陛へい下かが幼いことをいいことに、帝国を我が物のごとく専横し、己の栄達のみを図る奸かん賊ぞく、苑その山やま燕えん鵬ほうとその一味を討ち果たし、帝国を正しい姿に戻す！　それが僕たちの目的でした。

　その目的は、北域国を作り上げ、北域王となった今でも変わってはいません！　僕たちは決して皇帝に弓引くものではありません！　僕たちは帝国の敵ではない！　僕たちは帝国を立て直すために、この地で反旗を翻ひるがえしたのです！

　帝国が滅亡に瀕ひんした今こそ、僕たちの真意が問われています！　帝国が滅亡し、帝都が焼かれるその惨さん状じようを座して眺ながめるわけにはいきません！」

　将兵たちの間に賛同のどよめきが広がる中で、伏ふせ龍たつが手を上げた。

「ちょっと待ってほしい！」

　晴凛は怪け訝げんな顔で伏龍を見た。

「何か不都合があるのですか？」

「不都合、と言えば不都合かもしれない。北域軍を動かし、帝都を承しよう安あん軍から守るのは当然だ。だが、早すぎてはいけないと俺は考える」

「なぜですか？」

「承安軍は大軍だ。そいつと正面からぶつかるのは避けたほうがいい。帝国軍の防衛部隊と戦って戦力を減らした後で、当たるべきだと思う。具体的には帝都が直接攻撃を受けて、陥かん落らく寸前になるまで様子を見るべきだ……」

　伏龍はにやり、と笑って言葉を続けた。

「どうせなら、俺たち北域軍を高く売りつけたほうがいいと思うんだ。帝都の城壁に承安軍が押し寄せ、帝都の人々が震え上がり、死を覚悟するそのときまで待つべきだと俺は思う。

　北域軍は救国の軍であり、北域王は救国の英雄でなければならない。帝都の住民が歓喜の涙を流し、感謝し、歓呼の声で迎え入れて、初めて北域軍は帝国の中で確固たる地位を占めることができる。

　英雄と呼ばれるのは、目前に迫せまった危機から人々を救った人間だけだ。危機を未然に防いだ者は、決して英雄とは呼ばれない」

　伏龍の言葉を聞いた将兵の間にはうなずく者も多かった。

　孟もう旗き将軍の参さん謀ぼうたちの中からも、小さな声で賛同のつぶやきが上がった。

「北域軍は反乱軍だと思われている……シムールの傀かい儡らいだとか、裏切り者だとか、評判は散々だ」

「その悪評をひっくり返すには、やはり我々の有難さを知らせてやらねばいけませんな」

「馬ば鹿かにしていた帝都の連中も、殺されそうなところを助けてもらえば、見る目が変わるでしょうな」

　そういったつぶやきを聞きながら、晴せい凛りんは黙だまって考え込んでいた。

「晴凛、どうする？　北域軍を動かすのは、もう少し様子を見てからにするか？」

　晴凛は言葉を選ぶように、ゆっくりと話し始めた。

「伏ふせ龍たつさんの言っている意味はよくわかる。帝国軍と承しよう安あん軍が争って双そう方ほうが弱ったところで、我々が出ていくほうが賢い。そういう考え方もあるだろう。

　承安軍に帝都が襲われ落城するその寸前に援軍として登場すれば、帝国の中で重要な地位を占めることができる、という考え方もあるだろう。

　でも、僕は思うんだ。

　僕たちがここで何もしないでいるその間に、誰かの家が焼かれ、誰かの財産が奪われ、誰かが傷つき、誰かが死んでいくのだと！

　確かに、危機に陥おちいったときに、救いに訪れる人間は感謝されるだろう。

　始まった崩壊を食い止めれば、英雄になれるだろう。

　危機に陥る前に危機を防ぎ、崩壊が始まる前にその崩壊を抑えた者は、誰からも感謝されないし、絶対に英雄と呼ばれることはない。

　それは、当たり前のことだと言われて終わりだ……」

　晴凛は顔を上げて、居並ぶ将兵たちを見回して……そして言った。

「だから、だからこそ、僕たちは当たり前のことをしよう！　誰からも感謝されない、誰にも英雄と呼ばれることのない、当たり前のことをやりに行こう！

　焼かれるかもしれない家を守り、奪われるかもしれない財産を守り、傷つき死ぬかもしれない人々を助けに行こう！

　帝都の人間は、きっと『何にしに来た、お前たちが来なくても、俺たちは大丈夫だった』と言って僕たちを笑うだろう。

　でも、いいんだ。そう言って笑われて、初めて僕たちは目的を達することができる！

　これから部隊に帰った君たちは、部下の兵士にこのことをしっかり伝えて欲しい。

　僕たちは、英雄になりに行くんじゃない。僕たちは笑われに行くんだと！」

　そして、晴凛はゆっくりと付け足した。

「僕は本日このときをもって、北域国が帝国領内の内乱に介入することを宣言する！　北域国軍は直ただちに臨戦態勢を取り、長距離行軍の準備を整えよ！　そしてまず、騎兵を中心とした精せい鋭えい部隊による先行部隊を編成し戦線の偵察に向かう！」

　大広間に勢ぞろいした百人の将兵が一斉に敬礼した。




　北域国が帝国の内乱に介入する、という報しらせは、瞬またたく間に延えん声せいの街の中に広まった。

　夕ゆう闇やみに沈む延声の街のあちこちで、篝かがり火びが焚たかれ、人や馬がひっきりなしに行き交かう光景を、晴せい凛りんは犂すき山やまの居城の一室から見下ろしていた。すると、いつの間にかやってきた犂山が話しかけてきた。

「ついに、動くか……」

「はい、事態は僕の予想していたよりも早く推移しています。今、ここでためらうべきではないと思ったからです」

　そう言い切った晴凛の横顔を見て、犂山は大きくため息をついた。

「王の資質を持った人間が王になるのか、それとも王の立場がその人を作るのか……もしかしたら、その両方が合わさったとき、人は本物の王になれるのかもしれんな」

　晴凛は微笑ほほえんだ。

「僕は王にはなれません。本当の王とは、なんの力がなくとも、人を従えてしまうような人間を言うんだと思います……」

「長ちよう嶺れい帝ていか……」

「ええ、皇こう帝てい陛へい下かはその血筋と立場以外に何も持っていない、ただの少年です。何かを為なし遂げたわけではありません。でも、だからこそ陛下を慕したい、陛下を守ろうとする人々がいるのだと思います。あの皇帝陛下は可能性です、よりよい時代を作ることができる可能性です。僕は可能性を失いたくありません……」

　犂山は顔を上げた。

「長嶺帝は聡そう明めいなお方だ。あのまま真っすぐに育っていただきたいものだと、心の底から願う……それにしても菰こも野のの一派が皇帝暗殺を計画しているとはな。こんなことがなければ笑い話にもならんほどの荒こう唐とう無む稽けいな話だ」

「ええ、僕もそう思います……でも、僕は伏ふせ龍たつさんを信じます。あの人は姿なきを見て、音なきを聞くことができる人ですから」

「……確かにそうだ」

　犂山はそう言って笑った後で、真ま面じ目めな顔で晴凛に聞いた。

「大広間であの男が言った、様子を見ろ、というのは本音なのかね？」

「それはわかりません……でも伏龍さんは、ああ言えば、きっと僕がああ答えるだろうということは予想していたんだと思います」

「皇帝救出部隊に、北域王である君みずから出陣するというのも、伏龍殿の指示かね？」

「はい。この作戦は大部隊ではなく、あくまでも少数精せい鋭えいで、短時間にやり遂げなくてはなりません。弓の腕前などを考えると、私しかいない、ということになりまして……」

「そうか……確かに弓の腕を考えれば君が選ばれるのは当然だが……伏ふせ龍たつ殿も思い切った策を立てるものだ」

「思い切った策だからこそ、成功する確率が高い……これは伏龍さんの受け売りですけどね」

　そう言って笑った晴せい凛りんを見て、犂すき山やまは深く一礼した。

「帝国臣しん民みんとして、心から君に感謝する。なんとしてでも皇こう帝てい陛へい下かを救い出してくれ！」

「わかりました。帝国の希望の灯あかり、決して消させるわけにはいきません！」

　晴凛は力強くうなずいた。

　この瞬しゆん間かん。延えん喜ぎ帝国の運命は晴凛の手に委ゆだねられた。

　音を立てて崩壊していく延喜帝国を、どこまで食い止めることができるのか。果たして長ちよう嶺れい帝ていを暗殺の魔の手から救い出すことができるのか。

　それを知っているのは、運命の大歯車を回す女神だけである。







　　　あとがき




　どうも、鷹たか見み一かず幸ゆきです。『ご主人様は山やま猫ねこ姫９　帝国崩壊編』いかがでしたでしょうか？

　サブタイトルを読むだけで、どんな内容なのかわかってしまう、いわばネタバレ的なタイトルですが、今までの巻をお読みになっていた方には、帝国が滅びるということは、もう誰でもおわかりの当然のことでして、隠しても意味がないと思い、こういうタイトルになりました。

『ご主人様は山猫姫』は物語を進めていくときに謎なぞを残しません。なぜこうなるのか、どうしてこうなったのか、という理由が常にそこに書かれています。

　ですから、読者の方の予想、予測から物語が大きく外れることはありません。悪く言えば予定調和、よく言えば王道の流れで物語が進みます。

　ですから「帝国が崩壊する」というネタバレ情報があっても、読者の方は「それがどうした」「そんなことはわかっていた」と返されるのではないかと思います。

　読者の方が興味を持っているのは、そういう情報ではなく「どういう形で、帝国が崩壊するのか」「その崩壊に絡からんでどんなドラマがあるのか」という、さらにもう一歩踏ふみ込んだ詳しよう細さいな部分です。そして、こういった詳細な部分は、簡単なネタバレ解説を聞いたところで満足できるものではありません。

　山猫姫はある意味でネタバレされても怖くない物語かもしれません。




　さて、山猫姫も今回でついに九巻。

「ミーネという名前の山猫みたいな遊牧民のお姫さまと、晴せい凛りんという落ちこぼれのニートの若者の話」という最初の頃の物語の枠を大きく踏み越えて、晴凛は救国の英雄となるところまでやってまいりました。

　晴凛は果たしてどんな英雄になるのでしょうか？　私の考えている英雄とは世の中と関かかわり合い、人々を動かす人間のことです。多くの人々を動かして、人は初めて英雄と呼ばれるのだと私は思っています。

　世の中に関わらない、世の中を動かさない、人々を動かせない人間は、英雄ではありません。どんなに戦闘力がズバ抜けていても、智ち謀ぼうに長たけていても、それはただの異能者でしかないと思うのです。

　果たして、晴凛は帝国を無事に立て直し、救国の英雄と呼ばれるようになるのでしょうか？

　読者の方々が望む結末、納得できる結末まで、あと少しです。

　仮面の軍師と伏ふせ龍たつとの因いん縁ねんの対決はどうなるのか。シムールのエオル王は、どう動くのか。

　書くべきことは山のようにありますが、現在この物語の続きを必死に書いておりますので、今度はそれほど間隔を空けることなく続きをお届けできると思います。

　最後になりましたが、今回も、執筆に当たって、ゲームデザイナーの銅あかがね大だい氏。そしてキャラ描写について角川スニーカー文庫で『日常』のノベライズをお書きになった椎しい出で啓けい氏の協力をいただいております。

　息詰まる戦闘シーンは銅大氏。ミーネの楽しくかわいいセリフは椎出啓氏のご協力の賜たま物ものです。

　そして、今回も、実に魅力的な『山やま猫ねこ姫』世界の住民たちを描えがき出していただいた春日かすが歩あゆむ氏には、お礼の言葉もありません。

　百聞は一見に如しかず、という言葉の通り、百行にわたる描写よりも、微笑ほほえむミーネの挿さし絵え一枚のほうが、読者にダイレクトに伝わるものがあります。

　文字は頭に伝わり、挿絵は心に伝わるのだと思います。

　文章の上だけの存在だったミーネやシャールに生命の息い吹ぶきを吹き込んでいただけたことを心より感謝しております。


（このあとがきを書いている最中に五十四歳になった）　鷹たか見み一かず幸ゆき
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